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序 

 

 青森県教育委員会は、昭和59年度に、むつ小川原開発

予定地内に所在する大石平(1)･(2)遺跡の記録保存を図

るため、発掘調査を実施しました｡ 

 遺跡からは、縄文時代後期及び弥生時代の住居跡と数

多くの遺構・遺物が発見されました｡ 

 本報告書は、この発掘調査の成果をまとめたものであ

り、いささかでも文化財の保護及び活用に資するところ

があれば幸いに存じます｡ 

 最後でありますが、調査の実施と報告書の作成にあた

り関係各位から御協力、御指導を賜りましたことに対し

心から感謝の意を表します｡ 

 

 昭和61年３月 

 

青森県教育委員会 

教育長  本 間 茂 夫 





例    言 

 

〇 本報告書は、昭和59年度に実施した青森県上北郡六ヶ所村に所在する大石平(1)･(2)遺跡の

発掘調査報告書である。 

○ 調査に際しては、試掘調査を先行させて行い、遺構・遺物のみられる箇所では、その周辺

を拡張・調査する弾力的な考えのもとに実施した｡ 

〇 本報告書中のⅣ―１区については、その東側隣接地が、昭和58年度に発掘調査を実施し、

多くの成果を収めた当時のⅢ区に相当していることから、本区の内容は、Ⅲ区の成果と関

連させた記述をしており、また、本書の内容を検討・把握するに際してもⅢ区と関連づけ

る必要がある。なお、昭和58年度の調査成果は、青森県埋蔵文化財調査報告書第90集「大

石平遺跡」として昭和59年度に刊行している。 

○ 昭和60年度には、昭和58年度調査時のⅢ区西側と、本書のⅣ―１区の各々南側一帯の発掘

調査を実施しており、予想通りかなりの成果をあげている。これら３か年にわたる発掘調

査の結果、58年度のⅢ区、59年度のⅣ―１区、60年度の調査区の３区は、連続した一つの

集落……遺跡の中心部……であることが判明した。換言すれば、一つの大集落跡を３回に

分けて調査したということである。 

このような観点からすれば、昭和58年度に実施した発掘調査は１次的調査
・ ・ ・ ・ ・

、59年度実施の

Ⅳ―１区については、２次的調査
・ ・ ・ ・ ・

という意味に受けとめることができる｡ 

 そこで、本文中の随所に、昭和58年度の発掘調査における遺構・遺物が引用されること

から、便宜上、昭和58年度に実施した発掘調査のことを第１次調査
・ ・ ・ ・ ・

、59年度を第２次調査
・ ・ ・ ・ ・

と

仮称することにした｡ 

〇 本報告書では、広大な調査対象面積のため、地区割りを行い、区ごとに記述する形式をと

っているが、主体を占めている区は、Ⅳ―１区とⅦ区である｡ 

〇 本報告書の記載内容は、前述のごとく２次的調査であることと、昭和60年度の発掘調査が

３次的調査であり、「大石平遺跡」の最終年度調査でもあることから、できるだけ、遺構・

遺物のとらえ方は、第１次調査のとらえ方に準拠し、そのイメージを損なわないよう努めた。 

○ 執筆者の氏名は、依頼原稿については文頭に、ほかは文末に記した。 

○ 石質鑑定は、県立八戸高等学校教諭 松山 力氏に依頼した｡ 

〇 本報告書の文中における用語は、できるだけ統一をとるよう努めたが、数度にわたり使用

されるものは、簡略化したり、仮称したりしたものもある。 

○ 図版の縮尺は、各図ごとに表示してあるが、ないものは任意の縮尺である。 

なお、写真図版の縮尺は、統一していない。 

○ 土層の観察・表記は、農林省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票

監修「新版標準土色帖」に基づいている｡ 
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第Ⅰ章 調査に至る経過と調査要項 

 第１節 調査に至る経過 

 むつ小川原開発事業計画にかかわるむつ小川原開発株式会社所有地内の調査は、昭和49年、

50年に実施した新住区建設に係る千歳遺跡(13)の発掘調査に始まり、昭和54年、55年には、石

油国家備蓄基地建設に伴うパイプライン敷設に係る表館遺跡並びに発茶沢遺跡の発掘調査、更

に昭和56年、57年には、備蓄基地の消火用水確保に伴う弥栄平遺跡(2)の発掘調査、昭和58年に

は大石平遺跡の第１次発掘調査を実施してきた。 

 昭和58年11月、むつ小川原開発株式会社から、大石平遺跡（総面積約76万㎡）約25,000㎡の

第２次発掘調査の依頼があった。 

 そこで、青森県教育委員会では、同年11月受諾する旨回答し、昭和59年５月７日から同年11

月９日までの予定で発掘調査を実施することにした。 （山田） 

 

 第２節 調査要項 

１．調査日的 

むつ小川原開発事業実施に先立ち、当該地区に所在する埋蔵文化財の発掘調査を行い、

その記録保存をはかり、地域社会の文化財活用に資する。 

２．調査期間  昭和59年５月７日から昭和59年11月９日まで 

３．遺跡名及び所在地 

大石平（1)･(2)遺跡  青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字野附 

４．調査面積   25,0000㎡ 

５．調査委託者  むつ小川原開発株式会社 

６．調査受託者  青森県教育委員会 

７．調査担当機関  青森県埋蔵文化財調査センター 

８．調査協力機関  六ヶ所村企画課 

六ヶ所村教育委員会 

上北教育事務所 

県むつ小川原開発室 

９．調査参加者 

(1) 調査指導員  村越  潔  弘前大学教育学部教授 

青森県文化財保護審議会委員 
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(2) 調査協力員  田中  澄  六ヶ所村教育委員会教育長 

(3) 調 査 員  小山 陽造  八戸工業高等専門学校教授 

〃    滝沢 幸長  八戸市文化財保護審議会委員 

〃    佐藤  巧  県立郷土館学芸員 

〃    山口 義伸  県立木造高等学校稲垣分校教諭 

(4) 青森県埋蔵文化財調査センター 

所   長  工藤 泰典  （現・県地方労働委員会事務局総務課長） 

〃    三橋 時男  （昭和60年４月 教育庁財務課副参事から） 

次 長  須藤 昭二 

総 務 課 長  館浦 善清 

調査第一課長 新谷  武 

調査第二課長 山田 洋一 

主 査  遠藤 正夫 

〃    三浦 圭介 

主 事  白山  昇 

〃    白鳥 文雄 

〃    赤平 智尚 

〃    一条 秀雄 

調査補助員  須藤 徹彦（昭和60年３月退職） 

〃    大沢  匡（昭和60年３月 〃 ） 

〃    安原  渡（昭和59年５月 〃 ） 

〃    木村 清孝 

〃    福士 聡彦（昭和60年２月退職） 

〃    小田川暫彦 

〃    佐藤  譲（昭和59年10月退職） 

〃    石塚 邦仁（昭和60年３月退職） 

〃    鶴谷しげ子（昭和60年10月退職） 

〃    田中 伸子（昭和60年１月退職） 

〃    佐井 理賀 

〃    蝦名 知子 

〃    奈良 郁子（昭和60年３月退職） 

〃    竹内  史 
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第Ⅱ章 調査の概要 

 第１節 調査の方法 

 １ 調査区の設定 

 調査対象区域が広範囲にわたるため、第１次調査の区割りに準じてⅣ～Ⅶ区の４地区に区割

りした。調査時においてはⅣ区―Ｃ地点・Ⅴ区―Ｄ地点・Ⅵ区―Ｄ５地点・Ⅶ区―中の島と仮

称し、遺物の取り上げ・遺物の注記等もこれを用いた。 

 また、各地区内でも作業の円滑化を図るために数地点に分割した。 

 第２次調査（59年度）が、埋蔵文化財調査センター２チーム・文化課１チームの計３チーム

で実施することや、第１次調査（58年度）の調査区に接することなどから、各地点ごとに軸線

等に異同がないよう、第１次調査の基準軸線を延長して遺跡全域に４ｍ×４ｍのグリッドを設

定した。 

 グリッドは、第１次調査に準じて、南北方向にアルファベット２文字の組み合せを、東西方

向に算用数字を付し、その組み合せで呼称した。またＡＡラインから北側はＺＺ～ＹＡを付し

た。呼称は第１次調査に連続したが、Ⅶ区は調査開始が遅かったことなどから、軸線は同一と

したが、呼称は独自なものを使用した。Ⅶ区のⅡＡ100グリッドは全体のＣＨ―300グリッドに

相当する。アルファベット及び数字の方向は全体と同じである。 

 ２ 発掘の方法 

 基準線に沿って試掘トレンチを設け、遺構・遺物が検出された部分から順次拡幅を行った。 

 トレンチは対象面積の10％を目安とし、各地区の地形・現状等を考慮して設定した。このた

め、各地点ごとにトレンチの形状等は異なる。 

 各地点ごとに土層観察用のトレンチを設けた。各層はローマ数字を付して呼称した。 

 〈遺構の調査方法〉 

 遺構は、各種類ごと及び確認順に番号を付した。遺構の調査は堆積土の状態を観察するため

に原則的には四分法を用い、規模の大小により二分法・半截・その他を用いた。堆積土層は算

用数字を用いて呼称した。 

 遺構の実測における縮尺は、基本的には20分の１とし、遺物出土状況・規模の大小等により

10分の１・その他とした。 

 また、記録保存のため適宜写真撮影を行った。写真は、モノクロフィルム及びカラーリバー

サルフィルムを使用した。 

 〈遺物の取り上げ方法〉 
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 遺構内出土遺物は、遺構及び層位ごとに取り上げることを原則とした。遺構外出土遺物は、

グリッド単位で取り上げた。取り上げに際しては、種類ごとに色分けしたカ―ドを使用し、出

土位置、出土層位を記入した。（土器一日・石器一青・その他―赤） 

 

第２節 整理の方法 

 調査終了後、遺物は水洗い、乾燥ののち出土地点等の注記を行った。注記は、前述のとおり

調査区の仮称を用いている。復原・実測・拓影・写真撮影等、一連の整理作業を行った。また

遺構実測図等の補正・トレースなども、これと併行した。 

 各遺物における分類基準は、おおむね第１次調査に準じたが、担当者の変更等による見解の

相異などから若干異なる部分がある。以下各遺物の分類基準を明記する。 

 １ 土器 

 土器の分類は、大筋では第１次調査に準じた。時期的区分による群別は以下のとおりである｡ 

第Ⅰ群 縄文時代早期の土器 第Ⅳ群 縄文時代後期の土器 

第Ⅱ群 縄文時代前期の土器 第Ⅴ群 縄文時代晩期の土器 

第Ⅲ群 縄文時代中期の土器 第Ⅵ群 弥生時代の土器 

 各群の中における細分（類）は、第１次調査のものと相異点があり、その詳細については、

第Ⅳ章第１節―２―(1)の項で記載する。 

 ２ 石器 

 石器の分類は大筋では第１次調査と同じである。しかし、あらたに注目された石器の存在や、

担当者の変更等による見解の相異によって、変更した部分がある。なお、分類についての具体

的な概念規定は も多量に出土したⅣ―１区からの出土石器に基づいている。 

 第１次調査で示された分類基準との相異から想起される誤解を防ぐために、これら相互の共

通点・相異点及び再分類の理由等は、記載が重複することから第Ⅳ章第１節の石器の項で明確

に記述する。この項では各類別の名称を記載し、細分は前述の石器の項で記載する。 

第Ⅰ群石器（剥片石器） 第Ⅱ群石器（石斧） Ｏ類 円盤状石製品 

Ａ類 石鏃 Ｉ類 磨製石斧 Ｐ類 有孔石製品 

Ｂ類 石槍 Ｊ類 打製石斧 Ｑ類 滑車形石製品 

Ｃ類 石錐 第Ⅲ群石器（礫石器） Ｒ類 石棒 

Ｄ類 石匙 Ｋ類 石錘 Ｓ類 石刀（石剣） 

Ｅ類 石箆 Ｌ類 敲磨器類 Ｔ類 石冠 

Ｆ類 不定形石器 Ｍ類 石皿・台石・砥石 Ｕ類 その他 

Ｇ類 靴形石箆 第Ⅳ群石器（石製品等）  
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Ｈ類 ピエス・エスキュ―ユ Ｎ類 軽石 

 出土石器の観察表は、各器種別に遺構内・遺構外出土を含め、付表として巻末に一括した。 

 実測図に用いたスクリーン・トーンの指示は、類似する図柄が、縮尺率の違いから、混乱を

招く恐れがあることから、各図版上に明示した。 

 表中の略語等は、本文中及び表の欄外に表示した。 （遠藤・畠山・白鳥・一条） 

 

 第３節 調査の経過 

 ５月７日、調査区のほぼ全面を覆う笹の刈り払い作業から開始した。10日には、これと併行

して、58年度の調査地点からグリッドの軸線を移動し、Ⅳ区では西方、Ⅴ区では東方へとグリ

ッドの設定をすすめた。 

 広大な面積のため、試掘を先行し、包含層や遺構を検出した際にはその範囲を拡大し精査す

るという基本的な考えから、グリッド組みは、東西方向は20ｍ間隔、南北方向は４ｍ間隔を原

則とした。 

 11日から粗掘りを開始し、以後、刈り払いして、グリッドを組み、粗掘りするというサイク

ルで順次進めていった。６月の半ば過ぎ、Ⅴ―４区では溝状ピットの検出が続き、Ⅳ区でも土

器片等の遺物が若干出土し始めたが、遺構は検出されなかった。 

 ７月に入り、Ⅴ―２区の南東部から焼土や土器が出土、Ⅳ区では北側縁辺部で配石遺構を確

認し精査に入った。18日から19日にかけて、Ⅴ―２区から弥生式土器が１個体単独で出土した

ため、周辺を拡張・精査したところ、縄文土器片が多量に出土した。末頃には、Ⅴ―３区の縁

辺部まで粗掘りが及び、縄文土器の密集部を２箇所検出した。Ⅳ区では竪穴遺構１基を確認し

精査を終える頃には、粗掘りは南東部の沢頭Ⅳ―１区付近まですすんだ。 

 ８月初め、以前、遺物が出土したⅤ―２区の隣接部である１区南側を調査したが、遺構・遺

物の出土はなかった。そこで、次の調査区であるⅥ区（Ｄ―５地点）の現地踏査を行い、道づ

くりや作業の手順を整えた。11日には、Ⅴ区の全調査が終了した。Ⅵ区の笹刈りは29日で一応

終了し、グリッド設定、粗掘りにかかった。Ⅳ区では４号土壙を精査中、軟玉17個が出土した。 

 ９月上旬、調査の主体がⅣ区西側からⅣ―１区に移り、確認した溝状ピット、フラスコ状ピ

ット等の精査に併行して、407ライン付近の粗掘りや397、447ラインのグリッド組みを行った｡ 

 ９月10日、Ⅶ区の笹刈りを開始し、13日には粗掘りに入った。また、Ⅵ区においては粗掘り

が続行された。一方、Ⅳ―１区の遺構精査はいよいよ本格化し、出土遺物もこの時点で約120

箱（ダンボ―ル箱）に達した。 

 10月には、大きく調査の拠点がⅣ―１区とⅦ区に分かれ、他チ―ムの応援も得て、31日には

Ⅵ区、Ⅳ区の調査が終了し、残るⅦ区の調査は１１月９日に終了した。 （山田） 
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第Ⅲ章 遺跡の環境 

 第１節 遺跡周辺の地形 

 上北郡六ヶ所村は下北半島頸部の太平洋側にあって、この付近には、北方から尾駮沼、鷹架

沼、市柳沼、田面木沼、内沼そして小川原湖の湖沼群がみられる。太平洋沿岸には、これらの

湖沼を閉塞するような形で天ヶ森砂丘が現汀線に沿ってほぼ南北方向に約200ｍの幅で分布し、

さらに内陸側には標高５～23ｍにも及ぶ古砂丘が同じく南北方向に300ｍ余の幅で分布してい

る。現在、古砂丘は松林となっていて防風、防砂林の役割を果している。また、この付近には、

海岸段丘の発達も顕著であって、上位から吹越烏帽子段丘、長者久保段丘、千歳段丘、七鞍平

段丘の４段丘が確認できる。これらの段丘のうち、本遺跡が立地しているのは 下位の七鞍平

段丘（標高50～12ｍ）が主であって、一部は上位の千歳段丘（標高100～60ｍ）上にも立地して

いる。 

 本遺跡が立地している地域は、北方に東流して太平洋に注ぐ老部川があり、南方には尾駮沼

があって、その幅は約２kmである。この地域に広く分布している段丘は 下位の七鞍平段丘で

西端部には千歳段丘が幅狭く分布している。本地域のほぼ中央部には南東流して尾駿沼に注ぐ

侵食谷があって、この侵食谷の北側に分布する七鞍平段丘は、小谷の開析作用がみられるもの

の比較的平坦な地形をなしている。侵食谷の南側においては、この谷の侵食作用により、多少

起伏に富む地形となっている。なお、西端部においては上位の千歳段丘とは約１0mの比高差を

もつ侵食斜面でもって接している。 

 本遺跡は、現汀線より２～３km程内陸側にあって、標高が62～37mである。遺跡の北端は老部

川に臨む急峻な段丘崖となっている。遺跡内には老部川の枝流が２本あり、いずれも七鞍平段

丘上に谷頭をもち、並行して東流している。両枝流の間は、侵食作用によって東西方向に帯状

の小丘地としては残っているものの、全体的には200m余の幅で、５～10ｍの比高差のある谷状

凹地となっている。またこの枝流の谷頭付近は、上位の千歳段丘へ連続する侵食斜面でありか

つ、この枝流による馬蹄形状の侵食地形となっている。枝流の南縁から本地域の中央部を南東

流する侵食谷までは比較的平坦な地形となっている。（第３図） 

 本遺跡はかなり広範囲にわたって分布しているので、各地区毎にその地形の概要を述べたい。

本遺跡は、上述の２本の枝流のうち、南に位置する枝流の右岸に沿うほぼ東西方向の線引きで

南側を大石平(1)遺跡、北側を大石平(2)遺跡と区分している。なお、大石平(1)遺跡の中で枝流

右岸沿いについては昭和58年度においてすでに発掘している。 

 まず大石平(1)遺跡は、昭和58年度発掘した地点より西方にあって、枝流の谷頭付近に拡がる 
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馬蹄形状の侵食地形の南半分をしめている。標高は61～46ｍでかなり急傾斜面となっている。

ただ、フラスコ状ピット及び溝状ピットの分布する地点は千歳段丘上であってこの付近はやや

平坦な地形となっている。なお、本調査した場所は、枝流の谷頭部を取り囲む形であって、湧

水がひどい所である。 

 大石平(2)遺跡第Ⅳ区は、大石平(1)遺跡の北に隣接していて、馬蹄形状の侵食地形の北半分

を占めている。第Ⅳ区の北端は、老部川に臨む段丘崖となっている。標高62～44ｍであり、全

体的に南方への急傾斜面となっている。ただ、配石遺構の分布する地点は、標高が62ｍあり、

やや小丘状をなすように千歳段丘が発達している。 

 大石平(2)遺跡第Ⅴ区は、北端の段丘崖に沿って、約200ｍの幅で800ｍの長さをもつ帯状の分

布を示している。標高が48～37ｍであって、枝流の侵食作用によりやや起伏がみられるが比較

的平坦である。全体的には南方への緩傾斜面となっている。 

 大石平(2)遺跡第Ⅵ・Ⅶ区は枝流間の小丘地内に点在している。第Ⅶ区は、標高が42ｍ程で、

周囲が開墾のために削平されていて全くの孤立丘である。第Ⅵ区は標高が36～34ｍで、枝流の

侵食作用により低湿地状の地形である。 

 第２節 遺跡周辺の地質と遺跡内の土層区分 

 下北半島の頸部を構成している地層のうち、基盤をなす地層は新第三系中新統の泊安山岩頬

及び鷹架層である。また、本地域に も広く分布する地層は新第三系鮮新統の浜田層及び第四

系下部洪積統の野辺地層である。新第三系中新統の泊安山岩類は安山岩質角礫岩及び同質集塊

岩からなっていて、本遺跡北端の老部川に臨む段丘崖にみられるが、主に本地域北方の山岳地

に広く分布している。中新統の鷹架層は主として塊状のシルト質砂岩からなり、泊安山岩類の

上部と指交関係にあって、本遺跡南方の鷹架沼を中心にほぼ南北に分布している。新第三系鮮

新統の浜田層は塊状無層理の砂質シルト岩と砂岩との互層からなり、下位の中新統を不整合に

おおっていて、本地域に広く分布している。また、第四系下部洪積統の野辺地層は全体的に砂

とシルトの互層からなり、下位の新第三系を不整合におおい、ほぼ水平に堆積していて、一般

に段丘構成層におおわれている。 

 次に遺跡内における土層区分及び各地区の土層の対比を第４図に示した。これに基づき、各

層の概要を述べたい。 

 Ⅰ層 黒褐色土層（10～20㎝）表土。※昭和58年度発掘した大石平遺跡のⅠａ及びⅠｂ層に

対比される。草根を多量に含んでいて、全体的にしまりがなく、ソフトな感じがす

る。斜面及び低地においては約20㎝と厚くなり、Ⅰａ及びⅠｂの２層に区分され、

このうち、Ⅰｂ層はやや腐植質となり、苔の発生がみとめられる。 

 Ⅱ層 黒色腐植質土層（10～20㎝）※のⅡ層に対比される。草根を含み、粘性湿性が多少あ 
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り、やや硬さもある。乾くと灰黒色に変色し、全体的に格子状の割れ目が発達する。 

本層は平坦地においてはレンズ状の分布を示している。 

 Ⅲ層 暗茶褐色土層（５～25㎝）※のⅢａ層に対比される。風成による堆積でしまりがなく、

非常にソフトな感じである。平坦地では下位層の粒子状の混入で明るい色調を示す

が、低地においては水の影響をうけていて、多少粘土質になっている。なお第Ⅳ区

ＢＱ―387の低地においては本層に２枚の降下火山灰層が挿入されているのを確認

できた。 

 Ⅳ層 黒色腐植質土層（０～40㎝）※のⅢｂ層に対比される。上位のⅡ層に酷似していて、

より粘土質である。Ⅱ層よりも湿性が多く、Ⅱ層が格子状の割れ目が発達するのに

対して、本層は表面がなめらかでしまっている感じである。部分的に欠如すること

はあってもほぼ遺跡全体に分布している。 

 Ⅴ層 暗褐色火山灰質土層（20～40㎝）※のⅣ層に対比される。下位の火山灰層を粒子状あ

るいはブロック状に多量に混入していて、層全体としてのしまりに欠ける。本層は

火山灰の混入状況により２層に区分でき、上位のＶａ層は火山灰が粒子状に混入し、

暗い色調を示し、下位のＶｂ層はブロック状に混入し、全体的に火山灰質になって

いて、明るい色調を示している。ただ低地においては、火山灰粒の混入はあるもの

の、全体的には黒褐色粘土質土に変化し、下部には砂礫層を伴なうこともある。 

 Ⅵ層 黄褐色粘土質火山灰層（50㎝＋）※のⅥ層に対比される。全体的によくしまった感じ

で粘土質である。昭和58年度に発掘調査した大石平(1)遺跡の296ラインにおいては

本火山灰層の直上にブロック状のラピリ質浮石を確認できた。この浮石は、おそら

く、上北上部火山灰層基底部に伴う千曳浮石（Ｃｂ，Ｐ）に相当するものと考えら

れる。 

 ところで、各地区の土層分布をみると、まず大石平(1)遺跡においてフラスコ状ピット及び溝

状ピットの分布する地点では耕作による削平のため火山灰質のⅤ層の直上はほとんど耕作土と

してのⅠ層があるのみである。また第Ⅳ区では傾斜面であるためⅡ層がレンズ状に分布するほ

かはほぼ標準層序に従って堆積している。なお枝流の谷頸部に臨む急傾斜面地（ＤＡ―375グリ

ッド）ではⅣ層が100㎝以上の厚さで堆積していて４層に区分できる。この４層のうち、上位か

ら３番目のⅣ３層にはブロック状の焼土や縄文時代後期（十腰内Ⅰ式）の土器片が１片確認で

きた。 

 大石平(2)遺跡第Ⅳ区では、配石遺構の分布する地点がⅠ層直下が風成作用によって全体的に

火山灰質のⅣ層及びⅤ層が堆積している。ただ傾斜地においては、ほぼ標準層序に従って堆積

している。 
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 第Ⅴ区では、北端の段丘崖沿いの段丘面を除いては全体的に枝流の侵食作用によって平坦地

ながらもやや低湿地状になっている。このため、標準層序に従って堆積しているものの、Ⅳ層

が厚く堆積していて、非常に粘土質であり、下位のⅤ層も砂礫層となっているところがある。 

 第Ⅵ区は低湿地であるために全体的に粘土質であって層区分がなかなか困難である。第Ⅶ区

では開墾による削平あるいは盛土のために全体的に攪乱されている。Ⅰ層直下はⅣ層あるいは

Ⅴ層になっている。 

 本遺跡から出土する遺物については、遺跡全体が耕作による攪乱があるためプライマリー

（Praiｍary）な状態での確認は困難である。概して、Ⅲ層下部からⅣ層上部にかけて縄文時代

前期～後期の遺物が出土している。ただ平坦地においては、風成作用によりⅤ層中に含まれる

こともある。なお第Ⅵ区ではⅣ層上部より縄文時代中期、Ⅳ層下部から前期、そしてⅤ層上部

（Ｖａ層）からは早期の遺物が出土している。ところで昭和58年度発掘の大石平(1)遺跡におい

ては、Ⅱ層下位～Ⅲａ層上部から縄文時代後期、Ⅲａ層下部～Ⅳ層上部からは前期の遺物が出

土している。 
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第Ⅳ章 検出遺構と出土遺物 

第１節 Ⅳ   区 

１．検出遺構 

 Ⅳ区で検出した遺構の総数は、205基であり、その種別は次のとおりである。 

竪穴住居跡  13軒（縄文期…11軒、弥生期…２軒） 

土壙 166基（160基がⅣ―１区、６基がⅣ―２区） 

溝状ピット  １基 

焼土状遺構  10基 

屋外炉  ３基 

配石  12基（12基が狭い範囲にまとまっている） 

 これらの遺構の検出位置をみると、その大半が湧水のあるⅣ―１区に集中しており、わずか

に溝状ピット１基とフラスコ状ピット６基が調査区南西側のⅣ―２区、（ＣＫ―432）グリッド

を中心にした狭少範囲に、また、12基の配石も狭少範囲で、調査区北西隅に各々位置している。 

（遠藤） 

 (1) 竪穴住居跡 

 第１号竪穴住居跡（第７図、第８図） 

〈位置〉ＣＰ～ＣＲ―385―387グリッドに位置する。 

〈平面形・規模〉西側の1/2しか確認できなかったが、8.0ｍ×約5.5ｍの楕円形と思われ、推定

床面積は約35.5㎡である。 

〈重複〉北東に検出した第８号焼土遺構と隣接、又は重複関係にあると思われるが、確認でき

なかった。 

〈堆積土〉５層に区分できた。自然堆積である。 

〈壁・床〉東側の壁は確認できなかった。壁高は南壁12㎝、西壁13㎝、北壁13㎝で、壁の立ち

上がりは急である。床面は、比較的堅緻で、平坦であるが、炉の周辺は10㎝程低くなっている。 

〈柱穴〉住居跡内から22個、外から３個のピットを検出した。主柱穴と思われるのは、ピット

１・２・４・５である。他の小ピットのいくつかは、補助柱穴と思われる。また、住居跡外の

ピットが、本住居跡と関連をもつかどうかは、不明である。 

〈炉〉住居跡の、ほぼ中央に土器埋設炉がつくられている。炉の構築は、径34㎝×28㎝で深さ

20㎝の円形のピットを掘り、そのピット内に土器（第Ⅵ群土器）を埋設したものである。また、

南側に床面が焼けた部分が見られ、補助的な炉（地床炉）と思われる。 
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〈出土遺物〉ピット４から、第Ⅵ群土器の壷形土器（第８図２）が出土した。このほかには、

覆土及び床面から、第Ⅳ群土器が多数出土したが、第Ⅵ群土器は、小破片のものが数点出土し

たにすぎない。石器は、覆土中からは石鏃１点、不定形石器（Ｆ―Ⅱｄ類）１点、ピエス・エ

スキュ―ユ２点、床面下位からは石鏃１点、床面直上から敲磨器３点、石皿類３点が出土して

いる。 

 第２号竪穴住居跡（第９図） 

〈位置〉ＣＺ・ＤＡ―381・382グリッドに位置する。 

〈平面形・規模〉3.3ｍ×3.15ｍのほぼ円形を呈し、床面積は7.8㎡である。 

〈堆積土〉４層に区分できた。自然堆積である。 

〈壁・床〉壁高は東壁７㎝、南壁11㎝、西壁14㎝、北壁７㎝で、壁の立ち上がりは急である。 

床面は堅轍で、平坦である。 

〈柱穴〉住居跡内から８個の小ピットを検出した。ピット３・８以外は、30㎝前後の深さをも

ち、柱穴と考えられる。配置からは、ピット１・２・４～６の５本柱か、ピット１・２・４・

６の４本柱と考えられる。 

〈炉〉地床炉である。径40㎝×45㎝のほぼ円形を呈し、若干凹んでいる。炉は中央から、やや

東側に寄っている。 

〈出土遺物〉床面及び床面直上から、第Ⅳ群土器が出土した。また、第Ⅰ群土器の尖底部が覆

土中から出土した。石器では、不定形石器（Ｆ―Ⅱ類）と敲磨器各１点と、石皿類２点が出土

した。 

 第３号竪穴住居跡（第10図） 

〈位置〉ＤＣ・ＤＤ―376・377グリッドに位置する。 

〈平面形・規模〉3.0ｍ×2.7ｍの楕円形を呈し、床面積は4.0㎡である。 

〈重複〉南東壁を第27号土壙に切られている。 

〈堆積土〉５層に区分できた。自然堆積と思われる。 

〈壁・床〉壁高は東壁20㎝、南壁28㎝、西壁30㎝で、北壁27㎝で、壁の立ち上がりは緩やかで

ある。壁・床ともに軟弱である。 

〈柱穴〉及び〈炉〉は検出できなかった。 

〈出土遺物〉覆土中から、第Ⅳ群土器が多数出土した。石器では、石鏃・不定形石器（Ｆ―Ⅲ

類）・敲磨器（凹石）が各１点と石皿２点が出土した。 

 第４号竪穴住居跡（第11図） 

〈位置〉ＣＺ・ＤＡ―379・380グリッドに位置する。 

〈平面形・規模〉3.2ｍ×2.92ｍの楕円形を呈し、床面積は7.0㎡である. 
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〈重複〉第９ａ・ｂ号、第30号、第34ａ・ｂ号土壙を切って構築している。 

〈堆積土〉９層に区分できた。自然堆積と思われる。 

〈壁・床〉壁高は、東壁５㎝、南壁17㎝、西壁19㎝、北壁５㎝である.床面は東へ向かって低く

なり、西と東の比高差は８㎝である。 

〈柱穴〉住居内から５個のピットを検出した。ピット４は45㎝の深さがあり、柱穴と思われる

が、他のピットは20㎝前後で、やや浅い。配置からは柱穴の可能性があるものの、疑問である。 

〈炉〉住居跡の中央から東側につくられた石囲炉である。炉の北側に石の抜取痕を検出したこ

とから、これと３個の礫とで、｢コ｣の字状に組んだものと考えられる。また、炉の南側は、４

㎝ほどの高まりが見られ、炉壁の一部をなしていたものと思われる。 

〈出土遺物〉覆土中から、第Ⅰ群土器が１点の他、第Ⅳ群土器が若干出土した。石器は、ピエ

ス・エスキューユと石皿が各１点出土している。 

 第５号竪穴住居跡（第11図、第12図） 

〈位置〉ＣＵ―382グリッドに位置する。 

〈平面形・規模〉2.91ｍ×2.6ｍのやや不整な円形を呈し、床面積は4.6㎡である。 

〈重複〉第108号・第114号土壙を切って構築している。 

〈堆積土〉５層に区分できた。自然堆積と思われる。 

〈壁・床〉壁高は東壁46㎝、南壁34㎝、西壁49㎝、北壁42㎝で、壁の立ち上がりは急である。

壁・床ともに堅緻である。床面はほぼ平坦で、第114号土壙の上部にロームを貼っている。 

〈柱穴〉住居内から深さ19㎝のピット１個を検出したが、柱穴かどうか不明である。 

〈炉〉中央から、やや南側に寄る。炉の南側に１個の礫があり、他に礫の抜取痕を検出できな

かったので、単独礫炉と思われる。 

〈出土遺物〉床面及び床面直上から、第Ⅳ群土器が出土した。石器は、石鏃と石皿の破損品が

床面から出土している。 

 第６号住居跡（第12図、第13図） 

〈位置〉ＣＱ・ＣＲ―381・382グリッドに位置する。 

〈平面形・規模〉4.24ｍ×3.76ｍの不整楕円形を呈し、床面積は12.7㎡である。 

〈重複〉第66号、第116号土壙に切られている。 

〈堆積土〉壁高があまりなく、堆積土は２層しか確認できなかった。 

〈壁・床〉壁高は南壁９㎝、北壁９㎝である。床面は沢（東）に向かって低くなり、東西の比

高差は13㎝である。 

〈柱穴〉住居跡内から、大小あわせて７個のピットを検出した。ピット２・３は主柱穴の可能

性が考えられる。ピット４は浅いことから、６は配置から、柱穴かどうか判断できない。 
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〈炉〉中央から、わずかに北東寄りに位置する。方形に石を組んだ石囲炉である。 

〈出土遺物〉覆土中から、若干の第Ⅳ群土器が出土した。 

 第８号竪穴住居跡（第13図、第14図） 

〈位置〉ＤＢ・ＤＣ―374・375グリッドに位置する。 

〈平面形・規模〉確認した部分から推定して、径約3.2ｍの円形か楕円形を呈すると思われる。 

〈重複〉北壁は第84号土壙に切られ、南側では、第133ａ・ｂ土壙、第134号土壙を切っている。

また北東では第135号土壙と重複関係にあると思われるが、確認できなかった。 

〈堆積土〉第Ⅵ層を２㎝位しか掘り込んでないため、確認した覆土は薄い。シルト質の暗褐色

土で、粘性、しまりとも弱いものが堆積していた。 

〈壁・床〉西側の約１/2しか確認できなかった。壁高は南西壁で２㎝前後である。床面は、全

体に軟弱であるが、炉の周辺は堅緻である。 

〈柱穴〉大小合わせて17個のピットを検出した。ピット15は、第84号土壙に切られた時の断面

から柱穴であることが確認できた。配置及び深さからは、ピット15の他に、２・７ａ・７Ｃ・

９～11などが柱穴と考えられるが、断定できない。 

〈炉〉地床炉である。 

〈出土遺物〉床面及び床面直上から、多数の土器（第Ⅳ群）・石器が出土した。また、ピット４

から小形の壷が出土した（第13図７）。第13図12は器面の内外に、連続山形文が施文されている。

石器は、石鏃１点、不定形石器５点（Ｆ―Ⅱ類１、Ｆ―Ⅲ類３、Ｆ―Ⅳ頬１）、磨製石斧３点、

石錘２点、敲磨器２点、石皿１点、軽石１点が出土した。 

 第９号竪穴住居跡（第15図、第16図） 

〈位置〉ＣＯ―380・381グリッドに位置する。 

〈平面形・規模〉3.5ｍ×3.32ｍのほぼ円形を呈し、床面積は8.9㎡である. 

〈重複〉東側で第11号住居跡を切って構築している。 

〈堆積土〉７層に区分できた。覆土中（特に第３層）に焼土を多量に含んでいる。 

〈壁・床〉壁高は南壁10㎝、西壁38㎝、北壁11㎝で、壁は急に立ち上がっている。床面は、ほ

ぼ平坦で、堅緻である。 

〈柱穴〉16個のピットを検出した。このうち、ピット15・16は、第11号住居跡に伴なうものか

もしれない。 

〈炉〉ほぼ中央に、地床炉を検出した。 

〈出土遺物）住居跡の床面東側から、４個体の土器が横転して出土した。Ｐ―１・３は壷形土

器P―２・４は小形の鉢形土器である。Ｐ―２は、器内外面に連続山形文が施文されているもの

で、特殊な用途に用いられたものと考えられる。石器は敲磨器が３点、石皿１点が出土した。 
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 第10号竪穴住居跡（第17図、第18図） 

〈位置〉ＣＮ・ＣＯ―377・378グリッドに位置する。 

〈平面形・規模〉北側しか確認できなかったが、確認できた部分では、長径（東西）6.5ｍの楕

円形を呈するものと思われる。推定床面積は、約23㎡である。 

〈重複〉西壁で、第119号土壙を切って構築している。 

〈堆積土〉５層に区分した。自然堆積と思われる。 

〈壁・床〉壁高は北壁が50㎝で、壁は緩やかに立ち上がる。床面は、ほぼ平坦であるが、北西

では若干高く、炉の周りとの比高差は28㎝である。 

〈柱穴〉大小合わせて、48個のピットを検出した。このうち主柱穴と考えられるのは、炉の局

辺のピット１～８である。ピット１～４とピット５～７は、同時存在よりも、立て替え（拡張？）

と考えられる。ピット１の南側には、ピット５～７に対応するピットを確認できなかった。し

かし、黒色土を掘り込んでいるため、ピットの存在を鬼のがした可能性がある。また、壁際に

沿って検出した多数の小ピットは、壁柱穴（補助柱穴）の可能性が考えられる。ピット14には、

底部を欠いた浅鉢形土器が、正位に埋まっていた。 

〈炉〉中央あるいは南側に少し寄った場所に、土器埋設石囲炉を検出した。石囲いに用いた礫

をはずした床面上は、焼けて、硬くなっており、炉床と思われる。すなわち、この炉は当初、

地床炉か、土器埋設炉として構築・使用され、後に円形に礫を組み、土器埋設石困炉として再

び構築されたものであろう。 

〈出土遺物〉覆土内から、第Ⅰ群・第Ⅳ群土器と第Ⅵ群土器が若干出土したほか、床面直上か

らは、第Ⅵ群土器の小破片が数点出土した。石器は、敲磨器２点と石皿１点が出土した。 

 第11号竪穴住居跡（第15図、第16図） 

〈位置〉ＣＯ―379・380グリッドに位置する。 

〈平面形・規模〉径3.6ｍ前後の（楕）円形を呈すると思われる。 

〈重複〉第９号竪穴住居跡に西壁を切られている。 

〈堆積土〉西壁の一部しか確認できなかった。そこでは、２層を確認できた。 

〈壁・床〉北壁の壁高は18㎝で、西壁は、第９号竪穴住居跡の床面より13㎝低い。床面は、ほ

ぼ平坦であるが、南に若干低くなり、その比高差は13㎝ほどである。 

〈柱穴〉７個のピットを検出した。ピット１・３～５が柱穴と思われる。 

〈炉〉地床炉である。 

〈出土遺物〉炉の北側の床面から３～５㎝浮いたところに、土器が横位に潰れた状態で出土し

た。図のＰ―１は、第16図３、Ｐ―２は１・２の２個体である。また、Ｐ―３は７・８・10で

ある。７は第Ⅵ群土器であり、一見セット関係を思わせる出土状況であるが、いくらか混在し
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ている証であろう。しかし、第16図１と２は同時期のものと考えられ、本住居跡の構築時期と

深い関連をもつものと考えられる。石器は、石錘と敲磨器が各１点出土している。 

 第12号竪穴住居跡（第19図） 

〈位置〉ＣＰ・ＣＱ―379・380グリッドに位置する。 

〈平面形・規模〉北西側の一部しか確認できなかったが、確認できた部分から推定すると、円

形か楕円形を呈するものと思われる。規模は不明である。 

〈堆積土〉確認できた部分では、２層に区分できた。 

〈壁・床〉確認できた北西壁の高さは17㎝である。床面は沢に向かって低くなり、炉の近辺ま

での比高差は14㎝である。 

〈柱穴〉４個のピットを検出したが、柱穴かどうかは不明である。 

〈炉〉方形の右囲炉である。 

〈出土遺物〉覆土中から、第Ⅰ群・第Ⅳ群土器のほか第Ⅵ群土器が出土した。また、床面直上

から第Ⅳ群土器が出土した。石器は、敲磨器が４点出土した。 

 第13号竪穴住居跡（第20図、第21図） 

〈位置〉ＣＬ・ＣＭ―374・375グリッドに位置する。 

〈平面形・規模〉南東壁を確認できなかったが、4.77ｍ×4.76ｍの不整（楕）円形を呈する。 

推定床面積は14.5㎡である。 

〈堆積土〉４層に区分できた。第３・４層は、沢に向かって見られ、壁は確認できなかった。 

〈壁・床〉確認した北壁の高さは、21㎝である。床面は、沢（南）に向かって低くなり、その

比高差は18㎝である。 

〈柱穴〉大小合わせて、10個のピットを検出した。配置からピット１・５―７が柱穴と思われ

るが、断定はできない。 

〈炉〉石囲炉である。中央から、幾分東に寄っている。 

〈出土遺物〉覆土及び炉の上位から、若干の第Ⅳ群土器と、敲磨器・石皿（床直）が各１点出

土した。 

 第14号竪穴住居跡（第20図、第21図） 

〈位置〉ＣＬ・ＣＭ―373・374グリッドに位置する。 

〈平面形・規模〉北東側の約１/2しか確認できなかったが、4.65ｍ×（3.50）ｍの楕円形を呈

すると思われる。 

〈重複〉第132号土壙を切って構築している。 

〈堆積土〉斜面を掘り込んでいるため、南側は確認できなかった。確認できた北側では、５層

に区分できた。このうち、第５層には焼土をブロック状に含んでいる。 
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〈壁・床〉壁高は北壁が37㎝で、やや急に立ち上がっている。床面は、沢に向かって、やや低 

くなり、炉の近辺までの比高差は10㎝ほどである。 

〈柱穴〉２個の小ピットを検出した。ピット１（深さ39㎝）は、土壙との切合い面と覆土の違 

いから、柱穴であることが確認できたが、ピット２は、柱穴かどうかは不明である。 

〈出土遺物〉覆土及び床面直上から、若干の第Ⅳ群土器と、ピエス・エスキューユ１点、床面 

から敲磨器１点が出土した。 （畠山） 

 第 1表 竪穴住居跡ピットの深さ一覧（単位： cm) 
第 1号竪穴住居跡

~:.1,~I,", It, I:~I:: I閏I:: I': I : 『I;~I'; !': I's'I~, 

第 2号竪穴住居跡

げ!l21sl:2l~l2~l:1l361l;sl~I 111111111111 
第 4号竪穴住居跡

I 芯竺 I ふ 1223113714~11561 I I I I I I I I I I I I I I I 
第 6号竪穴住居跡

1: 旦I213 I ぷ 13~。 I 1~I~I :91 :1 I I I I I I I I I I I I I」
第 8号竪穴住居跡

番号 1 2・3 4 5 6 7a 7b 7c 8 ， 10 11 12 13 14 I 15 
深さ 51 28 16 14 18 20 42 15 35 56 26 44 28 16 11 21 37 
第9号竪穴住居跡

番号 12 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12113 14 15 16 
深さ 4430 31 29 30 8 11 18 54 51 58 25-10 10 26 
第10号竪穴住居跡

番号 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
深さ 43 51 52 55 49 77 65 67 10+0 51 ， 21 14 22 17 15 28 37 17 19 
番号 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 
深さ ， 32 26 12 12 10 13 8 13 7 26 3 3 14 7 11 19 15 23 15 
番号 41 42 43 44 45 46 47 48 
深さ 15 15 42 43 36 12 23 16 
第11号竪穴住居跡

1: 旦IょI土I:o I 3: IぶI:I; I I I I I I I I I~ 二
第12号竪穴住居跡

1: ご lt2l123l:l~I I I I I □ -tt++I I I I I 
第13号竪穴住居跡

忠!l116l121I品I: I 158 I仇I:9 I~I ご I 閏



 - 21 -

 @ 

土焼号8
 

第

,＇’ 

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

，＇ 

,'‘, 

‘̀ 
`

`

1

,

＇‘‘ 
,' 

1

/

 

ー
ー

ー

11
◎

ー

I

、
O

I

ヽ
＼
 

ヽ

ー
ー

¥
‘
◎
◎
 

,

6

 

¥、

1

2

R

,

、

,

8

8

、

,

、

‘

,

，

f

3

/
，
土
＼
一

2□

〉

/
C
R

◎‘、ヽヽ
ヽ

ヽヽ｀
 

、

/

ヽ

／

/
 /

 

:]＜ 

‘̀ 
ー
{

8
 

飢

@s  

⑯6 

吋

ー1

c/ 

m 

◎, 〇
/

H 

嗜~13

焼土

c
 

土層注記
1層黒色土、

2層暗褐色土、

3層褐色土、

4層暗褐色士、
5層黄褐色士、

7.5YR貨、やゃ硬ぃ

lOYR¾、軟らかい混入、カーボン混入
lOYR¾、ローム粒混入、カーボン混入
lOYR½、ローム粒
lOYR¾、ローム質 D 

E
 

F
 

第 7図 第1号竪穴住居跡



 - 22 -

.....,1 ＇ -.i 

oっ

＼ 

G I (Q) 
量｝ 

疇

G ー1

贔

゜
10cm 

炉フク土

＠ で

／ (~ 

I I ¥ (¥Ii 
すり

~ ＼ 緊蕊敲打
11 

12 ご 床直

10cm 

10 

~ 
~ 床直

ー竪穴住居跡の炉と出土潰物第 8図第 177 



 - 23 -

1~ 
, I"'" 

~=注｀褐色土、 !OYR½ 『
澤暗褐色土、 lOYR¾
澤暗褐色上、 lOYR½、

ローム粒混入

環褐色土、 !OYR¼、
やや粘士質

炉の十層注記 Ii~ 
1層 にぶい赤褐色士、

5YR¾ 
赤褐色土、 2.5YR¼、『
焼上ブロソク

□焼士

10 

E
 

朽／

02 

＼〇
I 

し／8
5
3
 

¥／ 

R 

F
 

1エ
¥
H
 

/
 

＼
 

k
 

L
 

A 

0 2 lOcml 
I I I I I I 

カクラン

B 

L.B D 

床面 E F 

('3 噸い`岬II ゜
2m 

床直 床直

~J 書I!
2層 2層

懸 仄鱈
2層公- 2層 ， ... 

＼ ＼ ＼ 

ロ 11 
床下 仁コすり

゜
10cm 

第9図 第2号竪穴住居跡と出土遺物



 - 24 -

土層注記
1層 暗褐色土、 lOYR¾、ローム・

焼土粒を含む。

喝褐色土、 lOYR¾+ 黄褐色土、 4 
10YR%、硬く、しまりある

3層黄褐色土、 10YR%
4層 暗褐色土、 10YR%、ローム・

ブロノクを若千含む

環暗褐色土、 10YR%、ローム粒

を多く合む

喝 黄褐色土、 lOYR%、軟らかく

しまりない

回

OS  

ff} 

0 10cm 
I , , , , I 

B
]
 

A
 

1 2 8 ul 

゜
2m 

（朱）

!->
□ 8

 

ロニニ□〗
認器敲打痕

。
10cm 

第10図 第 3号竪穴住居跡と出土遺物



 - 25 -

に

も---- 糠 3厨

4層

5層

6層

7層

8層

9陪

A 

炉の堀り方

冒

旦~且
CLB 1 D 

G sH - 1 3 2, — 
戸益>. , I ,i, ,, I,,-りi 篠

゜
2m 

炉の土層注記
1層暗褐色t 、 7.5YR¾

ローム粒と焼土混入

2層褐色土、 7.5YR¾ 、
ローム粒・焼!:. カ
＿ボン混入

碑赤褐色土、 5YR¾
焼土、カーボン混入

焼士

石鴫II)'
、9

‘ 
~~ 層） ;6 

~
 

0
ド
ェ

,長
-
i
i

。

月
り
り

r

4

了,

0 10cm 
I 1 1 , , I 

10cm 



 - 26 -

~ 
第 5号竪穴住居跡
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（2） 土 壙 

 Ⅳ区で検出した土壙は、総数167基であり、うち160基がⅣ―１区で、６基がⅣ―２区で検出 

された。以下、Ⅳ―１・Ⅳ―２区の順で記載する。 

 Ⅳ―１区における土壙（第24―44図） 

 Ⅳ―１区における土壙の配置は、第６図でもわかるとおり、湧水の存在する沢を中心に馬蹄 

形状になって群在している。 

 Ⅳ―１区は、その東側隣接地が昭和58年度に発掘調査を実施し多数の遺構を検出し多量の遺 

物の出土をみた当時のⅢ区にあたることから、Ⅲ区の遺構の在り方等を抜きにしては考察する 

ことができない。いわばⅢ区と連続した面でとらえるべき重要な地域である。 

 本区における土壙の在り方は、約5,000㎡に160基もの土壙が密集している状況である。そこ 

で第６図に掲示した遺構配置図には、土壙番号をすべて付すと煩雑になり、遺構配置図の本来 

の目的が半減することから、土壙番号を付さないことにし、第23図のごとくⅣ―１区を便宜上、 

Ａ・Ｂ・Ｃの三つのブロックに分け番号を付すことにした。以下の記述に際しては、Ａ・Ｂ・ 

Ｃのブロック順で行うことにした。従って、土壙番号は、調査時に付した番号をそのまま本書 

に踏襲したので必ずしも連番にはなっていない。 

 なお、前記した土壙の数160という数値は、 終土壙番号と合致しないが、その理由は、重 

複している土壙や、精査中に一つの土壙の中にもう一つの土壙が検出された場合に、各々に異 

なる数値の番号を付した場合と、一つの番号でａ・ｂ・Ｃの細分記号を付した場合とがあった 

からであり、実際の 終土壙番号の137と上記の160との間に差が生じたわけで、その差は、ａ 

・ｂ・Ｃの記号を付した総計23個分に相当する。 

 個々の土壙についての説明は、表を使い「土壙観察一覧表」としてまとめ、本区全体におけ 

る土壙の帰属時期等については、第Ⅴ章で記述する。 

観察一覧表における凡例 

１．重複関係…新〉旧の意味で〉記号を利用して表現した。 

２．平面形……基本的には、円形・楕円形を使用しているが、なかには、形容詞的意味で不整の文

字を付加している場合がある。また、円形・楕円形についての基準は、数学的な概

念規定に困るものではなく、あくまでも主観による判断である。 

３．計測値……単位は、すべて㎝であり、計測部位は、その土壙のもつイメージを損なわないよう

な も妥当と思われる箇所である。 

４．欠番土壙…31・57・79番は欠番である。 

５．出土土器…◎―多、〇―少、△―微量、×―なし 

実測―復原完形土器個数（挿図掲載） （遠藤） 
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Ro:i[ 1号土壊 Rr:o 2号土城

B
-

．．
 

ロ
〗て

＇ 
じ混

）

色
が
序

じ
黒
土
層

色
伺
、
の
本

黒％
ぽ
虜
層
嘉

R
ほ

R

N

Y
と

Y
と
層

戸

la
戸

I
w

層a
b
 

1
1
2
3
4
 

心
翌
~
．．
 

第

．

B-

•

>

fl) 
3号上渡

A
 

A 

第 1層 7~YR½、黒褐色、シルト質
2 10YR%、暗褐色、シルト質

3 lOYR¾、褐色、枯土質

B 

第1層 7.'iYR冽、黒色、シルト質
2 7.'iYR分黒色、シルト質
3 7.'iYR½、黒褐色、シルト質
4 7.'iYR¼、褐色、シルト質
5 7.'iYR宵、開色、粘土質
6 7.'iYR½、黒褐色、粘土質

5号士城

R::------―ヂt________' 

口

R 4号土壊

こA B 第 I 層 !OYR½、黒褐色
ニごー -- -― 1 IOYR½、暗褐色、シルト質~! 三口／『5 lOYR %、褐色、シルト質

~ 10.11号土壊

i:a I A llOl B 
5 4 ローム

~ 
<:I 

’’’ 

<r: I 

A (111 3 B 

□記第 1層 !OYR½、黒褐色 第 1暦 !OYR½、黒褐色、シルト質
2 lOYR½、にぶい黄褐色 2 IOYR½、黒褐色、シルト質
3 lOYR½-¾、暗褐色 3 !OYR¾、暗褐色、シルト質
4 IOYR½、黒褐色 4 IOYR½、黒褐色、シルト質
5 IOYR½、黒褐色 5 IOYR¾、褐色、シルト質
6 7.5YR¾、暗褐色 6 !OYR½、黒褐色、シルト質
7 !OYR¾、褐色 7 IOYR%、黄褐色

8 IOYR%、褐色
9 !OYR%、褐色

A B - 3 4~ 

口第：層:m~旦［レト［〗
。

2m 

第24図土壕平面図 (A-1第1. 2 . 3 . 4 . 5 . 1 0. 11号）
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入） 66号上墟
[

A
□

R
R
R
R
 

ロ
〗

入

A 4 B 

~ 4(1¥?2 

第 1層 JOY R%、暗褐色

2 lOY R¼、褐色
3 JOY R¾、褐色
4 10YR%、黄褐色

101号士壊

R□ 三
第t悶｝闘信ド：喜闊麿

~ 
<l'.I 

76号十．墟

A 

。
B
 

102号士堀

A
 

~I 

〕`
- 2 p -ぅ／
-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-:-: ·.·.·.•.·.-.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·. 

第 1将 lOY R'½、暗艇色
2 lOY R %、黄褐色

3 lOY R½、暗褐色

A
 

B 
一一第 1 層 lOYR¾、里褐色、シルト質

2 lOYR喝、黒色、ンルト質

3 lOYR½、黒褐色、シルト質
"" 4 lOYR¾、暗褐色、シルト質

S lOYR¾、賠褐色、シルト質
6 10YR%、黄褐色、ローム質 104・110刃寸城 (] 04) 

ミ□゚:&A L.B(llOJ B 

鱈＼）］ロニ
77号士壊

(B) 

第 1 層 lOYR½、黒褐色
2 lOYR宵、黒色

炭化物が多くある
3 lOYR½、里褐色
4 lOYR¾、暗褐色
5 lOYR %、暗褐色
6 10YR%、黄褐色
7 10YR%、褐色
8 lOYR¾、褐色
9 7.5YR%、明るい褐色

10 10YR3/:i、賭褐色

11 10YR%、褐色 0 
12 1ふYR%、明るい褐色

(A-2第66・76・77・100・101・102・104・110号）

第])怜 10YR%、晴褐色

2 lOYR'½ 、黒褐色
3 10YR%、里褐色

4 lOYR:¼ 、褐色

第 1層 10YR%、黒褐色
シルト質

2 lOYR¾、暗褐色
シルト質

3 lOYR½、黒褐色
シルト質

4 10YR%、明黄褐色
ロー,,m _, 只

2m 
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R106号土壊

C
-
C
l
 

A B — 6 7 5 4 

~ 
第105号土塙

第 1笞 JOY R½ 、里褐色、ンルト tt A 
2 IOY R½ 、 0,\褐色、シルト質
:l !OY R½ 、黒褐色、ンルト店
4 !OY R¼、黄褐色、ローム t't
S !OY R¾、暗褐色、シルト質
6 IOYR.¼ 、褐色、シルト質
7 lOY R鰭廣艇色、口"ム店

@G 
＼／  

[
 

A
 

B
 

109号上壊

col 

A B 
A 
— 5 4 

B 

＼第誓／号三ミ三〗g•Fこニウ-

第 1層 JOYR½、黒掲色、シルト質
2 JOYR¼ 、褐色、シルト質
3 JOYR¾ 、黄褐色、ローム質

D C 
- (bl (cl ― 

" 43 ~ 
第106号士渡IC!

第 1層 !OYR½ 、賠褐色、シルト質
2 lOYR½ 、 H音褐色、シルト it
3 lOYR¼、褐色、シルト質
4 lOYR.¾、賠褐色、シルト竹
5 lOYR.4/4"、褐色、ンルト質

6 lOYRJ-f、慎褐色、ローム質

第109号土壊

第 1層 lOYR½ 、黒褐色
2 lOYR¾、褐色
3 lOYR¾ 、暗褐色
4 lOYR½ 、黄褐色
5 lOYR¾ 、黄褐色
6 lOYR¾ 、黄褐色

~111号環

八~;B
--------

A
 

B
 

A
 

B
 

p
{
 

p
e
 

A 

B
 

第26図

色

色

色

色

色

色

色

色

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

黒

暗

共

暗

黒

黄

黄

暗

、
、
｀
、
、
、
、
、

%
％
%
~
％
％
対
％
％

R
R
R
R
R
R
R
R
 

Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
 

0
 0
 0
 0

0

 0

0

 0
 

I
I
I
I
l
1
1
1
 

層]
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
認

1
4
1
5
1
6

第

lOYR½、暗褐色
lOYR汽，黒褐色

lOYR½ 、黒褐色
lOYR¾ 、 B;';褐色

lOYR¾、黄褐色
lOYR¼、褐色

。

第112号 1城
第 1層 IOYR釘、黒色

2 lOYR'丸黒色

:l lOYR¼、褐色
1 IOYR½ 、黒褐色
5a !OYR½、暗褐色
5<1 IOYR¼、褐色
6 lOYR¾ 、黄褐色
7 IOYR½、黒褐色
8 lDYR½ 、黒褐色
9 IOYR¾、暗褐色
10 lOYR½ 、昭褐色
11 lOYR½ 、 H音褐色
12 lOYR½ 、闘褐色
13 lOYR½ 、黒褐色
14 lOYR¾、暗褐色

2m 

土壊平面図 (A-3、第105・106・107・109・111・112号）
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R 

第1n;;土壊

第 1層 lOYR'九黒色、ンルト腐

2 lOYR½ 、黒褐色、シルト質
3 lOYR Yi、黒褐色、ンルト質

4 lOYR行、黒色、シルト質

S lOYR½ 、暗褐色、シルト質
6 lOYR¾、褐色、ローム質

第115a号土壊

第1層 lOYR½ 、暗褐色、シルト質
2 lOYR½ 、閂褐色、シルト竹
3 !OYR½ 、黒褐色、ンルト竹
4 !OYR½ 、黄褐色、シルト質
5 lOYR¼ 、褐色、シルト l'(
6 lOYR¾ 、黄褐色、ローム質

..,,a 7 lOYR½ 、黄褐色、ローム質
lOYR¼ 、褐色、シルト質

h lOYR¼ 、褐色、シルト質
c lOYR¾ 、黄褐色、ローム質

壊土

B-

号6

)

 H
 

ーー

／
〗
ぃ

，
＇
＼
、

4'’9,＇ぷ['、

A

117号土壊

B
 

第116号土壊

第 1層 !OYR½、黒褐色、シルト質
2 lOY R½、黒褐色、シルト慎
3 lOYR½、．里褐色、ンルト質
4 lOY R½ 、黄褐色、シルト質
5 lOY R¼、褐色、シルト it
6 lOY R¼ 、黄褐色、ローム質

ヽ
＼
 

/’ 

＇ 9

,

¥

 

/

、

‘

4
'
A
-

B
 

o:i I 118号土城 質

質

質

質

質

閃

ト

ト

ト

ト

ト

ム

ル

ル

ル

ル

ル

一

シ

シ

シ

シ

シ

ロ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

里

里

黒

黒

黒

黒

褐

黒

黒

黄

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

針

釘

％

％

％

％

％

％

％

％

R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
 

Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
 

1
0
1
0
1
1
1
1
0
1
0
1
0
1
0
1
1
1
1
0
1
0
 

渡t
層

号

a
b
a
b
a
b
4
a
b
6

7

1

1

2

2

3

3

5

5

 

11
第

第

A
 

<1'. 
1 7.c 旦 第118号上墟

第 1 層 lOYR½、黒色
2 JOY R½、暗褐色
3 JOY R¾、褐色
4 JOY R¾、．暗褐色
5 JOY R½、暗褐色
6 JOY R½、黒褐色
7 JOY R%、1こぷい黄褐色

8 JOY R¼、褐色 。
2m 

第27図土壌平面図 (A-4、第113・115~118号）
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~/---』
129号上壊

臼3
-------、

/~ 
:'.、

B
 

<Ci 
A 8 

~ :;: 

第129号七壊
第 1層 lOYR½、黒褐色

2 lOY R¼、褐色
3 lOY R¾、暗褐色

第1]9号七壊

第 I/消 5 YR½、赤褐色
2 IOY R½、黒色
3 IOY R½、黒褐色
4 IOYR½、暗褐色
5 IOYR½ 、黒褐色
6 IOYR½ 、黒褐色
7 IOY R½ 、暗褐色
8 IOY R½、黒褐色
9 IOY R¾、暗褐色
10 IOY R½、黒褐色

132号士壊

R 

ヽヽ

＼
 

ヽ

墟
＼

土
ii

号
[

>
l

ヽ

9

,

‘

 

9

ー

、
ー

130

〔
＠
，
凡
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）
 

H
 

4
 

ー（
 r

、I

9
菖

＼

ー

¥

,

／

 

／
 

ヽヽ

ヽ二
〗

＼
 

,＇ 
‘‘
 

B
 

A
 

B
 

A
 

LB 
第130号上壊

第 1層 lOYR½、黒褐色
2 JOY R½、暗褐色
3 JOY R¾、暗褐色
4 lOYR¾、暗褐色
5 JOY R½、用褐色
6 JOY R¼、褐色
7 JOY R½、黒褐色
8 lOYR¾、暗褐色

8
 

゜
2m 

第28図 土蠣平面図 (A-5、第119・129・130・132号）
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~(al (bl 

lcc~l3 
<C 

B
- 第6号土壊

第 1層 !OYR½、黒褐色
2 JOY R¼、褐色
3 lOYR汎、黄褐色

4 JOY R¾ 、暗褐色
5 IOY R½、黒褐色
6 lOYR¾ 、暗褐色
7 JOY R¾、褐色
8 lOYR¾, 褐色

9号土壊

第96号＿げ貨
第 1暦 lOYR¾、褐色

~______ /--

A<Q旦

12号士壊

13号士壊

B
 

ミ 第12号土壊
第 1層 IOY R行、黒色、ンルト憐

2 IOY R¼、褐色、シルト役
3 IOY R¼ 、褐色、シルト質
4 lOYR釘、黒色、シルト質

~ 
----;;;13号 t檄

第 1層 lllYR糾、黒色、シルト質

2 lOYR¾ 、黒褐色、シル 1、質
3 !OYR¼ 、褐色、
4 lllYR½ 、暗褐色、

R/,_----、、

□ 
14号土横

A
 

B
 

B-

＜ぶ＼,;> 

第14号土壕

第 1層 7.5Y R'・方、黒 色

2 
3 

4 
シルト質

7.5Y R灯、黒褐色

第18号十堀

第1層 !OYR½、賠褐色、シルト質
2 IOY R½、黒褐色、シル l、質
:l JOY R¾ 、黄褐色、
4 IOY R½ 、黒色

゜
2m 

第29図 土凜平面図 (B-1、第 6・9・12~14・18号）
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A[ 

0B 

A
 

(30) B-

言
□

[
[
[
[
〗
叫
〗

3ロ

（
 

V
 

0
0
0
0
0
 

ー

1
1
1
1

壊上

層

号

1
2
3
4
5

A-

29
第

第 第30号L壊

第Ia層 I bとほぼ同じ

I b 7 .5Y R½、暗褐色
IC I hとほぼ1,,1じ

2 7 .SY R¼、褐色
3 1 aとほぼ同じ

11 

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色
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褐
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l
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l
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壊土

層

号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1

34
第

第

B

-

,

 

ロ
口

R
 

32号土壊

第:l2号土墟

第 1洒 75YR'責、黒色

2 JOY R½、里褐色
3 JOY R¼、褐色
4 JOY R½、黒褐色
5 JOY R¼、褐色

壊土号2
 

4
 calov 

R
 

゜
4A-

33号士塙

第12号」城

第 1 層 IOYR¼ 、褐色
2 lOY R行、黒色

:J lOY R'責、黒色

4 lOY R Yi、黒褐色

5 lOY R½、黒褐色
fi lOY R½、黒褐色
7 lllY R冦、黄褐色

8 lOY R¼、褐色

A 4 ~1 P5 B 

-

ぐ

第3:J号土壊

第 1層 lOYR½ 、黒褐色
2 lOY R½、暗褐色
:l lOY R)/,、褐色

4 7.5YR%、明褐色

5 IOY R¼、褐色

50号土壊

第50号上壊

第 1層 lOYR'-X、黒色

2 JOY R行 、 黒 色

3 lOYR½、賠術色
4 7 YR¼、褐色
5 10YRJ1、暗褐色

6 JOY R¼、褐色
7 

゜
2m 

第30図 土壊平面図 (B-2、第29・30・32~34・42・50号）
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）
 

ー6
 

（
 

60

ロ
R
C
-

、--------------------
水道管~Q)" 

A
 

(60) 

第60号上壊
第 1層 lOYR行 、 黒 色

2 lOY R½、黒褐色
3 !OY R½、黒褐色
4 !OYR½, Iこぶい黄褐色

5 lOY R¾、黄褐色
6 lOY R¼、褐色

C 61) D 

~ 
第61号土壊

第1層 IOYR行 、 男 色

2 !UY R¾、暗褐色
3 IIJY R¾、黄褐色、ローム質
4 JOY R¾、褐色、ローム竹

@ 
62号土塘

ロ旦
A lP 旦

｀ 
第62号十堀

第 1層 JOYR行、黒色、シルト質

2 lOYR兄にぶい黄褐色、シルト質

3 lOY R½、暗褐色、シルト質
4 lOY R¾、黄褐色、ローム質

_6__4 3 2 1 3 旦

l冒
第63号士壌

第 1層 !OYR¾、黒褐色
2 lOYR'芥黒色

3 !OYR¾、褐色
4 lOYR½ 、黄褐色
5 lOYR½ 、黄褐色
6 !OYR¼、褐色
7 lOYR¾、黄褐色

64号土壊旦 こ

®~1 LJI 
△□旦

01 
A 64 13 旦

冒
第64号七壊

第 1層 JOYRYi、黒色

2 JOY R½、黒褐色
3 JOY R¼、褐色
4 JOY R¾、暗褐色
5 lOYR¼、褐色
6 JOY R¾、黄褐色
7 JOY R¾、黄褐色
8 JOY R廂、明黄褐色

R 65号土城

A B
 

第65号土墟
B 

第 1層 JOYR行、黒色、シルト質

2 JOY R". 方、黒色、シルト質

3 JOY R½、黒褐色、シルト質
4 lOYR¾、暗褐色、シルト質
5 lOYR¾、黄褐色、ローム質

第 1層 lOYR½、黒褐色、シルト質
2 JOY R¼、褐色、ローム質
3 JOY R½、褐色、ローム質
4 lOYR¾、黄褐色、ローム質

第31図土壕平面図 (B-3、第60~65号）゚

2m 
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@ 75号土墟

［〗一旦 A 2 1 旦

尺

｀ 
(5 H) 

A 

(103) 

凸、、(\~

＼ ＼＼旦

A
 

B-

第75号土塙
第 1層 lOYR胃、黒色、シルト質

2 lOY R½、黒褐色、シルト質
3 lOYR½、里褐色、シルト質
4 lOYR¾、暗褐色、シルト質
5 lOY R¾、黄褐色、ローム質

103号土壊

二`三
第103号土壊

第 1層 lOYR¾、暗褐色、シルト質
2 lOY R½、にぶい黄褐色、シルト質
3 lOYR½、暗褐色、シルト質
4 lOY R¾、褐色、シルト質

114号上城

LB 

EA (108) (5H床面） (114) EB 

第114号士壊

第la層 lOYR½、黒褐色、シルト質
lb lOYR½ 、黒褐色、
2 lOY R½、黒褐色、ロームプロノク
3a lOY R½、暗褐色、シルト質
3b lOYR½、暗褐色、
4 lOY R½、明黄褐色、ローム質
5 lOY R¾ 、褐色、シルト質
6 lOY R¾、暗褐色，シルト質
7 lOY R¾、暗黄褐色、ローム質
8 lOY R¾ 、褐色、シルト質

。
2m 

第32図土墳平面図 (B-4、第75・103・108・11 4号）
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7・8号士壊
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B-
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7
1
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0

号8
腐

.
1
2
3
4
5
6
7
’
 

7
第

第

15号士壊

A
 

層

質

VI
合

ト

と

混

ル

層

の

シ

3

と

色

褐

色
暗
褐

黒

極

黙

、
、
、

胄

％

対

R
R
R
 

Y
Y
Y
 

ぷ

3
ぷ

7
7
7
 

壊上

層
号

l
2
3
4

15
第

第

旦ロ
④

A
-

B
-

□
 RA-

16号土壊

B
 

第!ti号＋壊
第 1洒 7.5YR糾、里色、

2 7 .5YR½ 、黒褐色、シルト

:l 7.SYR½ 、賠褐色
4 VI層、 2

層、 3層

の混合
シルト

A 1 3 2 B 

三2 3 4 口

尽ロ
R
 

17号士壊

B-

ロ
R
A
 

19号土壊

勺

EA '""I 

墟

B-

>0
R
A
 EB A 2 B 

、.I . , ... A B - 31 24 -

へ二去ブ一

第19号上塙
第 1将 7.5 YR½、．涅色

2 7 .5 YR½、暗褐色

第20号土城

第 1層 7.5 YR宵、黒色、シルト

2 7.5YR½、黒色
3 2庖と W

層の混合

4 7 .5Y R½、暗褐色

゜
2m 

第33図土壌平面図 (C-1、第 7・8・15~17・19・20号）
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R 21号環Ao旦

B
 

第21号土堀

第 1晒 7 .5Y R½ 、用色
2 7 .5 YR%、褐色

3 I層と ,1層の混合）晉
4 3岡より黄色が強い

B
 

□

Ao 

22号土塙

A 4 B ,. 
第22号土塙

第 1層 lOYR½、限褐色、シルト質
2a lOY R½、黒褐色
2b lOY R½、黒褐色
3 lOY RJ/,、褐色、ローム質

4 lOY R¼、褐色、ローム＇四
5 10YR%、黄褐色、ローム質

R 23号上壊

A B
 

A 3 I 3 2 B 

~ 

R 24号土壊

A□旦

第24号土塙

第 1層 7.5 YR行、里色

2 7 .5 Y R3'i、黒色

:l 7 .5 YR¾ 、暗褐色
4 7.SYR¼、褐色
:i 7 .5 YR½ 、暗褐色
6 7.5YR½ 、黒褐色□: 
RttJ A
 

25号上壊

B
 

A 旦

＼ > ? 
A B 

＼ 
第25号十横

第 1層 lOYR½、黒褐色、シルト質
2 lOY R½、［こぶい黄褐色、シルト質
3 lOYR½、黒褐色、シルト質
4 lOYR½、暗赤褐色、シルト質、焼士
5 lOY R兄洪色、シルト質・

6 lOY R¼、褐色、シルトは
7 10 Y R3'.i、暗褐色、シルト質

R
 

26号土城

、＇

叫

B
 

h
 

~
し

•

>E
 

B
 ニ5

E
 

B-

第26号士壊
第 1層 lOYR;i、関色

2 lOY R%、暗褐色

3 lOY R½、黒褐色
4 lOYR½、暗褐色
5 l[)Y R¼、褐色
6 lOY R¼、褐色

゜
2m 

第34図 土壌平面図 (C-2、第21~26号）
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27号土壌

B-

さ------ヘ---、',28号士城

△ □ B 
, ____ ___ 

A
 

B-

3竺仄こ〗ー第27号土壊
．：：翠:::・：翠：：．げ：：:::: 望：翌：:':':': 唸忍裟苓 第 1 層 lOYR½ 、暗褐色

2 lOY R¼ 、褐色

B
 

~-----------へ、 35号環A!O旦
_________ , ,/ 

第28号土壊

第 1層 lOYR½ 、黒褐色
2 lOYR½ 、黒褐色
3 lOY R¾、暗褐色
4 lOY R¾、暗褐色

｀ 
36号上壊

A-

A B 

口: : ：： <>>>, ;:::)) 

□)旦

B
 

第35号土壊
第la層 7 .5YR½、暗褐色

1 b 7 .5 YR½、暗褐色
2 7 .5Y R¼、褐色 第36号土壊

第 1層 lOYR¼、暗褐色
2 lOY R½、暗褐色

(37号）
S 1 

□
 

第37号十城 第71号土壊
第 1 層 !OYR¾ 、暗褐色 第 1 層 !OYR¾、暗褐色

B 
2 lOYR¼、褐色 2 lOYR½ 、暗褐色

_ 3 !OYR¾ 、黄褐色 3 lOYR¼ 、褐色、ローム
4 !OYR¾、暗褐色
5 !OYR¾ 、暗褐色
6 !OYR½ 、黒褐色
7 !OYR½ 、黒褐色
8 !OYR兄褐色
9 !OYR¾ 、黄褐色、ローム

0 2m LB LB 

第35図土壌平面図 (C-3、第27・28・35~37・71号）
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38・83号土壊

B-：ロA-
39号上壊

A (38) B C (83) D 
- la — 

~ 

A 2 B 

｀ 
第1a 層 7.5YR¾、黒色
1 b 7 .5 YR½ 
1 c 1 b層と性竹は全く同じ
2 7 .5YR½ 、褐色

~ <1'.l に混人

3 v1層と］層がまだら状

□ 
40号土壊

co 

第39号土壊

第1a層 7.5YR½、極暗褐色
1 b la層とほ国司じ性質

2 7 .5YR.¼、褐色
3 1 b層と ,1層の混じり

4 7 .5YRY.、黒色

第83号土壊

第13 層 lOYR½ 、暗褐色、ロームフロげ
1 b lOYR¼ 、褐 色、ロームプロり

2 lOYR¼ 、褐色、ローム7口戸

ム

ム―

―

 

ロ

ロ誓
醗
畔

褐

褐

暗

黄

、
、
、
、

%
%
%
％
 

R

R

R

R

 

Y
Y
Y
Y
 

0
 0

0

0

 

城
ー
1

l

l

土

層

号

］

2

3

4

40
第

第Bs[ 
層

層

合

合
混

Ile
層

四

叩

加

犀
の

と
と

卜ル

層

層

層

シ

ー

ー

11

色
色

褐累
黒、、

％

貨
R

R

 

Y

Y

 

0

0

 

l

l

 

直

層

2

3

4

 

a

h

 

号

］

］

41
第

>
第B

-
L
B
 

@43号土壊

已。翌
EA EB 

@ 44号上城
a:ij 

0 
ぐ

A B 

w 
第44号土壊

第 1層 lOYR½、黒褐色
2 lOYR¾、暗褐色
3 !OYR¼、褐色
4 lOYR¾ 、黄褐色
5 lOYR¼、褐色

゜
2m 

第36図土壌平面図 (C-4、第38~41・43・44・83号）
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~ co', 45号士堀 46号土壊

A(; □□ ~B Ro 
・E?-三う
.nl 

<l'.'1 b C 

第 1層 7 .oYRYi、屯色
2 rv層と I層がま

だら状に混合

47・133・134号土塙

第46号十墟

第 1層 口音褐色

2 暗褐色

3 暗褐色

4 賠褐色

47号士壊

A P 

第1a層 7.5YR½ 、黒褐色
1 h 7 .5YR½ 、黒褐色
2 7 .5YRJ{、褐色

:l 7.5YR½ 、里褐色

133・134号土壕

c
 

(133) (134) 

(47 b) 第 1 層 !OYR½ 、里褐色
2 lOYR¾、黄褐色
3 lOYR¾ 、鼓褐色

第131号上壊
第 l層 IOYR蹂、黄褐色

2 lOYR¼、褐色
:l IOYR½、黒褐色
4 lOYR¾、黄褐色

49号土城R48し号士城

I 
’’ 

,----, 

A□B /
 a

 

~. 

Q/ 

A B
 

色

色

色

色

色

褐

褐

褐

褐

褐

昭

暗

黒

暗

、
、
、
、
、

R
R
R
R
R
 

Y
Y
Y
Y
Y
 

11 
0

0

0

 0
 

l

l

l

l

i

 

壊L
磨

号

1

2

3

4

5

48
第

第

A B 

~?〗口胃］［［
4 !OYR½ 、黒褐色、シルト祖

2m 

゜第37図土壌平面図 (C-5、第45~49・133・134号）
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52号士堀

A B
 

(al (bl 

A
 

B
 5

 

A
-

質

質

竹

賃

質

ト

ト

ト

ト

ム

ル
ル
ル
ル
一

シ
シ
シ
シ
ロ

包
包
色

、
、

色
色

褐

褐

褐

黒

暗

暗

褐

褐

,
、
、
、
、

%
％
％
%
%
 

R

R

R

R

R

 

Y

Y

Y

Y

Y

 

0
 0
 CC0 
0
 0
 

1

1

1

1

1

 

塙十

層

号

l

2

3

4

5ロ
B
 

第52号土壊
第 1/l'l JOY R釘、黒色

2 JOY R½、黒褐色
3 lOY R½、卑褐色
4 JOY R½、黒褐色
5 lOY R¼、褐色、ローム

@ 53号土壊

さ）
、
.
~

c
 

A
 

B
 

D
[
 

A
 

B
 

第53号a、b、C土堀 A (54) B C 
第 1 悟 JOYR¼、褐色、シルト慣

2 JOYR½ 、里褐色、シルト質
'¥ lOYR玖、しこぶい岐狐色、シIし臼斌

5 JOYR¾ 、黄褐色、シルト＇負
第団号j贋
第 1 層 JOYR¾、暗褐色

2 JOYR¾、暗褐色
3 lOYR½、暗褐色
4 IOYR¾ 、褐色
5 JOYR¾ 、黄褐色、

(56a) (56b) 

第56a号上壊
第 1層 lOYRX、暗褐色

2 lOYR只、褐色
3 lOYR¾ 、賠褐色
4 10YR3{、暗褐色

5 lOYR録、明黄色、ロームプ

ロック

第56h号土壊
第 1 層 lOYR¾ 、暗褐色

2 lOYR¾ 、廿脊褐色
:l lOYR½ 、黒褐色
1 lOYR½ 、褐色、「J ーム
5 lOYR裟、黄褐色、ローム

第 1層 lOYR¾、昭褐色
2 lOYR¾、褐色、ローム質
3 JOY R¾、暗褐色
4 lOY R½、暗褐色
5 lOYR¾、黄褐色、ローム質

D 2m 

第38図土凛平面図 (C-6、第51~54・56号）
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入 55号土壊

58号土城
co/ A 

A
 

LB B
 

B
 

A B - 2 -

｀ 
マ／

A B
 

C~ 

＼ 
~o第55号土壊

第 1 層 IOYR¾、黒褐色、シルト質
I a IOYR¾、暗褐色、シルト質
2 !OYR¼ 、褐 色、シルト質

3 !OYR¼ 、褐 色、シルト質

4 !OYR½ 、黒褐色、シルト質

59・87・124・131号土壊

(124) Q/ 

~ 

7焼

第59a号土壊
第1a層 10 YR½、黒褐色
1 b 10 YR¾、暗褐色
2 7.5YR¾ 、明褐色

第59b号I:壊
第 l樟 7 .SY R½、暗褐色

第 1層 !OYR兄暗褐＋％黄褐色、ローム質
2 lOYR½、黄褐色、ローム質
3 lOYR½ 、黒褐＋％黄褐色、ローム質

67・96号土墟

(87) 

(96) 
A B

-
A
 

(67) 
B
 

第131号J:壊
第1層 lOY R¾、暗褐色

2 lOY R¾、暗褐色
3 lOY R只、褐色、ローム質シルト
4 lOY R¾、黄褐色、ローム質
5 lOYR¼、暗褐色
6 !OY R¼、暗褐色
7 !OY R½、黄褐色、ローム質

第96号土墟

第 1層 JOYR½、にぷい黄褐色
2 !OYR¾、褐色

第67号士渡

第!"層 lOYR¾、賠褐色、ローム質
lb JOYR¾、賠褐色
le lOYR¾、暗掲色
2 3層と 1層

と混合
:l ¥II層

4 7ぷ YR½、極暗褐色
5a 7.5Y R½、極暗褐色
5b Sa層と等し

し‘

゜
2m 

第39図土壌平面図 (C-7、第55・58・59・67・87・96・124・131号）
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68号土壌 ＋ 

B
 

~ col 70号土塘

(; 
A LB B - 1 -

~ 

B
一

環

>
LB

•

g
 

A-

>..>

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色

黒
黒
虹
褐
褐
橙
疇
掲
褐
虹

x
x
%
％
%
％
%
%
%
%
 

R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
―
 

Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
 

5

5
ふ

5
5
5
5
5
5
5

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
 

這
層

号

l
a
l
b
2
⑬

⑬

4
S
a
s
b
6
7

68
第

第

第69号土榛

第 1層 lOYR¾、暗褐色
2 lOYR¼、褐色

ク

色
ッ

褐

R

黄

ム

＋

色

ロ

色

色

色

色

色

畔

[

ぷ

悶

““m疇
褐
黒
％
虹
黒
罵
黄

％
呪
％
％

、
、
、
、
、
、
+

%
%
%
％
%
%
％
 

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

 

Y
Y
Y
Y
 

R
 

Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
 

横

1
0
5
1
0
話

10
話

1
0
1
0
1
0
1
0
1
0

土号
環

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
"
-

72
第

B-t淡
恕
淡
睾
翠
淡
澤
恣
忍
翠
叙｀

 

第

A 

第70号土墳
第 1層 lOYR¾ 、暗褐色

2 lOYR¾、暗褐色
3 lOYR兄褐色、ローム質
4 lOYR¾、黄褐色、ローム質

74号土壊

col 

~~ 
8 LB A 

~ 四ふ：:;::: 各')(//i:'13¥:翠，：：：))・第73号士凜
第 1 層 lOYR½'、黒 色、シルト質

2 lOYR兄暗褐色、シルト質
3 lOYR¼、褐 色、シルト質
4 lOY R½、褐 色、シルト質
5 lOYR¾、黄褐色、シルト質
5a lOY R%、明黄褐色、シルト質
6 lOY R½、黒褐色、シルト質
7 lOY R½、黒褐色、シルト質
8 lOY R½、黒褐色、シルト質
9 lOY R½、暗褐色、シルト質

第40図土珊平面図 (C-8、第68~70・72~74号）゚

第74号土廣
第 1層 lOYR½、暗褐色

2 lOYR¾、褐色
3 lOYR¾、暗褐色
4 lOYR¾、褐色

2m 



 - 58 -

 
@ 78号士壊

A I I ¥ ¥ B 

_A 3 2 I L.B 旦

▽二三▽
¥、-----

ヽ—-

i51 
じ 印

第78号土壊

第 1層 lOY R¾、暗褐色
2 lOY R ,1/,、黒 色

3 10YR%、暗褐色

4 lOYR %、褐色

5 JOY R¾、暗褐色
6 JOY R¾、褐色
7 lOY R %、褐色

8 lOY R¾、暗褐色
9 lOY R¾、褐色

A- B-

A
 

82・135号士壊

円

lOY R¾、暗褐色
2 lOY R¼、褐色
3 lOY R¾、褐色
4 lOYR½、賠褐色
5 lOYR¼、褐暗 色
6 lOYR¾、 褐色
7 lOY R¾、暗褐色
8 lOY R¾、暗褐色， lOYR½、暗褐色
10 lOY R½、暗褐色

(a) (h) C D 

｀
 c
 

~
 

E-

F-

第82a号十堀 第82h号士壊 第82C号十．壊
第11# 10YR¾ 第1暫 IOY R翌圭褐色第la層 IOYR½ 

でA ;-;,; , _ll_ 

眈褐色 2 IOYR½、褐色 黒褐色
2 lOYR¼ 「］ーム lb lOY R½ 

第81号士壊 褐色、ローム 3 IOYR¾ 、暗褐色 虫褐色
第 1層 7.5YR½、極暗褐色 3 IOYR½ ローム 2a IOYR½ 

2 1.5YR.¾、暗褐色 黒褐色 4 lOY R½、暗褐色 黒褐色

3 v1 !flに等しい
4 IOYR¾ 5 lOYR½、黒褐色 26 lOYR¾ 

暗褐色 6 IOYR¾、陪褐色 賠褐色4 lOYR¼、褐色 5 lOY R¾ 7 10YR¾+% 3 2層とロー
5 7.5YR¾、褐色 暗褐色 暗褐色＋桔褐色 ム層か混合

ローム 6 lOYR¾ 8 IOYR½、虫褐色 4 I a /ffに等

6 7.5YR¼、褐色 第135号•土壊 暗褐色、ローム ローム しし;

7 lOY R¼、褐色 第1層 7.5YR½、甲褐色 7 IOYR¼ 
2 7.5Y R¾、賠褐色 褐色、ローム

3 7.5Y R¾、暗褐色
4 10YR%、黄褐色

゜
2m 

第41図土壌平面図 (C-9、第78・80~82・128・135号）
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 84号土城

A
 

B
 

口第亨［三；:iロムい3 JOY R¾、黄褐色、ローム質
4 JOY R¾ 、黄褐色、ローム質

R 86号土城

A
 

B
 

R 85号土壊

ロ旦
A 1 2 B 

〗胃昌墟!OY 晴、黒褐色
LB翌 4 忍：•生：：●： 2 !OY R½、暗褐色

3 !OY R½、黒褐色
4 IOY R¾ 、暗黒褐色、ローム質

R88号土壊

A〖〗旦
A
 

B
-2

 

@go号土壊

_A (g)旦

A B - lb la — 

言\.~ 

A B
 

第88号土城
第 1層 IOYR½ 、黒褐色、ンルト 第90号土壕

2 lOYR¾、黒色、ンルト 第la 層 lOYR¾、暗褐色、ンルト
3 IOYR%、暗褐色、ン）レl、 lb lOYR¾、暗褐色、シルト
4 IOYR況黒色、ン）レ1、 2 lOYR¼、褐 色、シルト、ローム

5 a IOYRfふ褐色、シ）日、 3 IOYR¾ 、黄褐色、シルト、ローム
5 b IOYR¾ 、瞳褐色、ン）し 1、 4 IOYR½ 、黒褐色、シルト
6 IOYR¼、褐色シル l、 5 !OYR½、黄褐色、シルト

7 a IOYR兄褐 色、シルト 6 10YR%、明黄褐色、ンルト、ローム
7 h IOYR¾ 、黄褐色、シルト
7 c lOYR¾ 、黄褐色、シルト

~ 89号土城 ］： 八口［
A 

第86号土壊

第Ia培 IOYR¾ 、暗褐色
lh 色調がlaよりわずかに淡い
2a lOYR¼ 、褐褐色

@ :::: 
2h 5 YR¼ 、赤褐色
:l !OYR兄褐褐色

4 IOYR½、暗褐色
IOYR½、黒褐色
IOYR¾ 、にぶい黄褐色
!OYR½、黒褐色
IOYR½ 、 ll音褐色
IOYR¾ 、黄褐色

B
 

第89号土壊

第 1層 lOYR冦、黄褐色
2 lOYR½ 、黒褐色、ローム
3 lOYR¾、黄褐色、ローム

la) 

A (b) 

91号土壊 第91a号土壊

第 1 層 !OYR½、暗褐色
2 !OYR¾、暗褐色
3 !OYR½、黄褐色
4 !OYR¼、褐色
5 lOYR¾ 、黄褐色、ローム質
6 !OYR冦、黄褐色

7 lOYR¼、褐色
8 !OYR¾ 、黄褐色
9 !OYR¾、黄褐色

lb) 

第91b号土壊

第 II!, IOYR½ 、黄褐色、ローム質
2 lOYR½ 、明黄褐色、ローム質
3 lOYR¼ 、褐 色、シルト質
4 10YR%、黒褐色、
5 lOYR½、赤褐色、
6 lOYR兄暗褐色、
7 IOYR¾、暗褐色、
8 IOYR½. 褐色

゜
2m 

第42図 土壌平面図 (C-10、第84~86・88~91号）
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AQ: ぅ
92号士壊

-o旦

A B 

一::::::-:-::: 曹：:'.:-:-----曹：:::::::::: 曹：:::: ;:::: 

A B 
2 -a 

A 旦

｀ 第92号サ廣
第1層 !OYRYi、黒色、

2 !OYR¼ 、褐色、ローム
3 !OYR¾、黄褐色、ローム

R 93号士墟

A□旦

_6_ 1旦

u 
第93号土壊

第 1層 lOYR¾、暗褐色
2 lOYR¼ 、褐色、ローム質
3 lOYR¼、褐色、ローム質

R94号土壊

A 口〗旦
R95号土渡

A□旦

第95号土壊
第 1層 7.SYR½、極暗褐色

2 7.5YRY.、黒褐色

第94号土壊
第 1 層 7.5YR½ 、黒褐色、シルト

2 7.5YR'和黒色、シルト
3 7.5YR¼、褐色、シルト
4 7.5YR¼、褐色、シルト
5 7.5YR¾ 、明褐色、シルト

<i: I 

A B 

:: 4°: 1 2 
',',',','第97号土壊< 第 t 層闘富は門農：；；~~

気5_:裟蕊:6翠：裟：裟唸唸婆:: 3 lOYR¼ 、褐 色、シルト
4 lOYR¾ 、黄褐色、シルト
5 lOYR¾、にぶい黄褐色、シルト
6 lOYR¾、黄褐色、ンルト

A B 

191 第98号七壊

第1層 7.5YR½ 、黒褐色
2 7.5YR¾、褐色
3 

4 

99号士城

3
 

ぐ

第99局土壊

第 1層 7.5YR行、黒色、ローム
Za 7.5Y R¾、暗褐色
Za, 7.5Y R¾、暗褐色
Zb 7.5YR¼、褐色
Zc 7.5YR¾、暗褐色
3 VI層と混合
4 7.5YR¼、褐色
5 7.5Y R¾、明褐色
6 7.5Y R¼、褐色

゜
2m 

第43図 土凛平面図 (C-11、第92~95・97~99号）
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@}叫り土壊

A□旦

A
 

B
 

A
 

B
 

(3胃
_6_ 1 2 B 

三
第121号土壊
第ld 層 lOYR¾ 、暗褐色、シルト質
1 b la層の色をや

噴くした色

2 lOYR½ 、黄褐色、シルト質
:l lOYR尻黄褐色、シルト質

4 lOYR虹暗褐色、シルト質

5 lOYR¾ 、褐 色、シルト質

R 125号士壊

A□B 

2b 2a 

第122号土壌

第 1 層 IOYR¾、褐色
2 JOY R¼、褐色、ローム
3 JOY R½、暗褐色
4 IOYR¾、暗褐色

6a !OYR¾ 、黄褐色、シルト質
6b 6a層と変わ

らない

7 lOYR虹暗褐色、シルト質 126号土堀
8 !OYR¾ 、褐 色、シルト質
9 -

第125号土壊

第 1 層 IOYR½、暗褐色、
2a IOYR½、黒褐色、
2b IOYR¾、暗褐色、
3 IOYR¼ 、褐 色、ローム

4 !OYR¾、黄褐色、
5 IOYR¾ 、黄褐色、ローム
6 !OYR蹂、明黄褐色、ローム

ミ

第123号上壊

第 1層 lOYR½、暗褐色
2 lOY R¼、褐色
3 lOY R兄褐色

4 lOYR½、にふい黄褐色
5 lOY R¾ 、暗渇色
6 lOYR蹂、黄褐色、ローム

第126号七壊

第 1層 lOYR½、暗褐色
2 JOY R 暗褐色

3 JOY R 暗褐色

4 JOY R 褐色

@ 136号環

Aこ且

壊土号7
 

1

3

E

B

-

E

B

 

□

9
 

4
E
A
-
E
A
 A 4 1 2 3 B 

｀ 
第136号土渡

第 1 暦 IOYR½、暗褐色
2 JOY R%、黄褐色

3 JOY R½、黒褐色
4 JOY R¾、明黄褐色
5 JOY R¼、褐色
6 JOY R½、暗褐色

A 
一 4 1 3 2 5 8 

~ 6 :-:::::7 :-:-:-:-: 9 ::: 8 

第137号土壊

第 1層 IOYR¾、暗褐色
2 IOYR¼、褐色
3 IOYR½、暗褐色
4 IOYR¾, 黄褐色

5 IOYR¼、褐色
6 IOYR¼、褐色
7 IOYR½、暗褐色
8 IOYR½、黒褐色
9 lOYR鯰、貨褐色

~ 
第44図土壇平面図 (C-12、第121~123・125・126・136・137号）

2m 
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25(51号）

Cl~ 号） ，八．．＿＿

第46図 N-1区土壊内出土土器実測図ー(2)
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□三

- 46(127号）
，ー・～

I I 

48(135号）

0 10cm 

第47図 N-1区土壊内出土土器実測図ー (3)
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第 3表 N-1区 土墳内出土土器（復原実測土器）観察一覧表

士器 I I ;l.t ... 測 伯 (cm) 時 期
遺構名 層 器形 i 文 様 備考

番号 i'」径 底径 器高 大区分 分類
.. 

1 7土 フク七 24 8 (-5 ) 一丁; (28.0) : 深 鉢 櫛歯状沈線文 IV 群 H-1 

フク t, I 29_0 7. , 30.0 i深
-~ -- . 

2 ” 鉢 地文縄文、沈線文 ,1 群

3 ” フク土 i I (21.6) (-) j (26.5) 深 鉢 地文縄文、沈線文 ” 拓影

4 26土 フク I4 l!'i I (9.4) 4. 7 (10.2) （台付？） 無 文 : IV 群 A・L 
.. . 

-・ ー・

5 ” フヶ上 4)怜| 8 8 6.2 17 .3 壺 櫛歯状沈線文 ” ll-1 

.. 5-.5 i 13.0 
. ー

6 ” フク I4 IM 8.8 小刑帝 磨消縄文 ＂ F•L 

7 " iフク土 4屑 29 4 
(―-9̀―.6) ! , '(136 2 0) ~—•• j 深

鉢 地文縄文 I ” C-2 
~. I 

8 32土 フヶ土 (29.6) 9. .3 深 鉢 無 文 : ” A-1 

， 34上 フク土 (25.4) (-) i (10.5) 深 鉢 磨消縄文、刺突文様帯： ” L 

10 ” フクト 15.0 6.5 ! 16.5 鉢 沈線文 ” G-1 
ヽ～

11 ~7 I・ フク 1 (-) 6 5 (--) 台付鉢 無 又 ” 台部のみ
.. 

I フク上12 ” 17.2 I I (-) (20.0) 深 鉢 粘土紐貼り付、沈線文 II G -2 

13 
38”土 ！II フフク土ク・-士・ 6層

(19.1) 8 5 7.2 浅鉢 沈線文 II G-1 

14 12. 7 (4.2) 9.9 鉢 磨消縄文 II F 1 

15 40ト フク土 l屑 (16.2) 9.0 17 .4 鉢 折り返し「1縁、無文 ＂ A-1 

16 II フク十、 1, 習 (-) 9.2 (22.5) 匹I木 鉢 充填縄文 ＂ F•L ，長桐

＇台部17'46土 フク土 （） 6.8 (8.0) 台付鉢 地文縄文 ” : ← ----••. 
18 47土 フク士 (~) 8.8 (8.0) 壺 磨消縄文 ” / F 2 焼成不良

-
19 ” フクト． 13.3 5, 7 7 .1 浅 鉢 沈線文 II 

j G-1 

20 ” フク士 11.2 5 0 10.9 鉢 無 文 II A-1 
ヽ●

21 I II フ1I 27.8 (-) (22.5) 深 鉢 磨消縄文 ” F-2 

22 I ＂ フク士 (26.0) (-) 
( 2 2 . 5 ) ）+I， 深深 - 鉢

沈線文 " G-1 

! F・L 23 50士 フク土 (27.8) (-) (23.0 鉢 磨消縄文 ” 
"-1 ------ --

24 51土 フク土 (-) 8.0 (8  0) 合付鉢 沈線文 " G-1 台部

25 ” 底面 (-) 6.5 (10.5) 鉢 沈線文 ” G~1 

26 61七 フク土 l屑 (-) 9.3 (12 5) 深 鉢 細" 文 ” (A~l) L (?) 

27 65士 フク土 10.4 4.8 5 4 : (浅鉢） 無 文 ” A-1 
'- . ----------... ---

28 66土 フク I・ 16.2 11.4 5.6 浅 鉢 沈線文 ” G-1 
―- . 

29 ” フク士 16.2 9.9 10.2 台付浅鉢 沈線文 ” G-1 

30 ” フク士 4.0 2.0 6.2 ミニチュア 無 文 ” ミニチュア
f-・ヽ .•. --

31 67ト フク士 (27.5) (-) (14.5) 深 鉢 折り返し 1J緑、無文 ” A~l 

32 73土 フク土 (14.0) (-) (8.5) 短頸壺 沈線文 ” G~l 

33 77士 フク十 (17. 7) (-) (12.5) 深 鉢 磨消縄文 ,, F•L 拓影
、.. - -

34 78 I: フク士 23.2 (-) (19.0) 深 鉢 地文縄文、沈線文 W 群
- -

35 ” フク I: 24.6 9.8 14.5 台付浅鉢 連孤文 ＂ 赤台部色貫顔通料孔

―̀ 
36 ,, フケ I (-) i 7.3 (19.0) 壺 韮晨 文 ,, 

37 84 I: フヶ士 (14.3) i 5.0 8 1 浅 鉢 沈線文 [¥「群 G-1 高台風底部
... 

・-'"・  ー~-- . -

38 97土 フク I 23.5 (10.3) (30 0) 深 鉢 地文縄文 (LR) ” C 

39 98土 フク土 (-) 6.4 (14.0) 命： 無 文 ” (A) 

40 101 +~ .フ.ク.f・'I 27,6 9,4 35 5 深 鉢 Iit線文 ” G-1 

41 112± フク十→ （） 7.2 (18.3) 赤 刺突文、充填縄文（無節） ” (F-2) i L (?) 

42 II フク七 24.1 (~) (23.0) 深 鉢 折り返し「］縁、沈線文 /I G-1 
.. 

43 ” フク土 (~) (-) (30.5) 壺 櫛歯状沈線 ” H-1 

44 117土 フク土 (-) (-) 10 0 鉢 地文縄文 (LR) ” 
-~ ... -- - - - -

45 JJ9土 フク土 (-) 7.0 (7 5) 鉢 池文縄文 (RL) ” 
-----

46 127土 フク上 (13.9) 5.5 5.9 浅 鉢 沈線文 ” G l 低台風底部

47 131土 フク土 (18. 7) (-) (18.0) 深 鉢 沈線文 ” G-1 拓影
""" 

48 135七 フク土 24.5 (-) (24.5) 深 鉢 充填縄文 /I F-2 
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第50図 N-1区土堀内出土土器拓影図（第24号～第34号）
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第51図 W-1区土壊内出土土器拓影図（第35号～第40号）
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第52図 W-1区土凛内出土土器拓影図（第40号～第47号）
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-i
守

72号

10cm 

第54図 W-1 区土凛内出土土器拓影図（第72号•第73号）
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86号

二86号

しエニ191号 ゜
10cm 

第55図 N-1区土壌内出土土器拓影図（第76号～第92号）
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第56図 W-1区土壊内出土土器拓影図（第97号～第117号）



 - 75 -

第57図 N-1区土壌内出土土器拓影図（第118号～第134号）
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~58図 土壌内出土石器実測図 (1)
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第59図 土壊内出土石器実測図 (2)
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第60図 土蠣内出土石器実測図 (3)
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第62図 土塘内出土石器 (5)
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 Ⅳ―２区における土壙（第63図） 

 調査区南西側の（ＣＰ―431）グリッドを中心にした約16グリッド、面積にして約250㎡とい 

う狭少な範囲に土壙が６基隣接しあって検出された。遺構が密集しているⅣ―１区からは約 

170mも離れている。この６基付近をまだ遺構の存在する可能性が強いのではないかという予 

測のもとに拡張したが、その結果は、これら６基の土壙の位置から北に約30ｍほど離れた地点 

で溝状ピットが、わずか１基のみ検出されたにすぎなかった。 

 これら６基の土壙は、開口部の径が１ｍをこすものばかりの大規模なフラスコ状ピット（第 

５号については、若干疑問があり、フラスコ状よりは円筒状と表現した方が妥当かもしれない） 

である。 

 これら６基の土壙については、他の遺構密集地区から離れた位置に存在すること、６基が類 

似した形状だけであること、6基が隣接しあっていること、その周囲には満状ピット１基以外 

に遺構が存在しないこと等を考え合わせてみた場合、それらの用途目的を追求する上で非常に 

興味深い事例である。まず第1に推測できることは、Ⅳ―１区の遺構群が当時の集落の中心場 

所であり、この６基の土壙は、故意に集落から離して構築された「貯蔵用」の穴ではないだ 

ろうかという見方である。第２には、Ⅳ―１区に存在した集落の人間の手によるものではなく、 

別の集落又は別の時期の人間が何らかの目的で構築したのかもしれないという見方である。 

 いずれにしても、その用途を決定づける大きな要因となる土壙内出土遺物については、６基 

とも皆無であり、現時点においては推測の域を出れないが、フラスコ状ピットという特異な形 

状を有する土壙の機能を考察する面からは、貴重な資料となり得ることは確かである。（遠藤） 

 
第 4表土墳観察一覧表

ピソ卜
重複関係 r検出ゲリ、ノド

計 測 値

番号
平面形 形 態 出土遺物 備 考

開 口 部 壊底部 深さ

了： 
1 なし CP•Q-432 円 形 フラスコ状 130 200 ! 75 な し

~ 

2 II C N-431・z I 楕円形 ” 150X 115 I 175X 150 ！ I 50 /I 

3 ” C P-431・2 円

-―, 

形 ” I I I 115Xl00 195Xl70 II I 100 ' I I 
II 

4 
［ 

" CP•Q-430 

: j円筒1:250 X220 ！ I 1 150 I ” 

5 ” co 431 120 130 i ” 

6 

I 
I ！ C Q-429•430 I iI フラスコ状 130 140 70 ! I 

間口部は攪乱部

” ” ” 分があり不確定
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第 1 層 IOYR½
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IOYR1召
黒色、シルト質

lOYR¾ 
暗褐色、シルト質

10YR% 
黒褐色、シルト質
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褐色、ローム質
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第63図 N-2区検出土蠣
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（3） 配石（第64図―第66図） 

 Ⅳ―２区のＡＮ～Ａ〇―421～423グリッドで、12基の配石遺構を検出した。この地点の北側 

は急斜面となって老部川へ至り、その向こうには吹越烏帽子岳が眺望でき、標高約60ｍの見晴 

らしの良好な丘陵上に位置している。Ⅳ―１区の湧水からは、北北西―約300m離れている。 

 12基の配石遺構は、第Ⅴ層上面で確認されたが、その下部には土壙及び掘り方は確認できな 

かった。以下、各遺構の概略を記述していくが、規模の計測は、確認面における礫の外側の  

大値を用いている。また、弧状や「コ」の字状のものの短軸は（ ）をつけている。なお、配 

石を構成している礫の大きさは、長軸40～30㎝前後、短軸30～20㎝前後で、厚さ20～10㎝後の 

扁平礫を用いているものが多く、他に長軸20～10㎝、短軸10㎝前後、厚さ８㎝前後の楕円球 

状の挙大のものがある。石質は、すべて安山岩である。 

 第１号配石 位置・ＡＱ―423グリッド、規模・53㎝×52㎝。 

 扁平礫４個を方形に組み、その内部に礫を置いて、「日」の字状に組んでいる。扁平礫は５ 

個とも、ほぼ直立している。 

 第２号配石 位置・ＡＰ―421グリッド、規模・47㎝×（46）㎝。 

 扁平礫３個を「コ」の字状に組んでいる。３個の礫は、ほぼ直立している。 

 第３号配石 位置・ＡＱ―422グリッド、規模・85㎝×（50）㎝。 

 ３個の礫が南北に並列（？）しているものである。北側の礫は角柱状の割り石で、約1/2は 

地中―斜位―にあり、一部焼けている。 

 第４号配石 位置・ＡＰ―421グリッド、規模・47㎝×（37）㎝。 

 扁平礫３個を「コ」の字状に組んだものと思われるが、東西に位置する２個の礫は、内側に 

向かって倒れたように斜位にある。北側の礫は直立している。 

 第５号配石 位置・ＡＰ―421・4222グリッド、規模・53㎝×41㎝。 

 扁平礫４個を長方形に組んでいる。４個の礫のうち２個は内側に傾き、残り２個は直立して

いる。 

 第６号配石 位置・ＡＰ―422グリッド、規模・139㎝×54㎝。 

 扁平礫と厚さ３㎝前後の板状の割り石で、弧状に組んだもので、西側に開いている。扁平礫 

及び板状の割り石のほとんどが、内側に向かって倒れるように、斜位になってあり、南端では 

３枚重なっている。 

 第７号配石 位置・ＡＯ・ＡＰ―422・423グリッド、規模・130㎝×llO㎝。 

 一部撹乱を受け、南側の礫は動いている可能性がある。挙大の礫を、ほぼ円形に配したもの 

と思われる。このうち、３個の礫はほぼ直立し、１個の礫は斜位にある。 

 第８号配石 位置・ＡＯ・ＡＰ―422グリッド、規模…103㎝×86㎝。 
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第 8号配石
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 扁平礫４個と石皿とで、楕円形に組んだものと思われるが、見方によっては方形のものが崩 

れたようにも思われる。扁平礫３個は斜位に、石皿は直立していた。北側の扁平礫は横位に倒 

れていたが、当初は直立していた可能性が考えられる。また、内側中央には、２㎝位の厚さの 

板状の割り石が２枚直立して地中にあり、その東側に小形の深鉢形土慕（第Ⅳ群土器）が、横 

位に出土している。 

 第９号配石 位置・ＡＯ・ＡＰ―421・4222グリッド、規模・123㎝×（66）㎝。 

 扁平礫７個で、弧状に礫を組んだもので、北東に開いている。扁平礫の３個はほぼ直立し、 

３個は斜位に、残り１個（南東端の礫）は横位にある。 

 第10号配石 位置・ＡＯ―422グリッド、規模・105㎝×80㎝。 

 扁平礫５個と厚みのある大礫２個で、楕円形に組み、その内側に扁平な中礫を斜位又は直立 

して配している。 

 第11号配石 位置・ＡＮ―422グリッド。 

 扁平礫と厚みのある礫２個を組んだもので、北側の礫は斜位にある。 

 第12号配石 位置・ＡＮ―422グリッド。 

 扁平礫２個を組んだもので、２個とも南側へ向き、斜位にある。 

 以上、配石遺構について、その概略を記述してきたが、これらは一般に、組石（又は石組） 

と呼ばれるものである。12基の配石は、ひとつのまとまりをもっており、全体に、吹越烏帽子 

岳に向かっているようである。また、同一時期に構築された可能性が強い。構築時期は、第８ 

号配石から出土した土器から、縄文時代後期前半―第Ⅳ群土器―である。第Ⅳ群土器は、Ⅱ～ 

Ⅳ―１区から多量に出土し、住居跡・土壙等が多数検出され、若干の時期差・時間差はあろう 

が集落を形成していたことが判明している。したがって、これらの配石遺構は、そこに住んだ 

集団の斎場的性格をもつ場所と考えられる。 （畠山） 

 (4) その他の遺構 

 屋外炉（第67図） 

 ３基検出した。この３基については、当初、住居跡に伴う炉の可能性も考えて、周辺の精査 

を行ったが、いずれも壁や柱痕を確認できなかった。 

 第１号屋外炉 ＤＣ―374グリッドで検出した。第８号住居跡の東側に隣接している。３個の 

疎（東側に石の抜取痕を確認した）をコの字状に組んだ、石囲炉と思われる。構築時期は、縄 

文時代後期（第Ⅳ群土器）と思われる。 

 第２号屋外炉 ＤＣ―378グリッドで検出した。当初､焼土遺構としていたが､確認面から10

㎝ほど下位に、焼けた硬い面の広がり（炉底）を確認したので、地床炉として取り扱うことに

した。長・短軸が50㎝程の不整（円）形である。構築時期は縄文時代後期（第Ⅳ群土器）を思
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われる。 

 第３号屋外炉 ＣＲ―383グリッドで検出した。長・短軸が60㎝ほどで、深さ10～15㎝の掘り

方に、第Ⅵ群土器の上半部を埋設したものである。 

 焼土遺構（第67図） 

 10基検出した。いわゆる焼土の堆積を確認したもので、火を燃やした痕跡が認められなかっ

たものである。しかし、火を燃やした痕跡が認められないという理由で、これらを地床炉ある

いは焚火跡までを否定するものでもない.ここでは、屋外にある場合、火を燃やした痕跡一炉底

―を有するものは屋外炉（地床炉）として、それ以外は焼土遺構として取り扱った。炉壁・炉

底と呼べるものをもたないが、使用された時間は短かく、屋外炉的な性格を有するものと思わ

れる。 

 第６号焼土を除いた９基の焼土遺構は、暗褐色土と焼土の混じり合ったものや、焼土を多量

に含む。炉壁・炉底に相当する部分は、軟弱である。第６号焼土は、焼けて、硬い部分が、広

がっていた。住居跡の床面が焼けたものとも思われるが、壁・柱痕を確認できなかったので、

焼土遺構に含めた。以下、位置、規模等について、第５表で記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 溝状ピット（第67図） 

 Ⅳ―２区のＣＧ―431・432グリッドの平坦な場所で、１基検出した。この種の遺構が単独で

存在することは、まれなことであるので、周辺を広げて調査してみたが、他に確認できなかった｡ 

 確認面（第Ⅴ層）における規模は、開口部で370㎝×54㎝であるが、セクション図にもあるよ

うに、第Ⅳ層上位を掘り込んでいるため、構築時の規模は、これより若干プラスされる（短 

軸では約70㎝）。また底面の規模は、342㎝×16㎝で、掘り込み面から約30㎝下位から急に幅狭 

となっている。深さは138㎝である。 （畠山） 

第 5表焼土遺構一覧表

遺構番号 位償 平面形 長軸~ml 短軸pn) 深胴さ1cm) 推定時期 I 備 考
. . 

不"明 II 第 5号住居跡の確認面c
第 1 号 C U-382 不整楕円形 68 24 14 

第 2 号 C X-384 不 整 形 34 18 5 

第 3a号 DD~378 ” 36 22 5 縄文後期

第 3h号 ” ” 114 60 6 ” 
第 3c号 ” 不整円形 44 31 ， II 

第 4 号 D E-379 不 整 形 70 50 6 ” 
第 5号 D E-378 II 48 38 7 ” 
第 6 号 DA• DB 373 ” 164 124 5 ” 

第 7 号 II 
DD-373 楕円形 切 55 14 ” 第59b号に切られている c

第 8号 C 0-385 円 形 Ii 43 43 4 不 明 第 1号住居跡の北東に隣接。
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第 1号屋外k戸
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ーボバ゜冒 翫- 璽 ‘ミ-;;.:_-;;/ 3榊褐色土。 7.5YR¼ 。
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5層

゜
2m 

第67図 屋外炉跡、焼土遺構、溝状ピット実測図
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２ 出土遺物 

 (1) 土器 

 本項は、Ⅳ区についての記載箇所であるが、出土土器について記載する文中の初出にあたる

頁でもあり、ここで、調査区全体における出土土器の概観及びそれらの記載方法についてのべ

る。 

 今回の調査で出土した土器は、ダンボ―ル箱で約120箱分になった。出土量の面からみると、

Ⅳ―１区からの土器が一番多く全体の８割ほどに相当し、次いでⅦ区が１割程度の量で、残り

１割が、Ⅳ―２区、Ⅴ区、Ⅵ区の合計分にあたる。 

 約120箱分の土器は、縄文時代早・前・中・後・晩期・弥生時代のものがみられ、概略的には、

縄文時代から弥生時代にかけての各時期の土器が出土したといえる。 

 このような各時期の土器が混在しているなかで、量的にみると、圧倒的に縄文時代後期の土

器が多く全体の９割にも相当する量である。残り１割の中では弥生式土器が比較的多く、縄文

時代早・前・中・晩期のものは各々微量である。 

 このように出土土器の面から遺跡全体について推測してみると、縄文時代早期のあたりから

この地一帯に人間が住みつき、それが後期の時代に湧水の存在するⅣ―１区付近に大集落を構

成することになり、その後も弥生時代に至るまで何らかの形で人間はこの地と関わり合いをも

ってきたということが考えられよう。 

 土器の分類については、既に第Ⅱ章において年代的な面からの大区分を記載しているが、各

群の細分類については、前記の項でも述べたとおり、第１次調査の際の分類基準と若干の相違 

が生じていることなどから、本項で各群ごとにその冒頭に記載することにし、その分類基準を 

以下のⅤ・Ⅵ・Ⅶ区における出土土器にも共通させることにする。 

 また、土器の実測図・拓影図については、遺構内出土土器は、各時期に関係なく一括して本 

章各節１の検出遺構の項で取り扱うことにし、遺構外出土土器は、以下に記している(ｱ)から(ｶ) 

の各時期ごとに本章各節２の出土遺物(1)の各項で取り扱うという挿入箇所における区別をし

た。 （遠藤） 

(ｱ) 第Ⅰ群土器 

第Ⅰ群土器は、１～８類に分類した。以下に分類基準を示す。 

１類：白浜式・小船渡平式に相当するもの 

２類：寺の沢式に相当するもの 

３類：吹切沢式に相当するもの 

４類：早稲田２類に相当するもの 

５類：物見台式に相当するもの 
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６類：ムシリⅠ式に相当するもの 

７類：早稲田５類に相当するもの 

８頬：早期の土器と思われるが、型式の特定をし得ないもの 

 各類の分布状況は、第132図に示した。 

 Ⅰ群１類（第68図１～７） 

 白浜式、小船渡平式に相当するもので、第Ⅳ、Ｖａ層より出土した。 

（１～５）は、同一個体であるが復原し得なかった。器形は、平縁の尖底深鉢形と思われる。 

口縁部は直立し、口唇部にはヘラ状工具による刻み目が施される。 

 文様は、器面全体に地文として貝殻条痕を施した後に、口縁部に粘土のまくれ返りを持つ縦

位の爪形文（幅約１㎝）を平行に３段巡らし、更にその下に横位の爪形文を１段巡らしている｡ 

 内面は、口唇部より約７㎝ほどの幅に、器面と同様の貝殻条痕が横位に整然と施され、それ

以下にはヘラ状工具のようなもので、やや凸凹はあるが良く調整されている。胎土には、砂粒

（２～３㎜の大きなものもみられる）を含むが、繊維の混入は認められない。焼成も良く硬質

な感じがし、色調は、暗褐色、灰色を呈する。器厚は７～８㎜である。 

（６、７）は、口縁部及び口縁部付近の破片で、粘土のまくれ返りを持たない爪形文（爪形状

のもの）が施される。 

 Ⅰ群２類（第68図８～15） 

 寺の沢式に相当するもので、Ⅳ層より２個体出土した。 

 器形は、口縁部が直立し、口唇部が外側に傾斜する平縁の尖底深鉢形と思われる。 

 文様は、（８～ll）が、口唇部の傾斜部分に斜位の貝殻腹縁文を施し、口縁部に、横位の貝殻

腹縁文が整然と施される。それ以下の胴部には、斜位の貝殻腹縁文が施される。 

（12～15）は、口唇部の傾斜部分に、絡条体圧痕文（Ｒ）施され、口縁部、胴部には、前者同

様の貝殻腹縁文が施される。 

 ２個体とも口縁部文様を詳しく見ると、２種の貝殻腹縁文が認められる。隙間なく施される

ものと、２～３㎜ほどの間隔を開けながら短い貝殻腹縁文が連続的に施されるものである。前

者４段、後者２段で１単位と思われる。 

 内面には、貝殻条痕及びヘラ状工具による調整がみられ、平滑に仕上げられている。胎土に

は、細かな砂粒を多量に含むが、繊維の混入は認められない。焼成はあまり良くなく、全体に

砂っぽい感じがする。色調は、暗褐色及びくすんだ赤褐色を呈する。器厚は10～11㎜である。 

 Ⅰ群３類（第69図16） 

 吹切沢式に相当するもので、（ＤＡ―428）グリットⅣ層より１個体出土した。 

 器形は、口縁部形状は不明だが、砲弾形の尖底深鉢形を呈する。 
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 文様は、器面に貝殻腹縁文が斜位に施されるが、施文後に調整が行われているため、潰れた

形状を示している。 

 内面は、凹凸はあるがヘラ状工具による調整が、斜位、横位に行われている。胎土には、砂

粒を含むが、繊維の混入は認められない。焼成は良く硬質な感じがし、色調は暗灰色を呈する。

器厚は９～10㎜である。 

 Ⅰ群４類（第69図17～24） 

 早稲田２類に類似するもので、主にⅣ層より出土した。 

（24）は、口縁部片で波状を呈する。外反しながら立ち上がり、口唇部は平坦に面取りされる。

文様は、Ｋ字状の隆帯及び隆帯上の絡条体圧痕文（０段ｒ）、鋸歯状沈線文、貝殻押引文が施さ

れる。内面には貝殻条痕が施され、胎土には砂粒を含み器厚は６㎜ほどである。 

（17―23）は、同一個体と思われるが器形は不明である。文様は、竹管を押し引きながらの刺

突文、隆帯及び隆帯上の絡条体圧痕文（Ｌ）、鋸歯状沈線文、貝殻押引文、やや波状の貝殻腹縁

文が施される。内面には、横位の調整がみられるが、平滑な部分と面の粗い部分とがある。胎

土には、多量の砂粒を含み、焼成は良く硬質の感じがする。色調は赤褐色を呈し、器厚は６㎜

ほどと薄い。 

 Ⅰ群５類（第69図25～40） 

 物見台式に相当するもので主にⅣ層より出土した。 

 復原し得たものはないが、（40）はある程度器形、文様構成を知り得るので詳しく見てみたい。 

 器形は、口縁が波状をなし（４波状を呈すると思われる)、口縁部が内湾しながら立ち上が 

り、口唇部は外側に傾斜する。口縁部と胴部の境は、逆「く」の字状に屈曲している。底部は

ないが、尖底と思われる。 

 文様は、口縁部では、沈線文による三角形、鼓状の形、入組状沈線文及び貝殻腹縁文等の組

み合せによって幾何学的文様が構成される。三角形、鼓状の形の頂点には深い刺突が施され、

入組状沈線の終点には、瘤状の突起が付けられ刺突が施される。口縁部と胴部の境は、２条の 

沈線をやや波状に巡らし、その頂部には刺突が施される。胴部は、一部しか残っていないため

明確ではないが、沈線文、貝殻腹縁文、刺突文の組合せによって幾何学的文様を構成すると思

われる。沈線の中には、すべて貝殻腹縁文が充填される。また、内面の口唇部直下に１条の貝

殻腹縁文が巡る。 

（25～39）は、すべて破片資料である。口縁部は、内湾しながら立ち上がり、波状縁（25～28）

平縁（29～31）がみられる。口唇部はすべて外側へ傾斜する。 

 文様は、沈線文、貝殻腹縁文、刺突文等の組合せによる幾何学的文様が施される。沈線文を 
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詳しく観察すると、貝殻腹縁文を沈線の中に充塡するもの（26・27・32・35・38―40）沈線に

沿って施すもの（25・28・30・31・36）施されないもの（29・34・37）がみられる。 

 内面は、すべて平滑に調整され、光沢を持つものもみられる。胎土には砂粒を含み、焼成は

一般に良い。色調は、赤褐色、暗黄褐色、暗褐色を呈し、器厚は７～10m㎜である。 

 Ⅰ群６類（第70図41～第72図106） 

 ムシリⅠ式に相当するもので、主にⅣ層より出土した。 

 器形を明確に知り得るものはないが、平縁の平底深鉢形土器と思われる。口縁部は、外反す 

るものと直立するものがある。口唇部に刻み目が施されるものもある。底部資料は、１点のみ

だが、外周縁が外へ張り出す平底を呈する。（106） 

 本類は、文様により３種に分類される。沈線文のみのもの（ａ類)、沈線文と刺突文を組み合

せたもの（Ｂ類)、隆帯を持つもの（ｃ類）である。 

 ａ類（41～89）沈線文のみのものは、文様構成により、更に４種に細分した。 

 １種：（41～48）平行沈線のみを斜位に施したものである。右下りが多い。 

 ２種：（49～60）平行沈線文によって幾何学的文様を構成するものである。異方向の斜位平行

沈線を交互に施すもの、２～３条の平行沈線によって三角形を構成するもの、1～4条の横位沈

線を施し、その上下に異方向の斜位平行沈線文を施すものがみられる。 

 ３種：（61～84）矢羽状沈線文を施したものである。同じ長さの沈線によるもの、長さの異な

る沈線によって片翼状になるもの、太さの異なる（工具の違い）沈線によるものがみられる｡ 

 ４種：（85～89）沈線によって格子目状の文様を構成するものである。 

 ｂ類（第71図90～第72図102） 

 平行沈線文と刺突文とを組合せることによって文様を構成するものである。刺突文は、沈線 

に沿って施されるものが多い。刺突文は、半截竹管によるものと、極めて細い管状の工具によ

るものがみられる。また工具を粘土に刺した後にやや引きずったものは、長めの刺突文となる｡ 

 ｃ類（第72図103～105） 

 隆帯が施されたもので、３点みられる。（103）は、口縁部片で、口唇部に沿って隆帯が施さ

れ、隆帯上には棒状工具による刺突文が施される。（104）は、横位の隆帯が巡り、その頂部に

刺突文が施される。（105）は、平行沈線文、刺突文、隆帯の組合せによるものである。隆帯は、 

その残存部分及び剥げ落ちた部分の痕跡から、曲線を描くように粘土を貼り付けたと思われ 

る。 

 以上、文様を見てきたが、（106）の底部片は、底面にも沈線文が施されている。また本類は 

器面に貝殻条痕による調整が行われた後に、沈線文、刺突文を施しているものが多い。 

 内面は、貝殻条痕による調整が行われているものが多い。胎土には、砂粒を含むが、繊維の 
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混入は認められない。焼成は良好のものが多く、色調は、赤褐色、暗褐色を呈する。器厚は、

５～７㎜で薄い。 

 Ⅰ群７類（第72図107～第73図131） 

 早稲田５類に相当するもので、主にⅣ層より出土した。 

 復原し得たものはないが、器形は一般に、平縁、平底の深鉢形であるが、波状縁を呈するも

の（127）もみられる。口縁部は、直立するものとやや外反するものがある。口唇部に、縄文 

が施されるもの（109、1112）や、ヘラ状工具による刻み目が施されるもの（127、129）がみら

れる。 

 文様が裏面にまで及ぶものもあるが、ここでは器表面の文様により４頬に分類する。 

 ａ頬:（108～122）いわゆる単節斜縄文が施されるもので、Ｏ段多条の縄文原体を使用した 

ものが多い。回転方向が一定しているものは少なく、様々な方向から回転されている。 

 ｂ類:（123）１種が一つの原体を使用しているのに対して、撚りの方向（ＲＬ）は同じだが

２種類の原休によって縄文が施文されるものである。縦位羽状を呈する。器面右側の縄文は、

０段多条ＲＬだが、０段の撚りがｒ・ｒ・１となっている。 

 ｃ頬：（124～131）綾杉状の縄文が施されるものである。撚りの異なる１段の原体を弱く撚り

合せた原体が用いられる。組合せには、Ｒ・Ｌ（124～126）、Ｒ・Ｌ・Ｌ（127、129）、Ｌ・Ｒ・

Ｒ（128、130、131）がみられる。 

 ｄ類：（107）押圧による側面圧痕が施されるものである。口唇部直下に、馬蹄形状の圧痕 

が施される。内面の口唇直下にも同様の圧痕が認められる。 

 以上のように分類できるが、底部の外周縁に指頭圧痕文を施したもの（120）もある。 

 内面の調整は十分でなく、指頭による押圧によって凹凸がみられる。また、器面同様に縄文

が施されるものがある。（109、1114、123）胎土には、砂粒を含み、個体によって含有量の差は

あるが、繊維の混入が認められる。焼成はあまり良くなく全体的にもろい。色調は、赤褐色、

暗褐色、黄褐色を呈し、器厚は12～15m㎜で厚手である。 

 Ⅰ群８類（第74図132～138） 

 縄文時代早期の土器と思われるが、型式を特定し得えないものを一括した。 

 ａ類（132） 

 口縁部片で、直立する。口唇部は平坦になっている。器形は不明である。 

 文様は、口唇部から1.5㎝の幅で、縦位の絡条体圧痕文（良）が施され、更に、それ以下に 

は３条の鋸歯状沈線文、貝殻押引文が施される。 

 内面には、横位の貝殻条痕による調整が整然と行われる。胎土には、砂粒を含み、焼成は良好 

である。胎土、焼成、内面の調整痕は、Ⅰ群６頬に類似する。色調は、赤褐色を呈し、器厚は 
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６㎜ほどで薄い。 

 ｂ類 （133・134） 

 結束しない羽状縄文（Ｏ段多条ＬＲ・ＲＬ）が施されるものである。 

 器形は、平縁の深鉢形であるが、底部形状は不明である。 

 内面は、横位、縦位の調整が施されるが、指頭による押圧のためかかなり凹凸がある。胎土

には、砂粒を含み、繊維の混入が認められる。内面の様子、胎土は、Ⅰ群７類に類似する。色

調は、赤褐色、暗褐色を呈し、器厚は13～16㎜で厚手である。 

 ｃ類（135～138） 

 撚糸文（１段ＬとＲを棒状のものに巻きつけての回転施文）が施されるものである。 

内面は、横位調整が行われているが、凹凸がある。胎土には、砂粒を含み、繊維の混入を認め

られる。Ⅰ耕７類の胎土に類似する。色調は、明赤褐色を呈し、器厚は10～12m㎜である。 

 （Ⅰ群８類について） 

 本類は、土器型式を特定し得ないものであるが、ａ～ｃ類まであり、それぞれについて若干

補足説明をしたい。 

 ａ類 

 本類は、絡条体圧痕文、鋸歯状沈線文、貝殻押引文が施されるものである。全体の器形は不

明であるが、平縁口縁部が直立する。この種の文様は、吹切沢式、早稲田２類、螢沢ＡⅡ式等

にみられる。（結集体圧痕文はムシリⅠ式にも存在するがやや様相を異にする）しかし、胎土、

焼成、内面調整（貝殻条痕による調整が整然と行われる）は、ムシリⅠ式のそれと酷似し、器

厚が薄いこと（5.5㎜）も共通する。 

 以上のような特徴があるが、破片資料１点のため、どの土器型式に伴うかは、現時点では特

定できない。 

 ｂ類 

 本類は、結束しない羽状縄文が施されるものである。０段多条のＬＲ・ＲＬ原体を使用して

羽状縄文が構成される点は、縄文時代前期初頭の長七谷地Ⅲ群と共通する。しかし、ｂ類の胎

土及び焼成は、早稲田５類（Ⅰ群７類）に類似し、内面の状態（長七谷地Ⅲ群のように平滑に

調整されず、指頭による押圧のためかなり凹凸がある）も早稲田5類に近い。 

 ｂ類は、数量的に少ないため断定はできないが、長七谷地Ⅲ耕、早稲田５類に共通点をもつ

ことから、早稲田５類から長七谷地Ⅲ群へ移行する時期のものの可能性がある。 

 ｃ類 

 本類は、撚糸文が施されるものである。１段ＬとＲの原体を、棒状のものに巻いたものを回

転施文することによって、ハの字状の撚糸文を作り出している。 
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 早稲田５類には、１本の原体を棒状のものに巻きつけて施文した撚糸文はみられるが、本類

のようなものはみられない。ｃ類と同様の文様は、北海道東釧路遺跡出土の
（注１）

Ⅲ群８類土器の中

にみられ、「絡縄体圧痕文」と呼称されているものに相当する。この土器は、絡縄体圧痕文、短

縄文、縄線文等を組合せて文様を構成しているが、ｃ類にはみられず様相を異にする。 

 東釧路Ⅲ群８類土器との関連もあるが、ｃ類の胎土、焼成、内面の状態が早稲田５類（Ⅰ群

７類）とほとんど変わらないことから、ｃ類は、早稲田５類とほぼ併行する可能性があると思

われる。 

（注１）釧路市教育委員会1962東釧路貝塚発掘調査報告書「東釧路」 

（イ）第Ⅱ群土器 

 縄文時代前期の土器群で、１～４類に分類した。以下に分類基準を示す。 

 １類：長七谷地Ⅲ群に相当するもの 

 ２類：早稲田６類に相当するもの 

 ３類：芦野Ⅰ群・表館式に相当するもの 

 ４類：綾絡文が施されるもの 

 ５類：円筒下層ｄｌ式に相当するもの 

 各類の分布状況は、第132図に示した。 

 Ⅲ群１類（第74図139～142） 

 長七谷地Ⅲ群に相当するものであるが、器形を知り得るものはない。 

 結束しない羽状縄文（０段多条ＬＲ・ＲＬ）が施されるものである。（139）は、口縁部片で、

口唇部がヘラ状工具により平坦に面取りされている。文様は、横走する縄文が施され、それ以

下には、羽状縄文が施される。 

 内面は、横位調整によって平滑になっている。胎土には、砂粒を含み、繊維の混入が認めら

れる。焼成は良く、色調は、暗黄褐色、黒褐色を呈する。器厚は９㎜ほどである。 

 Ⅱ群２類（第74図143～第75図181） 

 早稲田６類に相当するものである。主にⅣ層より出土した。 

 器形は、平縁及び波状縁の尖底深鉢形である。口唇部が、ヘラ状工具により平坦に面取りさ

れているものが多い。 

 文様により、更に２種額に分類できる。 

 ａ類（143～160） 

 口縁部及び底部に、押引沈線文が施されるものである。胴部には、ループ文、層状縄文が施

されている。 

 ｂ類（161～181） 
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 縄文のみが施されるものである。０段多条の単節斜縄文、複節斜縄文、ループ文がみられる｡ 

 内面は、平滑に調整されている。胎土には、砂粒を含み、個体によって含有量に差はあるが、

繊維の混入が認められる。色調は、暗褐色、黒褐色を呈し、器厚は７～10㎜ほどである。 

 Ⅱ群３類（第75図186～188） 

 芦野Ⅰ群・表館式に相当するものであるが、器形は不明である。 

（186）は、多種の文様によって構成される。口縁部側から順に見ると、横位の刺突列２段（ヘ

ラ状工具による）、コンパス文（半裁竹管による）、円形竹管文横位の刺突列２段、コンパス文、

ループ文が施される。 

（188）は、半截竹管による刺突列が何段も施される。 

 内面は、平滑に調整されている。胎土には、砂粒を含み、繊維の混入が認められる。色調は

（188）赤褐色、(186・187）黒褐色を呈する。器厚は、７㎜ほどである。 

 Ⅱ群４類（第75図182～185） 

 横走する綾絡文を全面に施したもので、Ⅳ層より出土した。 

 すべて同一個体であるが、復原し得ない。器形は、平縁の深鉢形で、底部近くの破片（185）

から尖底を呈すると思われる。口唇部は、粘土がやや外側にまくれ返り、面取りを行った後に

ヘラ状工具により刻み目が施される。 

 文様は、約15～30㎜の間隔を開けながら、綾絡文（Ｌ）が横位に巡らされる。底部近くには、

半截竹管による押引沈線文が縦位に施される。 

 内面は、横位の調整が良くなされている。胎土には、砂粒を含み、やや多めの繊維の混入が

認められ、繊維の走向が明瞭に観察し得る。色調は、黒褐色、暗黄褐色を呈し、器厚は10㎜ほ

どである。 

 Ⅱ群５類（第75図189・190） 

 円筒下層ｄｌ式に相当するものである。（ＡⅠ―392）グリットから１個体出土した。 

 器形は、胴部の張った円筒深鉢形で、口縁部は、外反し、波状縁を呈する。 

 文様は、低い隆帯によって口縁部文様帯と胴部文様帯に分けられる。前者には、撚糸圧痕文 

 （ＬＲ）が施され、幾何学的文様を構成する。後者には、木目状撚糸文（Ｌ・Ｒ）が施され、

隆帯上には、刺突文が施される。 

 内面は、ヘラ状工具により平滑に調整され、光沢を持つほど良く行われている。胎土には、

細かな砂粒を含み、極めて少量の繊維の混入が認められる。焼成は良く、色調は赤褐色を呈す

る。器厚は、口縁部７㎜、胴部９㎜ほどである。 

 （Ⅱ群４類について） 

 本類は、器面に綾絡文のみが施され、底部近くに半截竹管による縦位の押引沈線文が施され 
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るものである。器形は、平縁の深鉢形で尖底を呈すると思われる。 

 綾絡文の施される土器は、以下の遺跡等において出土している。 

 表館遺跡：
（注１）

Ⅱ群１類ｂ・ｃ（東釧路Ⅲ．Ⅳ式との関連）平緑、平底、口唇部が平坦になり刺

突が加えられる。文様は綾絡文。 

 鷹架遺跡：
（注２）

Ⅱ群Ｂ類―３（早稲田６類）尖底深鉢形、波状縁、口縁部、底部に押引沈線文、

胴部は地文の羽状縄文上に１条の綾絡文。 

 発茶沢遺跡：
（注３）

Ⅱ群７類（型式を特定せず）尖底深鉢形、底部に押引沈線文、胴部に綾絡文。 

 和野前山遺跡：
（注3）

８群Ｅ類（早稲田６類）尖底深鉢形、平縁、地文縄文上に綾絡文。 

 102号遺跡：
（注５）

第23図―79（大木２ａ式併行）平底の深鉢形、平縁、不整綾絡文。 

 春日町遺跡：
（往６）

Ⅰ群１類Ａ（住吉町上層式）尖底あるいは丸底の深鉢形、平縁、撚糸文と綾絡

文の組合せ。 

 これらの中で、Ⅱ群４類は、尖底深鉢形、底部に竹管による押引沈線文、胴部に綾絡文のみ

を施すなどの点から、発茶沢Ⅱ群７類に も近いと思われる。 

 発茶沢Ⅱ群７類を含む本類が、どの型式に伴うものであるか、綾絡文が施されるものが多く

ある中で、底部が尖底をなす点、底部に押引沈線文が施される点などから、早稲田６類に伴う

可能性があると思われる。 

 （注１）青森県教育委員会 1981 表館遺跡 

 （注２）青森県教育委員会 1981 鷹架遺跡発掘調査報告書 

 （注３）青森県教育委員会 1982 発茶沢 

 （注４）青森県教育委員会 1984 和野前山遺跡 

 （注５）青森県教育委員会 1979 むつ小川原開発予定地内埋蔵文化財試掘調査概報 

 （注６）児玉作左ェ門・大場利夫 1954 函館市春日町出土の遺物について 

（ウ）Ⅲ群土器 

 Ⅲ群土器は、Ⅳ区からは出土していないが、他の区で出土しているので、ここで分類基準を 

示す。 

１類：円筒上層ｃ式に相当するもの 

２類：円筒上層ｄ式に相当するもの 

３類：大木10式併行に相当するもの 

（一条） 
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（エ）第Ⅳ群土器 

 本群は、縄文時代後期の土器であり、その大半は、「十腰内Ⅰ群土器」に比定できる。 

 本群の土器は、既に何度か述べているように、今回の調査における出土土器の主体を占めて 

いる。 

 本群の土器の出土層位は、明確ではないがⅡ層からⅣ層にかけてであり、主としてⅣ層中位 

から下位にかけての面である。しかし、遺物包含層における土器の出土状況は、Ⅱ層から地山 

のⅤ層上面まで、浅い箇所では30㎝前後の深さしかなく、平均的にみても50㎝前後の深さしか 

ない。この間に、縄文時代早期から弥生時代までの土器が混在しているという状態であった。 

 従って本群の土器についても、層位ごとの土器取り上げができず、多量の土器の出土をみな 

がらも、層位ごとにおける時間差による土器の分類が出来ぬまま調査を終了した。上述のよう 

な理由から、以下に記述する本群の細分類の基準は、時間差的な面も考慮しつつも、文様・器 

形面の差異に、より比重をかけた判断によるものである。以下のとおり、基準の設定に際して 

は、観点の相異により、同一系統上に並べられない基準もでてきたが、ここでは、それらを一

括して分類記号を付すことにした。 

 なお、本項で分類した結果は、第1次調査の分類（青埋文報第90集「大石平遺跡」15頁参照）

と分類記号・順番に違いがみられる程度で、おおむね基本的には合致しているものと解釈して

いる。 

 今回の調査で出土した縄文時代後期の土器を時代別区分の第Ⅳ群とし、その中で、文様・土

器型式・施文工具・その他という観点から分類した。 

 本節２の冒頭でも述べたが、第Ⅳ群土器は、大きく遺構内出土と遺構外出土のものに分ける

ことができる。土器の実測図・拓影図については、遺構内出土のものは各検出遺構の記載の項

に、遺構外出土のものは本項の以下に各々掲載することにし、土器の事実記載説明文について

は、遺構の内外出土に関係なく一括した取り扱いで記述する。 

 Ａ類  （第80図―１～６） 

 本類は、器面に文様の施文されない土器であり、折り返し口縁で無文の土器も含めた。 

 本類は、口縁部の作り、装飾の面から、更に四つに細分することができる。 

Ａ―１類  １・２のように口唇部も含め器面に全く文様が施文されないもの。 

Ａ―２類  ３のようにＡ―１と同様、器面に全く文様が施文されず、波状口縁のもの。 

Ａ―３類  ４～６のように、折り返し口縁風の口頸部や特に肥厚した口頸部のもので、

口唇部上に指頭押捺による羊肉彫的装飾がみられ、その直下の口縁部と胴部

の境目付近に１条の横走する沈線のあるもの。 

 本類に該当する土器は、概して円筒形に近い形状を呈し、口縁部が余り外反しない直線的な 
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深鉢形が多い。また、その出土量については、Ⅳ群全体の土器の中では１割弱にも相当しない

ほど少量である。 

 Ｂ類  （第80図―７・８） 

 本類は、器面に縄文のみを施文している地文縄文の土器である。 

 縄文は、無節・単節でほとんどのものが斜行縄文である。 

 Ｃ類  （第80図―９～16 第77図―32） 

 本類は、口縁部に無文帯を有するもので、その下位はＢ類と同じ地文縄文のみの土器である｡ 

 本類は、主体文様が地文縄文であるものの、無文帯との境に施す文様により、更に三つに細 

分することができる。 

Ｃ―１類  ９―11のように若干外反する口縁部が無文帯で、その下位の地文縄文の施

文された胴部との境に撚紐の圧痕文を一巡させるもの。12は、口縁部のみ

の破片であり、無支帯の上下位に各々一条の結節回転文を施文している土

器で本類に属すると思われる。 

Ｃ―２類  13～15のようにＣ―１類と比較して撚紐圧痕文が沈線文に変わっただけ

のものである。Ｃ―１・２類とも、撚紐圧痕文や沈線は、確かに文様帯の

区分をする役目は果たしているが、どちらかといえば、副次的な文様にす

ぎず、Ｃ―１・２類ともあくまでも地文縄文が主休文様となっている。 

Ｃ―３類  16のように全面地文縄文の上に粘土紐貼り付けによる口縁部を作出して

いるものであり、口唇部直下に２条、粘土紐上に１条各々撚紐の圧痕文が

施文されている。 

 Ｄ類  （第80図―17 第77図―33） 

 本類は、Ｂ・Ｃ類が縄文を施文した地文が主体文様であったのに対し、主体文様が絡条体回

転文の土器である。 

 17が本類の代表的なものであり、全面に縦位の網目状撚糸文が施文されている。 

 Ｅ類  （第80・81図―18～21） 

 本類は、基本的にはＢ類とＣ類を分類したごとく、同じ文様が主体文様となっているものの、

無文帯の有無にのみよりＤ類と切り離しただけで、無文帯と胴部文様帯の境に沈線文が一巡す

るか否かで細分することができる。 

Ｅ―１類  18のように無文帯の口縁部と胴部の境に２条の沈線が横走しているもの。

この土器の胴部文様は、原体の巻きが不整の絡条体回転文である。 

Ｅ―２類  19のように無文帯の口縁部から横位の網目状撚糸文が施文されているも

の。20は折り返し口縁の土器であるが本類に属して問題はないと思われる｡ 
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 Ｄ・Ｅ類については、無文帯の有無を第一に取り上げて区分したが、絡条体回転文の文様に

より区分することも可能かつ意味あることとも考えている。すなわち、Ｄ類とＥ―２類を含む

網目状撚糸文が地文としての意味を有する主体文様となるものと、Ｅ―１類のような、単純な

絡条体回転文が主体文様となっているものの２種類である。それは、後のＧ・Ｈ類の中にもみ

られる沈線・櫛歯状工具による、やはり網目状文という文様が存在するため、特に文様による

区分も考慮すべきではないかと考えたからである。 

 なお、21の土器については、主体文様という観点からは分類しにくい文様構成であり、本来

的には、Ⅰ類のごとく、沈線文と絡条体回転文の組合せによる文様構成をもつ土器と１分類設

定すべきであったが、他に類例が少なく、あえてＥ―２類に含めた土器である。 

 Ｆ類  （第81・82図―22～46） 

 本類は、磨消縄文・充填縄文が主体文様となる土器である。 

 本類は、Ⅳ群の土器の中でもＧ・Ｈ類に次ぐ量の土器群である。 

 本類は、磨消技法による文様構成により大きく二つに細分することができる。 

Ｆ―１類  22～34のように磨消縄文が平行線やカギ状のような直線的な文様構成を

するもの。 

Ｆ―２類  35～46のような磨消縄文が渦巻文・入組文・波頭状文のような曲線的な文

様構成をするもの。 

 本類には、28・34のように、アクセント的に刺突を施すものや第76図―６のように連続して

刺突文を施文する土器もみられる。 

 Ｇ類  （第82～85図―47～91） 

 本類は、Ⅳ群の土器の中で最も数量的に多く出土した土器であり、沈線文が主体文様となる 

土器である。 

 本類で表現している沈線文という文様は、いわゆる「沈線文」と呼称し通用している文様を

さし、ヘラ状工具により施文される文様のことであり、Ｈ類で使用している櫛歯状工具による 

「櫛歯状沈線文」と区別している。 

 本類は、全面に沈線文が施文されているものと、口縁部に粘土紐貼り付文等の副次的文様の

みられるものとの二つに細分することができる。 

Ｇ―１類  全面が沈線による文様のみのもので、文様構成から更に細分した。 

（ｱ）47―51のように網目状文が施文されているもので、ほとんどが口縁部文様

帯を有している。 

（ｲ）第54図―72号のように口縁部から胴下半部まで縦位の沈線による直線文が

施文されているもの。 
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（ｳ）沈線の文様が52～70のように渦巻文・入組文・流水文風曲線文など比較的

曲線的沈線文が主文様となっているもの。 

（ｴ）沈線の文様が71～73のようにカギ状文・平行文など(ｳ)と比較して直線的

な沈線文が主文様となっているもの。 

（ｵ）沈線の文様が74～81のように(ｳ)･(ｴ)と比較して、三角形文・四角形文・

稲妻状文・木目状文（79～81）など、余り文様に連続性のない比較的単発

の文様のみられるもの。 

Ｇ―２類  沈線文が主体文様であるが粘土紐貼り付文がみられるもので、Ｇ―１類と

同様、粘土紐の貼り付部位等から、更に細分した。 

（ｱ）82～87のように口縁部文様帯を区画するように粘土紐を横位方向に一巡さ

せて貼り付けているもの。本類には、86のように半肉彫的技法により隆帯

として表現している文様も粘土紐貼り付文様と表現結果が類似している

こから含めることにした。 

 波状口縁の場合には、83・84のように波状突起部の頂部に指頭押捺によ

る装飾的な粘土紐貼り付文がみられる。 

（ｲ）88・89のように粘土紐貼り付文が、横位に一巡せず、波状口縁の突起部直

下等に部分的にみられるもの。粘土紐貼り付文は、大半がねじりを加えた

「８」字状を呈するものが多い。 

（ｳ）90・91のように(ｲ)の部分的な粘土紐貼り付文より更に小規模に、かつそ

の貼り付け部位が、波状口縁の突起部の頂部にみられるもの。 

 本類は、小型の浅鉢形土器に多くみられ、他の器形には、ほとんどみら

れない。 

 Ｈ類  （第85図―92～106） 

 本類は、Ｇ類と文様的には大差ないが、沈線文を施文する工具が、Ｇ類の場合のヘラ状工具

等であるのに対し、櫛歯状工具によるものでの櫛歯状沈線文（一度の施文で複数の平行沈線文

が施文できる）を施文している土器である。 

 本類もまた、Ｇ類と同じ観点から二つに細分することができる。 

Ｈ―１類  Ｇ―１類に対比できる土器であり、本類についても、更に文様構成から細

分した。 

（ｱ）92のように大柄な網目状文が施文されているもので、文様表現としては、

Ｄ・Ｅ・Ｇ類に含まれている網目状文と類似している。 

（ｲ）93・94のように縦・横位の櫛歯状沈線文が施文されているもの。94は胴上 
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半部に沈線による格子状文が施文されている土器である。 

（ｳ）櫛歯状沈線の文様が95～100のように弧状文・入組文・カニバサミ状文・

波頭状文など曲線的沈線文が主文様となっているもの。 

（ｴ）櫛歯状沈線の文様が101～105のように平行文など、直線的沈線文が主文様

となっているもの。 

（ｱ)･(ｲ)･(ｳ)は各々、文様構成の面からＧ―１類の(ｱ)･(ｲ)･(ｳ)に対比すること

ができ､(ｴ)は、Ｇ―１類の(ｴ)と(ｵ)にほぼ類似し対比することができる｡ 

Ｈ―２類  Ｇ―２類とその文様構成が同じで、櫛歯状沈線文が主体文様であるが、口

縁部に粘土紐貼り付文のみられるものである。 

106が本類に属するもので、口縁部に３条の粘土紐を横位に貼り付けている。 

 また、粘土紐によるボタン状の貼り付文がみられ、このボタン状貼り付

文については、Ｇ―２類にはみられなかったものである。 

 本類は、量的に少量である。 

 Ⅰ類  （第76図―21） 

 本類は、沈線文と粘土紐貼り付文との組合せによる文様構成の土器であり、本類に属する土

器は、この１例のみである。Ｇ―２類の範噂に入る可能性もあり、Ⅰ類とせず、Ｇ―３類とす

る分類方法も検討の余地がある土器である。 

 本土器は、小型の鉢形土器で、口縁部文様帯に平行沈線による直線的な山形文が横位に巡ら

され、その文様帯の上下位に１条ずつ粘土紐が横位に貼り付けられ、２個の山形突起部直下に

は、ねじりを加えた懸垂状の粘土紐を貼り付け、その上下端共に各々文様帯上下の横位の粘土

紐につながっている。 

 Ｊ類  （第86図―107～114） 

 本類は、器面に粘土紐を貼り付け、その貼り付文が主体文様となっている土器である。 

 本類の土器は、大半が器厚が厚く大型壺の器形と考えられる。 

 粘土紐の両側は、沈線が粘土紐に沿って施文されている。頸部には、112・113のような橋状

把手がつけられるものと考えられる。 

 刺突文について  （第86図―115～128） 

 ここで、これまでＡ・Ｂ…の分類基準の順で記述してきたが、分類一覧にも示したとおり、

Ａ・Ｂの分類と観点の異質な特徴を有するものについて記述する。それは、刺突文という文様

であり､文様別分類の中では、縄文以外で文様を施文するものの群の細分類した沈線文・粘土紐

貼り付文の同一線上に位する一群とも考えることができようが、土器の文様から類別作業を行

っている段階で、意外に各種の文様の中に刺突文のあるものがみられ、刺突文が一つの文様別 
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分類の中の独立して分類できる文様要素とは考えられないと判断したからであり、もし分類の

項目を立てるとすれば、Ａ～Ｊ類の中で各類の細分類項目に位すると考えている。 

 刺突文については、その有無で分類することができ、以下、刺突文のみられる土器について

記述する。 

 刺突文が施文されている土器をＡ～Ｊ類の中でみると、Ａ類には見当らず大分類の項のうち、

地文文様が主体文様となるＢ・Ｃ・Ｄ・Ｅ類にもほとんど見当らない。残りのＦ・Ｇ・Ｈ・Ⅰ・

Ｊ各類に刺突文はみられる。また、刺突文は、第45図―９や第86図115・126のような無文帯を

有する土器のその部位に施文されるものもある。このようにみてみると、刺突文は、大きく分

けて一つは無文帯に施文される場合と、もう一つは器面に施された文様効果が地文縄文等のよ

うな余り凹凸が目立たないものではなく、沈線文や粘土紐貼り付文のような器面に凹凸が現れ

る文様に施文される場合との二つの文様の場合に施文されているとみることができる。刺突文

が多用される類は、Ｆ類及びⅠ・Ｊ類である。 

 刺突文の施文部位は、大きく二つの部位に分けることができる。一つは、無文帯が作られる

口縁部文様帯と、台付鉢等にみられる台部に施文されるものであり、この場合は、115や第45

図―９のように刺突が連続して文様帯を構成している。もう一つは、117・121のように沈線文

や磨消縄文の文様の交差する点等にポイント的に単独で施文されているもので、119～123のよ

うに粘土紐上に連続して施されているものもある。例外的なものとしては、126のように器内面

の口唇部直下に文様帯として刺突文が施文されているものもある。これは、どちらかといえば

前者の部類に属するタイプであろう。 

 つまり、刺突文の施文については、刺突を連続させ一つの文様を構成する場合と、他の文様

との組み合わせ的な使用法、いわば付加的に刺突を施す場合とに区別することができるといえ

る。従って、逆に言えば粘土紐を貼り付る土器には比較的刺突文が多くみられるともいうこと

ができよう。 

 現在、刺突文は、時期的区分におけるメルクマールとしての要素が弱いといえるが、現に、

刺突文が施文される土器に限定が認められ、今後の資料増加によっては、その可能性がでてく

るとも考えられる。 

 赤色顔料塗付の土器について 

 この種の土器については、実測図・拓影図に（朱）と記載してある。 

 赤色顔料は、ほとんどが俗に「ベンガラ」と呼称している酸化第二鉄である。この種の土器

は、大・小型壺、台付浅鉢、浅鉢の器形に比較的多くみられ、深鉢形の土器にはほとんどみら

れない。また、塗付部位は、全面のものと部分的なものの２種類がある。その比率は不明であ

る。 
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 赤色顔料を塗付した土器の量は、Ⅳ群土器全体の中では微量といえる程数が少ない。 

 ミニチュア土器  （第76図―25～27） 

 ここで取り上げる土器は、その大きさに特徴があり、形状が壺形に近い器形を呈し、日用雑

器としての機能を果しにくいもので、一般にミニチュア、手捏ね、袖珍という呼称を付してい

る小さな土器のことである。この種の土器には、概略的に器高10㎝前後以下のものを含めた。

その数は、破片等も含めて約20点弱である。 

 蓋  （第76図―28～31） 

 推定で土器の蓋と考えられるものは、４点出土した。すべて完形でないため、断定はできな

いが、形状から蓋と推定した。切断蓋付土器と呼ばれている蓋部のものとは違い、底部の作り

は、製作当初から蓋という器形を作る意図のあったことを感じとれる。 

 土器の底部について  （第87図―129～142） 

 (ｱ) 土器の底部文様について 

 底部には、無文のものと文様のあるものがみられる。文様は、明らかに文様として施文して

いるものと、土器製作時に付いたものとも解釈できる文様とがある。前者は、129～136のよう

に沈線文の施文されたもので、中には、136や第15図―１のように底部内面にも沈線文様が施文

されたものもある。後者は、137～141のように木の葉や板目及び網代状の編み物等の圧痕文が

ついているものである。後者の場合においては、土器製作者が文様を意図して土器製作時にそ

れらを敷きその上で製作したのか、あるいは偶然圧痕としてついたのかは不明である。 

 (ｲ) 土器の底部の作りについて 

 一般的に土器の底部は円形となっているが、130～135のように数量的には少ないものの、土

器底部外周に刻目を付けたり、貫通孔を穿孔しているものがみられる。刻目や、貫通孔につい

ては、その用途が一番問題となるが、土器に何らかの意味で紐を回すための固定箇所であろう

と推測しているが断定できない。紐をかけるという解釈をすれば、蓋という物の存在をこの点

から推測することも可能であろう。 

 土器の底部文様のうち、圧痕文のついている土器は、比較的大型の土器であり、底部文様の

うち沈線文を施文しているものと、刻目や貫通孔のみられるものは、133を除いて、すべて台付

及び高台風の底部の器形だけである。 

 文様・施文部位の特異な土器について  （第15図―１､第88図―143～148 第79図―下段） 

 この土器については、第Ⅴ章に記述した。 

 Ｋ類  （第88図―149 172図―3） 

 Ｋ・Ｌ類は、縄文時代後期の土器とは考えられるが、Ａ～Ｊ類に属する土器と若干の時間的

差異が認められる土器である。Ａ～Ｊ類の土器は、一般的に「十腰内Ⅰ帯土器」としてとらえ 
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ることのできる土器で、Ｋ・Ｌ類はその前後期に位置する土器と考えられる。 

 本類は、「十腰内Ⅰ群土器」の直前に型式的編年上位置すると考えられる土器を一括した。 

 時期的表現としては、縄文時代後期初頭に位置する土器と言うことができよう。本類に属す

る土器は、量的には少量であるが「十腰内式土器」の編年及び細分類化作業の上ではＬ類と共

に貴重な資料となり得るものと思う。 

 Ｌ類  （第88図―150～160 第45図―４～７・９・16 第46図―23 第76図―23・24） 

 本類は、「十腰内Ⅰ群土器」の直後に型式的編年上位置すると考えられる土器を一括した。 

 しかし、「十腰内Ⅰ群土器」の中に最終末の時期ともとらえれることができる要素も多分に含

んでおり、直後の示す時期は、表現的に矛盾しているかも知れないが「十腰内Ⅰ群土器」末葉

から「十腰内Ⅱ群土器」の直前に至るまでの時期と考えている。本類もＫ類と同様、量的に非

常に少ない土器である。 （遠藤） 

 (ｵ) 第Ⅴ群土器（第89図１～７） 

 縄文時代晩期の土器を一括したが、数量は少ない。 

（142）は、鉢形土器の胴部片で、２条の横位沈線及び簡略化した羊歯状文が施される。色調は、

黒褐色を呈し、器厚は７㎜ほどである。 

 大洞ＢＣ式に相当すると思われる。 

（１・５）は、粗製の平縁の深鉢形土器である。（１）は、最大胴径14.3㎝、底径5.8㎝、器高

12.5㎝、器厚５㎝である。文様は、口縁部では、口唇直下に斜縄文（ＲＬ）、それ以下には、磨

きによって無支帯を作ったうえで、棒状工具による押引列点文が施される。胴部との境には、

約3.5㎝間隔で突起をもつ沈線一条ともたない沈線が一条巡る。胴部には、ＲＬ斜縄文が施され

る。色調は、黄褐色、黒褐色を呈する。 

（３・４）は、皿形土器の破片である。口唇部には、斜位の沈線が施され小波状を呈する。 

 文様は、磨消雲形文が施され、縄文は細かいＬＲ縄文である。また器面には、赤色顔料の塗

布の痕跡が認められる。色調は、暗褐色を呈し、器厚は５㎝ほどで薄い。 

（７）は、台付浅鉢形土器の台部である（台部下半は欠失している)。文様は二条の平行沈線 

が施される。また台部内面には、沈線によるⅩ字状文が施される。また、器面に赤色顔料の塗

布の痕跡が認められる。 

 以上は、大洞Ｃ２式に相当すると思われる。（６）は所属型式不明。 （一条） 

 (ｶ) 第Ⅵ群土器（第89図～第94図他） 

 弥生時代に属する土器である。ここでは、概略を記述することにし、あえて分類は行わない｡

なぜなら第３次調査において、連弧文を多用する一群の土器がまとまって出土したことや、三

ヵ年にわたる調査によって、時期の異なる土器が出土したことから、大石平遺跡出土の弥生時 
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代の土器を整理し、編年的に再構成する必要があると考えたからである。ここでは、便宜的に

第１次調査における分類と、須藤隆氏の編年に従って記述することにする。 

 第２次調査では、弥生時代第２群土器（須藤編年の２期）が主体を占めている。Ⅳ―１区北

側―２軒の竪穴住居跡（第１号・第10号）の周辺に分布しているほか、南東隅に若干分布して

いる。このほかには、弥生時代第１群土器（須藤編年の５期）及び、連弧文を施文している土

器や撚糸文を施文している土器が、それらに混在して出土している。 

 ①弥生時代第２群土器（須藤編年の２期）（第89図～第94図他） 

 器形には、深鉢（甕）・鉢・浅鉢（台付も含む）・壺などがある。また、赤色顔料を塗布した

土器もある。 

 深鉢形土器の口縁には、平口縁・波状口縁・小波状口縁がある。鉢・浅鉢形土器には、平口

縁と波状口縁がある。波状口縁のものには、波状部に刻みを加えたり、粘土粒を貼り付けて、

その上を更に押圧か刻みを加えている。平口縁のものは、深鉢形土器では口唇部に刻みが見ら

れるもの、口縁に縦位に短沈線が見られるものがあり、鉢形土器では粘土粒の貼り付けが随処

に見られるものがある。 

 主体文様は、縄文地に１～数条の平行沈線、連結沈線、波状工字文などで構成されているも

のが多い。縄文は、ＲＬ縄文が縦走して見られるものが圧倒的に多いが、ＬＲ縄文も若干見ら

れる。また、横走している縄文もある。 

 ②弥生第１群土器（須藤編年の５期）（第67図１、第90図８・９、第94図９・11・12） 

 第90図８は、数条の平行沈線と鋸歯文が見られる深鉢形土器、第90図９は、頸部に部分的で

はあるが、横走する縄文が見られる深鉢形土器である。第67図１は炉に転用された土器で、残

存部から、底径の小さい深鉢形土器と思われる。第94図16は小型の土器である。 

 以上の土器は、第１次調査での第１群土器と、若干の相異のみられるものもあるが、第１群

土器の中でのバリエーションと考えた。 

 ③連弧文の施文されている土器（第46図35、第90図５、第94図８・13・14） 

 第78号土壙出土の台付鉢は、連弧文が５段施文されており、器外面と内面の口縁（縄文施文

部）には、赤色顔料が塗布されている。第94図13は、波状文とも思えるもので、胴下位には同

心円状の沈線文が見られる。第94図14は、３条の沈線による、稚拙な連弧文が見られる。 

 前述したように、第３次調査では、連弧文を多用する一群の土器がまとまって出土している。

また、第78号土壙出土の台付鉢の一部（２片）は、第３次調査で出土（第１号住居跡覆土）し

たものが接合したものである。したがって、総合的な考察は来年度に期待したい。 

 ④撚糸文の施文されている土器（第16図７、第94図17～21） 

 第11号竪穴住居跡覆土及びその近辺から若干出土した。撚糸文（Ｒ）が施文されているもの 
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で、口唇部にはＲＬ縄文が回転施文されている。天王山式土器との関連が考えられるが、詳細

は不明である。 （畠山） 

 

第6表 N-l区 遺構外出土w群土器（復原実測土器）観察一覧表

闘
i 目I 測 値 (cm)

出土クリ／ト 層 器形 :t 文 様 分類 備考
目径 底径 器高

1 DC-379 

＂ 
(26.0) (-) (24.0) 深鉢 無 文 A-1 

2 1 DD-383 

＂ 
(17.4) 9. 7 17.5 深鉢 無 文 A-1 

3 DC-379 II 14.0 6.6 11.4 鉢 無 文 A-1 

4 DC-378 IV 22. 7 10 3 25.6 深鉢 折り返し口縁無文 A-2 

5 DB-377 JI 13.8 5. 7 11.9 鉢 充填縄文 (LR) F-1 
---- . 

6 DC-378 IV (-) 8 2 (7.0) （深鉢） 充壌縄文・刺突文 F-1 

7 DB-378 

＂ 
(--) 5.6 (8.4) （壷） 磨消縄文（無節） F-2 

8 DB--375 I¥' (6 5) 5.0 14. 7 壺 磨消縄文 (LR) F-2 

， DB-379 [ 

＂ 
15.6 7.6 14 4 鉢 粘磨消士縄紐文貼り付．刺突文 F-2 

10 DC-378 j II I (12.3) 5.2 11.0 鉢 網目状沈線文 G- 1 

11 DC-378 i 

＂ 
I 12. l 4. 7 11. 9 鉢 沈線文 G-1 

12 DC-375 Va 17.0 7.8 12 2 台付鉢 沈線文 G-1 

13• DD-3 7 7 II (12.8) (5.1) (9.5) 合付浅鉢 沈線文・刺突文 G-1 

14 DE~379 IV (-) 8.4 (5.3) （台付鉢） 沈線文 G 

15 IJB-377 I¥' 12.9 6.0 10 2 鉢 沈線文 G-1 揚底

16 DD-378 ll 13.9 5 .7 ， I I 8.9 鉢 沈線文 G-1 

17 DC-378 IV 14.3 

~~_(_l三8.27 I 207..2 62 .. 浅鉢

沈線文 G-1 

18 DC-:174 II (10.5) ＇壺 沈線文 G-1 

19 CP-378 m 20.0 深鉢 沈線文 G-1 

20 DE~379 II 15.6 (-) (9.0) 浅鉢 沈線文 G-1 
.. 

21 DC~378 IV 13.5 5.:J 9 9 鉢 粘＋．紐貼り付．沈線文 I 

22 D Fl-3 7 5 II 16.3 7 2 10.0 浅鉢 櫛歯状沈線文 G-1 

23 DB  ---:l 7 5 

＂ 
(8.8) 4 3 (l:l.0) 盗~ 磨消縄文 L 

-••• 
24 CW-382 II (-) 4 1 (5.0) （金本） 磨消縄文 L 

25 DD-3 7 8 

＂ 
(-) 3.2 (2.7) ミニチュア 沈線文

26 DH-~77 Va 3. 7 3. 7 6.6 ミニチュア 地文縄又

27 DC-~77 i 
＂ 

4.3 2.4 7 1 ミニチュア 無 文
-- .'----

28 DB-377 I II (-) (-) (2 5) 蓋 沈線文

29 DE-374 (-) （） (1.1) 蓋 沈線文
'"— 

30 DB-378 

＂ 
(-) (-) (2.8) 羞 → ← 磨消縄文・沈線文

31 CW-3 8 6 II (6.0) (19 9) (6 7) 蓋 無 文

32 DA~378 II (29.9) (-) '(22.5) 深鉢 地文縄文 C-1 -位45巴犀褐図

33 CN-376 i ill 25.0 (-) (32.0) 深鉢 絡条体回転文 D 

34 DE  379 II・IV 28.3 14.3 37.2 深鉢 網 Fl状沈線文 G-1 

35 DD-378 

＂ 
(23 0) (-) (40.5) 深鉢 櫛歯状沈線文 l!-1 

36 D C-3 7 7 

＂ 
i 20.5 (-) (13.2) 深鉢 磨消縄文 F-1 

37 DB--379 II I 22.4 10.:l 25.2 深鉢 網目状沈線文 G-1 

38 DB--378 I¥' ' 27.8 (-) (19 0) 深鉢 沈線文 G-1 K (?) 
'・-・ 

39 DIJ-378 II 23.8 （） (20.0) 深鉢 沈線文 G-1 

40 DA-377 II 27. 7 （~一~） (33.3) 深鉢 沈線文 G-1 

41 DA~379 

＂ 
25.0 (--) (28.0) 深鉢 沈線文（折り返し口緑） c; 1 

42 co 376 III 29 5 (-) (28.0) 深鉢 沈線文 G-1 
- . 

43 D C  379 II (32 0) (-) (28.0) 深鉢 粘七紐貼り付文
1I i I — G-2 I 

44 DD-:378 II 36 :l 14 5 43.0 深鉢 櫛憎状沈線文 (; — 1 
|—----—. -----

15 DD--378 

＂ 
23 0 (-) (40.5) 深鉢 櫛歯状沈線文 H-1 
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第76図 N-1区遺構外出土N群土器 (1) 実測図



 - 119 -

゜'''  
10cm 

第77図 W-1区遺構外出土V群土器 (2) 拓影展開図
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-
O 10cm ' .  . .'  

第78図 W-1区遺構外出土N群土器 (3) 拓影展開図
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第80図第N群土器拓影図 (A類 1~6、B類7・8、C類9~16、D類17、E類18)
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第82図第V群土器拓影図 (F類35~46、G-1類47~51)



 - 125 -

第83図第W群土器拓影図 (G-1類52~70)
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第85図 第W群土器拓影図 (G-2類88~91、H類92~106)
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第86図第N群土器拓影図 (J類107~114,刺突文115~128)
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第88図 第w群土器拓影図（特異な文様、143~148、K類149・150、L類151~160) 
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第94図 第VI群土器拓影図 (6)
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 (2) 石器 

 第Ⅰ群石器（剥片石器） 

 Ⅳ―１区から661点、Ⅳ―２区から19点出土している。ここでは、最も多量に出土したⅣ―１

区のものを対象とし、記述していくこととする。なお、Ⅳ―２区からは、石鏃３点（Ｉａ類１、

Ⅲｂ類１、不明１）、石槍１点、石匙２点（Ⅱｂ類１、不明１）、不定形石器12点（Ⅱａ類２、

Ⅱｂ類１、Ⅱｄ煩１、Ⅱｉ頬１、Ⅲ類４、Ⅳ類３）、ピエス･エスキューユ１点が出土している。 

Ａ類 石鏃（第95図、第96図他） 

 第１次調査では、尖基鏃と円基鏃の区別が不明瞭であるので、これをそれぞれⅡａ類、Ⅱｂ

類と細分した。他は第１次調査と同じである。Ａ―Ⅳ類を除くすべての類が出土している。 

 110点出土した。完形品62点、破損品48点である。また、遺構内からは住居跡５点、土壙20

点で、特に第78号土壙からは７点の石鏃が出土している。 

 Ａ―Ⅰ類 有茎鏃66点 

 ａ．平基有茎鏃 37点。完形品24点､破損品13点。（１～28、60、第22図６、第58図５、第59

図５） 

 尖頭部が直線状のもの26点、外湾する（外側へふくらむ）もの11点で、前者が多い。尖頭部

と関部との交差する部分は角張るものが多い。調整はていねいで、両面調整（全面）が施され

ているものが多い。ピッチ痕の見られるもの３点、加熱による焼けはじけの痕跡が見られるも

のが１点ある。 

 ｂ．凹基有茎鏃 ６点。完形品４点、破損品２点。（29～31、37、第59図12） 

 関部が凹んでいること以外、諸特徴はＩａ類と同じであるが、尖頭部が内湾するものが１点

（第59図12）ある。 

 ｃ．凸基有茎鏃 23点。完形品14点、破損品９点。（32～36、38～40、第59図13～19） 

 尖頭部が直線状のもの６点、外湾するもの17点で、後者が多く、Ｉａ類と逆の様相を呈する。

これは尖頭部と関部との交差する部分が、鈍角か、丸みをもっているものが多いことと相関関

係にあることを示すものと理解される。また。35･39･41の３点は、両極剥片を素材としている

もので、47はその可能性の考えられるものである。 

 Ａ―Ⅱ類 尖・円基鏃 16点 

 ａ．尖基鏃 11点（44～47、第22図２、第59図１） 

 ｂ．円基鏃 ５点（48、第58図16、第60図７） 

 調整はⅠ類に比べて粗雑である。また片面加工、縁辺加工のものも少数ある。 

 Ａ―Ⅲ類 無茎鏃 14点 

 ａ．凹基のもの。５点。（50～52、第22図１、第59図９） 
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 基部の抉りが浅く、平基に近いもの２点と、抉りの深いもの３点である。後者は比較的小形

である。 

 ｂ．平基のもの。９点。（53・54・59、第58図６・17、第59図２） 

 二等辺三角形に近い形状のもの７点、五角形に近いもの２点である。第59図２は縁辺加工で、

やや粗雑な調整であるが、他の４点はていねいに作出されている。 

●全般に、長さが３㎝で、幅２㎝以下の小形のものが多い。特に、Ｉａ類では長さが２㎝前後

で、幅が１～1.5㎝のものが多い。重量分布では、0.4～1.3ｇのものが多く、全体の７割強を占

めている。特に、Ｉａ類は、28を除くすべてがその範囲に含まれる。石質は珪質頁岩96点（う

ち、玉ずい質のものは50点）、玉ずい11点、黒よう石３点（第59図３・18・19）である。 

●第78号土壙から出土した７点の石鏃（第59図13～19）は、出土土器から弥生式土器に共伴し

たものである。完形品３点、破損品４点で、ＩＣ類に含まれる。尖頭部が長く、茎部が短く、

長幅比が大きい（他の石鏃が1.5～2.0の付近に分布するのに対し、完形及び略完形品の５点は

2.5～3.0の付近に分布している）という特徴を有し、規格性の強いものとなっている。 

 Ｂ類 石槍（第58図２、第96図61～68） 

 12点出土した。完形品５点、破損品７点である。基部形態には、尖基のものと円基のものが

ある。また、薄手のものと厚手のものがあるが、幅広のものは薄手に、細身のものは厚手の傾

向があるが、第58図２は、細身であっても、薄手に作出されている。全例、珪質頁岩製である｡ 

 Ｃ類 石錐（第97図） 

 26点出土した。完形品18点、破損品８点である。形態差が著しく、第１次調査の分類では、

該当しないものもあり、新たに、次のように分類した。 

 Ｃ―Ⅰ類 明瞭なつまみ状の頭部をもち、錐部の長いもの。第１次調査のⅠ類に相当する。

錐部の太さによって、細いもの（ａ）と太いもの（ｂ）とに細分できる。 

 Ｉａ類は４点出土した（69～72）。すべて破損品であり、うち１点は錐部片（72）である。 

全体に、入念な調整が施されている。 

 Ｉｂ類は４点出土した（73～75）。完形品１点、破損品３点である。Ｉａ類に比べて、錐部は

およそ２倍くらい太い。また、小さめの頭部をもつ。73は、頭部と錐部とが接合したもので、

錐部の現存長は26㎜である。75は錐部のみに調整が施され、頭部に施されていない。錐部長は

16㎜で、比較的短かい。 

 Ｃ―II類 つまみ状の頭部をもち、錐部の著しく短いもの。（76、77） 

 ２点出土し、完形である。76は剥片の一部に調整を加えて錐部を作出したもので、錐部には

磨耗痕が見られる。77は両面に残された主要剥離面の観察（とくにリングやフィッシャーの在

り方）から、両極石核を素材としている可能性が強い。錐部長は、76が５㎜、77が4㎜である｡ 
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石質は、76が玉ずい質の珪質頁岩、77が珪質頁岩である。 

 Ｃ―Ⅲ類 錐部がしだいに太く広がり、錐部との境が不明瞭なもの。（78～85） 

 ８点出土し、すべて完形である。78・84は剥片の一部（尖った部分）に、簡単な調整を加え

て錐部を作出したもので、錐部には磨耗痕が見られる。石質は、珪質頁岩である。 

 80～83は、小形のもので、次のⅣ類にも似る。長さが２～3.5㎝の小さな剥片を素材として、

錐部を作出している。79～82は片面、83は両面加工である。79・82は両極石核・剥片を素材と

したもので、80・81・83もその可能性が強い。石質は、珪質頁岩が１点、他は玉ずい質の珪質

頁岩である。 

 Ｃ―Ⅳ類 棒状のもの（85～91） 

 ８点出土し、すべて完形である。85～88は長さが２～３㎝前後の小形のものである。85・86

は錐部のみ、87・88は錐部以外の側縁にも調整が加えられている。85・86は両極剥片を素材と

し、88にもその可能性がある。89・第58図４も以上に述べた小形のものであるが、全面調整が

加えられているものである。ここでは石錐に含めたが、石鏃との類別に問題が残るものである。 

 90・91はやや大形のもので、全面調整が加えられているものである。錐部には磨耗痕が顕著

に見られ、石槍からの転用品と考えられる。 

 石質は、90・第58図４が珪質頁岩で、他は玉ずい質の珪質頁岩である。 

 Ｄ類 石匙（第97図～第99図他） 

 第１次調査の分類とほぼ同じであるが、Ⅱ類の縦形石匙を末端の形状により３つに細分した。

32点出土し、うち４点は土壙からのものである。 

Ｄ―Ⅰ類 横形石匙 ５点 

 ａ．つまみ部が中央に位置するもの。４点。（93・94、第60図11） 

 すべて完形である。いずれも素材とした剥片の形状を変えないで、刃部やつまみ部を作出し

ただけの、粗雑なつくりである。94はその中でも、比較的ていねいなつくりである。 

 ｂ．っまみ部が左右いずれかに片寄るもの。１点。（92） 

 腹面右側縁に打撃方向が見られるが、その部分の調整は入念で、バルブは除去されている。 

またつまみ部や刃部の調整も入念である。 

Ｄ―Ⅱ類 縦形石匙 27点。 

 ａ．先端が平坦か斜行するもの。10点。（95～101、103・107・109・111） 

 先端が平坦なもの、斜行するもの各５点ずつある。先端部に調整が加えられて、いわゆる刃

部を作出しているものが６点ある（95・96・99～101・107）。打面方向は、つまみ部方向に位置

しているものが多いが、99は腹面右側縁に見られ、打面をそのまま残している。 

 ｂ．先端部が丸みをもつもの。５点。（105・108） 
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 細身のもの２点、幅広のもの３点である。また打面方向がつまみ部に位置するもの２点、先

端部に位置するもの３点である。 

 ｃ．先端部がしだいに幅狭となり、尖頭状を呈するもの。６点。（110・112、第59図３・７） 

 先端部が幾分丸みをもつものや、小さな平坦面となるもの、とがるもの等があり、各々２点

ずつある。第59図３は先端部をわずかに欠くが、110と同様先端部がとがるものと思われ、小形

の部類に属する。112は先端部が両面加工となっている。つまみ部と刃部との関係からいえば、

Ⅰ類との中間（斜形）の形態である。第59図７は幅広のつまみ部をもつもので、背面左側縁に

縁辺加工が見られ、右側縁には原石面あるいは風化した部分をそのまま残している。また、背

面には広く油脂状の物質が付着し、光沢がある。 

 以上の石匙の他に、先端部を欠損して、類別できないものが７点ある。113には加熱によって

はじけとんだ痕跡が見られる。113は両面加工のものである。116・第60図９は折損面に再調整

が加えられている。 

 石質は、すべて珪質頁岩であるが、そのうち２点は玉ずい質のものである。 

 Ｅ類 石箆（第99図～第101図） 

 Ｅ―Ⅰ類 

 20点出土した。うち土壙からは１点の出土である。形状のわかる19点を対象にすると、 

 形態Ａ 基部が幅狭で、三角形～台形状のもの…16点 

   Ｂ 長方形状のもの…………………………３点 

となり、形態Ａが優勢である。その中でも、台形状のものが多い。 

 形態Ａには、○ａ両面とも全面調整のもの２点（120・128）、○ｂ背面が全面調整で、腹面が縁辺

調整のもの５点（119・121・123・124・126）、○ｃ背面が全面調整で、腹面は無調整に近いもの

２点、○ｄ背面が縁辺調整で、腹面は無調整に近いもの３点（116～118）となっている。しかし、

刃部調整だけをみると、両面調整のものは４点のみ（114・120・126・128）で、他は片面調整

である。 

 つまり、両面加工・半両面加工のものでも、刃部まで両面加工するものは少なく、したがっ

て片刃のものが多いことを示す。 

 形態Ｂには、○ａが１点（127）、○ｂが１点で、125は○ｆ背面が全面に近い調整で、腹面は刃部の

みの調整となっている。 

 刃部角についてみると、45ﾟ～80ﾟに分布し、65ﾟ付近に多い。 

 Ｅ―Ⅱ類 

 つまみ状の頭部、あるいは柄と考えられる部分（以下、基部と呼ぶ）を有する小形の石器で

ある。22点出土し、そのうち土壙内出土のものは１点である。 
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〈形態〉体部が楕円形か円形に近い形状のものと、台形か方形に近い形状のものとに大別され

る。前者は円刃（弧刃）となり、後者は直刃となる。また刃部には、両面加工のもの（両刃）

と片面加工のもの（片刃）がある。以上のことから、次の４タイプに細分できる。 

 ａ１．円刃で両刃のもの。９点。（133～139） 

 ａ２．円刃で片刃のもの。６点。（129～132） 

 ｂ１．直刃で両刃のもの。６点。（140～144、第59図６） 

 ｂ２．直刃で片刃のもの。０点。 

（このうち、ｂ２類は、第１次調査でも出土していないものの、第３次調査の分が未確認であ

るため、分類項目に入れておく） 

 なお、129はＥ―Ⅱ類の中で最も大きく、いわゆる横形石匙に近い（というよりは、横形石匙

か？）もので、130は、刃部が斜めに作出されているものである。また、基部のみの破片が１点

ある。 

〈調整〉全般に入念な調整が施されている。ａ２類は片面加工のものであるが、調整が全面に

施されているものと、主要剥離面や原石面を残しているものがある。裏面は、平坦か、若干湾

曲しており、基部のみに調整が施されているもの、刃部にも部分的に施されているもの、全く

調整が施されないもの等がある。 

 ａ１類及びｂ１類は両面加工のものであるが、大部分のものは、両面とも全面調整が施され、

主要剥離面を残しているものは少ない。 

 基部の調整は、石匙のようにノッチ状に施されるものと、やや尖頭状に作出されているもの

があって、前者が多い。 

 刃部の調整は、フルーティング様の細長い平行した剥離が施されているものが一般的である。 

 ａ２類は、急斜度調整が施されている。 

〈刃部角〉40ﾟ～70ﾟに分布し、60ﾟのものが多い。 

〈大きさ・重量〉大部分のものは、長さ２～４㎝、幅1.5～３㎝、厚さ0.5～1.0㎝前後に分布し

ている。重量分布では、10ｇ以内に含まれ、特に２～４ｇに多い。 

〈その他〉144は両面に光沢痕が見られた。138は焼けはじけの痕跡が両面に見られた。 

〈石質〉玉ずいが１点、珪質頁岩が９点、玉ずい質の珪質頁岩が12点である。 

 Ｆ類 不定形石器（第101図～第106図） 

 第１次調査では、Ａ～Ｅ類以外の不整な剥片石器を「Ｆ類 スクレイパー」として分類して

いる。また、Ａ～Ｇ類に該当しない石器を「Ｈ類 異形石器」としている。ここでは、両者を

一括して、不定形石器として取り扱うことにし、新たに細分することにした。また、整理の段

階で、彫器と思われる石器や、両極技法によって生産された石核・剥片と共にピエス・エスキ 
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ューユ（楔形石器）の存在することを知った。そこで、彫器と思われる石器は不定形石器の中

に含めてその中で細分し、ピエス・エスキューユをＨ類として報告することにした。 

 Ｆ―Ⅰ類 彫器（145～149、第58図12） 

 彫器としての概念及び認定基準は､高橋文夫氏（1982）
注１

によるところが大きい。不整な剥片の

一部に､使用痕や加工痕と思われる微細な剥離痕や光沢痕が観察されるもので､９点出土した。

折断面を有するものは３点で、折断面と剥離面とが交差する部分を利用している｡また､側縁の

一部に刃こぼれやリタッチが施されているものもあり､いわゆるＲ―フレイクやＵ―フレイク

の転用例あるいは複合形態としての特徴を合わせもっている。石質は､すべて珪質頁岩である｡ 

 Ｆ―Ⅲ類 連続した調整が加えられているもので、いわゆるスクレイパー類。調整される部

位によって、次の９種類に細分する。 

 ａ．縦長剥片の側縁から末端にかけて調整が加えられているもの。19点。（150～158） 

 片面の縁辺のみに調整が加えられている縁部調整のもの（13点）や、両面の刃部のみに調整

が加えられている刃部両面調整のもの（５点）、背面が片面全面調整で、腹面が縁部調整のもの

（２点）がある。150は背面の左側縁下部から右側縁上部にかけて急斜度調整が加えられている

もので、腹面左側縁にも調整が加えられている。156は背面の一部と腹面の全周に縁部調整のも

の、第58図15は刃部両面加工のもの、151・152・157は片面に縁部調整が加えられているもので

ある。また、両極石核や剥片を素材としているものが３点（153・154・157）あり、154は片面

に縁部調整が加えられている。157・第58図15は剥離面やバルブの状況から両極石核や剥片を素

材としている可能性が考えられる。 

 石質は、珪質頁岩が14点、玉ずい質の珪質頁岩が５点である。 

 ｂ．縦長剥片の側縁に調整が加えられているもの。20点。（159～161・163～168） 

両側縁に調整が加えられているもの（７点）と、片側縁にのみ調整が加えられているもの（13

点）がある。 

 両側縁に調整が加えられているもののうち、168は片面全面調整のもので、他は縁辺部のみを

加工している。 

 片側縁に調整が加えられるものは、刃部両面調整のものが１点で、他は片縁調整のものであ

る。160・161・165・167は右側縁に急斜度調整、164は緩斜度調整が加えられている。160・161

は両極石核を素材としたものである。また、164は上下端にダメージ痕が見られ、両極剥片の可

能性が考えられる。 

 （この他にⅣ―２区出土の232は、背面右側縁に、急斜度調整によるノッチが加えられていて、

Ⅱｂ類とⅡｈ類の要素を合わせもつものである｡） 

 石質は、珪質頁岩が13点、玉ずい質の珪質頁岩が７点である。 
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 ｃ．縦長剥片の末端に調整が加えられているもの。７点。（162・169～171・173） 

 片面縁部調整が加えられている。急斜度調整のもの５点、緩斜度調整のもの２点である。170

の刃部腹面には光沢痕が見られる。 

 石質は、珪質頁岩が６点、玉ずい質の珪質頁岩が１点である。 

 ｄ．横長剥片を素材とするもの。15点。（172・174～177） 

 刃部両面調整のもの４点、片面縁部調整11点である。厚みのある剥片を素材としているもの

が多いため、急斜度調整のものが多い。横長剥片の末端に調整するものが11点で、175は両極剥

片を素材としているものと思われ、側縁から末端にかけて調整がみられる。 

 石質は、珪質頁岩が11点、玉ずい質の珪質頁岩が３点、玉ずいが１点である。 

 ｅ．尖頭状のもの。14点。（178～186、第58図７） 

 大部分のものは縦長剥片を素材とし、剥片の末端を尖頭状に調整を施している。剥片の基端

を尖頭状に調整を施しているものは１点である。186は簡単な縁部調整のもの、179は片面の全

面を調整しているもの、181は両面とも入念な縁部調整のものである。184・185・第58図７は、

両極石核を素材としているもので、184・185は尖刃掻器であり、第58図７は刺突的機能をもつ

ものと思われる。また180も刺突的機能をもつが、その先端部には磨耗痕が見られることから、

石錐として転用された可能性が考えられる。 

 石質は珪質頁岩が９点、玉ずい質の珪質頁岩が５点である。 

 ｆ．半円状のもの。８点。（187・188・194、第22図５、第58図14、第60図１） 

 切断や折損の結果として、半円形を呈するものを一括したが、ａ～ｅ類に含まれると思われ

る破損品については除外し、それぞれに含めている。 

 187・第22図５、第58図14は切断技法によるものと思われ、第58図14は折断面の両端に、第22

図５は折断面の全面に調整が施されている。また、これら３点の石器は、両極石核・剥片を素

材としている可能性が強い。 

 石質は、珪質頁岩が６点、玉ずい質の珪質頁岩が２点である。 

 ｇ．両面調整が施された（楕）円形のもの。７点。（189・191・192） 

 ２～４㎝前後の小形の石器で、両面とも全面調整が施されているものである。楕円形状を呈

するものには、一端が幅狭となるものがあって、石鏃（円基）に似るものがある（191・192)。

石質は、すべて玉ずい質の珪質頁岩である。 

 ｈ．剥片の一部に、ノッチ状の調整が施されているもの。４点。（194） 

 石質は、すべて珪質頁岩である。 

 ｉ．ａ～ｈ類の破損品及び定形石器の破損品を一括した。44点.（195～204） 

 この中には、折断又は折損して、三角形・四角形を呈する形状のものがあり、いわゆる折断 
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調整石器と思われるものも含んでいる（計測表の備考欄に折と記載、200～204)。折断調整石器

と思われるものは15点出土し、三角形に近い形状を呈するものが多い。折断（折損）は調整が

施された後に行われ、折断（折損）面に調整は施されない。石質は、すべて珪質頁岩である。 

 また、定形石器の破損品と考えられるものは17点ある（備考欄に想定される器種名を記載、

195～199)。しかし、残存部の形状・調整痕から、複数の器種が想定されるものや、ａ～ｈ類の

破損品とも考えられるものがあって、その認定は困難である。 

 石質は、珪質頁岩が22点、玉ずい質の珪質頁岩が７点である。 

 Ｆ―Ⅲ類 定形的な刃部をもたないものや連続しない刃部調整のもの及び連続するが２㎜前

後の極浅形調整が見られるものなどを一括する。 

 96点出土した（205～229)。縦長剥片を素材とするものが多く、約７割を占める。また、両極

石核・剥片を素材とするものは25点で、側縁を調整するものが多い。 

 ２㎜前後の極浅形調整が見られるものは30点で、そのうちの10点は、両極石核・剥片を素材

としている。 

 石質は、珪質頁岩が63点、玉ずい質の珪質頁岩が33点である。 

 Ｆ―Ⅳ類 使用痕の見られる剥片を一括する。57点の出土である（233～235)。縦長剥片を素

材とするものは約７割を占める。また、両極石核・剥片を素材としているものは２点である。 

 石質は、珪質頁岩が49点、玉ずい質の珪質頁岩が８点である。 

 Ｇ類 靴形石箆（第99図115） 

 北海道の続縄文時代に特有の石器で、１点のみの出土である。千代 肇氏の分類のＡ類に相

当する。両面に見られる主要剥離面は、比較的大きなもので、本石器を製作する前段階におい

て、薄手のものとなるように意図されて、調整が施されたものと考えられる。縁辺の調整は、

小さな平行細部調整が、入念に施されている。長さ9.9㎝、幅5.0㎝、厚さ0.7㎝、重さ48.7ｇで、

刃部角は60ﾟ（平均）である。石質は珪質頁岩である。 

 Ｈ類 ピエス・エスキューユ（第106図、第107図他） 

 「向かい合った二辺ないしは四辺の縁辺部に、階段状の剥離痕・つぶれが認められるもの」

（岡村：1976,1983）
注２

をピエス・エスキューユとした。138点出土した。大部分のものは両極剥

離痕と２個一対の刃部をもつが、４個二対の刃部をもつものや、一辺が平坦面をもつものもあ

る。一辺が平坦面をもつものは、平坦面の縁部に、階段状の剥離痕やつぶれ（ダメージ痕）が

見られ、対辺の刃部の状況が他のものと同じであることから、本石器に含めたものである。 

また、ピエス・エスキューユが両極技法で製作され、両極技法と同じような状況下で使用され

たものとすると、上記の分類基準では両極石核との区別の問題が残り、ここでは多分にそれら

を含んでいる可能性が強い。 

・
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 以上のことをふまえて、原石面の残存状況からⅠ～Ⅳ類に、剥離痕の観察からａ・ｂ種に分

類する。 

 Ｈ―Ⅰ類 原石面を広く残すもの     ａ種 上下方向の剥離痕のみのもの 

   Ⅱ類 原石面を両側縁に残すもの   ｂ種 ａ種以外のもの 

   Ⅲ類 原石面を一側縁に残すもの 

   Ⅳ類 全面、剥離されているもの 

 Ｈ―Ⅰ類 23点 

 原石面を広く残しているため、石核に最も近い。 

 Ｉａ類 13点（236・238～242、第58図13） 

 刃部の二辺が、両面とも剥離痕で構成されるもの（以下、両面剥離痕と呼ぶ）が４点、一辺

が両面剥離痕による刃部で、対辺が原石面と剥離痕とで構成されるもの（以下、片面剥離痕と

呼ぶ）が９点である。しかし、対辺が片面剥離痕によるものは、刃部としては疑わしい。（238・

241）は細長い剥離痕が上下端に走って見られる。 

 Ｉｂ類 10点（237・240） 

 上下方向のほかに、左右方向の打撃痕・剥離痕が見られるものである。刃部が二辺とも両面

剥離痕のものは少ない。一辺が両面剥離痕による刃部で、対辺が片面剥離痕のものや平坦（原

石面）なもの、三辺が片面剥離痕のものがある。（237）は、細部調整が施され、Ｒ―フレイク

（Ｆ―Ⅲ類）とも考えられる。 

 Ｈ―Ⅱ類 33点 

 Ⅰ類より剥離が進行したもので、刃部は二辺とも両面剥離痕によるものが多い。また、Ⅰ類

が全体に塊状のものが多いのに対し、Ⅱ類は全体に薄手で、剥離面は１～２面程度の平板的な

ものが多い。 

 Ⅱａ類 24点（243～249・251、第60図３・６・10） 

 大部分のものが、二辺とも両面剥離痕による刃部をもつ。247は対辺が平坦（剥離面）なもの

である。また、この一辺には、細部調整が施されている。 

 Ⅱｂ類９点（252～255） 

 253は、対辺が平坦（原石面）で、左側縁に細部調整が施されている。 

 Ｈ―Ⅲ類 38点 

 全般に、Ⅱ類のものに似ており、剥離痕は平板的である。また、切断面（裁断面）の見られ

るものもある。 

 Ⅲａ類 32点（250・256～258、第22図４、第59図10） 

 第22図４は、一辺がやや平坦である。258は一辺に細部調整が施されている。第59図10は破 
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片と思われ、角柱状である。 

 Ⅲｂ類 ６点（260・261） 

 260・261には細部調整が施されている。 

 Ｈ―Ⅳ類 44点 

 原石面が痕跡として残っているものはここに含めた｡両極石核以外に、調整剥片を素材として

いるものが７点ある。また､切断面や縦走する剥離痕の見られるものが､Ⅰ～Ⅲ類に比べて多い｡ 

 Ⅳａ類 30点（262～266、60図５・８） 

 表面には、縦走する剥離痕が数面見られ、裏面は平坦な剥離痕であるものが多い。264・265

は小形のもので、両側縁に切断面の見られるものである。262・第60図５は破損品と思われる。 

 Ⅳｂ類 14点（267～270） 

 調整剥片を素材としているものが、７点ある。271はラウンド・スクレイパー様のものを素材

としているもので、267は一辺が細部調整が施され、他辺は平坦面（剥離面）をもつものである。

270は側縁の一部に細部調整が施され、Ｒ―フレイク（Ｆ―Ⅲ類）とも考えられる。 

 分類基準から、剥離作業はおおむねⅠ類からⅣ類に進行している。重量分布を見ると、Ⅰ類

からⅣ類につれて、やや軽量となる傾向が見られる。全体として、２～４ｇ前後のものが６割

強を占め、10g以下では９割を占めている。 

 大きさは、長さ・幅ともに３㎝以下のものが多く、大きくとも、５㎝前後に含まれる。 

 石質は、玉ずい質の珪質頁岩が87点、珪質頁岩47点、玉ずい３点であり、特に玉ずい質の珪

質頁岩が多数を占めている。 （畠山） 

 注１．高橋文夫；1982「縄文時代の彫器」『紀要Ⅱ』（財）岩手県埋蔵文化財センター。 

 注２．岡村道雄；1976「ピエス・エスキューユについて」『東北考古学の諸問題』東北考古学会編 東山版

寧楽社 

1983「ピエス・エスキューユ、楔形石器」『縄文文化の研究７』―道具と技術― 雄山閣 

 第Ⅱ群石器 

 Ｉ類 磨製石斧 

 99点出土した。遺構内出土４点（うち欠損品４点）・遺構外出土91点（うち欠損品77点）・Ⅳ

―２区出土４点（うち欠損品２点）である。文中の番号は整理番号である。 

 第１次調査の報告では、残存部位についての分類が主体であるために斧自体の性格付けに不

明な点が多い。このため新たに分類した。また欠損品については表中に残存部位・欠失部位を

記載した。本文中の斧番号は整理番号である。 

 Ⅰ―Ⅰ類 擦切磨製石斧 擦切痕の残存するものだけをこの類とした。 

   Ⅱ類 局部磨製石斧 
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   Ⅲ類 その他 

 Ⅰ類 ６点出土した。68は８号住居跡出土のものであり刃部から器体中央部まで残存してい

る。13はⅣ―２区出土で、頭頂部と片面の鎬部分に敲打痕を残す。表裏面の各々３分の１ほど

と１側縁に擦切痕が認められる。３は小型の石斧で、刃部端に微小な刃こぼれと、細い擦痕が

認められる。40は基部で、折断面の端部に敲打痕が認められる。敲き石に転用したものか、再

加工途中のものかは不明である。97は刃部片で、裏面が中央側から破損しているが、刃部先端

は両面とも残存している。99は刃部片である。 

 擦切痕の残存しないものをこの類から除いたが、本来、擦切技法に因っても、研磨等で、そ

の痕跡が磨消しているものもある。特に小型のものや緑色凝灰岩及び輝線凝灰岩製のものは、

この類の可能性が高い。 

 Ⅱ類 １点出土した。偏平な長楕円形で、刃部と側縁部の一部を研磨によって作出している。 

頭頂部を除く全面に擦痕が認められるが、ほとんど自然面として残存しているため、この類と

した。刃部端に微小な刃こぼれが認められる。（斧番号62） 

 Ⅲ類 完形品及び器体の全体像を把握できるものを中心に、器体整形の特徴により細分した。 

 Ａ―全面研磨のもので剥離・敲打の痕跡を完全に磨消しているもの 

 Ｂ―全面研磨のもので剥離・敲打の痕跡を磨消し切っていないもの 

 Ｃ―全面研磨に至っていないもの 

 Ｄ―欠損品で細分できないもの 

 なお、器体の基部側が半分以上残存しているもので、全面研磨のものは、Ａ類とした。これ

は、通常、刃部側の整形が基部側より丹念に行われていることによる。 

 Ａ類 形状的には、台形状を呈するもの（定角式に額似）と器体中央付近に最大幅をもつ、

曲線的なもの（乳棒状とは異なる）がある。また、側縁が平坦面を構成するものと、面として

形成されていないものが認められる。 

 Ｂ類 研磨の省力化によるものと思われるが、全体にざらつく程度のものと、面単位で研磨

の度合の異なるもの・両面の研磨に比して側縁の研磨が雑なものなどがある。 

 ９は、片面・両側縁が非常に良く研磨されているのに対して、片面と頭頂部は、軽い研磨が

成されているだけである。93は、両側面の敲打（潰し整形）が非常に雑であることから研磨が

及んでいない部分が認められる。23・55は、刃部だけが丹念に研磨されている。 

 Ｃ類 研磨が全面に及んでいないものと、研磨後に敲打を行っているものがある。 

 20は、刃部片の再加工品で、研磨された刃部を除いて器体部分を敲打により整形したもので

ある。85は、片面全面と他面の刃部寄りの一部及び両側面の３分の２ほどを敲打によって整形

している。敲打痕は研磨より新しいものである。この斧は刃部が鋭利であるのに対して刃部角 



 - 148 -

が鈍角であることから、刃部先端の欠損後に再加工したものと思われる。 

 Ｄ類 刃部片の数量に対し、基部片の数量が多い傾向を示す。また、刃部片は器体の２分の

１以上残存するものがほとんどで、基部端だけ欠失しているものが多い。これに対して、基部

片は器体の３分の１以下のものが非常に多い。これは、器体の破損がおおむね、この部位で起

ったことを示唆するものであるが、欠損品全体の出現率の中で、基部片が多く認められること

が注目される。105は基部片であり、炭化物が付着している。 

 接合 第１次調査の刃部片と51・29と50・11と12が接合した。前２者は、約60ｍ離れたもの

が接合したもので、ともに再加工及び転用はされていない。 

 使用痕跡 18・23・86・109は刃部先端が潰れている。75は小さいささくれ状の痕跡を有する。

刃部の両側端に小さい剥離を有するものが多い。 

 基部端に敲打痕を有するものが16点ある。敲打により小剥離を有するものが多く、ほとんど

が頭頂部のやや横に痕跡が認められる。頭頂部中央に敲打痕が認められるものは103の１点だけ

である。 

 折損 器体の２分の１から基部寄りの３分の２程度で折損しているものが多い。折断面は、

長軸・短軸上ともに斜めのものが多い。 

 再利用・転用20・85が再加工して使用されている。23・59は基部端に剥離と敲打の痕跡を有

する。ともに刃部を有していることから基部の再加工と思われる。59は縦割れをしている。 

 転用しているものは、15・19・31・33・40・56・67・84・93の９点であり、31が最も使用頻

度が高い。33・40・84は、折損端に敲打及び擦りの痕跡を有するもので、再加工の可能性も考

えられる。19は折断面を刃部側から剥離し、刃部を作出している。礫器的な使用も考えられる。

15・56・67・93はＬ―Ⅱ類（敲き石）に転用している。いずれも折損による剥離の他に19の剥

離のような痕跡を有する。また、敲打による小剥離も考えられる。 

 Ｊ類 打製石斧 

 ５点出土した。すべて遺構外出土である。完形品４点・欠損品１点である。 

 Ｊ―Ⅰ類 片面加工 

   Ⅱ類 両面加工 

 Ⅰ類 32・63・74の３点である。円礫を打ち欠いて作成している。いずれも片面は自然面で

ある。32は基部端が欠失している。63はチャートを素材としており、自然面側に使用による剥

離が観察される。74は刃部欠損後に再加工した可能性も考えられる。 

 Ⅱ類 72・73の２点である。72は、つるはし状の形態をしており、器体中央が分厚く、片面

に若干の自然面を残す。両端ともに刃部の可能性が考えられる。73は、基部破片で、両面に自

然面を残し、偏平な礫を素材としたものと考えられる。 
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 石質は32・74が輝緑岩・63がチャート・72が頁岩・73が砂岩であり、磨製石斧が閃緑岩を中

心素材としているのに対し、１点も出土しないことが注目される。 

 環状石斧 

 石器分類中に項目がないため、第Ⅱ群石器の末項に記載する。 

 １点の出土である。ＣＯ―374グリッドからの出土で欠損品である。輝緑岩を素材としており、

ほぼ全面研磨によると思われる。孔部は敲打による潰しの痕跡が顕著に認められるが、孔の中

位（最小径を有する部分）に、軽い研磨様の擦れた痕跡が認められる。刃部に使用によるもの

と思われる剥離及び潰れが認められる。 

 第Ⅲ群石器 

 Ｋ類 石錘 

 143点出土した。遺構内出土９点（うち欠損品１点）・遺構外出土129点（うち欠損品22点）Ⅳ

―２区出土５5点（うち欠損品１点）である。文中の番号は整理番号である。 

 第１次調査の報告では、抉りの部位等についての分類が多岐にわたり、繁雑な部分が認めら

れるため、これらを整理し、抉りの数及び位置により再分類した。 

 また、第１次調査におけるＫ―Ⅳ類ｄ種（礫の形態そのものが抉り状を呈するもの）は、錘

としての可能性が考えられるだけであり、形状の類似性だけで本類とすることに疑問が感じら

れるために、これを除外した。 

 Ｋ―Ⅰ類 抉りが１箇所のもの （第１次調査のＫ―Ⅳ類にほぼ相当する） 

   Ⅱ類 抉りが２箇所のもの 

    Ａ―素材の長軸線上に抉りをもつもの（同Ｋ―Ⅰ類に相当） 

    Ｂ―素材の短軸線上に抉りをもつもの（同Ｋ―Ⅴ類に相当） 

   Ⅲ類 抉りが３箇所以上のもの（同Ｋ―Ⅱ～Ⅳ類に相当） 

 また、抉りの作出方法は、片面からのもの・両面からのもの・敲打によるもの（剥離後に潰

し成形をしたものか、敲打だけによるものかは、素材が軟質のため判然としない）がある。 

 Ⅰ類 ５点出土した。相対する側縁に抉り状の自然面をもつものは１点であるが、非常に小

さい凹みである。 

 ⅡＡ類 12点出土した。このうち抉りが、素材のほぼ中軸線上に位置するものは８点で、小

判形等の左右対称形のものが多く、素材は他の類に比しておおむね硬質である。ll・12は大形

のものである。 

 ⅡＢ類 119点出土した。形状は小判形・楕円形・長方形が多く、長幅指数で６～８に集中す

る縦長の素材が多く用いられている。厚さは均一なものが多いが、断面三角形を呈する分厚い

ものがある。 
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 抉りは、作出方法の組合せから数種類のものが認められる。ａ両方片面のもの16点・ｂ一方

が片面からで、他方が両面からのもの23点・ｃ両方とも両面からのもの59点であり、ｃ種がも

っとも多い。不明のもの21点である。 

 Ⅲ類 ７点出土した。長楕円形の分厚いものが多く、他の類に比してやや大型である。 

〈長さ〉最大13㎝・最小4.5㎝で、６㎝～10㎝に集中し、特に8.5㎝～10㎝・6.5㎝～8.5㎝の２

ブロックに集中する。 

〈 幅 〉最大9.5㎝・最小３㎝で、５㎝～7.5㎝に集中する。 

〈厚さ〉最大4.8㎝・最小１㎝で、1.5㎝～３㎝に集中する。 

〈重量〉最大495ｇ・最小17ｇで、60g～270ｇに集中し、特に100ｇ～250ｇに集中する。 

〈石質〉安山岩が主であり、凝灰岩・チャートが数点ある。素材は、チャートとⅡＡ類を除い

て軟質のものが多い。 

〈抉りの長さ〉抉りの長さを、抉りをもつ軸線の長さ（長軸に抉りをもつものは最大長・短軸

に抉りをもつものは最大幅）で割った値（抉り度）をみると、ⅡＡ類の小判形などのものが、

10点中６点が9.9～9.4に集中するのに対し、ⅡＢ類は9.5～8.5を中心とする。点数に大きな差

があることから、即断はできないが、ⅡＢ類はⅡＡ類に比して抉りが深いことが理解される。 

 Ｌ類 敲磨器類 

 第１次調査の分類では、各種の使用痕跡の類別が多岐にわたるものと、不足の部分があるこ

とから、主要痕跡により再分類した。これらの痕跡は、使用によるもの・器体整形に伴うもの・

機能面作出によるものがあるが、使用による痕跡に主眼をおいた。 

 Ｌ―Ⅰ類 主要痕跡がスリによるもの （第1次調査し―Ⅰ～Ⅶ類に相当） 

   Ⅱ類 主要痕跡が敲打によるもの （同L―Ⅷ～Ⅹ類に相当） 

   Ⅲ類 主要痕跡が凹みのもの   （同L―‡Ⅰ類に相当） 

   Ⅳ類 複合痕跡を有するもの 

   Ⅴ類 器体整形及び機能面を作出しているもの 

   Ⅵ類 痕跡の不明瞭なもの（搬入礫硬等） 

 Ⅴ類は、本来、利器として分類すべき礫器等を含むが、第１次調査の分類において、本類で

扱ったことから、これに準じた。 

 使用面・形状等については、各類ごとに細分した。（本文中の番号は整理番号である。） 

 Ｌ―Ⅰ類 主要痕跡がスリによるもの 

 形状により細分し、さらに使用面等により分類した。 

 Ａ―断面が三角形のもの（いわゆる三角柱状磨石） 

 Ｂ―小判形及び楕円形のもの 
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 Ｃ―棒状のもの 

 Ｄ―球状のもの 

 Ｅ―卵形及び回転楕円体のもの 

 Ｆ―その他 

 Ａ類 遺構内出土２点・遺構外出土41点・Ⅳ―２区出土５点である。（うち欠損品24点） 

 １稜を使用のもの19点、うち使用面に剥離痕を有するもの６点・剥離痕のないもの13点であ 

る。剥離はほとんど両面からのものであるが、45は片面からだけのものである。 

 ２稜を使用のもの４点、２稜ともに剥離痕のあるものは皆無であり、１稜だけに認められる

もの２点である。 

 ３稜を使用のもの１点、３稜ともに剥離が認められるが、主使用面は１稜で、１稜には、擦

り痕がほとんど認められない。 

 面に片減りが認められるものが７点ある。また、他の類に比して破損率が高い。 

 Ｂ類 遺構内出土６点・遺構外出土40点・Ⅳ―２区出土３点である。（欠損品９点） 

 ａ種 １側縁だけ使用のもの 

 ８点出土した。 

 ｂ種 使用面に剥離痕を有するもの 

 ９点出土した。すべて偏平礫を素材とし、使用面は三角柱状磨石に類似する。 

 ２側縁に剥離痕を有するものと、１側縁だけのものが認められる。前者の１側縁は、若干擦

った程度の痕跡であるが、33は両側縁ともに使用頻度が高く、１側縁は片減りしている。 

 ｃ種 ２側縁を使用しているもので、使用頻度の差により、１側縁が他方よりも素材の丸み

を残しているもの 

 11点出土した。ll・26は、両平坦面を研磨したような痕跡が認められる。 

 ｄ種 ２側縁を使用しているもので、両側縁とも、ほぼ同じ磨滅が認められるもの 

（ｂ種のさらに使用したものの可能性がある。） 

 10点出土した。13・17・20・25は全面研磨の可能性がある。52・53は大型のものである。 

 両側縁ともに直線的であり、両平坦面ともに、平滑な感じである。 

 ｅ種 ３面以上使用しているもの 

 ２点出土した。４は両側縁と両端部に擦り痕が認められる。15は両側縁と平担面を使用して

いる。Ｌ―Ⅳ類に形状及び使用状況が類似しているが、擦りの痕跡だけのため、この種とした。 

 Ｃ類 遺構内出土４点・遺構外出土12点・Ⅳ―２区出土２点である。 

素材は、偏平なものとやや肉厚のものがあり、108は円柱状のものを使用している。端部に擦

り痕を有するものであり、一端・両端使用の２種がある。擦り痕は、端部中央を境に左右から 
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の擦りが認められる（三角形）のものと、ほぼ平坦なもの、素材の丸みに沿った使用面を構成

するものが特徴的であり、大半は端部中央を中心とした三角形状を呈するものである。108は端

部中央を中心として円錐状の擦り痕が認められる。 

 100・107は、棒状ではないが、この類に含めた。101は平坦面に敲打痕が認められる。 

 Ｄ類 遺構内出土５点・遺構外出土25点・Ⅳ―２区出土０点である。 

 全面研磨によるが、球状の転石の一部分に擦り痕を有するものもある。また、自然礫と区別

し得ないものもある。素材及び擦る対象物により、表面がざらつくものと光沢のあるものがあ

るが、前者が多い。８号住居跡出土の221は、溝状の擦痕と一端に擦りが認められる。 

 Ｅ類 遺構内出土４点・遺構外出土８点・Ⅳ―２区出土０点である。 

 素材は断面形状が円を呈するもので、１～数箇所に擦りの痕跡が認められる。 

 ９・56・68は、擦りにより平坦面を構成している。70・71は端部に擦り痕が認められる。69

は器体中央部に平坦面が構成され、更に両端部に擦り痕が認められる。やや偏平なものは側縁

に痕跡が認められる。 

 Ｌ―Ⅱ類 主要痕跡が敲打によるもの 

 素材の形状・痕跡の位置等で細分した。また平坦面に、凹みまで至らない器面の荒れを有す

るものもこの類とした。 

Ａ―偏平なもの 

Ｂ―球状・卵状のもの 

Ｃ―若干細長いもの 

 Ａ類 遺構内出土２点・遺構外出土１点である。 

 75は、端部に敲打痕を有し、剥離も認められる。他は平坦面に敲打痕を有する。 

 Ｂ類 遺構内出土３点・遺構外出土８点・Ⅳ―２区出土１点である。 

 角ばっているものは、その突端部を使用しており、器体がなめらかなものは周縁等を使用し

ている。ほとんどがチャートであるが、安山岩が４点あり、これらは、平坦面及び端部を使用

している。 

 Ｃ類 遺構内出土５点・遺構外出土８点である。 

 端部に使用痕を有し、一端のみ使用のものと、両端使用のものとがある。111号土壙出土の267

は、一側縁部を使用している。 

 本類のほとんどはチャートを素材としており、使用痕跡も敲打だけではなく、擦りの痕跡を

合わせもっている。いわゆる敲き擦りの用具として用いられている。（欠損品１点） 

 Ｌ―Ⅲ類 主要痕跡が凹みのもの 

 129点出土した。遺構内６点・遺構外118点・Ⅳ―２区５点である。うち欠損品は38点である。 
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（文中番号は整理番号である） 

 使用面の数により細分した。使用面としたのは、明瞭な凹みを有するもので、器面の荒れだ

けのものは除いた。また欠損品は分類の対象から除いた。 

Ａ―１面使用のもの 

Ｂ―２面使用のもの 

Ｃ―３面以上使用のもの（この類中、断面形状が円等の幅厚差の少ないものは、使用部

分の数により判断した。） 

 Ａ類 遺構内２点・遺構外27点・Ⅳ―２区１点の出土である。 

 Ｂ類 遺構内２点・遺構外54点・Ⅳ―２区１点の出土である。Ａ類に比して小型のものが多

く、全体の半数量を越す。63は石皿の破片の転用である。56は偏平で硬質の素材を利用してお

り、端部に剥離が認められる。 

 Ｃ類 遺構内２点・遺構外15点・Ⅳ―２区２点の出土である。 

 各類とも形状は多岐にわたるが、楕円形及び円形のものが主体である。また、小型のものは

偏平なものが多く、大形のものは分厚いものが多い。大形のものは台石としての分類も可能で

あるが、主たる痕跡が凹みで、他の痕跡がほとんど認められないものは、この類とした。 

 Ⅳ類 複合痕跡を有するもの 

 スリ（擦り・研磨）・敲打・凹みのうち２種以上を合わせもつものを一括した。（器体に細か

い荒れを有するものは除いた） 

 複合痕跡の種類と部位から細分した。 

Ａ―１側縁にスリ・平坦面に凹み・端部に献打の痕跡を有するもの 

Ｂ―２側縁にスリ・平坦面にスリと凹みの痕跡を有するもの 

Ｃ―端部に敲打とＢ類の痕跡を有するもの 

Ｄ―その他 

 Ａ類の50・61は、分厚い素材を用いており、側縁の使用面は片減りしている。 

 Ｃ類の１は、この類の代表的なもので、器体全面に何らかの痕跡を有している。平坦面は研

磨と凹み・側縁は擦り及び研磨・端部は敲打痕を有する。平坦面の凹み（敲打痕）と研磨は、

研磨が後に行われており、端部の敲打が最も新しい。敲打痕は潰し整形様の痕跡である。 

 ２は、１に最も近いものであるが、端部の敲打が側縁まで達していない。 

 ６は分厚い素材で、側縁にも凹みを有する。 

 Ｂ類はＣ類の前段階的様相を呈する。 

 Ｄ類 275は全面研磨によるものと思われる球状の礫で側縁の一部とやや平坦な面に敲打痕

を有する。 
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 Ａ～Ｃ類とも凹みは浅い。 

 Ⅴ類 器体整形及び機能面を作出しているもの 

 84は、半円球状の素材の下端の周縁３分の２ほどに帯状の擦りの痕跡を有する。器体表面は

研磨によるものか、光沢が認められる。 

 87は、円錐形を呈しており、下端が凸の曲面をもつ。器体は敲打及び研磨によって整形され

ている。使用面は下端部である。 

 243は、87と類似するが、使用面を有していない。器体は敲打によって整形されているが、頭

頂部と体部に自然面を残す。下端部は、自然面を残し、若干の擦りは認められるが、機能面と

しては構成されておらず、凹の曲面を呈する。 

 250は、棒状の礫の折断面に剥離痕を有する。剥離は折断面の端部に認められるが、一周して

いない。いわゆるスタンプ状石器の加工途中の様相を呈する。使用の痕跡は認められない。 

 501は、片面全面に自然面を残す。周縁を剥離により加工しているが、刃部を形成するには至

っていない。形状は打製石斧に類似する。 

 502は、両面のほとんどが自然面で、側縁に剥離が認められる。一部両面からの剥離である。 

 278は、円盤状の襟を側縁の２点？からの加撃によって、厚さをほぼ半分に減じている。刃部

は、両面からの剥離によるが、２箇所にパンチ痕と思われる痕跡が認められる。 

 279は、側縁の一部を両面から打ち欠いて刃部を作出している。残りの周縁は平坦に加工され

ている。 

 760は、側縁に平坦面を構成し、一側縁を打ち欠いて刃部としている。２箇所にパンチ痕が認

められる。 

 Ⅵ類 痕跡の不明なもの（搬入礫等） 

 研磨等の痕跡が不明瞭で、自然礫と区別し難い礫を一括した。円盤状・小判形・楕円形等の

形状を呈するものが多い。 

 特に、Ⅳ―２区ＢI―428グリッドからは、形状の類似する円盤状の礫が８点一括して出土し

た。いずれも全面研磨が施されているようであるが、断定はし得ない。 

 この形状の礫は、Ｌ―Ⅴ類の礫器とした278・279の素材として使われている。 

 これらは、礫石器の素材として搬入されたものか、又は何らかの用途を有していたものと考

えられる。 

 Ｍ類 石皿・台石・砥石 

 第１次調査の報告では、側縁の高まりを作出しているものを除いて、石皿と台石の区分が不

明瞭である。このため、分類の困難なものもあるが、分別できるものは極力分別した。 

 Ⅰ類 石皿 



 - 155 -

Ａ―面の側縁に高まりを作出しているもの（第１次調査Ｍ―Ⅳ類に相当） 

Ｂ―擦りによって内湾しているもの（同Ｍ―Ⅲ類に相当） 

Ｃ―擦りによる面をもつが、内湾まで至っていないもの 

 Ⅱ類 台石 

Ａ―１面が平坦なもの（同Ｍ―Ⅰ類に相当） 

Ｂ―２面が平坦なもの（同Ｍ―Ⅱ類に相当） 

Ｃ―素材自体の節理により、Ａ・Ｂに分類できないもの 

 Ⅲ類 砥石 

 Ⅳ類 分類し得ないもの・大型の礫 

※敲打による凹みが顕著な大型のものは、この類としたが、手による運動が可能な中型のも

のはＬ―Ⅲ類の凹み石として扱った。 

 Ⅰ―Ａ類 ７点出土した。遺構内出土０点・遺構外出土７点・Ⅳ―２区出土０点で、すべて

欠損品である。 

 側縁の高まりが非常に明瞭なものと、若干の高まりだけのものが認められるが、ほとんどのも

のが高まりの直下に沈線状の整形痕が認められる。４は側縁に一条の浅い溝が作出されている｡ 

 Ⅰ―Ｂ類 17点出土した。遺構内出土４点・遺構外出土12点・Ⅳ―２区出土１点である。 

 862は、Ⅳ―２区の配石遺構（第66図）の立石として使用されていたもので、大型の完形品 

であり、安山岩を素材としている。 

 ８は欠損品であるが、側縁に湾曲面が認められ、砥石として使用された可能性もある。また、

側縁端が２㎝ほどの厚さを有するのに対し、破断面は～４㎜の厚さである。 

 Ⅰ―Ｃ類 ４点出土した。遺構内出土１点・遺構外出土３点・Ⅳ―２区出土０点で、軟質の

石材を用いているものが多い。安山岩を素材としたものは、不明のものが多いため、Ⅳ類とし

たものが多い。 

 Ⅱ―Ａ類 12点出土した。遺構内出土２点・遺構外出土10点・Ⅳ―２区出土０点である。 

 21は、両面に多数の凹みを有するものである。 

 平坦面は、平滑なものも見られるが、おおむね素材の細かい起伏が残存している。 

 Ⅱ―Ｂ類 16点出土した。遺構内出土１点・遺構外出土12点・Ⅳ―２区出土３点である。 

 平坦面はⅡ―Ａ類同様の様相を呈するものが多く、板状節理による素材を用いたものがほと

んどである。 

 Ⅱ―Ｃ類 71点出土した。遺構内出土１点・遺構外出土63点・Ⅳ―２区出土７点で、総点数

の半ばを占める。また、小破片に分割されたものが多いのが特徴である。 

 Ⅱ類は、主要面に擦り及び敲打による荒れが認められるが、擦りが面全体に及んでいるもの 
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は少い。Ⅱ―Ｂ類は主使用面が不明なものが多い。 

 Ⅲ類 砥石（有溝砥石） 

 １点出土した。欠損品である。器体は、両面及び両側面とも中央に向かって大きく凹んでい

る石皿様のもので、正面８本・左側面３本・裏面６本の計17本の溝を有する。溝は、断面形が

薬研状を呈し、長軸断面上では端部が浅く、中央部が深いものである。 

 器体の大きな湾曲は擦りによるもので、溝より古いものと思われる。石質は砂岩である。 

 Ⅳ類 分類し得ないもの 

 大形の礫で、一部に擦り等の痕跡を有するが、Ⅰ・Ⅱ類に分類し得なかったものも含む。 

 遺構内出土のものも多く、円礫等が多い。 

 Ⅰ類は、砂岩・凝灰岩を素材としたものが多く、Ⅱ類は、安山岩を素材としたものが主体を

占める。これは主要使用目的の差異によるものと思われる。 

 Ⅲ類の有溝砥石の痕跡ほどではないが、Ⅰ―Ａ・Ｂ類の４・５・８・10・13・15の６点にも

溝状の擦痕が認められる。このうち明瞭な溝は、４―裏面に８本・５―表面に４本・８―両面

使用のうち片面に１本・10―裏面に３本・13―主使用面に２本、うち１本は高まりを作出した

ものか？・15―両面使用のうち片面に１本である。（主使用面とは２面使用のうち、より凹んで

いる面） 

 これらの溝は、ほぼ同様な断面形状及び深さを有している。また、破損前からの痕跡と思わ

れ、平滑な面及び曲面における擦り潰し等の作業とは異質の作業が同時に行われていたことが

示唆される。これらの石皿片は有溝砥面同様に石皿として使用頻度の高いものである。 

 使用としては、溝の形状から骨角器・玉などの作出が考えられるが、今回の調査では、非常

に小型の玉が出土しただけで、これらの溝とは合致しない。また、使用具の再研磨も考えられ

る。（破損前からの使用と考えたが、破損後、この溝状の痕跡の残る作業を行い、この過程で再

度破損した可能性も考えられることを追記したい。） （白鳥） 

 第Ⅳ群 石器 

 本群は、いわゆる石製品を一括した。Ｎ類：軽石は第１次調査において、軽石製品として第

Ⅲ群石器の中で取り扱っていたが、本報告では石製晶として第Ⅳ群石器として取り扱う。 

 Ｎ類軽石 （第126図１―12） 

 軽石は、遺構内７点・遺構外11点、計18点出土した。個々の計測値は付表に示した。 

 本類は、更に５種類に細分した。 

 Ⅰ類 （１） 

 擦り面と思われる平坦な部分をもつものである。形態は、断面形・正面形ともに隅丸長方形

をなす。両側面に平坦な擦り面が観察される。一部に、火を受け焦げた痕跡がみられる。 
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 Ⅱ類 （２・３） 

 貫通孔をもつものである。 

 （２）は、２個の貫通孔及び貫通孔であったと思われる痕跡が４個みられる。 

 （３）は、正面形が台形、断面形が長方形をなし、上底側に１個の貫通孔をもつ。 

 Ⅲ類 （４～９・11・12） 

 加工により形を整えているもので、正面形には台形・楕円形・隅丸長方形がみられる。 

 Ⅳ類 （10） 

 凹みのあるものである。正面及び側面に１個ずつ凹みがみられる。 

 Ⅴ類 （実測図・写真なし） 

 加工の痕跡の認められないものである。 

 Ｏ類 円盤状石製品 （第127図２） 

 表採品である。石を円形に打ち欠き、周縁を擦って整形しているが十分でない。 

 大きさは、径4.7×4.4㎝、厚さ1.3㎝、重さ48ｇである。石質は安山岩である。 

 Ｐ類 有孔石製品（第127図３～20） 

 （３）は、67号土壙覆土１ａ層より出土した。球状の石に盲孔が認められ、穿孔途中の末整

品と思われる。孔周辺部に潰れが見られ、不明瞭であるが孔中央に螺線状の条痕が認められる。

大きさは、2.2×2.1×2.2㎝、重さ12ｇである。石質は、玉ずいである。 

 （４～20）は、４号土壙覆土より17点出土した。個々の計測値は、第７表に示した。 

 正面形は、円形ないしは楕円形をなし、断面形は、長方形をなすものが多いが、台形状をな

すものもある。貫通孔は両側から穿孔され、中はすぼむ。石質は緑色凝灰岩でややもろい。 

 ４号土壙は、他の伴出遺物がないため断定はできないが、囲りから弥生時代の土器が出土し

ていることから弥生時代の可能性がある。 （一条） 

 Ｒ類 石棒（第126図14～16） 

 ３点出土した。すべて欠損品である。 

 14．ＣＷ―382グリッドからの出土である。円柱状を呈し、先端部は丸い。折損部付近に擦り

によると思われる平坦面が構成されている。また、全面に焼化を受けている。 

 15．ＤＢ―378グリッドからの出土である。両端及び裏面半分を欠失している。表面に煤状の

炭化物が付着しており、焼化を受けたものと思われる。推定径14㎝の大型のものと思われる。 

 16．表採資料である。先端部だけ残存しており、先端面中央に、若干の高まりが認められる

が、自然面か意図的なものなのかは不明である。焼化を受けている。 

 ※ 第18号土壙の確認面で検出した１点は、擦り・敲打等の痕跡が認められない角柱状の石

材で、土壙構築時に立石としていたものが、横倒しになった可能性が考えられる。 （白鳥） 
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 Ｓ類 石刀（石剣） （第127図１） 

 （ＤＡ―379）グリッドⅣ層より１点出土した。石刀の破片と思われ、裏面を欠失している。 

 粘板岩を擦って整形しており、擦りの痕跡が明瞭に観察し得る。背部は、平坦に整形されて

いる。長さ5.8㎝、幅2.1～2.6㎝、厚さ1㎝、重さ22gである。 

 Ｕ類 その他の石製品 （第126図13） 

 （ＢＡ―427）グリッドⅠ層から出土した。両側縁に３個ずつ計６個の抉りを作出している。

抉りは敲き潰しによるもので、ほぼ左右対称である。長さ10.4㎝、幅7.1㎝、厚さ2.5㎝、重量

310ｇである。石質は、安山岩である。 

 石錘とも考えられるが、抉りの作出がていねいであることなどから石製品として取り扱った。 

（一条） 

 (3) 土製品 

 Ⅳ―１区から出土した土製品は、遺構内・遺構外を含めて円盤状土製晶85点、三角形土製品

４点、鐸形土製品18点、靴形土製品１点、茸形土製品１点、三角柱状土製品３点、土偶１点、

環状土製品３点、土器片錘10点、計126点である。 

 各土製品の分布状況は、第132図に示した。 

（ア）円盤状土製品 （第128図～129図） 

 本土製品は、遺構内11点、遺構外74点、計85点出土した。個々の計測値は付表に示した。 

 土器の胴部片を円形に打ち欠いてから周縁を擦って整形している。形態は、名称のとおりほ

ぼ円形をなすものもあるが、不整円形になるものが多い。また、胴部片を利用しているため、

文様の有無を問わず多少湾曲する。大きさは、径3.5～４㎝、厚さ７～８㎜のものが一般的であ

る。重量は、かなりばらつきがある。 

 文様は、無文のもの（24点）、有文のもの（61点）があり、有文のものには、沈線文（１～45）、

格子目状沈線文（46～51）、刺突文的な短沈線文（52）、縄文（53～55）、撚糸文（59・60・85）

がみられる。 

 本土製品の使用目的、用途は現在のところ明確ではない。 

 縄文時代後期の十腰内Ⅰ式の土器片を利用していると思われる。 

（イ）三角形土製品 （第129図86～89） 

 遺構内１点、遺構外３点、計４点出土した。個々の計測値は付表に示した。 

 本土製品は、三角形板状土製品・三角形土板・三角形土製品などと呼称されているが、ここ

では三角形土製品の名称を用いる。 

 土器の胴部片を三角形に打ち欠いた後、周縁を擦り二等辺三角形に加工している。胴部片の

ため湾曲する。文様は、沈線文（87）、縄文（86・888）、網目状撚糸文（89）が見られる。 
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 縄文時代後期初頭の土器片を利用して製作されている。 

 （ウ）鐸形土製品 （第130図） 

 遺構外より18点出土した。本土製品の名称は、鈴形土製品、土製垂飾、鐸形土製品、鐸形土

器などと呼称されるが、第１次調査にならって、鐸形土製品の名称を用いる。個々の計測値は

付表に示した。 

 文様は、無文のもの、有文のものがある。有文のものには、沈線文のみのもの、沈線文と刺

突文を組合わせたものがある。 

 また、貫通孔の有無及びその方向により、４種に分類することができる。 

１種：貫通孔をもち、つまみ出し部分の長軸方向と平行するもの（１～10） 

２種：貫通孔をもち、つまみ出し部分の短軸方向と平行するもの（11・12） 

３種：貫通孔をもち、垂直に穴があくもの（13） 

４種：貫通孔がなく、つまみ出し部分がくびれるもの（14・15） 

となる。 

 本土製品の時期は、文様及び施文技法、過去の出土例から、縄文時代後期初頭のものと思わ

れる。 

 （エ）靴形土製品 （第131図１） 

 111号土壙の覆土中より１点出土した。口縁部の一部とつま先部分を欠損している。 

 大きさは、高さ3.2㎝、口縁部長径3.3㎝、短径2.6㎝、底面最大幅3.5㎝、残部長さ4.8㎝であ

る。底面はやや張り出しており、安定があまり良くない。 

 文様は、極めて細い（0.5㎜ほど）沈線が多数、底面以外の部分に雑に施される。胎土には、

やや多めの砂粒を含み、色調は黒褐色を呈する。 

 （オ）茸形土製品 （第131図２） 

 51号土壙の覆土中より１点出土した。カサの縁、茎の一部が欠損している。 

 全体の大きさは不明であるが、カサの最大径5.5㎝、茎の径2.2㎝～3.3㎝、残部高さ3.4㎝で

ある。カサは、内側に反り返り、茎は先細りの様相を示す。 

 文様は施されない。胎土には、多量の砂粒を含み、色調は明赤褐色を呈する。 

 （カ）三角柱状土製品 （第１図３～５） 

 遺構外のⅣ層より３個体出土した。すべて欠損品である。 

 本土製品の名称については、立体土製品・三角壔形土製品・石冠状土製品などとも呼称され

るが、第１次調査にならって、三角柱状土製品の名称を用いる。 

 （３）は（ＣＹ―381）グリッドより出土した。２分の１以上を欠損している。 

 形態は、正面形が背部が弧状をなす長方形で、側面形が隅丸の三角形である。底面は、長辺 
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部分が弧状をなす長方形に近い形である。また、底面は内側に反り返り、中央部分に円形の凹 

をもつ。 

 文様は、正面側の底面からの立ち上がり部分及び側面との稜線部分に、円形竹管による２列

の刺突文が施される。他の部分は無文である。 

 （４）は、（ＤＥ―378）グリッドより出土した。上半部のほとんどを欠損している。 

 全体の形態は不明だが、底面は長方形をなし、やや内側に反り、隅が幾分張り出す。 

 文様は、極めて細い沈線文及び磨消縄文が施される。 

 （５）は（ＤＣ―378）グリッドより出土した。 

 一部分しか残っておらず、全体の形態は不明である。 

 文様は、沈線文及び磨消縄文が施される。 

 ３個体は、いずれも胎土に多量の砂粒を含む。焼成はあまり良くなく、ややもろい。色調は 

赤褐色（３、５）、黒褐色（４）を呈する。 

 文様及び施文技法から縄文時代後期初頭のものと思われる。 

 （キ）土偶 （第131図６） 

 （ＣＳ―386）グリッドより１点出土した。両手、両足、顔は欠損して、ない。 

 大きさは、残部高7.7㎝、最大幅7.5㎝、最大厚4.1㎝である。顔の部分はないが、側面形か 

ら、顔が前に突き出すと思われる。 

 文様は、首、肩から胸付近までに表裏面とも円形竹管による刺突が多数施され、表の胸の中 

心から胴部下半まで同様の刺突が一列垂下する。 

 胎土には、多量の砂粒を含む。作りはやや雑で、焼成もあまり良くない。 

 形態、文様、施文技法から、縄文時代後期初頭のものと思われる。 

 （ク）環状土製晶 （第131図７～９） 

 遺構外より３点出土した。すべて欠損品である。 

 （９）は（ＤＡ―382）グリッドより出土した。全体の大きさは不明である。螺線状の沈線 

が施される。 

 （７、８）は、表採で、文様はない。 

 （ケ）土器片錘 （第131図10～19） 

 遺構外より10点出土した。個々の計測値は付表に示した。 

 土器片を長方形に打ち欠いた後、周縁を擦り形を整え、その長軸の両端に切り込みを施した 

ものである。口縁部片を利用したもの（10～13）、胴部片を利用したもの（14～19）がある。 

 用途は、漁網錘と思われる。 

 縄文時代前期初頭の早稲田6類の土器片を利用していると思われる。 （一条） 
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第 7表 4号土墳出土有孔石製品（玉）計測表

外径mm ! 穿口径 mm
"C I I Iiさmm 重星 g整理番号 挿図No.

長径x短抒 外 内

127図— 4
I ，. 

I 9 X 7 .5 4 2.5 3 0.20 

2 5 8.5 X 8.5 3.5 3 3.5 0.25 
ヽヽ• -- - -- --

3 6 8 X 8 4 2.5 3 5 0.20 
~ ~ ~ 

4 7 11 X 9 5 2.5 4 0.41 

5 8 10 X 10 I 3.5 2.5 4 0.35 

6 ， 10 X 9 ： 4 3 4 0.32 

7 10 10.5 X 10 5 3.5 5 I 0.47 
~ ~ ~ ~ 

8 11 10 X 9 5 2.5 5.5 0.42 
， ， 12 9 X 7 .5 4.5 3 4.5 0.32 

. . 

10 13 8.5x 7.5 3 1.5 4 I 0.25 

11 14 10 X 9.5 4.5 2.5 ， 
5 0.55 

12 15 10 X 10 4.5 I 2.5 6 0.55 

I:l 16 I 10.5 X 9 5 4 5 2.5 5 0.46 
, —. 

14 17 8.5X 8 4 2.5 3.5 o.~5 

15 I 18 8.5X 7.5 3 2 4 0.28 

I 
--―: 

I 
16 19 9 X 9 I 4 2.5 4 0.32 

I 

'17 20 9.5 X 9 5 4.5 3 4 0.38 



 - 194 -

◎ 
こ l こニニニ~2 こ二ニつ 3~へ4 こニニ⇒り こニ=:::i6こニ-:J7 

噂編喜肇苫』り鬱
こ二ニ〉 8 こニニ:::i9こニニニニ::::,10こニニ:::i11 こ三12~13 こニニミ14

こニニ=:>15三 16こ二ニつ17 C )18 C-~-=:i19 

“ C -=:i 22こ二 23C-三 24 こニコ25~'~6 こニニ~27 ~28 

9 呵←=← -

怠
29r三 :~o c_ ：ヽぅl(_~32 c._ ニ33 ~34 ご ) 35 

0 言全
こニコ 36 こ二ニつ37こニコ:18 c_ー一_]39 こニニニ〕 40こニ:=)41 c--=---=--: 三 42

疇馨
し――⇒ 43 こ~44 こ二三45 こ二ニつ46こニニ:::::i47こニニコ 48 こニニぅ49

O 5cm 

''''I  
第128図 土製品実測図 (1)



 - 195 -

讐
こ 50c:::=:::::::::i 51 こ~52 こ二ニ~53こ二つ 54 こ二~55 こニコ56

纏尋 • 亨
（一 ぅ57こ===:::::,58 ,---—'59 こ二二:::) 60こ二ニ） 61 こ二ニつ 62 こ 63

・- ~. -- 慧
こ二）64 こ==2)65 こニニコ66 こニコ67 □ 68 こ二ニ） 69 こ二~70

葛● ~- -こ二~71 こ二ニ） 72 こ二~73 こニ::) 74 C: ー一J75 こニ==:::i76 こ二~77

曇-・・ 彎⑬
こ二~78 r-====:=; 79 こコ80こ::::::::::i81 亡二二)82 こニ::>s::i こ~84

(— ~85 曾 □腎 t• ~88 

0 5cm 
I 1 , , 1 I 

第129図 土製品実測図 (2)



 - 196 -

•••-e~ ~ 立~I IIJZ r 1 ノ~. -」¥J 3 

5
 

ー

11

ニ4
 

ー
¥，
1
,
 

虞

ぃ

贔

3
 

ー

瓜
＼` 
0

/

 

2
 

ーm
 

゜
ー/̀ 

•

>-

0

0

 第130図 土製品実測図 (3)



 - 197 -

>> 7

〗ーロ 8

旦り，
0 5cm 
I , I I I I 

I こ 14

0 5cm 
I , 1 1 1 I 



 
-
 
1
9
8
 
-

＇ 

ト 一

＇ 

トー

＇ 

， 

N-l区 l群士齢分布図

'一

← 

｀ 
＇ 

. . ． C・. ． . . ．．． 
;0 ~I 予ヽ—1＼ ’’ ▲● ▲● 

.゚゚. 
△ △ .... ... 

后
., 

r 
. . ● ▲ ● ▲ ●  

A. A. A. A. I゚● ● 

゜
：゚>lo~h½/ 。口←1' ， • . ● ●● 

← EC'~ ・が
←← —,, .-‘ .~ りI-臼〗畠●',:-- ／ 

• V 
／ . 

含
▲● も▲ △● 

It ぅ .D • C¥ ， 
に ． 

字
,. -・~, 

▲● △ ， . 
！ 

--, 

＇ 

！ 
五 . . ••. .. • D 0● ＼ ． 

0 .. 
' ... 

■ ..△ ・.ハゾ℃ 
I", ． ． 

● 00 01 
△● 

ふooe ． 
ぎ..[1• > 冤？

． ． ．． ．． 

I 
I 

N-1区 II群 ・V群土器分布図

←ーパIゞ I 

←←さ

• • D ... .. .. 
.. H 。 _'L.d{"\_},_~ 
• • • O • r~ も I",!~.) 

。：,,ミ.‘‘ 0 °/  

： バ.-ーベ←ぷ-<>u―T窃 !'へぃ~、ヽ.・ ~ ~ . " c \>Q • • I/ 

¥j Iも• I 

~ ~lo 
△ ▲ り，；；. . 

’←  -t-.-• . [゚ ＼
0 .。¥、

• • r0 、

. . . 竺0笞001 ロ "'  

•o-(_) u 

▲ ● ● △ 00● 

開
-- /¥,I. □ ● 

0 0 

~ ~ し・＇ し

-―゚―̀ `--~ ゚

． ゜゚臼。←冒に一―
. 

0 0 

-i-- I,"¥ Q• 

よに▲

I I I I I トー—•• 
I I I I I 

◇ l群 l類 △ I群 5類 • II群 l類 ■ IT群 4類

□ l群 2類 A I群 6類 ▲ II群 2類 □V群

■ l群 4類 ● l群 7類 △ II群 3類

第132図 第 1群.n群 ・V群土器及び土製品の分布図

N-1区土襲閑分布図

● 円盤状土製品 ▲ ----:_角柱状上製品

△ 三角形上製品 ● 上偶

◇ 鐸形土製品 怠環状土製品

● 茸形士製品 □ 土料片錘

◆靴形土製品



 
-
 
1
9
9
 
-

388 386 384 382 380 378 376 374 372 

@' 
• D 

＊ 

・。゚・ ハ Q oC, ~I cI -— 
0 .. 戸●’ I゚ l r 

••• •• t * t.. . oI•:.. (し、v-J, ..、) k .. ,>。. I 

． [ ←,_『◎ '"_。窟．戸？
~t. •̀11•,• 担I. • ¥_) 

， • • I/ 
／ 

• • • 4/  

8 も. .. .. ／ 

. . も。... 

.. . 烈巧.•. ··~. . f定• .....,! . .. 
＊ ゜＼ ... .... .... ... ... .... . ゚

0 •• ··•-ヒにもc., ＼ 
•• ..... 0~ 中＼

． ぶ：．． ． 
o• 一ピ°ー岱 ”” 

... ~....... ＊＊＊  ... ... 

＊＊ 星• !. 

-- •••• ct. 0 

一- I"--.!._ ,~i !!CJ. 

I ......... ~ 

゜ I 
20c,m 

I I I I I T 表採** ..... •• 

CH 

Cl 

CJ 

CK 

CL 

CM 

CN 

co 

CP 

CQ 

CR 

CS 

CT 

cu 

CV 

CW  

EX 

CY 

CZ 

DA 

DB 

DC 

DD 

DE 

OR 

DG 

． 
•E-1 類

• E-II穎

o G類

• H 類(1点）
• ,, (5点）

• r類 (1点）
・ ❖ (5点）

.. 
• A類 (1点）
● ,, (5点）

• B類

* C類 (1点）
• ,, (5点）

• D類

388 386 

第133図 遺構外出土石器(A類~H類）分布図

384 382 380 378 376 374 372 

CH  

Cl 

CJ 

CK 

CL 

CM  

CN  

co 

CP 

CQ  

CR  

CS 

CT 

cu 

CV  

cw 

EX 

CY  

CZ  

DA  

DB 

DC  

DD  

DE 

DF 

DG  



 
-
 
2
0
0
 
-

 

388 386 384 382 380 378 376 374 372 

● l類

▲ J類

388 386 384 382 380 378 376 37 4 372 

□ド
ち

・ら I'I
• 0~。・；

゜〇＇ 。 C
ー

゜
・I: 。・

0 • 
I ー、：（

[)1"'0~0 .) 
I -·j• . • こ.. 

8 も・． 。
. ~ ヘ

・ 。. 0 . .。
• • • • J " f"", 

• 0~。 I • 

ニ。。／言
▲ K-1類

● K-Il類

■ K-ill類

388 386 384 382 380 378 376 37 4 372 

二入
D . . 

O。 に ぐ山へc~l t.,-'--
~. • • 0。 I~/(0)

... 0,\•~ げ、er• lI ―― • 

且二I~- I <f' ［, いI I ~I・・ ， 

1,,,----
＇ 11 f!l I I --― --C-----

dり lo「l/ —••— 
: •::·.: . 畠• ., ● 

• : ~... .。'" ＇ 

L-1類 L-ill類
● 5点 ▲5点

● l点 ▲ l点

■ 1点 L-II類 *1点L-N類

'1点L-V、VI類

第134図 遺構外出土石器(I類~L類）分布図

CH 
CI 

CJ 

CK 

CL 
CM 

CN 

co 
CP 

CQ 

CR 

CS 

CT 

cu 
CV 

cw 
EX 

CY 

CZ 
DA 

DB 
DC 

DD 

DE 
Df' 

DG 



 
-
 
2
0
1
 
-

遺構外出土M類（石皿・台石）の分布
388 386 384 382 380 378 376 374 372 

二入
D 

-0 いC>c,:
O I 0° 

. ? . ,, C 
C〗 0 。 ~Q • z . 
'・ 「戸。ぶ

゜01 

り
: • 0 

゜：心 ~ 
oo'L「

．．．。こ汽 ：， 
・。

i。;°。記゚qoo:1.jlP心］
r----+----L Iヽ・, 0. :: 出：：。. . . 

0 ..'.  .'° ゜• ? ~: 6 ：゚。・。
0 I I I I 20cm 

□ i i i i i 
.. o . 

．
 

••• 

l
 ．
 

遺構外出土剥片のうちの両極石核・剥片の分布
388 386 384 382 380 378 376 374 372 
丁― 1II I I I I I I I I I I I I 

CH 

CJ 
CJ 

CK 
CL 
CM 

CN 

co 
CP 

CQ 

CR 

CS 
CT 

cu 
CV 

CW  

ex 
CY 

CZ 

DA 

DB 
DC 
DD 
DE 
DF 

DG 

● I類（石皿）

.._ II類（台石）

□ 9点以下

~-29点

回 -49点 L
し以点

点

点

，
 

9

9

0

 

9

1

0

 

~

~

2

 

蕊

霧

綴

第135図 遺構外出土石器 (M類）及び剥片分布図



 - 202 -

 第２節 Ⅴ区 

１．検出遺構  

 (1) 幕状ピット  

 Ⅴ―４区で11基検出した。各溝状ピット（以下ピットという）の位置及び計測値は一覧表に

まとめた。(第８表) 

〈平面形状〉 

 溝状を呈し、幅が狭く細長いもの・葉巻形のもの・やや幅広のずんぐりしたものがある｡ 

〈断面形状〉 

 長軸上では、開口部が底面より長いもの・短いもの・ほぼ同一なものがある。壁面の形状は、 

垂直なもの、一様な傾斜をもつもの、袋状のものがある。 

 短軸上では、Ｙ字状・Ⅴ字状等の形態がある｡ 

〈検出層位〉 

 第３・４号ピットは試掘トレンチの断面から第Ⅲ層を掘り込んでいることを確認した。他の 

ピットはすべて地山面での確認であり、掘り込まれた層位は不明である。 

〈重複〉 

 第７・８号ピットは、約45ﾟの角度で重複しており、８号が新しい。 

〈長軸方向〉 

 方向に規則性は認められないが、第８号ピットが等高線に直行しているのを除くと、おおむ 

ね等高線に平行である。 

 (2) 土壙 

 ＢＣ―254グリッドに位置する。直径40㎝・深さ45㎝の柱穴状の土壙である。周囲を拡幅し 

たが、ほかには確認されず、単独での存在である。 (一条) 

 
第 8表溝状ピット計測表

番 i 長 ~ml 幅 tml 深さ
長軸方位 備考グリ y ド

万ロ
上 'I' 下 上 ,1, ト・ tm) 

1 YS169 333 303 252 I 83 32 17 83~102 N-2.5°-E 

2 YS・YTl 7 4 310 318 335 121 49 32 128 N-15.5°-W 

3 ZK・ZL170 18 ， N-35.0°-E 

4 ZK・ZLl 66 21 15 131 N-23.5°-E i 

＇ 5 AB・AC158・9 382 , 357 359 100 26 14 153 N-55.0°-E 

6 1AJ163 385 372 371 66 23 16 122-130 N~5s.o"~E 

7 ZW・ZXl 55 I 408 448 54 24 23 80~117 N-21.0°-E 旧

8 ZX・ZY155・6 :,20 312 366 I 76 32 '24 94~134 N-66.5゚ 戸 E 新， AH147・8 366 345 324 83 25 14 132 N-60.5°-E 

10 AL・AM152 394 382 356 82 24 16 145 N-15.0°-E 

11 ZN•Z0176 406 369 367 50 14 11 123 N-79.0°-E 
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２．出土遺物 

 (1) 土器（第140図～第141図） 

 (ｱ) Ⅰ群土器 

 Ⅰ群１類（５） 

 （ＡＨ―148）グリッドより１点出土した。表裏面に貝殻条痕が施される。 

 Ⅰ群６類 （６～９） 

 （ＺＨ―264)グリッドより４点出土した。器面に沈線文が施され、内面には貝殻条痕が施される｡ 

 Ⅰ群７類 （10） 

 （ＢＤ―157）グリッドより出土した。単節斜縄文（ＬＲ）が施される。胎土には、繊維の 

混入が認められる。 

 (ｲ) Ⅲ群土器 

 Ⅱ群５類 （ll） 

 （ＺＸ―214）グリッドより１点出土した。胴部片で、木目状撚糸文が施される。胎土には、

細かな砂粒を含み、少量の繊維の混入が認められる。 

 (ｳ) Ⅲ群土器 

 Ⅲ群３類 （12～23） 

 Ⅴ―２区より主に出土した。Ⅴ区出土器の中では最も多い。 

 器形は、やや胴部が張り、口縁部が外反しながら立ち上がる深鉢形である。平縁（14、15、 

17、20、21）と波状縁（18、19）がみられるが、波状緑のものは口唇部近くでやや内湾する。 

底部片が２点（22、23）あるが、外周縁がやや外へ張り出す。 

 文様は、口縁部から胴部付近までの文様から５類に分類できる。 

 ａ類：（１、12～14）地文の斜縄文を施した後に、沈線文を施すものである。（１）は、いわ

ゆる波頭状文をなす。 

 ｂ類：（15～17）地文の斜縄文を施した後に沈線文を施し、沈線で区画した内側、又は外側 

を磨消縄文の技法により磨り消すものである。沈線文には、破片のため明確ではないが、Ｕ字

状文、∩状文、波頭状文と思われるものがみられる。 

 ｃ類：（２）は、沈線文で区画した中に、縄文が充塡されるものである。 

 ｄ類：（18、19）沈線文、隆帯文、刺突文、ボタン状突起が施されるものである。 

 ｅ類：（20、21）器面に斜縄文のみを施すものである。 

 以上、５類に分類したが、地文の縄文には、ＬＲ、ＲＬ共にみられ、縦位回転によるものが

多い。また、底面には網代痕がみられる。 

 内面は、平滑に調整されている。胎土には、多量の砂粒を含む。色調は、暗褐色、黒褐色を 
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呈し、器厚は９～11㎜である。 

 (ｴ) Ⅳ群土器 （第140図３、第141図25～31） 

 完形品１個体と破片が少量出土した。（３）は、胴部がやや張り、口縁部が外反する深鉢形 

土器である。口唇直下に２条の沈線が巡り、それ以下の胴部は無文で、器面はよく磨かれてい 

る。胎土には、砂粒を含む。（口径21.2㎝、庇径8.5㎝、器高26.4㎝） 

 （25～31）は破片で、文様には沈線文、隆帯文がみられる。 

 (ｵ) Ⅴ群土器 （第141図32～34） 

 （32、33）は、（ＺＤ―249）グリッドより出土したが同一個体である。口唇部にＢ字状突起 

をもつ、粗製の深鉢形土器で、口唇部には刻み目が施される。 

 文様は、口縁部に５条の平行沈線文が施されるが、１条目の沈線は、Ｂ字状突起部分で山形 

状をなす。更に、１条目と２条目、３条目と４条目の間には、連続刺突文が施される。胴部に 

は、単節斜縄文（Ｏ段多条ＬＲ）が施される。 

 胎土には、少量の砂粒を含む。色調は暗褐色を呈し、器厚は５㎜ほどである。 

 大洞Ｃ1式に相当するものと思われる。 

 （34）は、（ＹＱ―222）グリッドより出土した。胴部上端から内側に屈曲し、口縁部が内側 

に傾斜しながら立ち上がり、口唇部付近が外反する粗製の深鉢形土器である。 

 文様は、口縁部に６条の平行沈線文が施され、胴部には斜縄文（ＲＬ）が施される。口唇部 

近くの内面にも１条の沈線が巡る。 

 胎土には、細かい砂粒を含む。色調は暗褐色を呈し、器厚は７㎜ほどである。 

 縄文時代晩期後半の土器と思われる。 

 (ｶ) 第Ⅵ群土器 （第140図４） 

 （ＡT―249）グリッドより、逆さのまま潰れた状態で出土した。器形は、平緑の台付浅鉢 

形で、口縁部と胴部の境に段をもつ。口径21.1㎝、器高11.6㎝、台部径8.6㎝、台部高２㎝、 

器厚５㎜となる。 

 文様は、口縁部には変形エ字文（４単位）が２段巡り、口縁部と胴部との境には、列点文１ 

段、沈線２条が巡る。胴部には沈線文が施されるが、磨耗により文様構成は不明である。 

 内面は、横位調整により平滑になっている。胎土には、砂粒を含む。焼成はあまり良くなく 

全体的にもろい。色調は、暗黄褐色を呈する。 

 弥生時代の二枚橋式に相当すると思われる。 （一条） 

 (2) 石器 

 フレーク３片と、礫46点が出土した。石器はＫ類（石錘）１点・Ｌ―Ⅰ類（スリ石）２点で 

いずれも散発的な出土であった。 （白鳥） 
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 第３節 Ⅵ区 

１．検出遺構 

 (1) 溝状ピット 

 ４基検出した。各溝状ピット（以下ピットという）の位置及び計測値は一覧表にまとめた。 

〈平面形状〉 

 溝状を呈し、幅が狭く細長いものとやや幅広のずんぐりしたものがある。 

〈断面形状〉 

 長軸上では、開口部が底面よりも長く、壁面の形状は、ほぼ垂直なものと一様な傾斜をもつ 

ものがある。 

 短軸上では、Ｙ字状・Ｖ字状等の形態がある。 

〈検出層位〉 

 第１号ピットは第Ⅲ層を掘り込んでいるが、掘り込み面は不明である。他のピットはすべて 

地山面での確認である。 

〈長軸方向〉 

 南北方向に向くものがほとんどである。また、平坦面に構築されているため、等高線との関

係は不明である。 

 (2) 土壙 

 ４基検出した。平面形は円形のプランを呈する。径は1.5ｍ前後で、ほぼ垂直に掘り込まれ 

ている。出土遺物なし。時期は不明である。 （赤平） 

 

 

CK 
0 50m 
I I I I I I 

第142図 VI区グリッド・遺構配置図



 - 212 -

第 1号溝状ピット

A 

＠り

さ三戸二二
B 

B' 
B' 

第 3号溝状ピソト

月

<A-凶
第 2号溝状ビ」ソト

且'

A
-

A
 

ぜ
i
B
 B

＿
 

A' 

第 4号溝状ピソト

且

A
 

A
 

第 1号土墟

/¥A 

A
 

6 -ざ丁 さざ
~ 0 lm 

I , , 1 1 I 

第 2号土壊

k 

第 1号溝状ピソト

1 黒褐色土

2 褐色土

N-ぜ
ー

ー,
B
 

第 3号溝状ピット

1 黒褐色土

2 にぶい黄褐色土

3 褐色土

第 1号土壊

1 黒褐色土

2 暗褐色土

3 黄褐色土

K 

第 2号溝状ピット

1 黒褐色士
2 にぶい黄褐色土

3 褐色土

第 4号溝状ピソト

1 黒褐色土

2 暗褐色土

3 褐色土

4 黄褐色土

第 2号上壊

1 黒褐色土

2 暗褐色土

3 褐色土

4 黄褐色士

第143図 遺構平面図

:;:mil'~ ト l言li〗:l~ 尺門三日□瓢;1:~j',;t
第 9表計測表単位 (cm)



 - 213 -

２．出土遺物 

 (1) 土器 

 縄文時代早期、前期、中期の土器が出土した。 

 (ｱ) Ⅰ群土器 

 Ⅰ群１類 （第144図～第146図） 

 第Ⅵ区では最も多く出土した。器形は、平縁の尖底深鉢形で、口縁部は直立するもの、外反

するもの、やや内湾するものがみられる。口唇部は、内側が傾斜をもち口端がやや薄くなる。

特に、（33）はその度合が大きく口端の幅が１㎜ほどしかない。 

 文様は、口縁部から胴部にかけての文様により５種類に分類できる。 

 ａ類：（1、5～13）地文として貝殻条痕を施した後に爪形文が施されるものである.爪形文 

は、（８）を除いてすべて粘土のまくれ返りをもつ。また、縦位の爪形文が一般的だが、（９） 

のように横位のものも見られる。文様構成では、２～４段の連続爪形文を巡らすもの、横２縦

３列の爪形文を約５㎝間隔で巡らすもの（５、６）、横３個の爪形文を、上下（上下差約４㎝） 

交互に施するもの（１）などが見られる。 

ｂ類：（14）横位の貝殻腹縁文が施されるものである。 

ｃ類：（15）器面全体に貝殻条痕のみが施されるものである。 

ｄ類：（28～36）縄文及び撚糸文が施されるものである。（28、29）は、地文に単節斜縄文 

（ＬＲ）が施され、粘土のまくれ返りをもつ爪形文が２段巡るが、斜縄文の施文はかなり浅い。 

また（30）は、口唇部より２㎝ほどの幅を無文帯とし、それ以下に単節斜縄文（ＬＲ）が施さ 

れる。 

 （32～36）は、撚糸文（極めて細いＬＲの縄文原体を棒に巻きつけた絡条体回転文）が施さ 

れるが、施文は浅い。 

 ｅ類：（２）文様を有せず、器面を平滑に調整しているものである。光沢をもつほどよく磨 

かれている。 

 以上は、口縁部から胴部の文様で分類したが（19、20、25）は底部片で、貝殻条痕が施され 

るもの、無文のものが見られる。 

 本類の内面は、横位の調整が良く行われおおむね平滑になっている。中には光沢をもつほど 

良く行われているものもみられる。胎土には、砂粒を含み、（９）を除いては繊維の混入は認 

められない。焼成は良く、色調は赤褐色、暗褐色、黒褐色、灰褐色を呈する。器厚は、８～10 

㎜である。 

 Ⅰ群５類 

 （ＢＵ―149）グリッドより１点出土した。器形は不明。器面に貝殻条痕を施した後に貝殻 
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腹縁文が施される。内面は平滑に調整され、胎土には細かな砂粒を含む。器厚は６㎜ほどである。 

 Ⅰ群７類 

 （47）は胴部片で、単節斜縄文（ＬＲ）が施される。胎土には、少量の砂粒を含む。また、 

多量の繊維を混入するため、かなり軽い。器厚は10㎜ほどである。 

 (ｲ) Ⅱ群土器 

 Ⅱ群２類 （第146図39～46） 

 器形は、平縁の尖底深鉢形と思われる。口唇部は平坦に面取りされている。 

 文様は、単節斜縄文（ＬＲ、ＲＬ）、複節斜縄文（ＲＬＲ）、縄文原体（ＬＲ）の回転方向を

変えることによる羽状縄文、ループ文（ＲＬ）＋竹管押引沈線文がみられる。（45）には、ルー

プ部分の圧痕がみられる。 

 内面は、横位の調整が良く行われている。胎土には砂粒を含み、繊維の混入も認められる。 

 Ⅱ群３類 （第146図48～第147図61） 

 器形は、平縁、平底の深鉢形と思われる。口縁部は、直立するものとやや外反するものがあ 

り、口唇部は平坦に面取りされている。 

 文様には、刺突文、沈線文、ループ文、コンパス文がみられる。（48、49、51、57）は、同 

一個体で、ある程度文様構成を知り得る。口唇部直下に半截竹管による刺突列が２段巡り、そ 

れ以下の胴部には２～３㎝幅のループ文（Ｏ段多条ＲＬ）が施される。 

 （55）は、沈線によって区画された中にヘラ状工具による刺突列が施され、更に、下位に刺 

突列が横位に施される。 

 （56）は、胴部から底部にかけてのものだが、胴部側には爪形状の刺突列、底部側にはヘラ 

状工具による刺突列が見られる。底面にも、刺突列が円を描くように施される。 

 内面は、良く調整されており、胎土には砂粒を含み、個体によって量の差はあるが繊維の混 

入が認められる。焼成はやや良く、色調は赤褐色、暗褐色を呈する。器厚は９㎜ほどである。 

 (ｳ) Ⅲ群土器 

 Ⅲ群１類 （第144図３） 

 （ＢＴ―156）グリッドより１個体出土した。大きく外反する４つの扇状突起をもつ円筒深 

鉢形土器である。口径27.1㎝、最大胴径21.9㎝、残部器高25.4㎝、器厚７㎜となる。 

 文様を見ると、胴部上半から上に上部文様帯を構成している。口唇部には、鋸歯状の隆帯が 

施され、それ以下には、横位、縦位、斜位、弧状の隆帯及びＯ段ｒの太い原休を使用した馬蹄 

形状の圧痕により文様が構成される。隆帯上にはすべて撚糸圧痕文（Ｌ）が施される。上部文 

様帯以下には、結束１種羽状縄文が施される。 

 内面は、横位の調整が行われるが、雑で、全体の作りも粗雑である。胎土には砂粒を多く含 
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むが、繊維の混入は認められない。 

 Ⅲ群２類 （第144図４） 

 （ＢＴ―156）グリッドより１個体出土した。口縁部が外反し、４つの山形突起をもつ円筒深

鉢形土器である。口径32.7㎝、最大胴径27.4㎝、残部器高35.1㎝、器厚９㎜である。 

 文様を見ると、胴部中位から上に上部文様帯を構成する。口唇部にそって隆帯が施され、隆

帯上には、２方向からの撚糸圧痕文（Ｌ）が施される。各山形突起の直下には、隆帯を施した

山形状の把手がつけられる。地文としての結束１種羽状縄文を施した後に、各把手部分から垂

下する２本の隆帯が施され器面を４区分する。更に、その区分の中に弧状隆帯、横位隆帯が施

される。また、山形突起の内面側にも２本の横位隆帯が施される（隆帯の幅は４㎜前後）。 

 上部文様帯以下には、地文としての結束１種羽状縄文が施されている。 

 隆帯は、貼り付け後、その側縁をヘラ状工具によってはがれ落ちないよう調整されているが、 

充分でなく剥落している部分が多く見られる。 

 内面は、良く調整されているが、土器自体はやや粗雑な作りになっている。胎土には、砂粒 

を含むが繊維の混入は認められない。色調は、暗褐色、暗赤褐色を呈する。 

 （Ⅰ群１類土器について） 

 本類は、前述で文様によりａ～ｅ類まで細分したが、ｄ類について補足したい。 

 ｄ類は、器面に縄文あるいは撚糸文が施されるものである。器形は、平縁の尖底深鉢形と思 

われる。文様構成には、爪形文＋縄文、無文帯＋撚糸文、縄文のみ、撚糸文のみ、などがみら 

れる。撚糸文の存在は、白浜遺跡で指摘され、
（注１）

少量ながらも館平、下松苗場、千歳（13）、吹 

切沢、新納屋（１）、売場遺跡等でも、縄文あるいは撚糸文が施されたものが出土している。 

また、県外においても、爪形文、縄文及び撚糸文、沈線文（ｄ類には存在しない）を文様要素 

とすると土器が、岩手県蛇王洞洞穴（
（注２）

蛇王洞Ⅱ式）、北海道西股遺跡（
（注３）

ノダップⅠ式）で出土 

している。蛇王洞Ⅱ式、ノダップⅠ式では、縄文及び撚糸文が、爪形文、沈線文とともに主要 

文様要素としてとらえられているが、ｄ類をⅠ群１類土器の中で同様にとらえてよいものかは、 

断定し得ない。（ａ～ｃ、ｅ類に比較してｄ類は極めて少量である。） 

 縄文及び撚糸文が、主要文様要素となり得るかどうかを別にすると、ｄ類は、器形、文様構 

成（爪形文＋縄文）において、蛇王洞Ⅱ式、ノダップⅠ式に類似するが、前者が横走縄文が主 

体をなし、後者が斜縄文であることから、よりノダップⅠ式に近いものと思われる。 

 ｄ類をⅠ群Ⅰ類（白浜式・小般渡平式に相当するもの）の中でとらえうるかどうかであるが 

ｄ類が、ａ～ｃ、ｅ類とともに出土していること、口唇部の刻み目の存在、爪形文の形態及び 

施文技法、胎土、焼成が、縄文及び撚糸文の存在をぬきにすれば、ａ～ｃ、ｅ類と酷似するこ 

とから、一応現時点では、ｄ類をⅠ群１類の中でとらえたい。 （一条） 



 - 216 -

（注１）江坂輝爾 1955 白浜遺跡 日本考古学年報４号 

（注２）芹沢長介・林謙作 1965 岩手県蛇王洞洞穴 石器時代７号 

（注３）北海道第４紀研究会 1974 函館市字紅葉山西股遺跡発掘調査報告書 「西股」 

 (2) 石器 

 第Ⅰ群石器 

 ８点出土した。Ｆ―Ⅱｂ類１点、Ｆ―Ⅲ類４点、Ｆ―Ⅳ類３点である。石質はすべて珪質頁 

岩である。 （畠山） 

 第Ⅱ群石器 

 Ⅰ類 磨製石斧 １点出土した。擦切磨製石斧の欠損品で、基部端・刃部を欠失している。 

両側縁に擦切痕が若干残っている。正面は潰し整形後、研磨を行っているが、敲打痕を多く残 

す。裏面は、横位及び縦位方向に無数の擦痕が観察される。欠損後、正面刃部側及び基部側の 

折損端に潰しがなされ、更に基部側より剥離が行われている。潰しと剥離の新旧は不明の部分 

が多く、併行して行われた可能性も考えられる。基部側の端部に表裏面から２個所づつバンチ 

痕が認められる。石斧として再加工したものかは不明である。 

 第Ⅲ群石器 

 Ｋ類 石錘 ５点出土した。抉りは148図―２を除いて長軸の中軸線上に作出されている。 

抉りの作出は、両方とも両面からのもの２点・一方が両面からで他方が片面からのもの２点・ 

一方が両面からで他方が自然面のもの１点である。 

 Ｌ類 敲磨器類 Ｌ―Ⅰ類スリ石14点（うち欠損品８点）・Ｌ―Ⅱ類敲き石１点（欠損品） 

が出土した。Ｌ―Ⅰ類は14点中11点が三角柱状磨石で、小型の４点と大型の１点を除いて欠損 

晶（器体のほぼ半分が欠失）である。 

 

 

 

 第10表 土器片錘計測表

挿図番号 出士グリッド 屑位
大去さ mm 重さ(g) 部位 文様！備 考長軸 x短軸厚さ

147図ー64 BT-15 7 N (35) X 48 10 20 胴部 斜縄文 破損品

65 BT 156 ” (31) X 44 7 11 ” ” ” 
62 BT-15 7 ” 66X44 9 i 38 ” ” ” 
63 BS~l 5 7 ” 68X55 7 30 ” ” ” 

（ ）は残部汁測｛直
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 Ｍ類 台石 数点出土した。すべて欠損品である。 

※本区の出土土器は、縄文時代早期～中期の土器で、主体は早期前半と前期前半である。他地 

区の主体が縄文時代後期・弥生時代であるのに対して、時期的な特徴を有する。疎石器の面か 

らは、石錘がⅡＡ類（長軸上に抉りを作出）だけであることと、スリ石のほとんどが三角柱状 

磨石であることが特徴的である。 （白鳥） 

 (3) その他の遺物 

 土器片錘 （第147図62～65） 

 ４点出土した。個々の計測値は第10表に示す。縄文時代前期初頭の早稲田６類土器を利用し 

て作られている。 （一条） 
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BS-156N下層 B S-154N下層
0 5cm 
I , , , 1 I 

第146図 VI区出土土器拓影図 (I群 1類、 II群 2類、 3類）
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 第４節 Ⅶ区 

 本地区は調査時点で「大石平遺跡中の島地区」と呼称されていた地点である。本地区の地形 

は、Ⅳ区の湧水地を水源とする小沢の北側に位置する東西120ｍ、南北40ｍの馬背状を呈した小

孤立丘である。この台地の最高位の標高は42.3ｍ、周囲の低湿地は約39ｍで、比高差は３ｍ程

である。 

 このような台地上に、竪穴住居跡16軒、土壙18基、土器埋設遺構２基が検出された。各遺構 

及び遺構外からの出土土器は大木10式併行期、十腰内Ⅰ式の２型式である。以下に、各遺構の 

概要と、遺構内からの遺物の出土状況について述べる。 

１.検出遺構 

 (1) 竪穴住居跡 

 第１号住居跡 

 〔位置と確認〕 調査区ⅡＣ～ⅡＤ―107～109に位置する。馬背状台地の南西斜面で傾斜が 

最も緩やかな地点である。基本層序第Ｖａ層上面で黒褐色の円形の落ち込みとして確認した。 

本住居跡中央部付近は、風倒木による撹乱（3.5×3.2ｍ）を受け、小マウンドを形成している。 

 〔重複〕なし 

 〔平面形・規模〕 南西壁は削平されており、また一部調査区外に位置するため、全容は把 

握できなかった。残存部から推定して、長径5.6ｍ、短径5.4ｍの楕円形のプランを呈すると思 

われる。床面積は20㎡で、調査区内では最大規模と推定される。 

 〔壁〕 残存している北、東壁は、基本層序第Ⅳ層をほぼ垂直に掘り込んで壁面としている。 

壁高は、北壁33㎝、東壁20㎝である。 

 〔床〕 基本層序第Ｖｂ層を掘り込んで床面としている。風倒木の影響で1/2が破壊されて 

いるため、壁際の床面のみ確認できた。比較的堅緻である。 

 〔柱穴〕 竪穴内より６個のピットを検出した。このうち、規模、深さからみてｐｉｔ１・

２・３・５・６（未検出）が主柱穴で、六角形の柱配置と考えられる。 

 

 

 〔炉〕 風倒木によって形成された小マウンド上に、40㎝×38㎝の範囲で焼土が確認された。 

 本住居跡中央付近に位置することから、炉として使用された可能性がある。 

 〔付属施設〕 竪穴北側で80㎝×65㎝、深さ14㎝の小竪穴を検出した。本住居跡に伴うもの 

であるが、出土遺物はなかった。 

 〔堆積土〕 ２層に区分できた。ローム粒を含む暗褐色又は黒褐色シルト質土層で、人為堆 

積と考えられ。 
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（原点Aは、大石平全体区では CH-300に相当する）
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 〔出土遺物〕 破片資料30片と台石が出土した。図173―１は初期堆積土中より、図173―２ 

は風倒木痕中より出土した。いずれも十腰内Ⅰ式である。 

 第２号住居跡 

 〔位置と確認〕 調査区ⅡＤ―106に位置し、基本層序第Ｖａ層上面で黒褐色の落ち込みと 

して確認した。馬背状台地の 低位の斜面上である。南側約半分は調査区外のため未発掘であ。 

 〔重複〕 なし 

 〔平面形・規模〕 残存部が少ないためプランの全容は把握できなかった。残存部の床面積 

は、7.9㎡である。 

 〔壁〕 北壁のみ確認できた。基本層序第Ｖａ層を緩やかに掘り込み壁面としている。壁高 

は20㎝である。 

 〔床〕 基本層序第Ｖｂ層を掘り込んで床面としている。用水路に近接するため床面を覆う土 
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層は湿性が多く、軟弱である。 

 〔柱穴〕 竪穴内より７個のピットを検出した。このうち、規模、深さからｐｉｔ２、４、

５が主柱穴の可能性がある。 

 

 

 〔炉〕 南側の用水路との境界で、70㎝×（90）㎝、深さ 大７㎝の規模の掘り込みと23㎝ 

大の炉石１個を検出した。掘り込みの底面は堅く締っていて、全面焼土化していることから、 

石囲炉の可能性がある。 

 〔堆積土〕 黒褐色シルト質土の単一層で、自然堆積と思われる。 

 〔出土遺物〕 破片資料が多数と石９点が出土した。図170―１、２は床面直上、図173―３、

４は堆積土中からの出土で大木10式期である。また、図176―２は石皿、図176―３は敲石である。 

 第３号住居跡 

 〔位置と確認〕 調査区ⅡＣ―94～ⅡＤ―94・95に位置する東南の緩斜面に、基本層序Ⅳ層 

中に黒褐色の円形の落ち込みを確認した。 

 〔重複〕 他の遺構との重複はなく、隣接する遺構もない単独の住居跡である。約７ｍ南西 

側に、第10号住居跡がある。 

 〔平面形・規模〕 平面形は北側が弧状になり、南側は歪んだ不整な円形状を呈する。長径 

を東西にもち約４ｍ、短径は3.5ｍを計る。床面積は、9.5㎡である。 
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 〔壁〕 基本層序第Ｖａ層を壁面としている。斜面に位置しているため、南側の壁高は不明 

であるが、他の壁は遺存状態は良好である。全ての壁は緩傾斜し、堅微である。壁高は、北壁

55㎝、西壁40㎝、東壁20㎝である。 

 〔床〕 基本層序第Ｖｂ層を床面としている。床面は、段状施設が構築され、中央部が凹ん 

だ状態にある。段状施設の構築は、住居南側を除き、弧状に巡らされているが、粗雑な構築の 

ためか所々で、途切れている。床面と段状施設の比高差は２㎝～８㎝である。 

 〔柱穴〕 本住居跡内から13個のピットが検出された。ほとんどのピットが、段状施設を巡 

ぐる様に位置しており、住居の西側寄りから多く検出された。ピット１、２、４、６、７、13

が主柱穴になると思われるが、ピットを検出できなかった部分があり、柱穴の配列は把握でき

ない。 
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 〔炉〕 炉は、住居のほぼ中央部に位置し、長径75㎝、短径52㎝の不整楕円形である。炉の 

南側に、炉石が１個埋設されている。炉石の掘り方は、20×30×25㎝で長径40㎝の礫が埋め込 

まれている。 

 〔堆積土〕 堆積土は12層に分層される。第１～３層は砂粒を多く含む土層であり、第２層、

第５層には炭化物が混入する。第８層は焼土層である。 

 〔出土遺物〕 住居床面からは、口縁部を半分欠失した略完形土器が、北西の壁際から倒立 

した状態で出土した。（図170―３）堆積土第１層中より復元可能な土器（図170―４）、第２層

から土器片（図170―５）が出土した。土器は全て、十腰内Ⅰ式土器である。 

 第４Ａ号住居跡 

 〔位置と確認〕 調査区ⅡＤ―103の基本層序Ｖａ層で確認された。 

 〔重複〕 第４Ｂ号住居跡を切って構築している。 

 〔平面形・規模〕 長径3.4ｍ、短径2.6ｍの不整な楕円形である。西壁の一部が確認できな 

かったが、推定床面積は6.1㎡である。 

 〔壁〕 基本層序第Ｖａ層を壁面としているが、第14Ｂ号住居跡と重複している部分ではそ 

の堆積土である暗褐色シルト層を使用している。 

 〔床面〕 壁と同様に基本層序第Ｖｂ層を床としているが、第14Ｂ号と重複している部分で 

は、の堆積土を踏み固めて床としている。全体に軟弱である。 

 〔柱穴〕 本住居に伴出するピットは１個より検出できなかった。第14Ｂ号住居跡の堆積土 

を床面としているため、見逃した可能性がある。ピット１は29㎝×18㎝、深さは30㎝である。 

 〔炉〕 検出できなかった。 

 〔堆積土〕 ４層に細分される。１層が黒色腐植土であり、他はローム粒及びそのブロック 

を多量に含む。 

 〔出土遺物〕 図170―６～７や多量の細片及び図175―１～３の不定形石器が覆土中より出 

土した。 

 第４Ｂ号住居跡 

 〔位置と確認〕 調査区ⅡＤ―103の基本層序Ｖａ層で確認された。 

 〔重複〕 第４Ａ号住居跡に上部を削平されている。 

 〔平面形・規模〕 直径約2.4ｍの円形プランで床面積は３㎡である。 

 〔壁〕 基本層序第Ｖａ層を壁面としている。壁高は北壁約50㎝、南壁15㎝である。 

 〔床〕 他の住居跡と異なり、掘り込みが深く、竪穴底面は砂礫層に達している。この層を 

削平し、床面としている。 

 〔柱穴〕 本住居跡に伴出するピットは３個検出された。いずれも小規模で浅い。 
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 〔炉〕 竪穴中央部からやや南東壁寄りに偏在して地床炉を検出した。焼土は極めて薄い。 

焼土の分布範囲は28㎝×20㎝の楕円形である。 

 〔堆積土〕 堆積土の上部は第14Ａ号住居跡の構築時に削平されており、残存する下部の堆 

積土は２層に細分される。いずれもローム粒を多量に含み、少量の焼土粒、炭化物粒を混入す 

る。 

 〔出土遺物〕 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第５号住居跡 

 〔位置と確認〕 小丘陵の頂上部近く、標高42ｍ程の緩斜面ⅡＣ―99～100に位置する。基本

層序第Ｖａ層上面で、暗褐色の円形状の落ち込みを確認した。 

 〔重複〕 第16号フラスコ状土壙と重複する。住居の東側部分で、第1号土壙と重複してお 

り、第16号土壙の方が新しい。 

 〔平面形・規模〕 平面形は、東西にやや長い楕円形である。規模は、長径3.75ｍ、短径3.5

ｍを計る。面積は、7.8㎡（推定で8.3）を計る。 

 〔壁〕 砂層を壁面としている。全ての壁が緩傾斜しており、砂層を壁面としているためか、 

軟質であるが、遺存状態は良好である。壁高は、北側40㎝～５㎝を計る。 
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 〔床〕 基本層序第Ｖｂ層を床面としている。住居北側には小さな起伏がみられ、中央部へ

向かってゆるやかに傾斜する。南側も中央部に向かって傾斜するがほぼ平坦である。炉近くの

一部を除いて、壁と同様に軟質である。 

 〔柱穴〕 住居内から11個のピットが検出された。住居東側を第16号土壙に切られ、北西側

にもピットを検出できなかったため、柱穴の配列は不明である。 

 

 

 〔炉〕 炉は、中央部からやや南西側に位置する石囲炉である。炉石は、浅く掘り込まれた 

後に南西側に開放する様に、礫が５個「コ」状に配列されている。炉石Ｂは、石皿の転用であ 

る。石囲炉のすぐ傍には焼土があり、地床炉として使用されたものと思われる。炉の深さは約

35㎝で、15㎝程の厚さで焼成を受けている。地床炉の横に、80㎝×45㎝の範囲で、浅く凹んだ

堅い床面がある。炉の前庭部の可能性もある。 

0 50cm 
I , 1 1 1 I 

第 5号住居炉跡堆積十．
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 〔堆積土〕 堆積土は、３層に分層される。第１、２層は、炭化物を含む砂質土であり、第 

３層は、多量のロームを含む。 

 〔出土遺物〕 床面より、底部を欠失する大木10式土器（図170―８）が、石囲炉の傍から出

土した。また、スリ石が２点（図176―４・５）の他、剥片が床面から出土した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第６号住居跡 

 〔位置と確認〕 調査区ⅡＢ～ⅡＣ―109～110区、馬背状台地の南西斜面に位置する。標高 

は41㎝である。この付近は、開墾時に削平されており、遺存状態は極めて悪い。 

 〔重複〕 なし 

 〔平面形・規模〕 竪穴の壁を確認できたのは、北東側約半分である。したがって、プラン 

の全容は不明であるが、残存部から推定して、径3.2ｍ程の不整な円形を呈するものと思われ 

る。 

 〔壁〕 台地斜面に構築されており、しかも一部削平されているため、斜面高位の北東壁よ 

り残存しない。この北東壁では約10㎝の壁高がある。壁面は基本層序第Ｖａ層である。 

 〔床面〕 基本層序第Ｖｂ層を床面としている。全体に汚れが少なく、しかも極めて軟弱で 

あり、長期間使用された床とは思われない。 

 〔柱穴〕 竪穴内及びその周辺で検出できたピットは10個である。いずれも柱痕跡を確認で 

きなかった。ピットの配置からはｐｉｔ１～４が主柱穴の可能性がある。 
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 〔炉〕 竪穴の中央からやや南側に偏在した床面上に炉を検出した。掘り込みや、石の抜き 

取り痕等が検出されないことから、床面を直接利用した地床炉であろう。焼土の範囲は直径が 

20㎝前後で、厚さは5㎝程である。 

 〔堆積土〕 竪穴内の堆積土は２層に細分されるが、いずれも地山のロームが多量に混入す 

る層である。人為的に埋戻された可能性がある。 

 〔出土遺物〕 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第７号住居跡 

 〔位置と確認〕 調査区ⅡＤ―103～104に位置し、基本層序第Ｖａ層上面で半円形の暗褐色 

の落ち込みを確認した。 

 〔重複〕 なし 

 〔平面形・規模〕 南側半分が削平により破壊されており、全容はつかめなかった。残存部 

から推定して、長径3.6ｍ、短径3.3ｍの楕円形のプランを呈するものと思われる。 

 〔壁〕 基本層序第Ｖａ層をほぼ垂直に掘り込んで壁面としている。壁高は、東壁15㎝、西 

壁12㎝、北側32㎝である。 

 〔床〕 基本層序第Ｖｂ層を掘り込んで床面としている。床面はほぼ平坦で、炉周囲がやや 

堅く締っている。 

 〔柱穴〕 竪穴内より９個のピットを検出した。このうち規模、深さからｐｉｔ１、３、４、 

R 
こii

[口ぐ
A 

＼＼  
＼ ／  

-----Ul -. 一一-----./ 

B
 

~ ー／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／

第 7号住居跡堆積土

1層 JOY R½、黒褐色上、焼土

2層 lOYR½、暗褐色十→

3層 JOY R:¼、褐色土

轟菫
第 7号住居炉跡堆積上

l層 lOYR¾、暗褐色土、炭化物

2層 lOYR¾、褐色七

゜I'' 
2m 

第157図第7号住居跡



 - 235 -

6、7、8が主柱穴の可能性がある。 

 

 

 〔炉〕 竪穴中央部で70㎝×43㎝、厚さ35㎝の規模で、焼土がブロック状に堆積していた。 

堆積状況から見て、地床炉が廃棄されたものと思われる。 

 〔堆積土〕 暗褐色の単一層であり、自然堆積と思われる。 

 〔出土遺物〕 破片資料６点、石６点が出土した。図170―９は、第４号住居跡堆積土中の破

片と接合した壷形土器、図173―７は床面直上出土でいずれも十腰内Ⅰ式である。磨石が１点出

土した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８号住居跡 

 〔位置と確認〕 調査区ⅡＥ―100の基本層序第Ｖａ層上面で落ち込みを確認した。この位置

は第２号住居跡、第10号住居跡と同様、馬背状台地の 低位の斜面上である。 

 〔重複〕 不整楕円形の性格不明な小竪穴と重複している。本住居はこの小竪穴を削平して 

構築されている。 

 〔平面形・規模〕 南側半分が検出できなかったが、直径3.3ｍ程の円形と推定される。 

 〔壁〕 基本層序第Ｖａ層を壁面としている。北側の壁高は約30㎝もあるが、南側は削平さ 

れ、残存しない。 

 〔床面〕 基本層序第Ｖｂ層を直接床面としている。また小竪穴と重複している部分では小 

竪穴の堆積土をそのまま踏み固めて床面としている。汚れや凹凸も少なく全体的に軟質である。 

 〔柱穴〕 竪穴内で検出できたピットは３個である。このうち、ｐｉｔ１～２が柱痕跡を検 
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出できなかったものの規模、深さからみて主柱穴の可能性がある。 

 

 

 〔炉〕 竪穴のほぼ中央部に地床炉を検出した。焼土の範囲は直径40㎝の円形である。また、 

厚さは６㎝程ある。 

 〔堆積土〕 １～６層に細分される。１～３層は黒色系の腐植土、４～６層はロームが多く 

混入する層である。 

 〔出土遺物〕 破片資料が19片と、図176―６の凹石が出土した。破片資料の大部分は初期堆

積土中のものである。いずれも十腰内Ⅰ式であり、他の時期のものは混在していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第９号住居跡 

 〔位置と確認〕 調査区ⅡＤ～ⅡＥ―99に位置し、基本層序第Ｖａ層上面で暗褐色の円形の 

落ち込みを確認した。 

 〔重複〕 なし 

 〔平面形・規模〕 削平により南壁は確認できなかったが、直径約３ｍの円形と推定される。 

残存部床面積は6.3㎡である。 

 〔壁〕 基本層序第Ｖａ層を壁面としている。北壁はほぼ垂直に掘り込まれ、壁高40㎝、東、 

西壁は緩やかに掘り込まれ、壁高は18～20㎝である。 

 〔床〕 基本層序第Ｖｂ層を掘り込んで床面としている。床の硬さは炉の周囲が比較的堅く 

締っているが、壁際にかけては軟弱である。 

 〔柱穴〕 竪穴内より16個のピットを検出した。このうち、規模、深さからｐｉｔ３、６、 
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3 層 5YR¼ 、赤褐色土、
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6 層 lOYR¾ 、黄褐色土、
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９、11が主柱穴の可能性がある。 

 

 

 

 〔炉〕 竪穴のほぼ中央部で地床炉を検出した。焼土の範囲は直径約40㎝の円形で、 大８ 

㎝の厚さである。 

 〔堆積土〕 ７層に区分できた。炉直上の３層を除き、ローム粒が多く混入する土層で人為 

堆積と考えられる。 

 〔出土遺物〕 破片資料が48点、石が４点出土した。床直の細片や堆積土中より出土した土

器は全て十腰内Ⅰ式期である。また、図176―８は磨石である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第10号住居跡 

 〔位置と確認〕 調査区ⅡＥ―97の基本層序第Ｖａ層上面で落ち込みを確認した。この位置 

は馬背状台地南斜面の も低い面である。本住居の南側は低湿地となり、竪穴が構築される可 

能性がほとんどである。 

 〔重複〕 なし 

 〔平面形・規模〕 竪穴の壁及び床面を確認できたのは、北側約半分である。したがって、 

プランの全容は不明であるが、残存する壁の状況から推定して径4.5ｍ程の不整円形であろう。 

 〔壁〕 比較的急な斜面に構築され、しかも竪穴が浅いため、竪穴の南半分は削平され残存 
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6層 lOYR¼、褐色土、炭化物混入

0 2m 

第160図第10号住居跡



 - 238 -

しない。北側は基本層序第Ｖａ層を壁面としている。壁高は も高い地点で約40㎝ある。 

 〔床面〕 基本層序第Ｖｂ層を削平し床面としている。炉の周囲が比較的堅緻であるが、全 

体に軟質である。 

 〔柱穴〕 竪穴内外でピットは検出されなかった。 

 〔炉〕 竪穴の中央部から北壁寄りに偏在して地床炉が検出された。焼土は40㎝×46㎝の楕 

円形の範囲に分布する。厚さは中央部で約５㎝である。 

 〔堆積土〕 ６層に細分される。１～３層は黒色系の腐植土、４～６層は黄褐色ローム質土 

が多量に混入する層である。 

 〔出土遺物〕 床面出土の遺物はない。竪穴の初期堆積土中から土器の細片が、また図176

―９の磨石が出土したにすぎない。図170―10は十腰内Ⅰ式である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第11号住居跡 

 〔位置と確認〕 調査区ⅡＣ―100に位置する。この位置は第12号住居跡と同様、標高42ｍの

高位である。 

 〔重複〕 長径1.5ｍ、短径１ｍ程の第20号土壙と重複している。この土壙の堆積土を削平し、

床面と炉を構築している。 

 〔平面形・規模〕 竪穴は直径約３ｍの不整円形である。特に小竪穴と重複する南西壁が張

り出している。炉を含む床面は6.53㎡である。 
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6 層 7.5YR¾ 、褐色土、炭化物焼士粒混入
7層 7.5YR½、暗褐色士、焼土粒混人
8層 7.5YR¾ 、明褐色土、炭化物混入
9層炉覆土
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 〔壁〕 基本層序第Ｖａ層を壁面としている。検出できた壁高は北壁で23.0㎝、南壁で５㎝

である。 

 〔床面〕 基本層序第Ｖｂ層を削平して床面としているが、性格不明の小竪穴と重複してい 

る部分では、その堆積土である暗褐色土層を直接踏み固めて使用している。床面は全体に軟質 

である。 

 〔柱穴〕 竪穴内で検出できたピットは７個である。いずれも壁直下に位置する。 

 

 

 〔炉〕 竪穴中央部からやや南側に偏在して地床炉が検出された。炉の位置する場所は第20

号土壙上面である。焼土の範囲は50㎝×30㎝である。 

 〔堆積土〕 竪穴内の堆積土は４層に細分される。第２層は床面のほぼ全体を覆うもので、 

炭化物粒、焼土粒が混入する。第４層は壁直下に分布するもので、壁の崩落土を主休とする可 

能性が高い。 

 〔出土遺物〕 十腰内Ⅰ式期の細片と不定形石器１点が堆積土中から出土しただけである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第12号住居跡 

 〔位置と確認〕 調査区ⅡＣ―99で検出された。この位置は馬背状台地中央部の南斜面であ 

り、また標高は42ｍで、住居跡群中 も高位である。 
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 〔重複〕 なし 

 〔平面形・規模〕 長径2.9ｍ、短径2.4ｍの不整楕円形である。炉を含む床面積は4.9㎡で 

ある。 

 〔壁〕 砂層を壁面としている。したがって、崩落が激しい。 

 〔床面〕 砂層を掘り込み、その上に薄く黄褐色ローム質土を貼って床面としている。炉の 

周辺と竪穴中央部がやや堅緻である。 

 〔柱穴〕 竪穴内で検出できたピットは19個である。ｐｉｔ13を除き、いずれも小規模で、 

壁直下を一巡する。上屋を支えた主柱穴か、砂層である竪穴壁の土留用の柱穴が推定される。 

 

 

 

 〔炉〕 竪穴の中央部から南壁寄りにやや偏在して検出された。長径約80㎝、短径約50㎝の 

不整な小竪穴であるが、壁際に石の抜取痕と推定される小穴や壁のみだれがあることから、本 

来は石囲炉の可能性が高い。炉底は薄く焼土化している。 

 〔堆積土〕 ３層に細分される。ローム粒、砂粒を多く含む全体に砂質の度合が強い。 

 〔出土遺物〕 十勝内Ⅰ式の細片が堆積土中から出土したにすぎない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第13号住居跡 

 〔位置と確認〕 調査区ⅡＢ～ⅡＣ―101～102に位置し、基本層序第Ｖａ層上面で落ち込みを 
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確認した。 

 〔重複〕 なし 

 〔平面形・規模〕 遺存状態は極めて良好である。直径3.2ｍの不整円形であり、床面積は7. 

4㎡である。 

 〔壁〕 基本層序第Ｖａ層を垂直に掘り込んで壁面としている。壁高は、東壁37㎝、西壁33

㎝、南壁14㎝、北壁48㎝である。 

 〔床〕 基本層序第Ｖｂ層を床面としている。北から南へ20㎝傾斜している。床面は砂質で 

全体的に軟弱である。 

 〔柱穴〕 竪穴内より10個のピットを検出した。このうち、ピット配置からみてｐｉｔ１、 

３、４、５、７、９が主柱穴の可能性がある。 

 

 

 

 〔炉〕 竪穴のほぼ中央部で地床炉を検出した。直径30㎝の円形プランを呈し、 大４㎝の 

厚さで焼土化している。 

 〔堆積土〕 ６層に区分できた。いずれも黄褐色のローム粒が混入しており、人為堆積と思 

われる。 

 〔出土遺物〕 破片資料34点、石３点が出土した。図171―12は堆積土上面から出土した略完

形の深鉢形土器、図170―11は初期堆積土中から出土した壷形土器で、いずれも十腰内Ⅰ式期で

ある。 

 第14号住居跡 

 〔位置と確認〕 調査区ⅡＢ～ⅡＣ―103に位置し、基本層序第Ｖａ層上面で暗褐色の二重の

落ち込みを確認した。 

 〔重複〕 本住居跡北側で第18号土壙と重複しており、本住居跡が古い。 

 〔平面形・規模〕 南壁側が削平されているため、全容は把握できなかった。残存部から推 

定して、長径4.3ｍ、短径3.6ｍの不整楕円形を呈するものと思われる。 

 〔壁〕 基本層序第Ｖａ層をほぼ垂直に掘り込んで壁面としている。壁高は、東壁で17～20 

㎝西壁で20㎝、南壁で４～5㎝、北壁は推定で40㎝である。 

 〔床〕 基本層序第Ｖｂ層を床面としている。床の硬さは、炉周辺及び壁より80㎝中央寄り 

が堅く締っている。 

 〔柱穴〕 竪穴内より６個のピットを検出した。 
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 〔炉〕 本住居跡中央部よりやや南壁寄りに偏在して石囲炉を検出した。石囲部は、11㎝～25 

㎝大の５個の河原石が残存していたが、炉石の抜き取り痕が連続して確認されたことから、構 

築時は楕円形に一巡して配置されていたと思われる。炉石は掘り方をもつ。炉内は65㎝×55㎝ 

の範囲で焼土化している。 

 〔付属施設〕 炉の中軸線延長上で南壁際に２基の連続する掘り込みを検出した。西側は、

60㎝×50㎝、深さ24㎝、東側は、80㎝×55㎝、深さ20㎝の規模で掘り込まれている。共に底面

は堅緻で、使用頻度が高かったものと推定される。出入口として使用された可能性がある。 

 〔堆積土〕 ３層に区分できた。いずれも褐色系のシルト質土層で人為堆積と思われる。 

 〔出土遺物〕 破片資料が14点、石が12点出土した。図171―13は床面直上、図173―12は壁 

面から出土し大木10式期である。図173―17は堆積土中で十腰内Ⅰ式期である。図176―10・12 

13は磨石である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第15号住居跡 

 〔位置と確認〕 調査区ⅡＢ～ⅡＣ―104～105に位置し、基本層序第Ｖａ層上面で確認した。 

馬背状台地の南西斜面で標高41ｍ付近である。 
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第18号土壊堆積士

1 層 lOYR½、黒色土

2層 lOYR¾、暗褐色土

3 層 lOYR¼、褐色土

第14号住居跡堆積上

1層 lOYR¾、暗褐色土

2 層 lOYR¼、褐色土

3層 10YR%、黄褐色土

第14号住居炉跡堆積上

1層 7.5YR%、褐色土

2層 7.5YR%、明褐色土

3層 7.5YR%、褐色土

4層 10YR%、褐色土

第164図第14号住居跡
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 〔重複〕 北側で第19号土壙と重複しており、本住居跡が古い。また、西側約３分の１は風 

倒木により破壊されている。 

 〔平面形・規模〕 南壁が削平され全容はつかめなかったが、残存部から長径4.5ｍ、短径3.8

ｍの楕円形と推定される。 

 〔壁〕 東壁及び北西壁が確認された。基本層序第Ｖａ層を壁面としており、壁高は東壁で 

38㎝～41㎝、北西壁で20㎝である。共に緩やかに立ち上がる。 

 〔床〕 基本層序第Ｖｂ層を掘り込んで床面としている。床面には砂粒が多く混入している 

ため軟弱である。 

 〔柱穴〕 本住居跡内より６個のピットを検出した。このうち、規模、深さからｐｉｔ２、

５が主柱穴の可能性がある。 

 

 

 〔炉〕 竪穴中央部よりやや南壁寄りに位置し、風倒木により約20㎝程度盛上がって焼土が 

確認された。規模は27㎝×25㎝の範囲で焼土化しており、地床炉の可能性がある。 

 〔堆積土〕 ３層に区分できた。黄褐色及び暗褐色シルト質土層でいずれも自然堆積と考え 

られる。 

 〔出土遺物〕 細片が比較的多く出土した。図171―14は床面から、図173―14～15は堆積土 

中から出土した。十腰内Ⅰ式期である。図176―11は磨石である。 （三浦・赤平・小田川） 
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1層黒色土

2層 黒褐色土、炭化物混入

3層 黒褐色土、炭化物混入

4層黄褐色士
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2c) I I II fi&: 寧 第15号住居跡堆積土

1層黄褐色士

2層 黒褐色土、炭化物混入

3層黒色土

4層 黒褐色土、炭化物混入

5層黄褐色土
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゜
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第165図第15号住居跡
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 (2) 土器埋設遺構 

 第１号土器埋設遺構 図171―15 

 調査区ⅠＺ―98に位置する。馬背状台地の 高位の地点であり、周辺土壙群が密集する特殊

な地域である。本遺構は、北東側で第22号土壙と重複しており、本遺構が古い。土器上面の確

認は基本層序第Ⅳ層中である。埋設の方法は正立埋設であるが、土器は北方に約20度傾斜して

いる。掘り方は55㎝×50㎝の楕円形のプランを呈し、遺構確認面からの掘り込みは25㎝である。

土器内の堆積土は単一層で炭化物、ローム粒が若干混入する他には遺物はない。土器は、口径

25.5㎝、推定器高32㎝の深鉢型土器である。波状口縁で、器面には２条の格子目状沈線文が施

されており、十腰内Ⅰ式期に位置づけられる。 

 第２号土器埋設遺構 図171―16 

 調査区ⅡＢ―101に位置し、基本層序第Ⅳ層上面で確認した。周囲には、第11号及び第13号住

居跡が近接する。埋設の方法は正立埋設であるが、土器は北方へ約35度傾斜して検出された。

掘り方は、75㎝×65㎝の楕円形で、遺構確認面からの掘り込みは20㎝である。堆積土はいずれ

も褐色系のシルト質土層で炭化物が微量に混入している。土器内の堆積土は３層に区分でき、

この中にも炭化物粒の混入がみられる。土器は、 大胴径24.7㎝の深鉢型土器で、ＬＲの地文

縄文が施されており、十腰内Ⅰ式期に位置づけられる。 （赤平） 
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lOYR½ 暗褐色士、炭化物混人
lOYR¾、暗褐色土、炭化物混人。
lOYR½、黒褐色土
lOY RYs、黄褐色士、炭化物混人。
lOYR¼、褐色士、炭化物混入。
lOYR¼、褐色士、炭化物混人。

第 2号土器埋設遺構 lm 
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lOYR½、黒褐色土、炭化物混入（士器内堆積土）
lOYR¾、暗褐色土、炭化物混入
lOYR½、暗褐色士、炭化物混入 掘り方内堆積士lOYR¼、褐色土、 l 
lOYR½、暗褐色上、炭化物混人
lOYR¾、暗褐色土、 ｝第22衿土壊堆積上

第 1号土器埋設遺構

第166図 土器埋設遺構
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 (3) 土 壙 

 Ⅶ区で検出された土壙は、総数18基である。土壙は、低湿地に囲まれる馬背状台地の頂上部 

付近（標高41ｍ）から、頂上部緩斜面（標高42ｍ）に構築されている。住居跡群が南斜面に位 

置するのに対し、土壙は頂上部から北側に位置する。 

 土壙の形態は、平面形で円形（不整円含む）楕円形（不整楕円含む）不整形に、断面形では 

円筒状・ナベ底状（舟底状含む）フラスコ状・不整形に分けられる。概して、円筒状とフラス 

コ状のものは深く大型であるが、ナべ底状のものは前者に比べ浅く小型である。第７号土壙は 

フラスコ状土壙であるが、中場の一部に張り出し状の掘り込みをもつ特異の形態である。また、 

壙底内に小ピットを設けるものが４基ある。 

 土壙内より遺物が出土するものが、半数以上であり、堆積土中よりも壙底からの完形品の出 

土がめだつ。第５・７・９・13号土壙からは、完形及び複原可能な土器が壙底より出土してい 

る。いずれも十腰内Ⅰ式期のものである。 

 土壙の配列としては、円筒状のものが東と西へ弧状に並ぶのに対し、ナべ底状のものは、 

東西にほぼ直線的に並ぶ。フラスコ状はほぼ中央に位置する。他調査区の土壙が高密度で密集 

するのに対し、大型のものが、点在するのが特徴である。住居跡と重複するものが５基あるが 

土壙同志の重複はみられない。 

 類似土壙の機能については、貯蔵穴、土壙墓等の諸説があるが、本地区で検出されたものに 

ついて主機能を特定するに至らなかった。しかし、大型の円筒形土壙の完形土器や大礫は、「副 

葬品」、「抱き石」と考えることも可能であろう。 （三浦） 

 
第11表 VII区 土墳観察一覧表（第167~169図）

計測値 （単位cm) 出十遺物 ， 士壊 石硲浅品
番号

検出クリ、9 ド 重複閉係 平面形 形 態 卜器

開い部 I壊底部 深さ 無fr'1 個劾 り礫 旦
時期

5 I Z-9 6 不整円形 円筒状 (174) X 164 B6X 132 120 0'1 古甲
6 I Z-9 7 円 形 円筒状 154 X 144 128 X 122 80 I，'＼ ' 

7 I Z -100-I Z -101 不整円形 プラスコ 222Xl72 184Xl74 160 

゜
1 ， Iヘv 古平

8 IIB-100 円形 舟底状 180 X 160 130Xl20 50 

゜゚
I 

゜
,, 

7 ， Jy~101 不整栢円 円筒状 198X178 156 X 160 140 1 
＋ 

,, 

10 I Y 100~I Y 101 楕円形 フラスコ 228 X 190 180X 144 150 

11 I Y-102-I Y-103 不整円 不整形 220X200 159 X 148 115 

゜12 TIA-103 不弊円形 円筒状 2!4X204 192Xl68 125 CJ 
--

13 IIA-1 0 0 木整円形 円筒状 216 X 194 166 X 158 120 C) 2 ''.) 占亨
14 I Z-9 3 l'J 形 ずり鉢状 232X212 174X 138 110 

゜
” 

15 II B-9 9 小整円形 舟底状 192Xl74 166 X 154 60 i 
.. . ・--

16 II C-9 9 >SH •• 円 . 形 フラスコ 112 X 100 135 X 125 115 I 
17 •r Z -98-II A -98 円 形 フラ--スコ・-- 152 X 148 180X 160 100 

゜18 II B--1 0 3 >1411 不整形 舟底状 140X llO 120X 75 20 
••—'.. ● ---ー

19 II B-1 0 5 >15H 楕円形 円筒状 210X 130 195 X 110 60 

20 II C-1 0 0 <UH 不棺形 舟底状 250X 190 220X 130 40 () I 古亨
21 II D 100-II E 100 >SH 不整形 不整形 150X湯） 120X (t8) 60 

22 I Z 9 7 ＞笙叙芯設 小幣形 ナベ庇状 130X 100 50 
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lOYRY,、黒色土、炭化物

微量混入
IOYR½、黒褐色土、炭化
物微量混入

IOYR½、黒褐色土、炭化
物混入

lOYR¾、黄褐色土
IOYR¾、暗褐色土
lOYR¾、褐色土
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□)B 
~/ 

A 

層

層

層

榊

層

1
2
3
4
5
 

第 6号士壊

R 

lOYR¼、褐色J:
lOYR録、黄褐色士
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lOYR¾、にぶい黄褐色土
lOYR¼、褐色上
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lOYR½、黒褐色土
10YR%、里褐色土
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JOYR厨、黒色 I:
JOYR½、黒褐色土
JOYR¾、暗褐色土
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JOYR¾、褐色土
JOYR%、黄褐色十
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10YR%、褐色土
10YR%、明黄褐色土
10YR%、暗褐色十、
炭化物微量混人

量1 層 IOYR½、黒褐色t-. 5層 IOYR¾、賠褐色土
炭化物微量混人 炭化物微量混入

2層 10YR%、暗褐色十: 6層 JOYR½、里褐色士
炭化物微賢混人 炭化物微景混人

3層 10YR%、甚褐色土 7層 lOYR¼、褐色I
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第 9号土城
1層 10YR1召、黒色土
2層 lOYR½、黒褐色上
3層 lOYR½、黒褐色土

炭化物微量混入

4暫 lOYRY,、黒褐色土
炭化物微量混入

5層 lOYR¼、褐色 t: 、炭
化物混入

6層 10YR%、明黄褐色土
7層 lOYR½、黒褐色士

炭化物微鼠混入

8層 lOYR½、黒褐色士
炭化物微量混入

第10号土壊

1層 lOYR宵、黒色土
2層 lOYRY,、黒色土、

炭化物微景混人

3層 lOYR½、黒褐色土
炭化物徴蟻混入

4層 lOYR¾、暗褐色士
炭化物微量混入

5層 lOYR¾、明貨褐色七
6層 lOYR¾、暗褐色士
7層 lOYR¾、褐色!:
8層 10YR%、明黄褐色土
9層 10YR%、暗褐色!:
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第11号土塙 第15号土壊
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第 1層 !OYRYi、黒色土 6 l!l IOYR鯰、黄褐色七

2 !OYR½ 、黒褐色十: 7層 IOYR匁、褐色土
3 IOYR・.,、;,暗褐色土 8 層 lOYR¾ 、暗褐色土
4 IOYR釘、里色土 9層 10YR%、1こぶい黄糾色士
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第14号士壊

第 1 層 lOYR½、黒糾色土
2 10YR%、樹色土

:l IOYR½、 B音褐色 t:、炭化物小旦混入
4 IOYR%、暗褐色土、炭化物多最混人

5 IOYR¼、褐色土
6 lOYR兄褐色士、炭化物多屋混入

7 IOYR%、明黄褐色土

8 IOYR½、弔褐色土

第12玲土壊

第1層 lOYR胄、黒色土 6 10YR%、暗褐色十．
2 lOYR行、黒色」： 7 lOYR½、黒褐色七
:l lllYR¾, 暗褐色I: 8 lUYR¼、褐色十．

!OYR½ 、賭褐色士 9 lOYR½ 、黒褐色L
!OYR¼、褐色士

゜
2m 

第169図土堀 (3)
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２．出土遺物 

 (1) 土器（第170～174図） 

 Ⅶ区では、縄文時代中期、後期の土器が出土したが、Ⅶ区が以前、重機により周囲から土が 

盛られ、遺物包含層が撹乱されていることから、遺構内以外の出土遺物が以前からⅦ区に存在 

したものか判別ができない。そのことから、Ⅶ区の状況、性格を知る上での資料価置は低くなる。 

したがって、Ⅶ区では、遺構外出土土器については、実測図及び拓影図を掲載するにとどめた。 

 (ｱ) Ⅲ群土器 

 Ⅲ群３類 

 縄文時代中期末の大木10式に併行すると思われるもので、８個体出土した。いずれも住居跡 

より出土している。（170図１、２・173図４）―２号住居跡、（173図６）―４ａ号住居跡、（170

図８）―５号住居跡、（170図13、173図12・13）―14号住居跡である。 

 器形を知り得るものは以下に記す。 

 （170図８）は、胴部がやや張り、口縁部が外反する深鉢形土器である。口縁に３個（２個は

破損によりない）の山形突起を有すると思われる。（口径18.6㎝、 大胴径16.4㎝、残部器高20.1

㎝、器厚５～６㎜）。 

 （170図13）は、４波状縁を呈し、胴部が張り、口縁部が外反しながら立ち上がり、口唇部近

くで内湾する深鉢形土器である。（口径18.5㎝、底径8.4㎝、 大胴径13.5㎝、器高29.5㎝、器

厚５～６㎜）。 

 （170図１、２）は、やや胴部がはり、口縁部が外反する平縁の深鉢形土器である。推定口径

は（１）15㎝、（２）205㎝である。 

 （173図６）は、（170図13）と同様の器形を呈すると思われ、波状縁の頂部には刻み目が施さ

れる。 

 文様を個々について見てみると、以下のとおりになる。 

 （170図８）は、地文に単節斜縄文（ＬＲ）を施した後に、沈線文によるＵ字状文、コ状文、 

波頭状文が施され、更に充塡縄文の技法が用いられる。 

 （170図13）は、地文に単節斜縄文（ＬＲ）を施した後に、  状の沈線文、波頭状文が施さ

れ、更に磨消縄文の技法が用いられる。４個の波状縁部分には、粘土の貼り付けによるボタン

状突起が、１個づつ配される。 

 （173図12）は、地文に単節斜縄文（ＬＲ）を施した後に、波頭状文が施され、更に充塡縄文

の技法が用いられる。 

 （170図１・２、173図６）は、全面に単節斜縄文、（173図13）は、全面に無節斜縄文が施さ 

れる。内面は、いずれも良く調整され平滑になっている。光沢をもつものもみられる。胎土に 

" 
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0 IO,m 

第170図 頂区出土土器実測図 (1) 住居跡出土 (1~11) 
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18(7土）
16(2号埋設）＼＿ ——}------/ / 。 10cm 

第171図 頂区出土土器実測図 (2)
住居跡出土 (12~14)・土器埋設遺構 (15、16)
土壌出土 (17~19)



 - 252 -

~~{! 
）） 

□j ¥¥ ; II 
こ 25

,. 28 
0 10cm 

―—土壊出土 (20~22) ・グリッドー括 (23~28)



 - 253 -

は、砂粒を含み、焼成は良い。色調は、赤褐色、暗褐色、黒褐色を呈する。 （一条） 

 (ｲ) 第Ⅳ群土器 

 本地区から出土した第Ⅳ群土器の総量は、ダンボール箱で約８箱分であった。そのうち、遺 

構外から出土したものは約５箱分に相当する。５箱分の土器のほとんどが、本区南斜面から出 

土している。ただし、遺構外出土土器については、前述しているとおり、本区が過去に重機に 

よる盛土作業が実施されていることから、遺構外出土土器とはいえ、一般的にグリッド一括等 

で取り上げる遺構外出土土器という取り扱いと同一視はできず、現に５箱分の土器についてみ 

ても破片がほとんど接合できない状況であり、挿図に拓影図を掲示するにとどめた。 

 資料的価値は、このような状況下の土器であるため、大分低下しているが、それでも他の時 

期の出土土器に比較すれば一番量的に多く、本区出土土器の中で第Ⅳ群土器が９割強を占めて 

いる。 （遠藤） 

 
第12表 VII区 出土土器（復原実測土器）観察一覧表

I器 1 出_, 月1 測 値(cm) 時 期

榊

口~径底径·- ！器高

器形 キ 文 様 備 考
番号地点 大区分 分 類

I ] 2 H (24.0) : ， 床 面 鉢 地文縄文 (LR) m 群 i

2 ” 床 面 I(20.6) (-) (25.0) 鉢 地文縄文 (LR) m 群

3 3H 1人 面 (16.0) 6,3 13.6 鉢 沈 線 文 IV 群 G-1 

4 ” フグ I. 17.5 7.3 18 6 深 鉢 無 文 IV 群 A-1 
'..  —• 

5 ,, フク _1:3厨 (24.0) (-) (14.0) 鉢 無 文
IVI V 群群 ! Ii ・ A - 1 

6 4 H Iフク七 3府 24. 7 9.6 26 9 ,, 深 鉢 沈 線 文 G-1 

7 ” Iフグ十 3屑 (-) (-) (28.0) 深 鉢 充填縄文 IV 群 F-2 

8 5H 床 面 18.l (-) (20 0) 深 鉢 地文縄文、沈線文 m 群 併大木行10期式

， 7H フ1I 17.3 (-) I (25 0) 貸_,,:_ 
允墳縄文 w 群 F-2 橋状把手

10 lOH フ 'J —+ 22 0 9 7 26 9 深 鉢 沈 線 文 w 群 G-1 i 

11 1:rn フク上 9.9 (-) (23.8) 
'"-'' ・ 沈 線文 W 群 G-1 

12 ” フク[ 36 5 12 0 43.5 深 鉢 磨消縄文 IV 群 F-2 

13 141-1 沐 面 18 8 8.0 29.5 深 鉢 地文縄文、沈線文 m 群 大併木行10式期

14 1511 床 而 (28 6) (-) (32. 7) 深 鉢 粘七紐貼り付、沈線文 I¥' 群 G-2 

15 坪成 1 25 5 (-) (20.0) 深 鉢 平行沈線文 w 群 G-1 
.. 

16 埋設 2 (-) 11.0 (23 5) 深 鉢 地文縄文 (LR) I¥' 群 (B) 

17 5 I: 底面 (12,8) 1.s 1 (1.01 （深鉢） w 群 (G) 底辺部

18 7t  此面 8 7 I 8.3 21.6 面 佃"" 文 IV 群 A-1 I 

19 9 l: 底面 32.0 I 11 5 31.4 鉢 無 文 IV 群 A---1 

20 l:l t: は面 31 1 11.6 22 2 鉢 無 文 I IV 群 A~! 

21 ” ！ フク土 :10 5 10, 7 33.:l '1木"、 鉢 沈 線 文 I¥' 群 G-1 

22 20上 フク上 16 0 7 1 15 5 鉢 折り辿し 11縁、無文 I¥' 群 A-1 

＇ 23 ,グ~リ ソ tド舌 23.6 t ! (-) (30 7) 深 鉢 允i頁縄文 IV 群 K 

24 ” 26.6 9.5 23.9 深 鉢 刺突文、地文縄文 IV 群 F (?) 
I 

25 ＂ 10.8 4.5 ＇ I I 9.9 小形鉢 l無 文 w 群 A-1 

＇ 
鉢 1絡条体回転文26 ＂ 21 4 (-) (17 5) I,,., 木 IV 群 [) 

＇ 
~ ~ ... -・- ---

27 
＂ 33. 7 10.0 39 0 深 鉢 1I 沈 線 文 IV 詳 G-1 

28 
＂ (24 6) (-) (22.0) 深 鉢 櫛歯状沈線文 w 群 H-1 
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 (2) 石器 

 第Ⅰ群石器（第175図１～10） 

 竪穴住居跡（第２・４・11・14号）から、Ｆ―Ⅱ類２点、Ｆ―Ⅲ類２点、Ｆ―Ⅳ類１点出土 

しているほか、両極石核が１点（４号）出土している。 

 遺構外からは、Ａ―Ⅲ類の石鏃１点、Ｆ―Ⅰ類１点、Ｆ―Ⅱ類２点、Ｆ―Ⅲ類３点、Ｆ―Ⅳ 

類１点が出土したほか、両極石核が１点出土している。すべて、南斜面上からの出土である。 

 ２は、石匙の破片とも思えるものである。 

 ９は、尖頭状を呈する部分に、彫刀面が作出されている。 

 石質は、珪質頁岩６点、玉ずい質の珪質頁岩５点、チャート１点である。 （白山） 

 第Ⅱ群石器 

 Ⅰ類 ７号住居跡から１点（整理番号77）・遺構外から３点出土した（同78・80・409）。409

は基部欠損後、折断面を敲き石に転用している。 

 第Ⅲ群石器 

 Ｋ類 ⅡＢｃ類が２点出土した。遺構外出土である。 

 Ｌ類 ２Ｈ―２点・５Ｈ―２点・７Ｈ―１点・８Ｈ―１点・９Ｈ―１点・10Ｈ―１点・14Ｈ 

―４点・15Ｈ―１点・６土―１点・17土―１点・遺構外４点の出土である。 

 10Ｈ（十腰内Ⅰ式期の住居跡）出土の316は、Ⅳ―１区出土の１に類以するが、１端部に敲打

による剥離が認められる。 

 ６号土壙出土の325は、片面にスリの痕跡有するもので中央部が内湾している。 

 Ⅳ―１区のＬ―Ⅰ類に比して分厚い素材を使用しているものが多い。 

 Ｍ類 １―Ｈ３点・２Ｈ―４点・３Ｈ―１点・５Ｈ―１点・７Ｈ―１点・13Ｈ―１点・14Ｈ 

―１点・６土―１点・遺構外３点の出土である。全体に大型の礫が多く、床面等出土のものは 

大型の自然礫の一部を使用している。 （白鳥） 

 (3) その他の遺物 （第175図11、12） 

 靴形土製品が２点出土した。（ll）は、８号土壙覆土から出土した。大きさは、高さ3.3㎝、 

口径1.8㎝、底面長径4.4㎝、短径4.2㎝で、文様は平行沈線文が施される。色調は暗赤褐色を呈

する。（12）は、底面及び側面を欠損している。大きさは、高さ2.3㎝口径1.3㎝（推定）で、 

底面長径、短径は計測不能である。文様は、平行沈線文、入組状沈線文が施される。色調は、 

黒褐色を呈する。２点ともにつま先部分に貫通孔がみられる。また（ll）の内面には、黒い物 

質が付着しており、中に何かを入れていたと思われる。 

 （一条） 
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 小 結 

 これまで本地区の検出遺構の概要を述べてきたが、次に各遺構の台地上の占地の有り方や、 

各時期の集落構成について簡単に分析を加えたいと思う。 

 〔大木10式併行期〕 

 大木10式併行期の土器は極めて少ない。その中でも第５号住居跡、第14号住居跡、第２号住 

居跡の床面及び床面直上の土器が主体で、遺構外からのものは数片程度である。上記３軒のう 

ち、第５号住居跡及び第14号住居跡床面出土の図170―８・171―13は、ボタン状粘土粒貼付や、 

充塡縄文による「Ｕ」状、弧状、方形区画文等の文様帯が横位に展開する文様を特徴とする土 

器群である。これらの特徴は大木10式併行期の中でも終末期に位置づけることが可能であろう。 

また、第２号住居跡出土の図170―１、２は地文縄文だけであるが、細片資料は大木10式期であ

るので、本住居跡も前二者に伴出する可能性が極めて高い。なお、該期に直接後続する型式期

の遺物は出土していない。 

 この３軒の台地上の占地の有り方を図178でみると、いずれも馬背状台地の南斜面に構築さ

れ、しかも、各住居間は8.5ｍ程の等距離である。全体に弧状配置となる。また、第２号住居跡

の南側は直接低湿地に連なることから、これ以外の住居跡の存在は考えられない。したがって、

大木10式併行終末期に３軒の竪穴住居で構成される小さな集落が本台地の南斜面に形成されて

いたが、その集落は短期間営まれていただけで廃絶したものと考えられる。 

 〔十腰内Ⅰ式期〕 

 出土土器からみて十腰内Ⅰ式期と推定される遺構は、竪穴住居跡13軒、土器埋設遺構２基、 

土壙13基である。地形上での占地をみると、各住居跡は馬背状台地の南斜面に、また、土壙は 

台地の頂部にそれぞれ配置されている。台地頂部に配された土壙は、大型の円筒形土壙がほと 

んどである。 

 南斜面に構築された該期の住居ノ群は、出土土器で少なくとも二大別が可能である。これは、 

第15号住居跡出土の土器（図171―14）群のグループ（Ａ期）、第３号住居跡、第10号住居跡出 

土の土器（図170―３、４、10）を中心とするグループ（Ｂ期）である。前者は十腰内Ⅰ式の前

葉期を担う土器であり、後者は十腰内Ⅰ式の全盛期（中葉期）のものとして位置づけることが

可能である。したがって、第15号住居跡を中心とする集落と、第３号住居跡を中心とする集落

の２時期が考えられる。しかし、住居の営まれた時期を推定する主要な要素である床面出土等

の遺物が極めて少ないことから、該期の多くの住居の時期決定に明確さを欠く。本稿では、少

なくともＡ期、Ｂ期の２時期の存在を指摘する程度にとどめ、詳細な分析とその結果について

は本遺跡に係る調査が終了した後の報告に譲る。 （三浦） 
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第Ⅴ章 調査の成果 

 本報告書は、例言にも記述したとおり、今回の調査のメインであったⅣ―１区が第１次調査 

及び昭和60年度に発掘調査を実施した区域と各々隣接し合っているということから、一つの遺 

跡の調査における中間発表的意味を含んでいる内容であるといえる。 

 このような点をふまえ、本報告書に記述した内容は、あくまでも資料公表が第一であるとい 

う共通理解のもとに、事実記載に重きをおいたものである。 

 したがって遺跡（第１次調査…昭和58年度・第２次調査…昭和59年度・第３次 終調査…昭 

和60年度）・遺構・遺物という巨視的な見地からのとらえ方はしなかった。それは、昭和61年 

度に刊行予定の調査報告書が、遺跡の中心部と思われるⅣ―１区を含めた「大石平遺跡」の  

終調査報告書になるからであり、その中で「大石平遺跡」の遺構・遺物を総合的に考察しよう 

と考えたからである。 

 そこで、本稿では、昭和59年度の発掘調査における成果と問題提起という観点から、いくつ 

かの項目を取り上げ、それについて記述することにした。 （遠藤） 

 <竪穴住居跡について> 

 第２次調査で検出したⅣ―１区の13軒の住居跡について、構築年代、平面形、規模、炉等を 

簡単にまとめ、考察にかえることとする。 

 13軒の住居跡のうち、床面・ピットからの出土土器及び炉に転用した土器から、構築年代を 

決定できるものは、第１号・第５号・第８号～第10号住居跡の５軒である。このうち、第１号 

及び第10号住居跡は弥生時代に属し、他の３軒は、縄文時代に属する。また、以上の５軒を除 

いた８軒の住居跡について、床面直上及び覆土中の土器や出土状況から推定すると、縄文時代 

に属すると思われる。以下、時代別に記述する。 

 縄文時代の竪穴住居跡は、11軒である。いずれも、後期前半に属するものと思われる。これ 

を第１次調査に当てはめて考えると、第Ⅱ期（後期初頭～前半）に相当すると思われるのは第

11号住居跡、第Ⅲ期（十腰内Ⅰ式）に相当するものと思われるのは、第５号・第８号・第９号

住居跡である。残りの６軒については、良好な土器が出土しておらず、不明であるが、多くは

Ⅲ期に属する可能性がある。 

 平面形は、形状のわかるものでは、円形・楕円形・不整形なものが、各２軒ずつある。 

 規模についてみると、 大は長径4.7ｍの第13号住居跡、 小は長径2.9ｍの第５号住居跡で 

ある。長径4.5ｍ・短径４ｍ以内のＢグループ（第１次調査での分類）に属するものが４軒で

も多く、長径4.5ｍで短径４ｍ以内のＡグループに属するもの２軒、長径5.5ｍで短径５ｍ以内

のＣグループは１軒である。 
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 炉についてみると、地床炉４軒、石組炉５軒、単独礫炉1軒となっている。 

 弥生時代の竪穴住居跡は、第１号住居跡と第10号住居跡の２軒である。編年的には出土土器 

から、須藤隆氏編年の２期（第１次調査での弥生第２群土器）にほぼ相当する。いずれも、完 

全な形で検出されなかったが、前述の縄文時代後期前半のものより大きく、第１号は長径8.0

ｍ、第10号は推定ではあるが6.5ｍである。いずれも、平面形は楕円形を呈するものと思われ 

る。 

 炉は、第１号跡が土器埋設炉で、第10号跡が土器埋設石囲炉である。但し、第10号跡の場合、 

当初は地床炉（この可能性の方が強い）か土器埋設炉として使用し、建て替えによって土器埋 

設石囲炉に変えた可能性が考えられる。 

 柱穴は、４本柱を基本とし、壁際に支柱を巡らしたものと考えられる。第10号跡では主柱穴 

と考えられるピットが二重（うち１個は末検出）に検出され、柱の建て替えが行われたものと 

考えられ、その時に、炉も改造されたのであろう。なお、住居跡の改造が、原位置のままで、 

柱のみを移動させたものか、増築されたものかは把握できなかった。 

 <Ⅳ―１区における土壙の時期について> 

 (1) 土壌の確認状況からみた場合 

 Ⅳ―１区における土層は、遺跡全体の基本層序に準じてみると、基本的には、上位からⅠ層 

（表土）Ⅱ層、Ⅲ層、Ⅳ層、Ⅴ層（ローム層、地山）の順となっているが、Ⅲ層は部分的にし 

か認められず、間層的な扱いをされている層となっている。このⅢ層欠如という状況が、両者 

共に暗褐色を呈するⅡ層とⅣ層の識別をほとんど不可能にしてしまう事態へ直面させることに 

なった。 

 このことは、遺構精査時における土層からみた遺構構築面の観察に大きな障害となったこと 

はいうまでもないことである。それに加えて、遺構確認作業の段階では、土層観察用のベルト 

セクションも除去していくわけで、構築面の確認が困難であることはなおさらである。 

 結果的には、160基の土壙のうち、ほとんどの土壙は、このような状況下で構築面を確認す 

ることができなかったが、幸いにも160基中第36・39号の二つの土壙の構築面が残しておいた 

ベルトセクションの壁面に明瞭に現われた。 

 この２例についてみると、第179図のごとく土壙の構築面は、第Ⅱ層が人為的に動かされて 

いないとすれば（動いていないと調査時に判断した）確実に第Ⅳ層中にあることがわかる。 

 全体の１割にも満たない２例で、160基全体を予測することは非常に困難であるが、あえて 

予測すれば、160基の大半は、時代差があるにせよ第Ⅳ層中であろうと考えている。第Ⅳ層は、 

比較的層厚が厚く、弥生式土器及び後期を中心とした縄文式土器が混在している層である。 
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 (2) 土壙内出土土器からみた場合 

 土壙の時期を決定し得る 大の要素として、土壙から出土した土器を挙ることができる。た 

だし、その出土土器もある程度、土壙底面から出土していなければ時期決定をするには至らず、 

覆土中の出土土器では余り信憑性がないといえる。 

 以上の点をふまえ、160基の土壙を調べると次のようになる。 

遺物が出土しない土壙  33基 

 土器は出土せず石器のみ ３基 

 土壙の時期を把握できるに至らない 

遺物が出土した土壙 出土状況及び少量の土器出土 約80基 

 ある程度土壙の時期を把握できるよ 

 うな土器出土 約45基 

 土壙内出土土器からみた土壙の時期については、全体の約３分の１に相当する約45基の土壙 

について把握することができた。（第Ⅳ章の土壙観察一覧表に記載）。 

 それらをまとめると、45基のうち、大半が縄文時代後期のもので42基あり、残り３基は弥生 

時代である。縄文時代早・前・中・晩期の土壙は認められなかった。これらのことから、160 

基の土壙の帰属時期を予測すると、縄文時代後期と弥生時代であり、その中でも縄文時代後期 

（十腰内Ⅰ群期）が主体であろうと考えられる。 （遠藤） 

 <「内外面連続山形文」土器について> 

 本土器は、第15・79・88図に掲示した土器である。この土器を本項で取り上げ記述すること 

にしたのは、小さな連続した鋸歯状の山形文それ自体と、内面全面にも文様を施文しているこ 

と等、極めて類例の少ない特異な土器だからである。この種の土器は、第15図―1の復原でき 

た１個体のほか、第88図に示した破片約40片である。 

 連続した山形文を有する縄文時代後期の土器は余り出土例がなく、第１次調査で器外面にの 

みこの文様の施文された土器が復原可能な状態で１個のみ出土している。内面に部分的に文様 

が施文されている土器はそれほど珍らしくはないが、このように全面に施文されている土器の 

出土例はほとんどみられない。なお、約40片の破片の内面については、部分的に連続した山形 

文が施文されているものが数片みられるだけである。従って、表題に付したような内外面全面 

'i2. sl45m 

Y
》
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に文様が施文されている土器は、この土器１点だけである。以下、この土器について記述する。 

 本土器は、Ⅳ―１区第９号竪穴住居跡の床面からつぶれた状態で出土した。 

 器形は、口縁に１個（当初は対で２個あったと思われる。）の小突起を有する小波状口縁の 

小型の鉢形を呈する。計測値は、口径14.5㎝、底径4.3㎝、器高10.0㎝、器厚0.3～0.5㎝であ 

る。胎土は細砂粒を多く含んでいるが、焼成は堅くしまり良好である。 

 文様は、器外面には胴上半部にＲＬの単節で施文された地文縄文の上に沈線による渦巻文、 

連続する山形文、カニバサミ状文の組合わせによる文様構成がされており、器内面は、無文の 

面に沈線で外面と同じ文様が施文されている。器内外面とも、沈線による文様の描き方は、粗 

雑で、施文当初に綿密な文様構成が組み立てられないままに施文したようにも感じ取られる。 

 本土器の帰属時期は、共伴する土器や個々の沈線文様、器形等から判断して、縄文時代後期 

前葉と考えられ、型式名的には「十腰内Ⅰ群土器」の範疇の土器ととらえることができる。 

 本土器については、その特異性から、調査指導員を含めた関係者一同で討議の結果、『内外 

面連続山形文』という名称を付すことにした。 

 用途については、現在のところ不明としかいえない。それは、土器の沈線文様の箇所や器面 

全体を観察すると、摩滅している箇所がほとんどなく、日常雑器として頻繁に使用された器で 

はないと思われるからである。推測するとすれば、祭事的な場合にのみ使用するために作られ 

た器ではないかと考えられる。 

 本土器についての考察は、今後この種の資料の増加に期待し、研究課題としたい。（遠藤） 

 <両極石核・剥片と、それらを素材とする石器について> 

 Ⅳ―１区からは、661点の剥片石器と約3,600点の剥片が出土した。その中には、両極技法に 

よって生産された石核や剥片のほかに、それらを素材としている石器が数多く見られたのでも 

このことについて、まとめてみたい。 

 両極技法によって生産された石核・剥片は、確認できたものだけでも、剥片全体の約１割を 

占めている。石質は、玉ずい質の珪質頁岩が約７割、珪質頁岩が約３割で、他に玉ずいが若干 

ある。しかし、剥片全体の石質は、６割強が玉ずい質の珪質頁岩であるため、両極技法による 

ものと認定できなかった剥片の中にも、両極石核・剥片が多数含まれているものと思われる。 

 両極石核・剥片を素材としている石器には、ピエス・エスキューユ、石鏃、石錐、不定形ス 

クレイパー（Ｆ―Ⅱ類）、Ｒ―フレイク（Ｆ―Ⅲ類）がある。 

 ピエス・エスキューユは、第Ⅳ章第１節において記述したように、本書における分類基準か 

ら、両極石核との区別の問題があり、両極石核を多分に含んでいるものと思われる。 

 石鏃は、細部調整が両面に施され主要剥離面が広く残されているものが少ないために、確認 

できたものは３点しかない。いずれも、玉ずい質の珪質頁岩を素材としているもので、Ｉｃ類 
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に含まれるものである。 

 石錐は、Ⅲ煩・Ⅳ類に数点見られ、Ⅱ類にも、両極石核を素材としている可能性が考えられ 

るものがある。両極技法によって生産された角柱状の剥片の一部に細部調整を施したものは、 

その特徴を も明瞭に現している。 

 不定形スクレーパー（Ｆ―Ⅱ類）では、両極石核・剥片の側線や末端に細部調整を施したも 

のがある。片面縁部加工のものがほとんどで、裏面は平坦な剥離面が１面見られるものが多い。 

また、Ⅱ―ｆ類の第22図５・第58図14は截断面に細部調整を施したものと思われる。 

 以上のほかに、両極石核・剥片の一部に細部調整を施しただけの、いわゆるＲ―フレイクが 

25点ある。また、確認できなかったが、その可能性の考えられるものが、これらのほかにも多 

数ある。したがって、岡村氏（1983）の言うように、両極技法は扁平な小円礫を打割するには 

有効な手段であり、それによって生産された両極石核・剥片を素材として、前述したような小 

形の石器を製作したものであろう。 

 これらの石器や石核・剥片類の所属時期は、①縄文時代後期前半（十腰内Ⅰ式期）の遺構か 

ら出土している例や、②分布状況から、縄文時代後期前半の土器が多量に出土した地域（ＤＣ

～ＤＥ―377～379グリッド）に濃密に分布すること、③弥生時代の第３号屋外炉の近辺（ＣＲ 

―383グリッド）にも濃密に分布していること、④前年度の報告で、弥生時代の第16号竪穴遺 

構の記述の中に、両極石核（？）が出土していることなどから、縄文時代後期前半と弥生時代 

の両方が考えられる。 

 注 岡村道雄 1983「ピエス・エスキューユ、楔形石器」『縄文文化の研究7』雄山閣 

 <Ｌ―Ⅳ類（複合痕跡を有する敲磨器）について> 

 第122図―６は、本類の中で も特徴的な石器である。Ｌ―Ⅳ類の項でも述べたが、更に特 

徴を細かく記述し、この観察結果から考察を試みた。 

 平坦面 研磨と浅い凹みの痕跡を有する。全体が研磨によって構成された面で、凹みよりも 

新しい痕跡である。凹みはＬ―Ⅲ類（凹石）の痕跡より相当に浅いもので、磨消されかかって 

いるものもある。これは、本来、浅い凹み又は強い器面の荒れが、研磨によって更に浅くなっ 

たものと考えられる。 

 側縁部（面） 擦り及び研磨による面である。部分的に敲打によるものと思われる痕跡も有 

する。擦りの後に研磨がなされたもので、ややざらつく部分と光沢のある部分がある。また一 

方が直線的で他方はやや短く、曲線的である。 

 端部（面） 敲打痕を有し、更に軽い研磨がなされている。敲打は、Ｌ―Ⅱ類（敲石）とは 

異なるもので、潰し整形様のものである。敲打痕は側線の研磨面まで及んでいる。 

 これらの諸特徴から、この石器を使用による痕跡の集合体として位置付けることに疑問がも 
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たれ、使用痕跡というよりは、磨製石斧等の器体整形に近いものと考えられる。 

 調理具・加工具としての石器とするよりは、より製品化されたものとしての性格が強い。 

 この石器は、Ｌ―Ⅳ類としたが、本来、 終的に研磨がなされていることからＬ―Ⅰ類に包 

含されるべき器種と思われる。また、各種の痕跡はＬ―Ⅰ―Ｂ類としたものと類似点が非常に 

多いため本石器の成立過程の再検討を試みた。この中には、第１次調査の報文中で坂本が、定 

型化された敲磨器としたものを含む。 

 Ｌ―Ⅰ―Ｂ類をふまえた成立過程は、次のとおりである。（模式図参照） 

１．小判形の礫を素材とする。小型の扁平なものから、本石器のようにやや大きめの分厚いも 

のがある。 

２．素材の左側縁が、ある程度使用された（擦り減った）段階で右側縁を使用する。（同時使 

用でも左方に主機能面の性格がある。） 

３．平面形上において、左側縁が直線的となる。右側縁は曲線的で、おおむね短い。平坦面に 

研磨が認められるものもあるが、器体中央がやや厚いものが多いようである。 

４．平坦面に敲打痕が認められる。器面の荒れ程度のものと浅い凹みのものが認められるが、 

研磨によって磨消されかけているものもある。研磨と敲打の順序は特定し得ない。 

５．右側縁がより直線的となるが、左方に比してやや短く、まだ曲線的である。側縁の擦り面 

は、素材が偏平なものはほぼ平坦面を呈しているが、肉厚のものは緩い弧状を呈する。 

 この段階で、端部に敲打痕もしくは擦り敵き痕が認められるが、機能面は小規模である。 

６．端部の敲打による範囲が広くなり、形状もより緩い弧状を呈する。平坦面・側線の研磨も 

同時進行する。 

７．本石器の端部敲打痕（潰し整形）は、平坦面・側線端に接している。 

８．すべての面に研磨がなされる。（端部は軽い研磨） 

９．この後の段階は不明であるが、全面にていねいな研磨が行われるものと思われる。 

 使用痕跡が、器体整形となるものか、またある段階から意図的に整形を行ったものかは不明 

であるが、 終的に磨消される凹みを有することなどから、 終段階として製品化され得たも 

のと推察される。また、この形態が何らかの用途をもった用具として存在した可能性も考えら 

れる。 

 
模 式 図

()0 
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 ただ、すべてのＬ―I―Ｂ類とした石器が、この形態となり得るとは思われず、ごく一部の 

ものに可能性がある程度であろう。第１次・２次の調査においても、この１点だけの出土であ 

るという特殊性に意味があるものと思われる。 

 現段階では、石製品として把握するには無理があり、前述のとおり何らかの機能をもつ用具 

の可能性もあるため、単に観察結果から示唆するにとどめる。今後の調査で、この種の石器の 

報告を待ちたい。 （白鳥） 

 <土製品の分布について> 

 Ⅳ―１区の土製品の分布状況は第132図に示したが、やや特徴がみられる。湧水の南西側区 

域に主に分布しており、数量的にも多い。（円盤状土製品はⅣ―１区全般に分布するが、数量 

的には南西側区域に６割近く集中する）この区域では、円盤状土製品、鐸形土製品、三角柱状 

土製品、環状土製品が出土しており、石製品の石刀、石棒も出土している。 

 また、この区域では、その東側に多くの土壙が集中するにもかかわらず、かなり土壙が少な 

くなり、土壙からの出土遺物が全くないか、微量であるという特徴をもつ。このことや土製品 

の出土が多いことは、この区域が何らかの意味をもつ特徴な区域であった可能性を示唆してい 

るのではないだろうか。第１次調査において、北林氏は、Ⅲ区から、日常生活に使用しない土 

製品や道具がまとまって出土したことから、Ⅲ区を、「ある時期においては、特殊な道具、土 

製品を使用した神聖な場所、換言すると祭祀、儀式、呪術、埋葬、祈願などの原始信仰、風習、 

行事なとが取り行われた領域（場所）でもあったと考えられる。」としているが、Ⅳ―１区の 

土製品の多い区域も、それと類似の領域（場所）と考えることができるかもしれない。しかし、 

この区域は、土器及び石器の出土量も多く、やや捨て場の様相をもつことや、呪術的要素の強 

い土偶が１点も出土していないこと、（かなり離れたＣＳ―386グリッドからは１点出土してい 

る）などから、現時点では特殊な領域と断定するには至らない。 

 昭和60年度も引き続き、Ⅳ―１区南側部分を発掘調査しており、その結果を加えることによ 

り、より状況が明確になると考える。したがって本報告では、特殊な領域（神聖な場所）とし 

ての可能性をもつということに留めたい。 

 これまで後期初頭の土製品の分布について述べたが、前期初頭の土器を利用した土器片錘が 

まとまって出土していること（ＣＮ―385グリッド９点、ＣＮ―384グリッド１点）を付け加え 

ておく。 （一条） 
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まとめ 

 昭和59年度においても、縄文時代後期を中心に早期から弥生時代にわたる遺物や遺構が多量 

に検出され、第１次調査の成果も合せて、様々な観点から検討・考察が加えられた。その間、 

型式・分類の見直しや年代・時期の修正等が行われ、“大石平原始文化”の編年も除々に具現 

化されつつある。特に、この遺跡から、昨年度来弥生時代の集落が確認されていることは、今 

日でさえ厳しい自然条件をもつ当地区において環境に対する受動的な生活から、環境を積極的 

に開拓・活用していった定住型生活圏の存在も考えられる画期的な発見となった。 

 本調査の大きな特徴は、大規模な平面調査が実施され、各期の文化圏が重層的に確認できた 

ことである。このことから、断片的な遺物や遺構の検出に留まらざるを得ない点・線の調査で 

は、考究の難しい集落の構造等、資料の体系づけが可能になると思われる。 

 本報告に、今年度（60年度）の成果が更に加えられることにより、大石平遺跡の性格がより 

明確なものになることが期待できる。 （山田） 
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 〈遺構・遺物の一覧〉
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第14表出土遺物一覧表

¥,1] 区 I ！ 社

［縄文
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（中期末）

16軒
i 29軒

縄文
13 

（後期）

18基 187基

16某

12基
ー.. -

2基 2基

3基

10基

VU 区 叶

8箱
ダンホール箱で
約121箱分

X • 主体十器（◎）

X 縄文時代中期末

◎（大木10式併行） 後期

◎ (+腰内 I群） 弥牛式土器

X ・復原士器

I 
X 約250個体分

j ダンボール箱で
， 3箱

約45箱分

I 12点 700点

41点←.： - 850点

2点
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石器一覧表
I I内は破損品

分 IV-I VI VI ,Jヽ 分 IV-I VI VI 4ヽ
~ ~ ， 

遺構内 ー^
IV-2 

遺構内 i 遺構外
遺構内

類 住居跡 上壊
遺構外

住居跡 1 士壌
遺構外

Jt 

遺構内 IV-2 遺構内

類 仕居跡 土壌
遺構外 遺構内 遺構外

仕居跡 士壊
遺構外

it 
A 1 (4 I 10(101 51(34) ， (3) I 114 

B (II 5 (6 I 1 13 
C I t8(7 I 26 

L-!Bb I 8 1 10 

L-IBc 1 (2 I 8 3 I 15 

L-IBd I 8 1 10 
D 3 I I) 2216 I 1(1) 34 L-IBe I I I 2 
E-1 1 141 5 I 20 L-1 B I 9 I ， 
E-Il I 18(3 I 22 L-1 C 3 I 101 2 I 1(1) 18 
F-1 I 8 I 10 L-1D 5 25 30 
F-Il 3 (II 7 I 4 I 97(26) 5 I 2 2 148 L-I E 1(1) 1(1) 8 (!) 1 14 
F-m 3 (1) 5 82(5 I 4 4 2 2 108 L-1 F 3 1(1) 1(11 I 8 
F-IV 2 3 49(3 I 3 3 I I 65 L-IlA 1 I I 3 

G 1 I L-UB 2 I 8 I 12 

H 6 ， 123 I 139 L-IlC I 4 6 I 2 l Ill I 16 

4ヽ 註 21 57 583 19 8 5 7 700 L-U (1) 1 

I-I (!) I (2 I !(!) I 7 L-mA I I 19(8 I I 30 
1-Il 1 I L~mB 2 49(5 I 1 I 58 
I-IDA 6 I 9) I I (JI 18 L-mc 1(11 14(I I 2 19 
I~IOB (1) 3 (27) 1(1) 33 L-m (22) (I) 23 

1-mc 3 3 L-IV 1(1) 1(1) 17(8 i l 1 1(1) 33 
1~mo (!) (I) (39) (II 42 L-V 1(1) 3 (4) ， 

＇ 9」、 ,t 3 I 91 4 I I 
I 3 104 L-IV Ill 10 1 12 

J-1 3 3 4ヽ ;t 19 24 298 28 15 13 2 4 403 

J-Il 1(1) 2 
•~ 

小 ；t 5 5 

L!_____! (!) 1 
K-1 5 5 

M-IA I 
(71 7 

M-1 B (2) 1(1) I I II I (1) Ill 18 

M-IC (I) I 3 I 4 

M-1 (1) (!) 
I 

2 
K-OA (!) 11 5 17 M-IlA (II I I (91 (!) (I) 14 

K-IlBa 1 14 I 16 M-IlB (I) !Ill) (3) (3 I 19 

K-IlBb I 21 I 23 
K-ITBc 2 4 51 2 2 61 

M~rrc (I) (63) (71 (2 I 13 

M-0 (21 I I I 1) Ill 4 

K~UB (20) (11 21 
K-m 5 (2 I' 7 

M-111 (!) 1 

M-IV I I 6 I 2 (II 1 I 19) (!) (6) (1) (I) ! • 39 
'4ヽ -

註 3 6 129 5 5 2 150 
L-IA 1(1) I I 19(22) I (4 I s I 6 l 59 
L-IBa (!) 3 (3 I 1 4 12 

小 it 13 10 129 13 12 I 3 l 1s1 
R I 3 I 3 
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1. 石鏃の長幅相閃図・ 重屎分布図

長さ
(mm) 

50 

40 

30 

20 

10 

゜

）
 

ぃf
7

6

5

4

3

2
 

30 
幅(mm)O 

゜

゜• 8 
• V 

0 V 

△ 

~.. 00 
△ v 

Hャ .. : 一゚-:=1 ": △ 
浜

・+- •. 
Ia lb le Ila Ilb III 

（点）

、
9

、

7

6

5

4

 

，
 

、
9

し

3
 

2
 

゜
ー

）
 

点

;
:
：
奢
]
臼
(

4
 

l

o

 

10 20 
• la 
• lb 
・le 
。IIa 

△ II h 

V 川

•N 
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 石器計測表

〈凡例〉 屯 — 宝髄

頁 ― 頁岩

珪 — 珪質頁岩

玉珪 — 玉髄質の珪質頁岩

黒 黒曜石

石 ― 石英

凝 — 1疑灰岩

輝凝ー一輝緑凝灰岩

緑凝 — 緑色凝灰岩

粘 — 粘板岩

砂 — 砂岩

流 ー一流紋岩

安 — 安山岩

輝 ー一輝緑岩

閃 — 閃緑岩

チャ — チャート

鉄石 鉄石英

軽 — 軽石

図版 1:喜層 1長 1.. 1 I ! 1:1 ;i i'I視i.. f I璽 Ig I I石質 I分類げ I 備 考

A類石鏃

22- l l仕 確 21 (12) 4 (0 5) 珪 ma 41 

22-2 " 床↑ 29 16 5 2 0 II D a 52 

22-6 3什 7 (18) 15 3 (0.6) ” I a 44 

22-7 5 ti 床 I 231 13 4 I 121 II 58 

22-8 8什 I 111 14 4 I o 9) 玉珪 IOI 

58-3 16士 I 31 18 5 1 7 II I b 15 

58-5 18土 フ (111 15 3 (0 4) 珪 I a 72 

58-6 26土 4 I 201 16 4 I o 51 ＂ Illb 77 

59- 2 45土 l 37 22 7 5 8 ＂ 
II 74 最噸醤

59- 5 47土 1 I 21) 13 4 (0 71 玉珪 I a 71 ピッチ付莉

59-12 77! 7 I 201 14 2 I o 31 工 I b 76 

59-18 78土 フ 28 11 4 0 9 黒 I C 64 

59-15 II II I 241 12 6 I 1.11 珪 ” 65 同ボi岩

59-16 " ,, I 361 12 5 I 121 ＂ ＂ 66 " 

59-11 " ＂ (24) 12 5 (0 9) II 

＂ 67 " 
59-14 ” 

,, (34) 12 5 (12) II 

＂ 68 II 

59-19 ” ＂ 30 11 4 0. 9 黒 ＂ 69 

59~13 ” ＂ 36 12 4 I.I ” ＂ 10 

112土 II 20 16 3 (0 6) 珪 I a 13 焼ケハジケ

114土 ＂ 30 19 5 2.6 ” Ila 96 

59-9 52土a ＂ (27) 14 8 (3 0) ” ma 46 石錐？

59- I 43土 II 36 20 7 4 2 II ll a 104 焼ケハジケあり

58-17 37t ” 36 15 5 2.4 ＂ illb 112 

95-14 DA319 IV 26 11 3 0 6 宝珪 I a 1 

2 DC378 II 17 12 3 0 4 玉 ＂ 2 

6 C N377 Va 20 14 3 1.0 珪 " 3 

5 DC375 IV 17 10 4 0 5 II II 5 

3 0D319 ＂ 20 10 3 o. 3 玉珪 II 6 

因祝
出土

層
最大 ,t測値

石質 分類
整l'I'

備 考
地点 長 (u) 幅 lmol 浮(ma) 重Ig l 番号

17 CW385 ＂ 25 14 5 11 ＂ 
II 10 

25 D A377 " 25 13 4 0 6 珪 ＂ 14 

19 DC378 " 26 10 3 0.6 玉 II 15 

28 C0381 ” 44 25 6 3. 7 珪 " 11 最大

15 D D317 " 19 13 4 o. 7 玉珪 ＂ 19 

11 C R385 ” 23 10 4 l 0 ” II 21 

26 C Z383 IV 27 15 4 0 9 上珪 I a 22 

16 DC378 ＂ 27 15 4 J.2 II 

＂ 24 

23 C Q380 II 32 12 5 1.2 ” ＂ 25 

12 D0377 I 26 12 5 0 7 ” ＂ 26 

CW383 N 19 12 4 0.6 II 

＂ 29 ピッチ付着

22 C0386 I 28 15 5 1.0 珪 ＂ 53 

I DB377 N 21 11 4 0 4 玉珪 ＂ 54 

9 0B378 II 21 13 4 0. 1 II 

” 59 

7 DC378 II 18 ， 4 0.4 II " 61 

4 DC311 ＂ 17 13 3 0 4 ” ＂ 19 

20 DC378 II 31 14 4 0 8 ,, II 81 

0B379 II 20 13 5 o. 7 ” II 98 ピッチ付着

C Q386 ＂ 21 15 4 o. 7 珪 // 107 

13 DD374 a I 21) 14 3 (0 7) 玉 II 12 

21 DQ、377 II (25) 16 5 I 0.81 玉珪 II 16 

24 C 0386 I 26 15 5 I I.I) II II 21 

27 D B378 IV (24) 20 5 I I 8) 珪 ＂ 40 

10 C Q382 ” I 231 14 3 (0 7) 玉珪 " 47 

弥生 8 DC377 Va (18) 18 3 (0.6) ＂ 
,, 55 

＂ 
18 DC379 IV I 171 15 4 (0 8) 玉 II 63 

" CN386 ” 16 I 10) 3 (0.4) 玉珪 II 106 

II DD378 ＂ (22) 18 4 I LO) II 

＂ 108 

II 29 DC382 II 25 12 3 o. 7 ＂ I b 11 

” 31 DC378 ＂ 20 14 4 0 6 ” ＂ 62 

＂ 
30 C S387 Va I 231 12 4 (0 7) ” ＂ 20 

31 DD379 N I 13) 14 3 I o 4) II 

＂ 31 

34 CQ382 ＂ 18 ， 4 0 5 珪 I C 4 

33 DB379 ＂ 19 12 6 0 9 玉珪 II 33 

36 0B373 II 21 12 3 0 5 II 

” 36 

43 0B378 " 29 13 4 0. 9 II 

＂ 56 

42 0B383 II 32 17 6 2.4 ,, II 57 

35 DA380 II 18 13 4 0 1 II II 60 I涌極剖片を素材とする

32 DC377 ＂ 22' I 
12 3.2 0 6 ＂ 

II 80 

表採 27 18 7 2.7 珪 II 93 

C 2379 Il 35 22 10 4 3 屯珪 II 95 未製品?
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図版

出 l
眉

最大計測値
石質 分類

整理
備 考地点 長 (mm) 幅 (ma) 厚1●●)重 (g) 番号

96-49 DC378 IV I 141 I 141 (3) (0 6) 玉珪 IC 37 
95-39 D8380 IV 33 14 I 5) (21) ” ＂ 39 両極約1片素材 D a ? 

40 DC378 ,, (22) 11 7 I 2 3) 珪 II 50 

38 D B379 II (18) 10 4 (0 5) 玉珪 II 51 

0D377 Il 21 15 4 o. 9 ＂ ＂ 89 

DA380 IV I 241 19 5 I 1 8) 玉 ” 97 
96-44 C S382 ” 30 10 6 12 玉珪 Ila 30 石錐？

47 DA376 Il 34 13 8 27 珪 ” 85 II 、IC類にも似る

48 C Q387 V 22 13 3 0.1 ＂ Db 13 

DE378 N 22 15 5 1.2 ,, Ila 28 

58 DC379 II I 15) 12 I 41 I 0.6) 玉珪 II 38 

45 CY382 Il 28 19 ， 3 2 ＂ ＂ 45 

C Z380 ” 22 14 3 0 7 玉 I C 84 両極剥片素材

95-41 C R382 II I 31) 16 6 I 2. 7l 珪 Ila 88 

DA378 " I 251 19 ， I 3 5) 工 II 102 

C Z379 IV 21 15 4 1 0 珪 ” 105 
DD377 II 22 15 5 1.3 II Il b 82 

CY378 

＂ 
26 I 111 6 I 2 4) 玉 II 103 

DC378 ” 25 16 5 5 2 玉珪 ＂ 111 
96-51 C S382 IV 36 13 5 2.0 珪 ma ， 

50 DC374 Il 22 16 4 0 8 II 

＂ 91 

CM383 ＂ I 161 15 4 I o. 7l II 

＂ 86 

53 DE381 IV 26 12 4 0 8 ” ill b 8 

52 CU385 I 25 11 5 1.3 玉 ” 23 

54 D B384 IV 24 I 131 3 I o 8) 珪 ” 32 

C R383 II 20 15 5 0 9 ＂ " 100 

CN379 I (25) I 121 (5) I 1.0) II 34 

57 C P387 ＂ I 161 (141 (3) (0 6) 玉珪 35 

表採 (19) I 15) 5 (1 2) II 42 

DC377 IV (21) I !Bl I 4 o) I o SJ 珪 48 

DC384 " (31) 12 I 5.61 I I 7) 天珪 49 

表採 (14) I 11) 5 I I I) 珪 87 

55 DC379 N (17) I 1s) 6 I 1.2) ” 90 

表採 (29) I 19) 4 3 I I 7) " 92 

C Z381 N (21) I 11 I 3 I 0.6) 珪 94 

CW382 Il (16) (13) (3) I o 7) 上珪 99 

CV382 II I 231 18 1 (1. 7) 玉 109 

DC378 IV (17) I 171 I 41 I 111 宝珪 110 

58-16 31土 フ 20 18 5 16 ＂ Il b R280 

C R382 

＂ 
24 23 6 3 1 珪 Illb @)93 

60- 7 lllt 7 29 25 ， 6 5 ＂ Il b ill282 

I 531 13 

75 27 

56 29 

50 15 

64 I C K382 ＂ I 63) 21 

C Z377 II 68 18 

67 DA377 " 55 16 

62 C R38! Va I 431 29 

CN386 I I 241 (24) 

C R381 

＂ 
I 60) I 251 

DA377 IV (57) (34) 

65 C Z381 ” (33) (17) 

68 B1412 I 52 14 

C類石錐

珪
＂
＂
玉
珪

”

”

”

I

I

I

I

I

I

I

I

[

I

I

I

I

I

I

I

I

-

1

9

6

8

3

5

2

4

7

9

0

2

-

2

 

4
1
5
1
0
7
9
1
6
1
1
1
2
2
1
5
1
9
6
-
6
 

_

1

,

＇

（

 

1
0
8
1
3
1
2
1
0
7
1
3
1
1
1
1
i
8
 

ー

、

j
l

ma I 113 I VII区

整理
石質 I分類 1番号 i 備

n I I a 

詞 mh l 1s I ,, 
o.41 I珪＿＿＿＿了―__83 II 

10 i細身

1

3

8

 

12 

13 

1)1V:..:2地区

97-69 C Z380 IV I 301 22 5 I !.81 玉珪 I a I 
70 DD375 ” I 341 18 7 I 2.51 珪 ＂ IO 

11 CW385 ＂ (201 12 4 I o BJ 玉珪 ＂ 11 
72 CW382 ＂ (24) 5 3 (0 4) ＂ ” 12 錐都片

75 C R382 D 47 15 10 61 ＂ I b 4 錐部のみ加工

DC378 ” I 411 17 14 (7.6) ＂ 
II 5 

74 II ” (32) 16 11 (5 7) II 

＂ 7 

73 DA380 IV I 49) 11 10 (4 9) ” ” 9 頭部 l接合
C Z381 ＂ II 錐部

77 C Y377 ” 35 17 7 4 0 II Il 13 
76 CW383 

＂ 
38 24 8 1 9 珪

,, 16 錐部マモウ

79 C 0387 I 34 17 11 44 工珪 Ill 6 
CQ386 

＂ 
28 II 5 1.5 珪 ” 8 

78 C R382 II 46 23 18 12 9 ” II 17 錐部マモウ

80 DC377 I 26 14 6 1.6 玉珪 II 18 両極刹片を利用

83 表採 23 12 5 13 II II 20 
8} II 25 12 5 1.6 II " 21 圃極患l片を利用？

82 II 20 10 5 0 9 II ” 22 ＂ 
84 C 0387 Vb 84 38 14 23 7 珪 ＂ 24 錐部マモウ

88 DC378 

＂ 
33 7 5 1 0 玉珪 IV 2 

87 表採 32 ， 8 2.1 ” " 3 
91 DE377 

＂ 
61 12 10 6 9 珪 ＂ 14 錐部マモウ



 
-
 
2
8
0
 
-

 

団版
出土

層
最大計測値

石質 分類
整坪

備 考地点 長(u) 幅(.)原 (u) 1f (g) 番号

90 CS385 IV 43 12 8 3.9 玉珪 ＂ 15 ” 85 D B379 Il 33 ， 4 1.6 ＂ 
II 19 両極剣片を利用

86 表採 22 6 5 0 6 ＂ 
,, 23 II 

89 D E319 IV 30 8 5 1.0 II 

” 43 全面調整
58- 4 18土 フ 32 8 5 1.0 珪 ＂ 78 ＂ D類石ヒ

59- 3 45t フ 33 ＇ 19 4 25 珪 Ile 23 小形

59-7 51土 フ 60 41 II 27 ＂ ＂ 25 
60- 9 112土 フ 51 28 ， 15.6 ＂ ＂ 

22 折損部に調整痕

60-ll " II 30 26 10 10 7 II I a 33 
97-93 DC378 IV 35 56 IO 15 4 ＂ 

II 20 
98-94 DD379 ,, 40 68 7 17 2 ＂ ” 17 
97-92 D8378 ” 38 51 8 12 3 ＂ I b 18 

CY387 I 45 50 13 19.8 ” l a 35 
98~98 D8383 Il 66 40 6 13 7 ” Ila 4 

106 CU383 Va (40) 15 5 I 3 s) ” Il 5 
101 CK381 IV 113 26 7 24 6 ” Ila 8 長大
100 CY382 II 54 16 ， 6 5 ＂ 

II ， 
IOI DC377 ” 60 29 12 17 2 ＂ 

II 12 
95 DA381 II 39 28 5 6 4 ” II 13 

99-111 C P378 ” (5 7) 28 8 (11 2) ” ” 14 
98~99 DA382 II 55 28 6 8 5 ” II 19 

96 I 62 26 6 111 " II 24 
99-109 C0311 IV 54 25 4 5.7 II II 28 
98-97 DC378 ” 52 28 ， 12 1 ” II 31 

C N378 Va 59 29 13 18 9 玉珪 Il b 6 
105 D8374 IV 58 46 8 20 1 珪 II 11 

CX385 

＂ 
59 19 8 10 4 " ” 21 

D8373 V 69 45 IO 33.3 ” ” 30 
C Z383 Il 65 35 12 23 3 ” ll C 2 
DC376 II 81 35 ， 24 4 ” II 3 

99~112 C R387 IV 52 30 8 11.1 ＂ ” 27 
110 C0381 ” 32 21 6 35 II 

” 34 小形

108 C S386 II 65 38 12 28 5 玉珪 Il b 16 
98-104 C P375 ＂ (55) 11 7 (6.4) 珪

＂ 
I 

CV387 Il (35) (24) I 8) (8. I) II 

＂ 7 ハジケ
99~113 DC376 IV (36) I 211 I 10) (8 6) II " 29 両面加工、ハジケ

DD379 II I 271 I 18) (71 (2 4) ” II 32 
--------- - ---------

98-102 BI 412 I (33) (24) I 8) (6.3) ＂ ” 10 1V~2 地区

103 Bl 427 II 64 38 15 35.8 II Ila 15 ＂ 

出上
地古』ヽ"

E-1類石箆

60-14 127土

100-120 DC 378 

128 CW383 

127 C 0387 

123 CW386 

124 CM382 

126 C U382 

99-116 C T385 

100-121 DB377 

122 C0377 

99-119 

C 0385 

115 DB376 

100-125 C P380 

CT382 

99-117 I C Q387 

DC378 

118 I DC382 ， 
0D378 

DB381 

図版 層

フ

I
V
”
I
I
l
I
I
V
"
I
I
I
l
I
I
l
l
V
”
I
l
”
I
V
I
l
"
I
V

長（皿I

83 

33 

(42) 

I 56) 

59 

58 

50 

90 

40 

47 

80 

(50) 

49 

59 

(46) 

41 

41 

49 

66 

(39) 

最大計測値

幅 lulI犀1.. J I重Ig l 

30 

20 

33 

30 

45 

36 

26 

41 

22 

24 

44 

35 

21 

28 

38 

22 

20 

21 

30 

I 26) 

9

6

3

3

3

3

3

l

]

0

1

9

6

1

5

7

4

6

4

1

 

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

 

63 

3. 9 

(16. 6) 

(26.5) 

30.6 

11.4 

16.8 

38.8 

8. 9 

13.1 

44.8 

(18.0) 

12.1 

23.9 

(33. 1) 

1.6 

12.8 

12. 1 

31.1 

(12.4) 

石質 I分類 I悶

珪

珪

珪

IIII

玉

珪

”

玉

玉

珪
"
"
"
＂

I
I
I
I
”
I
I
I
I
I
I
”

備 考

16 

2 向面加工

14 II 甚部破損

15 II II 

3 

5 

12 

18 

1 

4 

11 

1 

19 

13 

6 甚部破損

8 

10 

20 ， 
11 I基部・刃部破損

E-Il類

59-6 49土 フ 31 28 ， 6. 9 珪 bl 13 
100-132 DD377 IV 38 14 8 3.1 玉珪 a2 I 

134 DC379 IV 21 22 8 31 ＂ a 1 5 
133 C0384 Il 35 31 10 6 4 珪 II 6 

0D314 II 26 19 1 3.6 II a2 8 
129 D8384 II 40 26 II 9 5 ＂ " 9 横形石ヒに似る
130 表採 27 15 8 2 2 玉珪 ” IO 形がいびつ
131 , 24 19 5 2.2 珪 II 20 

CW384 N 28 19 8 3 8 玉珪 ＂ 22 
135 DD375 Va 29 21 6 3 3 ＂ a 1 3 

101-139 DC374 N 31 I 20) 8 (4 4) ＂ 
II 4 

DA377 Il (19) 28 7 (2. 3) ” ＂ 11 刃部破片
100-136 DA378 ” 30 17 5 2 5 ＂ ” 12 
101--138 D0376 IV I 391 I 23) 10 I 7 O) 珪 II 15 焼けによるハジケ

DC378 // 36 27 8 7 3 II II 21 
100-137 DA380 // 26 18 8 3 2 玉珪 ” 2 
101-143 DA382 ” 33 24 10 6.1 ＂ bl 1 

141 DD316 II 25 16 4 I 2 珪 ” 14 
140 C Q382 " 23 20 7 2 2 II II 16 



 
-
 
2
8
1
 
-

図版 I出 t 層
最大計測値 石質

分類 整JI!!I 備 考地点 長（血）幅 (u) 庫（皿）重 (g) 番号 因版
出士

屑
最大計測値

石質 分類
整理

備 考地点 長(..)幅 (u) 厚 (om) 重 (g) 番号
144 DD375 II 32 21 8 3. 9 玉 II 1s I光沢痕 101-150 CU387 Vb 78 32 16 45.3 ＂ Ila ， 
142 C L381 I 41 22 7 5.5 玉珪 ＂ 19 152 D8380 IV 54 20 ， 8 6 II II 15 

D838! IV (20) I 13) (6 0) I 1 5) II - I 23 I頭部破片 151 C 0382 Va 72 28 8 15.6 II 
” 16 

F類不定型わ器 102-156 DD378 II 60 41 8 23. 7 II II 34 
58-12 32上 フ 45 23 10 9.3 珪 I 172 DC375 Il 56 53 18 62 ＂ ” 40 
101-147 C 2379 N 37 34 15 12, 7 珪 II 118 DD379 II 46 26 13 18.1 II II 53 

148 DE380 Il 3 0 39 10 11. 4 珪 I 102 101-155 C Z384 ＂ 35 29 12 15 2 玉珪 II 57 
D0377 

＂ 
45 33 12 11.7 珪 I 91 DD378 II 46 33 II 20.4 珪 ” 58 

145 CU385 IV 52 41 12 18 3 珪 I 18 102-157 C 2379 ,, 51 30 IO 15 9 ” II 59 両・両舷加工
C0387 I 47 25 14 15 2 ” ” 134 103-115 " II 28 35 4 4.0 玉珪 D d 61 向
DD379 a 29 57 8 10.8 " ＂ 291 DC375 II 28 25 8 6 4 珪 Ila 94 
C S382 ＂ 63 21 6 9 3 ” ” 298 DE382 " 38 43 15 19. 5 玉珪 Dd 110 
C 2380 /I 39 31 10 8.0 II " 299 DC379 ＂ 50 38 14 31.4 珪 D a 180 

22- 3 l仕 床直 30 26 ， 8.3 II Ud 266 DC378 IV 31 30 11 9 3 玉珪 II 202 
22-5 2什 床 44 15 6 5 6 II Ill 216 C P382 D 37 16 3 2 7 珪 ＂ 240 

3住 フ 22 (18) 10 (6. 1) ＂ illd 267 CQ382 ＂ 42 46 IO 21 7 珪 II 251 ピエス？
22-11 8什 フ 33 39 11 20.1 II II 165 D8383 // 16 16 4 1.4 ” ” 312 両・ハ・ピエス?
22~9 " ” 49 45 12 20 4 ＂ ＂ 166 焼けハジケ 101-153 CW386 ” 35 23 12 6.5 工珪 ” 314 両・片面加工
22-IO 11 

＂ (20) I 17) 11 (3.8) II Il i 167 DC383 II I 26) (19) ， (4.0) ＂ 
II 323 雨

II 
＂ 35 17 6 2 9 II IV 210 C Q382 JV 32 28 ， 9 5 珪 Il b 4 

10住 II 47 40 12 26 5 ＂ me 268 102-165 DA382 Vb 81 34 14 41 8 宝珪 ” 1 

” ” 21 34 4 3 3 ＂ N 269 168 D8380 IV (52) 32 ， (18 5) 珪 ” 14 
3土 I 25 27 6 3 I " Ild 277 161 DC378 Il 48 20 10 10.9 玉珪 ＂ 27 両

58- 1 8士 フ 33 17 6 3.1 II Il b 278 " 161 CU385 II 68 36 8 37.7 珪 ＂ 30 
58- 7 26土 フ 17 31 7 3.2 玉珪 Ile 171 両（両極剥片素材） 164 C 0387 73 37 16 56. 2 " II 32 
58~9 " ＂ 20 25 ， 4.3 " md 272 両9、S-5 163 CX385 

＂ 
42 37 ， 25 5 ” ＂ 33 

58-8 II 4 32 25 10 7 9 ＂ IV 273 面 S-17 CW384 II 33 38 ， 13 7 ＂ 
II 42 

II II 43 40 12 23.6 珪 II 274 S-13 DC377 IV 53 29 15 21 4 玉珪 ＂ 45 
58-15 3H フ 33 24 10 7 5 ＂ Ila 148 166 CW386 

＂ 
51 16 6 5 9 珪 ＂ 66 

58-18 37土 II (21) 26 7 I 4.2) ” Ile 219 160 表採 35 19 7 4 9 ” ” 105 両
40土 II 31 20 10 5 6 玉珪 IV 281 0D377 Il 76 24 16 19.8 ” ” 173 59~4 47土 ＂ 18 23 5 2.4 II illd 276 CW386 II 64 40 11 28 2 ” II 175 

59-8 56a± ” 40 22 6 6 4 珪 Ili 151 折（折断石器？） DA376 ” 40 41 11 15. 9 ＂ ＂ 182 
58士 II 64 42 12 34.8 " mb 275 DA382 Il 38 24 1 9 8 天珪 Il b 185 

60- I 12土 ” 24 44 8 7.5 II Ilf 158 D8381 N 46 30 6 9 3 珪 ＂ 199 
60- 2 86士 ＂ 36 45 10 17.8 ＂ IT d 147 CX383 ＂ 64 23 ， 12 6 ＂ 

II 204 
60-4 ” " I 22) I 20) (71 I 34) II Di 153 石槍？ 102-159 表採 36 14 4 1.6 II 

” 208 114土 II 32 18 5 2. 3 ,, m b 283 両9 C Q382 IV (28) 35 ， I 9.4) ＂ 
II 256 

II ,, 17 25 5 2 2 " m ct 284 CN377 

゜
50 45 8 18.5 II Il C 22 

60-13 119t フ I 391 I 20) 4 (3 4) 珪 Di 149 石ヒ？
60-12 134土 II (34) 16 10 I 4.41 II Di 223 石錐？

103-170 DD375 N 53 32 14 36. 2 II 
11 I I 65 

113 DC318 ” 63 59 19 67 II II)43 
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図版
出土

層
最大計測値

石質 分類
整理

備 考
地点 長 (mm) 幅 (om) 原(ma) 璽 (g) 番号

図版
出士

層
最大計測値

石質 分類
整理

備 考
地点 長 (mm) 幅（一）／リ (mm) 車 (g) 番号

102-169 DC378 Il 27 13 5 I 8 玉珪 ＂ 183 C0382 ＂ 42 17 4 3.0 ＂ ” 263 
DA376 Va 28 25 ， 1 0 ＂ 

// 186 C Q386 Va I 40) 35 10 (11 0) ＂ Ili 51 

162 CY382 I 34 30 10 11 4 ” ” 313 195 CP381 IV I 261 37 11 (12.0) ＂ ” 52 

103-176 DC380 IV 27 46 10 13.4 珪 Il d 3 C S380 Il 36 26 6 5.1 ＂ 
II 68 

CN377 II I 40) ， I 26) 7 I s 01 ” ＂ 24 C L374 ,, I 24) 33 ， (6 9) ” ＂ 69 

172 CW387 Il 30 49 8 11 6 ＂ ＂ 25 DD382 II (33) 23 5 I 4 01 ＂ 
II 70 

174 DD378 ,, 36 53 ， 211 II ” 28 C P382 ＂ I 25) I 20) ， (4 0) II 
＂ 72 

C S382 Va 37 52 16 30.0 玉珪 // 38 CU383 IV I 19) 28 8 I 5.3) ” II 73 

DE380 Il 39 50 17 29. 0 玉 // 39 CY387 

＂ 
I 16) I 21) 6 14 玉珪 II 99 

C N378 II 46 63 16 46 0 珪 ＂ 54 表採 (11) 30 5 I 1.6) ＂ 
II 104 

177 C S380 II 45 77 14 40. 5 ” 
,, 55 200 CW381 n 31 23 7 7 0 珪 II 116 折

CQ378 ” 43 92 16 42 ” " 163 CY387 II 23 16 7 2.4 工珪 ” 123 両

CY378 31 39 6 7.4 II 
＂ 238 DE377 II (15) (211 7 I 1 Bl 珪 ” 127 

104-186 C0386 I 35 26 6 1 0 II Ile I 表採 (18) (14) ， (3.0) ” II 128 石ヒ？

182 DA382 IV 59 29 ， 17.4 ＂ ” 2 DC377 N 42 23 11 12 4 ” II 142 折

103-179 DA382 ” 78 50 14 51 l II 
＂ 11 197 C 0387 I I 20) 26 7 I 4 91 ＂ 

ll 156 石槍?L箆？

104-181 D8375 ＂ 49 41 13 23. 7 II // 23 196 C Z380 IV (23) 23 10 I 7 OI ” ＂ 164 石槍？

DA318 ＂ 51 30 10 14 I II II 50 DC378 Il I 22) 32 ， (11. 9) ” ＂ 116 両端折損

DD375 

＂ 
47 34 12 16 1 ＂ 

II 63 CT381 IV I 351 20 11 8 5 ” ” 200 折

DA379 ＂ 31 38 8 8.4 玉珪 " 79 CX383 ” 39 38 8 10 6 ＂ ＂ 205 折

表採 24 20 6 1.8 珪 II 138 104-199 C 0386 I (27) 15 5.0 (I. 7) 珪 fi I 219 

103-118 CR381 IV 60 20 8 7.9 II II 155 C Z380 Va I 221 (20) 5 (1.9) 玉珪 II 224 円、石鎌？

104-185 D8377 " 35 18 11 6 9 玉珪 ＂ 168 両 DG375 (24) 17 6 I I.91 珪 ” 226 尖 II

184 DC383 22 20 5 2.2 ＂ ＂ 304 両 198 CX381 I 26) I 16) 7 (2 6) 玉珪 ＂ 227 石槍？

183 DC378 ＂ 30 22 8 6 I II " 311 DB377 (26) 11 5 I 4 珪 II 230 石鏃？

58-14 34士 フ 31 13 6 2.6 珪 Ill 8 DD371 (27) I 21) 8 31 玉珪 ＂ 231 II 

DC378 

＂ 
40 28 ， 12.0 ＂ 

II 133 表採 I 211 I 191 4 I 3 珪 II 232 円、＂

104-190 DC382 Il 21 I 16) 7 I 3 01 玉珪 Ill 194 DB374 N (39) (28) ， I 6.0) ” ” 245 石槍？

CW382 I 27) 17 8 (2 6) 珪 II 228 CT382 Il (19) 26 ， 5.0 ＂ 
II 285 

187 DD378 a 26 12 8 2 3 玉珪 ＂ 296 CU382 33 20 11 7 I ” ＂ 286 折

188 DC377 II 27 12 3 LI ” ＂ 309 両 DD380 Il 40 28 10 10.9 ＂ ＂ 288 折

193 C Z387 II 47 46 ， 17. 7 珪 TI g 11 DA377 ” 35 24 7 51 ” ” 289 折

189 DA378 ＂ 22 28 6 4 3 玉珪 ” 74 C 2379 34 24 18 23.1 ＂ " 291 折

DC377 ” 38 40 13 20 8 ” ＂ 89 韮l CW387 I 40 20 14 12.2 II " 292 折

191 C 2319 ＂ 21 15 5 1.3 ” ” 122 CW382 35 28 6 6 9 ＂ 
II 293 折

DD377 ＂ I 26) I 19) IO I 5.51 ” ＂ 126 DE375 Il 34 16 8 3 9 II ,, 294 折

192 C Z379 ,, 23 13 5 1.3 II II 220 C U384 ＂ 28 19 5 3 5 ” II 295 折

表採 I 221 I 19) 6 I 2 2) II II 324 両 C 0383 IV 92 39 27 89 II ill a 20 

194 C L386 

＂ 
37 41 ， 13. I 珪 Il h 71 DD378 Il 42 68 13 40.6 11 m d 31 

C L376 IV I 421 34 15 (16.5) II 
＂ 97 DD380 II 55 41 13 23 2 II ffi a 36 

DD379 

＂ 
28 47 13 18 5 " ” 254 CQ387 Va 35 60 1 22 4 ,, m d 47 



 
-
 
2
8
3
 
-

図版
出十

層
最大計測値

石質 分類
整理

備 考地点 長(mm) 幅Ima) 原 (u) 重 Ig) 番号 屈版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
幣理

備 考
地点 長（口幅 (mm) 原 (mm) 重(gI 番号

DD379 D 33 24 ， 6. I 玉珪 旧a 82 DC383 39 32 IO 12 4 珪 ” 237 ,、
105-201 C X385 II 38 29 13 11.7 珪 II 85 '、（ビ細剥離） DA378 a 38 22 5 3. 7 II II 242 

C P386 II 28 26 8 6 0 ” II 95 ,、 CU385 II 28 45 12 16 6 ＂ md 247 
214 C Z380 ” 25 17 5 I 9 玉珪 II 124 両ハ DD380 ＂ 31 39 17 21.6 II ” 265 DA376 " I 20) I 251 5 I 1. 91 珪 II 181 ’‘ 227 DA377 II 19 23 6 3 0 玉珪 ” 303 両ハ
215 表採 21 15 4 I 4 宝珪 II 306 面ハ面加 220 DB380 26 17 7 3. 5 ＂ IDb 307 両ハ
206 DC383 

＂ 
22 18 5 I 8 ” ＂ 310 値l DD378 a 27 18 6 2.1 II ” 308 両

CY378 29 10 ， 2 5 ” ＂ 315 両 221 DC377 II 25 23 6 3 4 ＂ 
II 316 両

211 DE374 IV 49 22 8 7 7 珪 ffib 12 ハ 105-219 DA382 Il 27 23 8 5.8 玉珪 illb 320 両9ヽ

229 DB379 Il 71 28 8 17 7 ” ” 29 ,、 213 C 2381 20 19 5 1.1 " ＂ 321 両ハ

I C0375 m 52 26 10 14.0 ” ” 41 ハ

DE377 IV 43 28 ， 12 7 II ” 43 
C Z381 JV 51 54 14 29 5 珪 fil C 6 

D8377 II 33 40 7 133 玉詐 ” 46 
CY381 Il 75 42 7 32 0 II ” 56 ,、 C L383 I 26) 29 5 (4 6) 珪 ” 80 ハ
C Z380 Va 36 26 12 13.1 II ” 64 表採 45 35 12 22 0 ” ” 131 

,、
CQ387 Va 43 33 14 18 6 珪 illb 67 DA375 IV 55 30 11 21 3 玉珪 ＂ 146 
CY382 II 33 20 7 3.8 ” II 83 ,、 223 C R383 26 18 4 1 6 珪 ” 209 両
C Q380 ” 56 35 IO 17 7 II " 92 ,、 C 0382 IV 21 27 8 3 6 II ” 241 DC382 II 55 41 13 23 4 II II 93 ,、 D8376 IV 38 16 IO 6.8 玉珪 ” 300 両9ヽ

DE375 I 24 21 6 3 2 ＂ 
II 98 ハ DC318 Il 29 15 7 3.0 珪 ” 301 圃

105~208 DA382 II 32 25 5 3 6 玉珪 ＂ 103 向ハ 226 C 2382 19 16 5 11 玉珪 ” 302 両ハ
C P386 

＂ 
82 53 22 67 珪 ” 107 217 C N379 Il 30 20 7 4.5 II " 317 

228 C0385 II 33 42 8 9.6 ” ffid 108 C 2383 II 29 15 6 2.1 II ” 318 両
0B379 I 40 40 10 18 7 ” ilb 109 DC378 N 45 40 18 40 5 珪 ID C 44 

209 DC376 Il 21 21 5 2.8 玉珪 ＂ 112 両 CM376 Il 50 46 7 16.5 II ” 48 
0B379 II 26 18 6 3 0 ＂ 

II 113 向 DA378 ” 38 51 12 19.1 II ID d 75 
222 DE376 ＂ 25 11 3 1.5 珪 II 114 両 C 0384 ＂ 26 32 11 9 2 ＂ ” 76 

DC379 ＂ 36 29 10 11.4 玉珪 " 136 C U387 ” 26 40 14 125 玉珪 II 78 ,、
0D384 ＂ 32 22 7 5. 2 珪 ＂ 160 ,、 CY378 25 30 7 5 0 珪 ” 235 C Q381 IV 44 46 12 17 9 ” illd 161 DD377 Il 41 26 14 14.0 玉珪 illg 100 両ハ
DA380 ＂ 44 46 II 17 7 ” ” 169 DD380 ＂ I 22) (14) 8 (2. 2) 珪 mi 187 両
CT382 Il 34 38 7 6.6 II 

” 174 C Q381 Va 35 42 6 7. 3 珪 ID d 190 ’‘ CU387 ＂ 41 34 19 27. 9 II illb 177 C 0384 Il 61 15 12 8 7 玉珪 m 62 コア 9

DC376 II 45 23 ， 8. 9 玉珪 II 178 ’‘ CM376 IV 58 55 18 64 珪 II 139 
DD379 " 36 26 ， 8 3 珪 II 184 DE380 Il 64 57 23 101 ＂ 

II 140 
212 CM376 ＂ 27 22 6 3. 1 玉珪 II 188 両 DD377 ＂ 55 28 18 23.4 ＂ 

II 252 
DD315 Va (21) (11) 6 (1.5) II 

” 192 C Q382 IV 71 39 ， 24. 3 ＂ IV 5 
D838! IV 20 19 ， 3. 3 珪 II 197 両ハ C 2379 D 44 45 12 20 9 ＂ 

II 35 
C Q387 II 33 33 13 13. 1 II 

＂ 203 C P378 ＂ 70 56 17 71 ＂ ＂ 37 
表採 17 33 10 3.8 玉珪 ill d 207 0B383 ＂ 67 54 14 55.2 ＂ 

II 77 
C Z397 IV 29 19 7 5 3 9 珪 IDb 218 C Z378 II 57 35 10 21 0 ＂ 

II 84 
216 DD318 Il 34 17 3 2 4 玉珪 ＂ 221 両 D8375 II 36 55 11 113 ＂ ” 86 
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図版
出士

層
最大計測値

石質 分類
整理

備 考地点 長（皿）幅（口）厚 (mm) 甫 Ig) 番号 屈版
出土

層
最大計測値

石質 分類
整J!I!

備 考地点 長 (ma) 幅 (mm) 限 (ul 重 Ig I 番号
CM382 I 25 15 4 1.6 ＂ 

II 87 C0385 29 14 6 2. I ＂ ” 290 折
DA378 

＂ 
34 23 10 5 5 天珪 IV 88 105-224 DD379 

＂ 
26 22 7 4.3 玉珪 ＂ 319 両

DA378 ” 58 46 12 38 I 珪 ＂ 101 225 表採 26 16 5 21 ＂ 
II 325 向

DB378 IV 41 39 8 15.0 " ＂ 106 218 DB375 I 24 19 ， 4 5 ＂ ” 326 面
CQ387 Il 33 26 8 9 5 ” ＂ Ill 101~154 D0382 Va 41 32 15 22.3 II Ila 211 両
DC377 ” 53 ， I 16) 13 (7 5) II ” 115 104-201 CT387 

＂ 
51 32 11 ll.4 珪 Il i 49 折

CF381 II 29 35 11 12.3 ” ” 117 105-204 C0384 IV 39 40 12 15.5 ＂ ” 96 折
0B380 II 62 32 22 40.9 ” ” 119 C Z381 ＂ 22 (15) ， I 2 81 玉片 II 196 
C0387 I 40 32 13 16 4 ” ” 120 DC378 

＂ 
51 29 7 15.6 珪 illb 90 

CW383 Il 32 35 8 10.4 II 

” 125 
DC378 II (25) (21) 6 (2 2) II ” 129 

C R382 ＂ 24 23 6 3. I 閥 ” 193 
DD379 II 19 21 7 3.8 珪 ” 234 両ハ

DA378 ＂ 34 28 ， 2.3 II ” 130 C Z378 IV 35 20 8 6 1 玉珪 ill C 206 両
106ー 233 DC384 ” 26 35 13 II 6 ” II 137 DD382 60 13 19 110 珪 ill d 210 

DC378 IV 37 33 12 18 4 II II 144 CW386 

＂ 
15 22 4 1.1 II illi 191 ’‘ 

234 56 42 . 12 20 6 ＂ ” 157 DE378 (19) 11 6 (2. I) II ” 229 石鎌？
DE379 

＂ 
41 53 16 40 4 II II 159 表採 (20) 14 3 I o 6) ＂ IV 225 

DC375 ” 37 38 14 15 1 " II 162 D8375 IV 49 41 13 23.1 " Ile 23 
C0385 II 75 55 16 67 II ,, 179 106-231 BC432 

＂ 
43 68 12 40.6 珪 Il d 141 IV-2区

DC378 ＂ 37 25 ， 8, 7 ” ” 189 232 B Y432 IV 81 42 15 53 8 II Il b 145 ＂ C Z381 IV 32 32 12 11 8 玉珪 II 195 230 BW382 ＂ 15 89 16 138 ＂ Ila 10 II 

C Z381 ” 34 23 1 6 9 珪 II 198 B K427 I 53 55 25 75 玉珪 fflb 60 II 

0D319 

＂ 
26 47 12 20. 5 II II 213 BA412 I 27 21 ， 5.5 珪 Di 281 ,, 折

C R380 ＂ 30 35 11 13 3 ” II 214 BC412 ＂ 24 19 ， 4 5 II illb 327 II 

DE378 ＂ 28 47 13 17. 3 玉珪 ” 222 B 1427 ＂ 30 40 11 10. 5 ＂ mi 328 II 折

C0384 II 37 25 8 8 3 珪 II 236 II ” 53 32 13 29 7 ＂ Ila 332 ,, 
DC378 II 27 30 12 8. 2 II 

” 239 
DC378 II 45 40 ， 11.6 ” ” 243 

AW412 Va 30 25 4 2.7 II IV I 330 II 

II 

＂ 44 42 IO 26.2 ＂ II 33] ,, 
CW384 IV 63 30 15 26 9 ” II 244 表採 18 15 7 2.2 ＂ ” 329 

，， 

DC378 D 47 38 ， 19.5 ” II 246 B E427 41 13 6 3 6 II IDb 13 II 

表採 31 37 10 121 ” II 248 147-66 B0156 
------------

Il 65 45 12 34 0 珪 Il b 4 IV区
C Z383 Il 36 31 ， 8.0 ” ” 249 BB!82 m 27 37 7 9 5 II ffi a I II 

C Z379 ＂ 31 30 16 20.8 II 

” 250 68 B LI56 

＂ 
59 45 15 37 9 " me 3 II 

DE378 I 43 33 7 IO 6 II II 253 BS 157 m 57 29 II 11.4 " mb 8 II 

DA382 Il 58 26 13 14 3 ,, 
＂ 255 67 BWI51 m 52 28 12 18 5 ” 

,, 
II " 

DE315 ＂ 28 21 10 4 2 II 

＂ 257 BQ!56 

＂ 
47 42 12 25 0 ＂ IV 5 " 

DF376 Va 35 35 8 12、7 II II 258 BQI54 m 47 39 13 20.6 ＂ 
II 6 II 

DE377 Il 39 34 13 23 8 珪 N 259 B S156 II 40 42 13 23 9 ” II 7 ＂ CT382 ” 54 52 16 60 0 ＂ 
II 260 2 Ir I 48 69 16 62 チ IDb 111区

C 2379 ” 39 35 11 16 8 II II 261 175-2 4住 3 I 411 I 26) 10 (10 7) 玉珪 Ile ＂ DC378 ＂ 38 32 ， 10 4 ＂ 
II 262 3 II II 36 35 7 9 3 " ma ＂ CT382 II 24 25 13 5 9 II II 264 4 11住 7 I 26) 30 8 I 7 61 珪 Ila ＂ 
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屈版 1 出土 層

最大計測値
石質 分類

整理
備 考地点 長(mm) 幅 (mm) I'/-(mm) 重Ig I 番号 屈版

出土
層

最大計測値
石質 分類

整理
備 考地点 長 (mm) 幅（四I l'f. (1ml 重Ig I 番号

＇ 14住 2 32 18 10 4. I 玉珪 IV II CV387 I 41 31 12 17.3 ＂ 
II 15 

9 南斜面 I 85 54 31 94 " I " CV382 

＂ 
25 24 1 5.9 珪 II 17 ,, 

” 36 40 14 19.0 珪 m ＂ 240 C 0384 II 33 21 5 5.5 玉珪 ＂ 21 
6 " II I 401 16 11 (10 4) 玉珪 Il b ＂ DC378 ,, 26 18 5 24 II II 24 

II 

” 38 24 11 11.0 珪 皿 II C 2386 ＂ 33 20 6 4. 7 珪 II 25 
7 II 

＂ 35 21 IO 7 0 II Ilg ＂ 107-251 C R383 IV 22 19 8 3 8 玉珪 Ila 29 
G類靴形石箆 CY382 D 22 21 IO 4 3 II II 30 I 99-115 j C 0315 j I 99 j 50 j 1 48.1 j珪 1 243 DD319 " 29 22 8 8 4 ＂ ” 32 
H類 ピエス・エスキューユ 249 DC378 ” 23 18 8 3.5 ＂ ” 44 

JH フ 18 15 5 1.5 珪 Ila 12 DC377 " 26 16 6 3.3 珪 ＂ 54 
22- 4 II ” 32 33 8 11 I " ma 78 C Q387 I 32 30 10 11.5 " II 57 

!OH II 30 27 8 9 0 II Db 74 表採 20 22 8 3 9 玉珪 ＂ 61 
14H ” 47 20 10 8 6 玉珪 ma 108 253 表採 29 33 ， 1.9 ” Il b 36 一部調整痕
7土 II 27 26 7 5 9 珪 Ila 79 255 DE377 IV 24 30 7 5.3 珪 II 37 
30士 ＂ 28 17 7 3.5 玉珪 ma 96 CR379 

＂ 
26 16 8 3 6 玉珪 " 40 

58~13 34士 ＂ 26 23 8 5 4 ,, I a 75 DC319 IV 26 27 10 6. I 珪 II 68 
59-10 64土 II 24 IO 8 2.1 ” ma 99 破片？ 244 DA376 IV 27 20 10 7. 7 宝珪 ma 6 
60~3 86土 ” 28 25 10 7.0 珪 Ila 23 250 DC379 I 29 16 8 4.3 珪 ” 8 
60- 5 105土 ＂ 20 8 7 1.3 玉珪 !Va 100 破片？ 257 C0384 

＂ 
24 21 7 4. 1 玉珪 ” IO 

60- 8 I]]七 ＂ 23 19 7 3.3 珪 !Va 70 0D378 ,, 23 16 IO 4 4 II ” 19 
60-10 112上 II 23 19 7 34 II II a 73 DE379 II 34 22 8 6.0 珪 II 27 

DA389 Il 46 36 14 20.6 玉珪 I a 7 DE377 ,, 22 19 6 2.6 玉珪 " 33 
107-245 0B381 N 32 26 10 12 I ” II 18 256 DB319 ” 26 16 8 3. 6 ＂ ” 39 

C0384 Il 38 26 10 10.4 珪 ” 26 DD319 N 42 20 15 16 5 珪 ” 41 
106-238 表採 24 21 12 7 0 玉珪 ” 28 表採 18 17 6 2.0 韮珪 ＂ 46 

241 C 0377 IV 29 22 13 8 3 ＂ ” 86 ” 23 18 ， 3 3 ” ” 48 
239 CV382 Va 27 16 7 4.0 珪 ” 87 258 " 23 19 6 2.5 ” ” 51 →辺に講整剥離

表採 27 20 8 4 5 玉珪 ,, 94 II 26 26 10 7 6 珪 ll 55 
CQ381 IV 20 28 7 4.3 " ” 95 " 21 17 6 2.6 ＂ 

II 58 
表採 20 13 IO 2.4 ” ” 102 CQ387 IV 25 29 8 5. I ＂ ＂ 59 
C Z381 

＂ 
30 30 ， 3 5 珪 I b 3 表採 18 II 7 1 7 玉珪 II 65 破片？

CR383 IV 23 22 8 44 ＂ 
II 38 DD375 Il 35 21 12 7.8 珪 ＂ 97 

CR383 ＂ 28 25 11 7 7 ” ＂ 66 C¥382 IV 42 33 12 14 8 ” ” 107 DC378 

＂ 
28 19 8 4 3 玉珪 II 91 一部調整痕 CN379 

＂ 
23 18 7 2 3 ” ” 109 DB398 IV 40 42 7 17.0 珪 ” 12 IV-2区 表採 15 22 7 2 0 天珪 illb 31 ビ細

C0382 II 19 26 6 3. 2 II II 60 II 18 17 8 3.0 II 

＂ 11 
DA376 ＂ 34 18 6 4、2 ＂ ＂ 67 259 CW382 Il 25 21 7 3 8 ” ” 11 
CV383 II 19 28 ， 6 3 玉珪 II 16 260 DC377 ＂ 21 17 7 2.5 ” ＂ 14 凋整剥離
表採 24 22 8 5.0 ＂ Ila 2 一辺に調整剥離 261 表採 20 20 7 2.8 ” ＂ 102 調整やや粗い

DC379 IV 26 27 ， 8 0 珪 ” 104 調整粗い

CY382 Il 24 18 7 4.0 宝珪 IV a ， 
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図版
出土

層
最大計測値

石質 分類
整理

備 考
地点 長(..)幅 (DD) 原 (mm) 重Ig) 番号

図版
出土

層
最大計測値

石質 分類
整理

備 考
地点 長(..)幅 Imm) I厚(..)重 (g) 番号

0D311 ＂ 25 22 ， 5 2 II 

＂ 13 DD378 Il 41 26 10 11.4 ＂ ” lll 
DC379 ＂ 25 25 7 3. 5 ＂ 

II 16 CY382 ＂ 27 23 ， 6.3 II ,, 113 

107-266 CM376 IV 36 23 10 11 8 宝 ＂ 20 表採 24 18 7 3.0 II // 115 

DC378 Il 27 17 8 3. 1 玉珪 ” 22 DC378 Il 26 26 14 9.5 珪 ＂ 120 

表採 18 18 6 2.2 珪 ” 42 CY382 ＂ 37 30 10 11. 6 玉珪 ＂ 121 

DC376 Il 28 13 7 2.6 玉珪 II 43 ＂ N 41 30 13 17.5 ＂ 
II 122 

CW382 II 24 16 8 3,0 II II 47 DA379 ＂ 40 27 11 15 6 珪 ＂ 124 

263 DA382 N 21 17 7 2.5 ＂ ” 49 C¥1387 Il 29 11 8 4. 7 玉珪 ＂ 130 

DC318 ” 19 19 6 2 2 II II 50 DC377 IV 41 33 13 15.9 珪 II 141 一渚が平坦、石核？

265 DA381 ” 17 15 7 21 ” II 63 C Y382 

＂ 
39 17 13 8.0 玉珪 !Va 116 

CU386 Il 31 19 ， 6. I II 

＂ 69 C 0384 " 31 28 7 3 5 II II 118 破片？

C G382 IV 32 25 7 6. 7 珪 II 80 DC378 ” 27 15 ， 2. 9 II II 132 

DC378 ＂ 33 21 ， 7.0 宝珪 ＂ 82 II ” 31 27 8 4.3 ＂ ” 133 
DD378 ” 20 24 5 2.5 II ” 84 II II 24 17 5 1.8 ＂ ” 134 破片？

DC378 ＂ 30 14 8 3 3 II 

＂ 88 -—辺に調整剣離？ C R382 II 31 18 ， 4 5 II 

＂ 136 

264 DA311 a 16 13 6 1.4 韮 ＂ 89 CY382 // 25 25 8 6.8 II II 137 一端が平坦

C 0385 IV 21 17 8 3.0 天珪 II 92 ” II 27 27 ， 7. 0 II Nb 119 

C0384 N 32 18 8 4.0 ＂ ＂ 98 C Q382 

＂ 
25 16 11 4. 2 珪 ” 140 一端が平坦、石核？

DC377 

＂ 
34 38 8 12.0 珪 II 106 表採 30 20 6 5.2 II I b 4 

269 C Z380 II 18 17 6 1.7 玉珪 !Vb! 45 254 DC377 II 27 22 6 3 9 玉珪 Il b 53 

C Z38! IV 24 16 7 2 5 ” II) 52 252 DE381 IV 32 27 7 3. 7 ＂ 
II 1 

表採 14 16 6 1.0 II "2 83 C R383 II 24 20 6 4.1 珪 II 34 

DA382 Il 24 16 8 2. 7 ＂ 
IIJ 85 D0375 Va 28 20 6 4 7 玉珪 ＂ 35 

表採 28 16 7 2 6 II 112 90 調整 CW383 IV 34 31 11 15 6 ” !Vb 不201

271 DC382 

＂ 
23 23 ， 5 4 珪 1Vc2 5 全面調整剖離片 262 DC381 

＂ 
32 11 10 3. 7 " IV a 破片不341

CM376 IV 34 35 8 ll.5 II II] 56 60- 6 llll: フ 26 20 8 4 7 珪 Ila 20 
------------- ------

C 0382 IV 26 23 6 4. 2 ＂ "I 62 BA428 I 40 26 12 13 5 玉珪 I a N-2区

267 CN379 ,, 21 20 6 2 9 ＂ 112 81 一部調整剥離 I類爵製石斧

270 DA382 

＂ 
47 38 14 23 7 玉珪 II 105 14- 1 8H 7ク (81) 43 26 I 151) 緑凝 I 68 刃

268 C Z380 IV 17 15 5 1.2 ＂ 
II 103 14- 2 " // I 100) (45) 30 I 213) 閃 illB 67 刃欠甚

4H フ 26 24 10 7.3 玉珪 Ila 131 ＂ ” (43) 31 23 (41) 輝 illD 69 甚

CM376 II 36 23 11 11 9 玉 I a 114 61~2 6七 ＂ (61) 45 (26) I 106) 輝賑 ＂ 70 刃

l⑯ -236 DD380 IV 20 18 8 3 7 玉珪 ＂ 117 108-16 C 0381 Il!V 40 25 8 12 ＂ I 3 

106~242 CM376 II 36 24 11 9 2 珪 I a 139 109~7 DB378 ” I 63) (41) (19) I 74) 緑凝 II 40 甚、再利用

CY382 ＂ 24 20 10 6.0 玉珪 I b 135 DA380 ＂ I 571 59 (14) I 75) II 

＂ 97 刃部、スリ切リ

CY382 II 26 19 11 5.8 ＂ Ila 112 CV382 Va 52 19 IO 16 貞 II 62 

0D382 " 42 28 IO 11.0 ” II 123 108-10 CY382 Il!V 37 16 7 7 緑凝 IDA I 

C K382 ＂ 24 17 5 21 ” II 125 108-12 DE376 II 32 20 7 7 ” ＂ 2 

C 2378 ” 32 27 12 11.0 ＂ 
II 126 !08~14 DC379 ” 48 26 10 21 ＂ ” 4 

107-246 DC379 ” 33 18 11 6 0 珪 ” 138 
CY379 IV 46 25 12 17.3 玉珪 皿a 110 
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図版

出土
層

最大計測値
石質 分類

整理
備 考地点 長 (mm) 幅 (m■) 厚(mm) 重 Ig l 番号 図版

出士
層

最大計測値
石質 分類

整理
備 考地点 長 (mm) 幅 (u) 限(ma) 重 (gI 番号

108- 4 CM378 IV 100 42 23 144 閃 ” 10 完 109- 6 CT385 ＂ (85) 49 (22) I 1791 輝 ” 90 甚欠、敲転か？
JOB~15 CY380 UN 32 17 5 6 緑凝 II 95 基欠 CT386 I (95) I 511 (29) I 2211 閃 " 91 基欠
108-11 C Z378 II 47 11 6 4 ” ” 96 完 C Z379 UN (91) (45) I 27) (170) II ” 92 甚欠
108-17 DD378 ” (22) I 111 I 81 (3) ” ” 6 基 109-12 CY380 ＂ (88) (41) 27 I 1s1) ＂ 

II 93 刃基欠
108-19 CU384 Il (21) I 221 (9) (6) 頁 ＂ 7 基 大 (I) 表 (86) I 661 (37) I 3031 安 II 109 
108-20 DC377 IlN I 36) I 231 (7) (7) " ＂ 8 基 108~22 DD374 UN 60 39 20 55 閃 me 20 完、再加工
108-3 CX379 Va 96 44 I 23) (145) 輝 II 15 刃欠 108-7 C Z380 ＂ 109 44 24 190 ＂ ” 85 完
109-10 C R383 UN I 79) (36) 22 I 931 閃 ” 19 刃欠 109- 1 CT383 ” ll8 51 33 329 " II 86 完

CY382 Va (49) I 361 I 201 I 471 緑凝 ＂ 33 基 108-24 C 0373 

＂ 
(59) 38 (25) (98) ” mo 24 甚欠

109-11 CN379 I (921 (45) 26 (168) 閃 ” 56 刃欠基 C Z384 IllV (60) 42 (30) (106) II II 25 J) 
C0315 m I 331 26 I o 61 I Bl 輝凝 ” 64 刃 DA385 " (39) (48) (19) (47) ＂ " 26 刃

109~3 0B377 Il!V (54) I 28) 10 , I 23) 緑凝 ” 94 甚欠 108-23 DB372 II (53) 34 (17) (46) 輝 ＂ 27 刃
108-2 CX383 ＂ 121 48 26 222 閃 IDB 9 完 0D379 // I 54) 37 (20) (50) ” ” 28 刃

CN384 

＂ 
92 36 22 104 ” II 55 完 DC378 " (62) (37) (24) I 92) II II 34 基

C Z377 ＂ 151 47 32 358 II II 15 完 CV383 ,, (42) (36) (24) (48) 閃 II 35 基
108-5 CM376 ” (86) I 43) (24) I 149) II II 

11 }接合、基
DC379 ＂ I 501 45 I 241 I 69) ＂ ” 12 刃

C0385 II I 53) I 351 (24) I 601 砂 II 36 基
C0380 ” (66) I 451 (30) (l06) II ” 37 基

123 45 I 25) (218) ＂ ” CY381 II (57) I 35) (28) I sol 閃 ” 38 基
108-6 DD382 IlN (llO) 42 26 (21Mi) II " 14 刃欠 DE379 II I 58) (41) (27) I 97) II II 41 基

DA377 Il!V I 901 (45) 24 (53) 安 II 16 基 CY378 DIV I 661 I 42) I 301 (119) 輝 mo 42 甚
109- 5 CV386 ” (95) 43 26 I 1771 閃 II 17 刃欠 DC377 ” (39) I 351 (22) (31) 閃 II 43 基
109-2 DD37S IV (103) 48 31 I 236) ＂ 

II 18 頭欠
JOB~9 DD374 ” (71) I 421 (27) (143) " ＂ 21 甚欠

10s~1s DC378 

＂ 
(32) (23) (13) I 151 輝 II 44 甚

108-21 DA378 IlIV I 30) (26) (15) I 191 緑凝 II 45 甚10s~s DD378 UN I 771 43 I 261 (145) ” II 22 基欠 DD379 

＂ 
I 38) (32) (22) (37) 輝 " 46 晶

109-9 CV382 IllV I 861 44 (23) (172) 閃 mB 23 晶欠 表 (37) I 32) (26) I 331 凝 ＂ 47 基
C0378 Il!V (38) I 40) (24) (47) ＂ 29 }接刃
C0377 Il (87) (45) (28) (184) II 

＂ 50 基
D E376 Va I 741 I 481 I 301 (154) 閃 ” 48 中

DC378 UN I 531 (48) (31) I 1341 II 

＂ 49 中
115 28 C R380 Il I 32) - I 251 I 44) ” II 52 刃

CM377 Va (145) (53) (31) I 4181 II ” 30 刃欠 CM375 " I 96) I sol (33) I 2591 " ” 53 刃欠甚109~8 C P379 III (59) 41 28 I 127) II 

＂ 31 基欠再利用 CJ 319 Il I 57) (39) (26) (83) 輝 ” 57 甚
D038! Va I 931 (47) I 311 I 1651 ” II 39 刃欠基 CF375 I (51) (38) (30) I 781 閃 ” 58 基
DE376 Il I 881 (49) I 31) (162) ＂ ” 51 }接基
CX361 

C P384 Il (43) 41 ， (26) 砂 II 60 刃
DD373 II I 211 (48) (15) I 141 緑凝 II 65 刃一部

153 49 28 333 DC377 II I 131 (29) 0 7 I 2) II " 66 刃一部
DD379 ＂ 100 I 41) 23 I 1531 II 

” 54 刃欠 D8379 ＂ (68) I 381 (271 I 881 閃 ” 19 基
DE376 Il I 99) I 33) I 2141 II ” 59 刃、縦割 C Q382 II (52) (35) (26) I 481 砂 II 81 基
CX381 ” (86) 52 I 311 (211) II ” 76 刃 DC378 ” (50) I 301 I 231 (54) 安 ” 82 某

109-4 DC318 ,, I 561 (37) I 2s) I 72) 輝 ＂ 84 某敲転用 DB376 。IV (40) (42) (27) I 19) 閃 ＂ 98 胴C Z380 Il!V (98) (43) 26 (152) II 

” 87 刃欠 0B375 II (40) (34) I 23) I 37) 安 ＂ 100 基
D8375 II (127) I 481 32 (314) 閃 ＂ 88 刃欠 CT386 I I 781 (45) I 261 (147) 閃 ” 101 基DB377 " (112) (49) (29) I 224) ” II 89 刃欠 D8375 IlN (72) (41) (29) (123) ＂ ” 102 基
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団版
出土

層
最大計測値

石質 分類
整理

備 考
地点 長 Im●)幅 (mm) 厚 Im■) 重 Ig I 番号

因版
出士

層
最大計洞Il 値

石質 分類
整理

備考
地点 長 (u) 幅 (mm) 厚 (u) 袂(u) 璽Ig l 番号

C 0386 II (65) (37) (24) (89) ＂ ” 103 基 DB317 ” 71 40 20 34 81 ＂ ＂ 5 

DB375 ” (55) (42) I 281 (94) ＂ ＂ 104 基 110-9 C0319 II 78 69 21 62 141 ＂ DA 7 

CV383 II (55) (48) (24) (72) II 

＂ 105 甚 l!O-15 C B37? ？ 74 58 26 71 119 ＂ ＂ 8 

DB373 ” (45) (341 I 14) (51) ＂ 
II 106 甚 110~4 DC380 Il 12 54 25 70 157 ＂ ＂ 

， 
CM383 Il I 39) I 25) (4) I 61 安 ” 107 刃 no- 6 CV387 " 85 71 30 81 235 ＂ ＂ 10 

CN378 ” I 59) (38) (25) I 651 II 

” 108 基
--------

110-8 DF375 ＂ 100 94 39 94 493 ＂ ＂ 11 

108- I B 0442 N 114 45 26 218 緑凝 I 13 完擦切、 IVー 2区 llO- 7 DC379 II 105 92 21 89 266 ＂ ＂ 12 

C B375 N (52) I 36) I 22) (63) " ” 99 基 110-16 DC378 ” 89 61 30 88 236 ＂ ＂ 13 

108-13 B0472 I 44 13 8 ， II IDA 5 110- 5 DE375 10 52 23 66 89 II 

＂ 14 

-B --14-21 ----＂ I 821 I 44) (29) I 163) 閃 mo 83 基 llO-ll CK377 Il 95 69 21 77 232 " ＂ 15 
---- -----------

148- 1 141 53 32 453 頁 I D6 ＂区 110-10 CT381 ＂ 74 49 21 66 108 ＂ ＂ 16 

176-7 7H フ 65 31 15 49 緑凝 mA 77 完 CX384 II 56 49 16 50 58 ＂ 
II 133 

177-4 南 I 8711 ) 
42 (20) (841 緑凝 IDA 78 刃某欠

177- 3 雨 49 21 172 閃 IDB 409 

DC377 ” 92 47 23 39 127 II llBa 17 

DC378 ＂ 112 80 42 75 462 II ff 22 

I南 (30) I (84) (48) (34) I 191) ＂ ＂ 80 基 DD379 ＂ 93 14 20 69 189 II II 26 

J類打観石芹 ll0-12 CQ372 ＂ 67 45 17 39 57 ” ＂ 27 

109-15 C 0380 Il IV 115 61 24 216 輝 I 32, 甚欠 C P382 " 88 63 28 61 229 ,, 
＂ 29 

C S 381 Il 60 37 11 31 チャ II 63 DD377 // 69 48 21 45 97 ,, 
＂ 30 

C K371 11 91 62 23 159 輝 II 74 完

109-14 I DC378 11 142 41 28 155 貞 Il 72 完

I 0D380 11 (58) (54) (21) (85) 砂 II 73 

DA382 ” 86 68 20 48 143 ＂ ＂ 33 

CW387 " 73 52 20 51 134 ＂ ＂ 36 

DF377 ” 107 53 35 46 214 II II 37 

環状石斧 DA377 ” 110 66 31 56 360 II ” 38 

I 109-13 C 0374 I Il!V I (75) (50) I (16) I (81) I輝 I I 11 llO-14 D E374 

＂ 
88 61 29 52 205 ＇ IlBa 39 

k類石錘 110-13 DA373 ＂ 60 55 24 41 50 ＂ ” 40 

図版
出土

層
最大計測値

石質 分類
整坪

備考
地点 長（●ml 幅 (om) /'f (mm) 袂(ma) 重 (gI 番号

DD378 ” 879 2 
49 27 49 169 ＂ 

II 42 

CR383 ” 65 14 47 11 ＂ ＂ 98 

14-5 8H フ 67 49 20 45 68 安 IlBc 209 110-17 DF375 " 96 94 31 88 397 ＂ IlBb 6 

" ” I 60) I 59) I 25) (82) ＂ DA 211 llO-22 DE380 I 86 72 27 63 2ll ＂ ＂ 21 

16-13 llH ” 112 66 24 58 229 " IlBc 225 lll-4 DD378 Il 93 62 28 53 187 II II 23 

61-JO 6土 74 50 23 43 88 ＂ ＂ 251 DA378 " 88 57 23 48 156 ＂ ＂ 24 

61- 3 " 100 63 29 58 152 ＂ IlBb 253 lll- 3 0D377 II 76 65 28 60 199 ＂ ＂ 25 

61-8 60土 m 99 75 33 66 281 II ITBc 249 110-20 DE379 I 90 72 26 64 230 ＂ 
II 31 

62-6 Bit フ 12 63 21 58 119 ＂ ＂ 261 DA377 IT 90 67 31 56 185 ＂ 
II 34 

62-8 102+ ＂ 113 95 38 86 425 I ,, IlBa 265 

62-11 116土 II 84 65 

. ＂ I 

58 22} II IlBc 271 

110- 3 DC377 

＂ 
66 52 52 58 ” I I 

110~2 DC316 ” 97 54 34 47 244 II II 2 

110- I C0382 ＂ 129 63 22 55 193 II 

＂ 3 

0D377 ＂ 77 56 25 53 110 II 

＂ 4 

DC378 ＂ 73 50 17 41 72 II II 35 

lll-6 DD374 ” Ill 68 36 65 366 ＂ " 43 

110~19 DC378 ” 98 76 17 62 134 II ” 44 

no-21 DA380 II 74 55 18 47 llO ” ＂ 46 

111~7 DB378 " 69 61 24 57 156 " ＂ 47 

DC376 ” 94 52 24 52 164 ＂ ＂ 48 

no~1s C S387 I 48 36 14 33 30 ＂ ＂ 49 

CN383 Va 98 55 34 50 237 ＂ 
,, 58 
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悩版

出士
層

最大計測値
石質 分類

整JII'
備考地点 長 (mm) 幅(..)厚 (m■) 袂 (mo) 屯 (gI 番り 図版

出土
層

最大計測値
石質 分類

整理
備考地点 長 (mm) 幅 (DID) I厚(mm) 扶(om) 重 Ig) 番号

＇＂ rn~I C 2378 Il 90 72 21 64 179 II 

＂ 61 DA319 IV 81 46 23 41 98 II 

＂ 90 
C P382 ” 85 67 25 48 158 ” " 84 DC375 IT 94 64 29 53 189 " ＂ 91 
DC377 

II I 97 74 26 69 198 II 

” 89 
DE379 ,, 109 53 31 46 192 ” ” 111 

Ill-18 DF375 II 80 56 18 51 94 " ＂ 92 
DC374 ” 81 65 20 59 176 ＂ ＂ 93 

DC376 ＂ 66 52 18 45 15 ＂ " 124 CN381 79 60 26 54 153 ,, 
" 94 

表採 87 63 23 53 141 II 

＂ 132 DA380 II 68 62 23 56 104 ＂ 
II 95 

111-17 DA377 

＂ 
105 49 24 43 200 ,,. IlBc 19 C Q382 II 100 73 18 64 199 ＂ ” ％ 111~10 CN38! 65 40 17 36 57 凝 ” 41 CU383 " 105 95 33 62 276 ＂ 

II 91 
DA377 Il 80 50 24 40 119 安 II 51 DD377 ＂ 93 I 64 30 45 202 ＂ 

II 99 
CQ378 101 71 25 64 190 ＂ ” 53 CY381 ＂ 94 55 23 49 167 ,, 

＂ 100 
0B378 N 78 58 26 55 131 II II 54 D E377 ＂ 80 59 31 50 175 ＂ ＂ 101 
CY38l Il 78 50 21 44 66 ＂ 

II 55 DD378 ” 91 62 29 60 242 ” II 102 
111- 5 C Q380 II 94 92 28 83 347 II II 56 DA376 ＂ 81 61 21 54 147 II ,, 103 
llJ~8 DC378 " 120 76 28 73 396 " ” 57 lll-11 CY382 ＂ 115 63 26 56 198 ＂ ＂ llO 

DA377 ＂ 86 60 29 51 114 ＂ ＂ 59 DD374 " 80 67 20 59 110 ＂ 
II ll7 

DA373 ” 98 67 37 62 224 II 

＂ 60 DD318 ” 119 83 48 77 489 凝 ＂ 131 
DC375 Il 121 86 31 76 388 ＂ IlBc 63 DB378 II I 891 (70) (23) (190) 安 IlB 106 
CM373 II 91 57 24 53 170 II 

＂ 64 CY387 ” (99) (80) (27) (313) ＂ " 107 
D8378 II 74 60 25 51 140 II II 65 DE376 Va 113 I 641 I 39) I 3741 II 

＂ 108 
111-15 DE377 II 73 47 24 45 96 II 

＂ 66 DA373 a 91 I 60) I 241 (150) II " 109 
C0380 ” 104 64 28 61 186 ＂ ＂ 67 DA377 " 74 (55) 25 (155) II 

＂ 112 
CU382 Va 120 85 39 79 402 ＂ ＂ 68 DE377 ” I 72) 42 (17) (86) ＂ " 113 
C L380 Il 87 70 48 64 257 ” ” 69 C Q377 " (100) (71 I (25) (225) II 

” 114 111-16 0B377 ＂ 89 64 42 56 257 II 

＂ 10 0D377 II I 72) I 421 I 191 (72) 
＂ ＂ 115 

ll!-13 C Z382 ＂ 70 52 20 49 93 ＂ ＂ 71 C X381 ＂ 98 (57) 38 (301) " II 116 
111-14 表 47 47 24 44 71 チャ ＂ 72 DC378 ＂ I 431 I 601 25 (77) II 

＂ 118 
0D377 

＂ 
45 30 10 27 17 安 II 73 CY378 II 83 I 62) 31 (219) ” ＂ 119 

DE373 ” 104 55 31 47 223 II 

” 74 DC376 " I 631 (79) 25 I 158) II 

＂ 120 
CM379 II 108 64 27 57 209 // 

＂ 75 0B378 ＂ 68 I 481 I 191 (75) ＂ ＂ 121 
DD379 II 105 65 32 58 256 II 

＂ 76 (85) 74 (19) (151) " ” 123 DC374 II 90 53 22 52 154 ＂ ＂ 77 CW384 Il I 71) I 481 (21) (102) ＂ ＂ 125 
DC381 " 92 70 33 63 245 II II 78 表採 (88) (49) (32) (165) " ” 126 CN374 ＂ 69 51 21 41 114 ,, II 79 DB380 

＂ 
18 (56) (18) (91) 

＂ 
II 127 

？ 81 65 26 64 195 II II 80 C S381 ” (99) (70) (27) (224) ” ” 128 DD377 n 83 68 35 61 247 ＂ " 81 C Z384 // (70) I 571 I 181 (106) ,, 
＂ 129 

DA375 ＂ 69 62 21 53 127 " // 82 DE378 ” I 65) (58) (17) (78) ” ” 130 D E377 ＂ 83 52 20 46 ll5 ” ” 83 DE377 II 98 70 26 205 ” m 18 
lll-9 CY385 ＂ 64 59 17 56 98 ” ” 85 DF373 // 130 77 44 66 495 ＂ 

II 28 
CV385 ＂ 81 65 27 55 189 ＂ ” 86 CW383 II 97 58 30 222 ” II 32 
D8378 II 76 56 20 47 80 ” ＂ 81 DB377 II 77 68 20 62 162 II 

＂ 50 
CR385 ” 91 60 30 58 199 // 

＂ 邸 Ill-19 C R383 ” 119 76 34 68 402 ＂ 
II 104 
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凶版
出土

層
最大計測値

石質 分類
整理

備考
地点 長 (mm) 幅 (ma) 厘(mm) 袂 (om) 璽(gI 番号

図版
出土

層
最大計測値

石質
機能面 整理

分類 備考
地屯 長(~ 幅1叫厚(~ 重(,} 痕跡面 長x幅日 番号

DF375 ＂ 119 (94) (39) (671) ” II 105 61- 6 26士 N 101 65 50 506 II スIJ 2 58X24 50Xl9 239 IE 

DC379 ＂ I 58) I 53) 22 (79) II 

＂ 122 ＂ 
II ()39) 78 55 (901) ＂ スリ I 74Xl2 238 IV 

C G374 I 106 91 26 72 310 ＂ IlB• 20 61- 7 38土 I b 62 53 51 228 ” 243 V 

lll- 2 C D377 II 87 65 29 59 168 ＂ IlBb 45 50土 7 (76) (75) (57) (159) II 245 圃C

CJ 386 I 115 79 21 72 269 安 HBc 52 62- 3 51士 100 46 22 157 ” 246 IC 

111-12 C 0373 II 65 63 22 55 94 ＂ 
II 62 52士 56 50 42 320 チャ 247 IlB 

-----------
B E432 ＂ (70) 69 21 (125) ＂ IlB 試1 !V-2区 53土 Il 112 I 581 26 I 301) 安 スリ 2 82Xl8 (44Xl9) 248 I Be 

- - --・-- ----

148~2 BW149 m 71 68 19 65 135 II IlA Dl VI区 61-11 65士 74 50 42 209 チャ 252 DC 

)48- 4 II ＂ 71 46 24 61 110 ” II D3 6J-9 II (77) I 47) (50) I 270) 安 250 V スタンヂ？

148- 3 BH!44 I 70 46 20 65 93 チャ II 18 67七 フ (106) I 911 (62) I 654) ” 255 IA l稜

148-6 BV!43 

＂ 
74 54 22 10 114 安 II 21 ” 121 62 36 404 ＂ 258 DA 

148-5 V143 II 65 54 17 59 64 ＂ ” 22 62- I 67士 フ 104 88 34 330 安 凹 2 43X25 39X20 254 illB 

111~9 南⑮ 表 llO 62 25 53 223 " Il& 406 渭区 19Xl8 

177-6 南⑬ I 78 51 25 44 59 凝 ＂ 407 62-4 12士 107 70 30 379 II スリ 1 9-0X24 259 I Bb 

L類敲磨器 62-5 14士 フ 170 66 43 805 ＂ スリ 1 J57Xll 260 IA 1稜

因版
出土

層
最大計測値

石質
機能面 整理

分類 備考
地点 長1叫幅[..j I厚(..j 重[,) 痕跡面 長x幅{-, 番号

62-7 86七 ＂ 93 87 32 351 II 凹 1 22Xl9 263 filB 

62~10 111土 ＂ 76 52 34 217 チャ 266 ITC 

8-10 IH 床直 111 29 22 IOI 安 203 IC ＂ ” 98 62 40 387 ＂ 267 ＂ 
s~11:" ＂ 94 33 15 67 ＂ 204 II II ” 71 54 39 195 ” 268 II 

8-12 II ＂ 123 56 26 328 II 201 DA 119土 (48) I 63l (41) I 212) 安 213 !Be 

9-11 2H 床下 150 81 38 807 ＂ スリ 1 79X12 206 I Bd ＂ 7 (66) (691 I 671 (464) II 272 IE 

10-7 3H 115 63 30 343 ＂ クボミ 1 18X17 207 mA 62- 9 131士 ＂ 132 54 36 279 II クボミ 2 73X23 !8X!5 274 me 

14-4 8H フ 115 52 27 151 ” 213 IC 75X25 

J4~3 II ” 63 57 42 201 チャ 210 OB 112- 4 C X383 

＂ 
184 105 55 1240 ” スリ I !36X21 38 I A 1稜、ナシ

16-11 9H pit2 82 61 43 304 ＂ 218 ＂ 
112~8 CW385 ＂ 156 96 65 985 ＂ スリ 1 134Xl5 42 II II 

＂ フ 87 73 42 419 安 220 IlC 113-6 DE377 II 144 67 37 516 II スリ l 125Xll 44 II ＂ 
!6-¥2 II ＂ 101 67 48 498 ” スリ 2 77X41 60X32 217 N タタキ 2 21X13 19X9 " ＂ 

タタキ 2 26Xl3 23X!6 112- 9 0B378 ” 141 79 62 1063 " スリ 1 96X38 46 ,, 
＂ 

凹 2 54X25 56X27 112- 1 CY378 II 148 59 49 118 II スリ 1 128X34 47 II ＂ 
18-17 !OH (73) (69) (48) I 3741 ” 223 I Ba ll2- 5 CC377 II 140 58 51 537 II スリ l lll X22 48 II ＂ 
18-18 II 70 62 53 273 II スリ I 36Xl3 221 ID C 0386 ＂ 128 83 46 704 ＂ スリ 1 7!Xl0 49 II ＂ 

llH 7 48 41 34 91 ＂ 119 ＂ 
C Q380 ＂ 121 76 59 747 II スリ 1 49X16 5J II ” 

12H II 53 47 37 113 ＂ 
720 II 112-3 C 2382 ＂ 109 72 50 567 ＂ スリ 1 80Xl5 52 II ＂ 

19-17 " I '" 61 59 47 153 ＂ 226 II 112- 7 DA382 II 176 69 65 1043 II スリ I 64Xl2 72 II ＂ 
19-18 11 ＂ 44 43 35 93 ＂ 228 II 113- 2 C 2379 II 123 76 43 495 ＂ スリ 1 105X13 31 " l稜甜I

19-16 II II (102) (77) (60) (133) ” 227 IE C P378 m 170 68 56 824 ” スリ 1 !53X26 39 " II 

21-10 13H II 146 71 67 1138 ＂ スリ 2 92X25 85X3l 230 II 113- 3 DC384 D 162 80 56 1082 砂スリ 1 127Xl5 40 II II 

14H ＂ I 114) (68) (63) (376) II 231 IV 113- 1 DE379 II 160 70 43 785 安スリ I 140X21 4J II ＂ 
61~1 6土 118 88 29 447 II スリ 2 67XJ4 69XJ5 233 !Be 112- 2 D8373 " 144 15 46 813 ” スリ I 107Xll 45 II II 

61-4 7± 100 79 49 574 ” スリ 2 44X23 58X25 235 IV 113- 4 DA374 IV 156 75 64 982 ” スリ I 132Xl3 14 II II 

61- 5 ilS士 フ 92 82 57 589 ” 凹 I 20Xi8 237 mA 112-6 DF375 Il 128 69 47 537 II スリ 2 112X32 55X24 54 " 2稜以上
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図版

出 t
眉

最大計測値
石質

機能面 整理
分類 備考

地点 長I"'! 栢（叫厚日咀(,) 痕跡面 長x幅臼 番号
団版

出土
層

最大計測値
石質

機能面 整理
分類 備考

地点 長1ヨ 幅1-1 If.I-I 盾[,) 痕跡面 長XI員1-l 番号

113- 7 DD377 ” 108 65 41 386 ＂ スリ 2 53X7 38X9 57 II II C U384 II 113 61 28 306 ＂ スリ 2 67X8 9!Xl6 91 II 

113-8 CU385 II 112 58 41 366 ” スリ 2 58Xl4 78X!4 60 II ” 115- I 0D377 II 94 63 37 318 ＂ スリ 2 80X23 26Xl3 10 I Be 
113~5 DA379 II 151 81 63 1159 II スリ 2 ll9Xl9 ll8Xl9 73 " II DC374 II 121 78 47 740 ” スリ 2 81X30 77X20 11 II 

DA376 V (94) (86) (42) I 454) ＂ 120 ” 115- 3 DA379 ” 120 77 36 511 ＂ スリ 2 85X20 63Xl4 12 n 

C Z378 Il (143) 87 62 (1073) 凝 125 ＂ 
114-10 DC380 II 116 72 36 499 ＂ スリ 2 65X!7 37X8 23 II 

C0377 

＂ 
I 150) 85 55 I 8981 安 126 IA 115- 2 DD378 " 106 64 32 324 ＂ スリ 2 31X5 42Xll 24 II 

DD380 ,, I 113) 75 I 551 (631 I ” 127 ＂ 
115- 4 DD377 II 94 71 40 401 ＂ スリ 2 52Xl7 28X9 26 II 

C0387 11 I 100) 72 I 56) (418) ＂ 128 II C Y382 II 123 85 39 591 " スリ 2 68Xl3 96X35 67 n 

381 II (103) (77) (48) I 4591 ＂ 129 II DC375 II 104 65 31 330 ＂ スリ 2 54X7 32X4 92 II 

CX385 " (90) I 651 (49) I 4281 ” 130 II ll5- 8 0B398 IV 118 61 30 436 閃 スリ 2 88X21 89X20 13 I Bd 

CU382 11 I 86) I 681 (60) (405) ＂ 131 ” 115- 5 CQ377 a 112 62 40 418 安 スリ 2 88X22 77X23 16 II 

CN386 11 I 93) I 82) (65) (676) II 132 II 115-IO DB377 ＂ 109 60 33 360 " スリ 2 69Xl9 62Xl8 )7 II 

CX379 ,, I so) I 93) (47) (381) II 134 II 115~7 DF375 ” 96 61 41 367 II スリ 2 58X20 61X21 20 II 

CU385 I (75) I 751 (48) I 4001 II 135 " 115~6 CQ380 II 99 58 24 203 ” スリ 2 48X7 44XJO 25 II 

CV384 Il (68) (80) (52) I 3171 ＂ 136 II DB377 " 124 89 48 851 ” スリ 2 48XJ7 7JX2] 53 II 

C Z384 II (65) I 771 (50) I 3221 ＂ 137 ” 115-9 C U382 Va 116 87 64 939 II スリ 2 54X26 49X27 55 II 

CD375 ,, I 68) I 69) (47) (272) " 138 II C0375 ？ no 73 37 463 II スリ 2 50X7 55Xll 58 II 

CW382 11 I 77) I 74) I 43) (278) II 139 ＂ DA376 ？ 109 70 43 544 II スリ 2 12X28 18X28 59 " 
C 1369 " (60) (65) (52) I 2361 ，， 140 ＂ 116- I CJ 314 Il 110 74 

“ 
5的 II スリ 2 70X23 74X22 4 !Be 

CT381 II (6J) (65) (62) I 241) ＂ 142 II タタキ 2 26Xl4 25Xl4 
CN386 ,, I 85) I 601 (33) (256) ” 143 ＂ CX383 

＂ 
107 84 54 783 ” スリ 2 58X27 53X3! 15 " 

CW387 " I Bl) I 64) I 571 (245) ” 144 II CY381 " 118 59 I 35) (325) II 110 I B 
C S382 11 I 61) (71) (40) (203) II 145 ＂ CW387 II (8J) (56) I 37) (286) II 111 II 

DA382 II (J24) 50 39 I 320) ＂ )46 II CW381 I (74) I 551 (30) (222) ＂ 112 ” CN377 II (82) I 101 (58) (338) ” 147 " DC382 Il (48) (56) I 41) (113) II 115 ” DC377 11 I 96) I 68) (48) (310) II )48 II C Q372 I (112) 74 40 (558) II 116 ” DE379 " I 58) I 62) I 29) (173) II )49 II CY382 11 (107) 66 I 35) (365) ＂ 117 " 
114- 2 DD377 II 92 75 33 346 II スリ 1 68Xl3 27 !Ba DC374 Il (121) 84 34 I 587) II 119 ” 114- 3 CV384 II 93 66 38 291 ＂ スリ I 69X20 29 II 0D380 ” 112 59 I 33) (306) /I 121 II 

凹 I l9XIO 0B373 " (54) (66) I 30) (150) II 122 ” 114~1 DA3? ” 91 71 39 395 ＂ スリ I 59X23 66 II 116- 2 0D378 ＂ 135 41 19 147 ” 96 IC 
DC378 11 (61) (55) (25) (128) II 114 II 116- 3 CN376 ＂ 101 34 13 80 ” 97 II 

DC378 ,, I 113) 93 36 (581) II 123 II 116-4 DD382 " 93 43 18 114 II 98 n 
CW382 II (72) I 771 28 I 184) ＂ J24 II DA398 ” 12 45 28 116 ＂ 100 ＂ DC374 ＂ 125 13 35 489 ” スリ I 98Xl5 30 I Bb 116-10 C P385 Il 118 39 20 128 安 101 IC 

114- 4 DC378 ＂ 101 68 30 295 II スリ I 70Xl9 32 11 116- 7 DA387 I 103 51 20 138 ” 102 II 

114- 5 DB378 ＂ 100 53 33 279 ” スリ 2 92X30 55X25 33 II 116-5 DC378 

＂ 
92 46 16 87 ” 103 ＂ 114- 8 CW386 II 100 55 23 205 II スリ 2 82Xl5 43X6 34 II 116-12 C S382 Va 86 25 23 60 流 104 II 

114-9 C R386 II 97 53 26 197 ＂ スリ l 71Xl3 35 II 

114- 7 DD375 " 97 61 25 253 II スリ 2 81Xl7 30X7 36 II 

116-14 DA377 Il 80 30 16 52 安 105 II 

116-13 CW384 I IlIV 77 32 23 65 チャ 106 ” 114- 6 DD378 Il 89 66 28 204 安 スリ 2 56X8 41Xl5 37 I Bb 116-8 DD377 Il 66 39 21 75 安 107 ” 
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図版
出＋．

屑
最大計測値

石質
機能面 整理

分類 備考
地点 長（叫幅1-i I厚1-i 軍(,) 痕跡面 長x幅1-l 番号

図版
出士

層
最大計測値

石質 機能面--整理
分類 備考

地点 長1叫幅(..j 限日重1叫 痕跡面 長x幅1.. 番号
116-6 0B398 IV (92) I 49) (16) I 1141 II 99 II C R386 ＂ 97 62 26 224 チャ 75 DA 
116-9 DC378 

＂ 
(66) I 30) I 28) I 711 II 108 " C R373 皿 59 57 52 246 ” 81 Il B 

116-11 0D378 ” I 63) I 23) I 141 I 261 頁 109 ＂ 111-6 C 2378 Il 63 59 50 265 砂 85 " 
111- 9 DA315 Va 60 55 54 226 安 701 ID DE375 II 74 65 31 238 安 94 II 

DC381 II 57 54 52 219 II 702 II CY382 II 70 62 49 217 " 95 II 

CX384 

＂ 
56 54 48 201 II 703 ＂ D E377 II 66 60 60 343 チャ 149 ＂ 117-II C0377 ” 55 50 48 177 II 704 ＂ DA376 Va 66 55 42 228 ＂ 150 ＂ CP378 m 55 49 40 143 ＂ 705 ＂ 0D377 a 58 53 45 205 ” 151 ＂ 117-12 CY381 Il 53 49 43 159 II 706 ＂ DC373 ,, 60 51 41 184 II 152 ＂ DD384 ” 53 47 42 127 ＂ 707 II C0381 I 66 52 44 215 ,, II 

D8383 ” 51 48 43 135 II 708 ＂ C U384 D 76 58 34 200 II 77 IlC 
117-10 DD377 ” 49 42 40 NO II 709 ＂ CG382 II 78 51 39 250 ,, 78 II 

DD377 ” 49 43 35 94 ” 710 ＂ C S381 I 73 46 31 157 II 19 II 

CX384 ＂ 46 39 39 88 II 711 ＂ CU386 

＂ 
73 54 36 219 II 80 II 

DA383 ” 48 42 38 97 II 712 ＂ 117- 7 DC382 ,, 70 65 41 270 II 82 II 

0D377 ” 43 38 32 69 ＂ 713 ＂ C L376 Va 70 63 44 249 II 83 II 

117-15 CX384 II 40 38 35 69 ＂ 714 ＂ DC380 Il 91 10 50 463 II 93 ,, 
117-13 C X384 II 41 39 34 12 ＂ 715 ＂ C0379 11 (83) （邸） I 19) I 1511 ,, 76 II 

？ ？ 41 34 32 52 ＂ 716 ＂ DC380 I (76) (41) I 281 (113) II 

＂ 117-14 DC380 I 40 38 32 63 II 717 ＂ DC379 Il (60) (57) I 431 (191) 安 86 Il 
CU385 II 39 38 36 68 " 718 ” ll8-2 DA379 ” 165 99 46 828 II l IDA 
CX384 Il 56 52 48 196 ” 121 ＂ CT381 II 126 117 54 971 II 2 " 
DA378 II 61 48 34 136 ＂ 722 ＂ DE377 

＂ 
lll 93 50 569 安 3 IDA 

DE382 II 63 51 34 163 ” 723 ，， C L382 ＂ 123 93 34 634 ” 4 " 
CT387 I 62 53 47 209 " 124 ＂ DE377 ” 121 98 50 886 ＂ 5 II 

117-8 378 

＂ 
66 62 54 268 ” 725 ” DA378 Va 115 89 45 672 ” 6 " 

C Q379 II 69 68 49 345 ” 726 ” ll8-4 CT381 

＂ 
llO 101 34 414 ” 8 I/ 

DE378 I 86 19 61 355 ” 121 ＂ DC378 ” 129 73 31 458 ” 9 " 
116~18 CW385 

＂ 
93 70 57 460 安スリ 2 61 X50 51 X32 9 IE 118- 3 C R383 II 109 89 35 442 ” IO II 

117- 2 DD381 Va 108 74 65 688 ” スリ 3 64X49 68X51 56 II 

64X48 

ll8- 7 CM372 ” 105 71 29 271 
: I 

11 II 

118-6 CU386 II 102 81 41 502 12 " 
117- I C 0377 ll 110 80 64 809 ” スリ I 72X55 68 II CW387 Va 95 74 40 293 ，， J3 II 

DC378 ＂ 114 69 65 724 II スリ I 56X39 69 " CU386 a 111 73 35 400 ” 14 " 
タタキ 2 22X2! 30X27 DC378 ” 122 53 30 313 II 15 " 

116-15 C S382 II 99 79 68 706 砂 タタキ I 39X29 70 II DA373 ” 115 57 28 191 ＂ 16 II 

116-17 C 2382 ,, 94 74 53 581 安 タタキ 2 29Xl1 21X20 71 II DA380 II 104 48 43 330 ＂ 11 " 
CW385 ＂ 115 91 55 919 ” スリ 2 44Xl4 38Xl2 89 II C 2377 II 96 62 29 264 II 18 " 

116-16 CU386 II 103 91 55 745 ” タタキ 2 27Xl8 25Xl2 90 n ll8- 1 C G369 II 165 78 54 958 II 114 II 

117- 4 DC375 ,, 116 85 31 532 ＂ スリ I 70Xl7 22 IF DE378 I 113 86 49 739 ” 115 II 

111- 3 C Q378 ,, 145 72 39 622 ” スリ 2 60Xl3 24Xl4 62 II DD379 

＂ 
94 80 53 553 II 116 II 

117-5 C X384 ＂ 110 95 40 627 ” スリ I 58Xl5 65 II 378 II (111) I 851 (39) I 345) 砂 11 II 
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図版

出 t
層

最大計測値
石質

機能面 整理
分類 備考地点 長1-1 幅（叫厚1-1 車(,) 痕跡面 長x幅1-l 番号

←D-A375 11 I 90) I 79) I 64) (611 I 安 78 ,, 

図版
出土

眉
最大 ；t測値

石質
機能面 整理

分類 備考地虹 長[..j 幅1叫厚［叫重[,) 痕跡面 長x幅I"! 番号
CX383 ” 113 64 27 277 II 53 II 

C R382 II (IOI) (73) I 341 (346) II 79 II C P381 Va 113 58 48 459 II 54 " 
CY382 " I !06I (80) I 40) (399) ＂ 88 II CQ382 D 119 56 47 336 II 55 " 
C Z378 " I 78) I 491 (18) (90) II 89 II DE315 ” 116 45 20 165 ” 56 II 

DE375 11 (105) (64) (44) I 275) ” 91 " CY381 ” 111 63 31 166 ” 57 " 
CT387 I I 73) I 59) I 441 (221) ＂ 127 II C Z377 II 105 66 27 239 II 58 II 

CU381 Il 218 I 971 (53) (1320) ＂ 761 II C N383 ” IOI 59 34 313 ＂ 59 " 
0B378 II 161 103 51 1194 ” 19 IDB CW384 ” 98 52 29 170 ＂ 60 " 

119- I C 0377 II 143 100 77 1081 ” 20 " C 237? ” 97 62 35 272 II 6J II 

119-5 D8378 ” 128 95 60 636 II 21 II 119- 3 0B377 ” gg 56 38 241 ” 62 " 
DA380 II 102 97 43 614 ＂ 22 II us~12 C Q387 Il 86 82 40 252 砂 63 IIIB 

11s~9 CW387 II 120 91 30 369 II 23 " DC376 ” 140 117 63 1065 安 117 II 

DC383 ,, 113 82 37 435 ＂ 24 II DC378 DIV 145 15 40 698 II 118 II 

ll8- 5 106 92 35 374 ＂ 25 II DC378 

＂ 
91 67 48 449 ,, 119 ” ll8-10 0B372 

＂ 
110 88 34 330 凝 26 " CU385 I 83 74 51 389 II 120 II 

C N376 II 116 91 49 580 安 27 II 118-11 C 0384 

＂ 
51 56 29 105 II 276 ＂ C L376 

＂ 
119 80 35 325 ＂ 28 mB CV38I " (110) (90) (29) (325) II 75 II 

co I llO 73 53 466 ” 29 " DC378 II (97) (73) (33) (308) ＂ SJ II 

DD381 Va 103 84 67 537 II 30 " DC379 11 I 93) I 77) I 33) I 2871 ” 83 II 

DA 

＂ 
105 72 38 262 II 3J II C N376 " (80) (73) (31) I 2161 ,, 

90 " 
DE311 ” 95 87 28 344 II 32 " DA378 " (671 I 501 I 22) I 681 ” 106 II 

CJ 319 II 97 91 39 495 II 33 " 120~l DA384 II 161 87 85 1053 ＂ 64 me 
119- 6 DC378 II 97 74 49 407 ＂ 34 II CY381 II 140 55 39 392 ” 65 " 

DA379 II 113 87 31 373 ＂ 35 II CU387 ＂ 136 68 38 379 ” 66 II 

119-7 DA374 ” 92 74 44 388 II 36 " CW388 I 115 94 39 451 II 61 " 
DB377 ＂ 97 75 50 382 ” 37 II 120- 2 DA377 

＂ 
115 83 33 478 ” 68 II 

DA378 ＂ 94 73 34 297 II 38 " CU384 ” 92 18 48 452 ＂ 69 II 

119~4 CY381 ” 90 74 28 279 ” 39 " CU387 II 102 58 62 469 II 70 " 
DC378 ” 89 79 52 336 ” 40 II 119- 8 CX383 ” 99 53 47 3ll II 11 II 

CL381 ＂ 82 74 40 251 ＂ 4J II CY378 ” 90 58 41 237 II 73 II 

CV386 ＂ 16 12 30 196 II 42 II C Z378 II 117 82 58 853 II 121 " 
ll8- 8 CU382 Va 78 68 24 156 II 43 II 120-4 DD374 II 117 71 49 559 ＂ 122 II 

CY38! Il 70 58 29 150 ” 44 II 120- 3 DB372 Va 132 61 46 444 ” )23 II 

DE375 ＂ 64 47 36 144 ” 45 II C L384 Il 117 93 46 553 ” )24 II 

CV385 I 59 51 45 163 ” 46 II 表採 79 54 30 134 II 128 " 
C P385 Il 180 80 56 1130 ” 41 " DA379 Il (87) (75) (59) (461) ＂ 82 II 

CT381 ＂ 177 75 49 982 チャ 48 II CW387 Va 117 (99) I 391 (507) II 74 m 
C R386 ” 147 58 39 541 安 49 II DC379 I (94) (90) (66) (544) " 76 " 119~2 DE377 ＂ 130 68 44 492 ” 50 II DC378 (138) (65) (29) (320) ” 80 II 

C R389 ＂ ll8 63 42 311 ” 5[ II DF373 n (931 (57) (33) (257) ,, 
84 " 

CQ387 ＂ 113 58 33 369 ” 52 " DC377 11 I 82) I 57) (32) (152) II 92 " 
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図版
出土

層
最大計測値

石質
機能面 整理

分類 備考
地点 長I~ 幅I~ 厚I~ 璽(,) 痕跡面 長x幅1-l 番号

図版
出土

層
最 大 計 測 値

石質
機能面 整理

分類 備考
地点 長日輻1-l I厚I~ 重1,1 痕跡面 長x幅日 番号

CT387 ＂ (93) (59) (26) (243) ＂ 93 II 121~6 CJ 379 

＂ 
IOI 65 40 493 ” スリ 2 89X30 80X28 J9 II 

C 1381 II (83) (56) (32) (207) II 95 II 凹 I 22X9 

CX380 ＂ I 761 (57) (31) I 135) II 96 " 122- 2 DE375 Il 96 59 32 304 ＂ スリ 2 62X23 67X18 2J II 

DC383 ＂ I 78) (60) (42) (273) ＂ 97 " 凹 I 20Xl3 

D8378 

＂ 
I 651 (57) (29) (140) 安 98 m 122- I C U382 Va 146 70 52 134 ,, スリ 2 93X42 113X42 43 " 

C Z380 ＂ I 831 (46) (29) (167) ” 99 II 122~3 D8373 D 121 68 48 626 ＂ スリ 1 103X33 50 " 

DA378 ＂ (60) (56) (32) (129) ＂ 100 ＂ タタキ 1 J5XJ2 

0D378 ” (68) (44) (30) (98) ＂ IOI ＂ 凹 I 22Xl6 

DE377 11 (100) (54) (29) (166) ＂ 102 ＂ CN384 Il 132 86 55 959 ＂ スリ I 114 X37 61 " 

C P383 Va I 90) (51) (32) (210) ＂ 103 ＂ タタキ 1 23X14 

D8380 Il I 501 (66) (27) (87) ＂ 104 ＂ 凹 I 26X26 

CV384 II (65) (53) (25) (71) ＂ 107 ＂ 
121- 7 DD377 D 126 88 60 1035 II スリ I 81X31 63 II 

DA381 II (85) (59) (35) (215) ” 108 ＂ タタキ 2 53X35 52X21 

C R386 11 (90) (45) (28) (112) II 109 ＂ 凹 I 44Xl2 

DD380 II I 44) (56) (26) (63) " llO ＂ C R384 Il 93 84 60 723 ＂ 275 ” 
DC380 11 (67) (46) (25) (108) II 111 ＂ C0377 ＂ 157 87 49 1063 /I 752 ＂ 
DE374 " I 541 (56) (18) (47) 砂 112 ＂ DE379 , I 69) (64) (48) I 347) ” 113 ＂ 

122-6 0D378 ,, ll5 73 50 746 ＂ スリ 2 82X32 87X33 I IV CW384 11 I 98) (77) (32) I 430) ” 118 ＂ 
タタキ 2 6JX34 6JX32 C K382 " I 801 I 72) I 52) (370) ,, 753 ＂ 
凹 2 28X20 27XJ6 DC378 II (81) (76) I 45) (435) ＂ 754 ” 

33Xl8 19Xl6 DA373 " (123) (84) I 64) (880) II 155 IV 

DC377 

＂ 
112 59 39 457 " スリ 2 94X33 88X28 2 II DA380 II (125) 77 I 55) I 7741 ” 756 ” 

タタキ 2 42Xl6 31Xl6 DD318 11 I 87) I so) I 31) (145) II 757 II 

凹 2 30X27 23X21 DC383 II (88) (60) (31) (273) II 758 II 

47Xl9 123- 2 DB383 II 

“ 
64 41 238 チャ 84 V 

121-4 DC378 Il 108 55 40 423 ＂ スリ 2 9!X32 69X25 J II 123~3 DD378 II 62 47 44 164 安 87 II 

凹 I 43X!9 123- 5 C 2387 " 98 (79) (28) (203) ,, 278 ＂ 
122-5 0D378 

＂ 
109 69 50 601 安 スリ 2 70X26 69X25 5 II 123- 6 C Z311 II (87) I 90) 31 (366) II 279 ＂ 

タタキ 2 22Xl3 17Xl2 123-4 DF375 II (105) I 68) (18) (195) ,, 501 ＂ 
凹 I 16X9 123-7 DF375 ＂ 112 83 (21) (250) II 502 ” 

122- 4 CN380 Il 108 66 53 587 ＂ スリ 2 69X31 58X28 6 I/ 123- I C Q378 II 121 90 40 640 ＂ 160 ＂ 
タタキ 2 20Xl3 16Xl4 CM372 Il I 83) I 60) (51) I 348) II 141 VI 

----------------------
凹 1 33Xl5 C E372 II (139) (92) (51) I 908) II 試5 IA IV-2区

121- 3 DC376 

＂ 
102 55 38 386 ＂ スリ 2 89X31 78X28 7 II BY377 I (11) (78) (51) I 364) 砂 133 IA 

凹 I 25XJ5 BG427 II 117 74 35 473 流 132 !Ba 
121-5 DC377 

＂ 
97 63 42 409 ＂ スリ I 73X34 69X32 8 ,, BG412 Va 119 60 42 377 安 3 me 

凹 1 2ox11 BA425 I 103 62 51 371 II 12 II 

121- 1 DD379 Il 117 61 33 4JJ ＂ スリ 2 102X23 82Xl5 )4 II AW400 I I 56) I 41) 35 I 73) 砂 105 m 

凹 I 16Xl2 BA477 ＂ lll IOI 52 805 ＂ 751 IV 
121- 2 C X381 

＂ 
106 61 38 396 安 スリ 2 86X28 69X20 18 IV B 1428 

＂ 
87 18 24 240 流 713 VI 

凹 1 18Xl6 
＂ 

II 100 89 26 380 ” 714 ＂ 
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固版

出土
層

最大計測値
石質

機能面 整理
分類 備考

地点 長（叫幅1... 厚1-1 甫{,) 痕跡面 長x幅(.j 番号
図版 出土 層

最 大 計 測 値
石質

機能面
整理 分類I備考

地点 妃⇒幅1-1 厚1-1 重1,1 痕跡面 長x幅1-l 番号

” ” 93 78 23 279 II 715 ＂ 
l77~7 南⑳ 表 167 66 42 671 ＂ スリ 2 125X!9 132X2! 402 IV 

II II 87 69 22 196 II 716 II 177- 8 南R I (73) (56) (31) I 229) ” 408 ＂ 
” ” 91 79 24 257 II 717 ” 111-10 南① 表 101 88 32 464 " 凹 ) 21X21 405 VI 

" II 79 71 19 175 安 718 II M類&llll・台石
II 

＂ 91 87 32 386 ＂ 719 ＂ 
" ” 76 68 20 171 ＂ 720 II 

図版
出七

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考地点 長 (mo) 幅(..)厚(..)重 Ig I 番号

” ＂ 81 65 20 154 ” 721 ” !H 床直 (121) I 511 (37) (186) 安 I 205 

” II 98 77 25 291 ＂ 試2 II 
・------ -安--------- -- --------------
149- 7 BHI44 90 60 41 207 スリ I 95Xll 19 IA VI区

II 床面 I 1551 I 1311 (106) (3100) ,, IV 838 ヤケ

＂ ” I 197) (145) (118) (3300) II II 839 
)49- 4 II II 113 71 44 431 ” スリ 1 61 X7 20 II 2H ＂ 228 (100) (119) (3900) ” IlA 834 両面平坦
149- 5 BT160 IV上 81 57 52 290 ” スリ I 60Xl3 23 II ” 床匝 209 195 121 6700 II N 835 
148- 7 BF162 Il I 76) (60) (67) (340) II 24 II 

表採 I 115) (81) 54 (589) II スリ l 100X27 " 
10- 8 3H (139) (120) I 30) (454) 凝 I B I 208 

II m (268) I 146) (122) (4900) 安 IV 850 
B S156 m下 (86) (68) (45) (393) ” D2 II 4H フ (191) (207) (158) (7600) " ＂ 851 

149- I BJ 156 IIl上 133 67 67 748 ” スリ I 106Xl7 D4 II 5H 床面 (326) I 240) I 93) (9400) ＂ ＂ 833 両面平坦、ヤケ？
タタキ I 19Xl4 8H フ (1811 I 140) (57) (2100) ＂ I B 212 

149~2 B S156 m下 I 79) (62) (43) I 251) II D5 ＂ 9H フ I 150) (84) (73) (1129) ＂ IV 219 
148- 8 B S156 表採 172 91 61 1143 ＂ スリ l 113Xll ” JOH I 98) I 72) I 19) I 191) ” ＂ 

222 
BQ154 Il~ I 99) (68) (57) (460) ＂ ＂ 13H 床直 I 1201 I 100) (37) I 453) II II 229 

149- 3 B S!56 表採 (99) I 601 (34) (261) 輝 ＂ 18上 フ 361 114 87 6000 ” IV 852 
B0181 (83) I 58) (49) (381) 安 IE 43土 ” I 91) I 72) I 11) I 175) II Il 244 

149- 6 BK156 Il 82 64 25 181 ＂ スリ 1 51 X6 IF 62- 2 67士 II I 62) (41) I 16) I 51) ” I B 256 
B0156 Il I 79) (71) (34) (216) ＂ ＂ 70土 I 258 179 107 5500 II DA 831 片面平坦

148- 9 B S157 IV上 I 971 42 41 250 チャ DC 82士b フ 274 228 75 5500 ＂ I B 832 片面凸------ ---------------
116- I 2H フ ll5 63 54 625 安 スリ 2 66X36 39XJ3 302 I Be 11区 II ,, (122) (163) (85) (2200) ＂ IlB 837 
176~3 " 床直 75 51 40 232 チャ タタキ 1 40XJ9 307 UC 82J: II (94) (59) (80) (156) ” IlC 262 
176- 5 5H 床直 141 87 48 914 安 スリ I 88X24 308 !Ba 82土b " 214 136 142 5000 II IV 836 
116- 4 5H 床直 110 Q3 50 562 安 スリ I 80X39 309 !Ba 91土 ll I 161) (112) (49) (1300) ” IC 264 

7H フ I1281 91 26 (458) 輝 312 IF 
＂ ” (416) (158) (90) (8000) ” IV 830 

176- 6 SH 85 62 34 289 安 凹 l 40Xl9 314 mB DE375 Il (69) (59) (21) I 68) ＂ I 277 
176- 8 9H ピI 96 79 30 357 II スリ I 52Xl3 315 !Ba 124- 4 DE378 Va (181) I 124) (42) (573) 凝 IA 2 
176- 9 !OH フ 109 62 41 455 ＂ スリ 2 85Xl9 89X21 316 IV 123-10 DE379 

＂ 
(141) I 99) (37) I 490) ＂ 

II 5 表面に溝

タタキ 2 43X25 39X27 DA382 ＂ (140) I 79) (36) I 367) ＂ ＂ 6 
176-10 14H 床直 138 89 51 871 ” スリ I 89Xl2 318 !Ba DC378 ” I 122) (79) (24) I 174) ＂ 

II 7 

＂ 床直 131 74 43 694 ” スリ I 90X29 319 !Be CU384 ＂ (93) I 84) I 33) (249) ＂ ＂ 12 
176-12 II 床直 116 75 70 852 II スリ I 80X41 322 IE DD378 ＂ (80) I 66l (34) (158) ＂ ＂ 14 
176~13 II II 144 77 69 1092 II スリ I 64XJ4 320 IF 0B376 ＂ I 55) (57) (20) (63) ＂ ＂ 23 
176-11 !SH 床面 132 73 48 148 II スリ 2 50Xl8 85X26 323 !Be 66 8 ft 486 291 69 13300 安 I B 862 
177~2 6士 床直 邸 56 20 106 ” スリ 1 65 X49 325 IF 124- 1 0B378 Il I 193) I 1191 (51) I 1146) ＂ 

II I 
177- 5 17土 フ 157 80 34 658 ” スリ 2 74X8 44X26 326 !Be 123-12 CN387 ＂ (126) (67) I 231 (157) 砂 ” 8 有洞
177-12 南⑪ I 124 75 27 444 II スリ 2 75Xl4 44X8 404 !Bb DE319 II (123) (80) (45) I 369) 凝 ＂ 9 表裏面有溝
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屈版
出土

層
最大計剃値

石質 分類
整理

備 考地点 長 (mm) 幅 (ma) rt (mm) 星(g)-- 番号 図版
出士

層
最大計測値

石質 分類
整理

備 考地点 長（四）幅 (mm) 厚 (mm) 厚(g) 番号
123-11 C R382 Il (128) (80) (25) I 251) 凝 I B 10 CW382 ” (132) I 117) (50) (1120) II ” 812 123- 8 D E383 ” (89) I 54) I 32) I 189) II 

＂ 13 有溝 CW382 II (102) I 100) (58) I 690) II ” 813 123- 9 DE380 I (15) (59) I 341 I 111) 砂 ＂ 15 fl両 DC377 D (139) (98) I 781 (1480) II II 814 
CW387 Va I 811 I 531 I 2s) (81) ,, 

＂ 17 CU381 ” I 1331 (130) (57) (1460) II ” 815 C Y387 Il I 1571 (88) (571 I 810) 安 ＂ 803 DD377 ” (119) I ss1 (118) (1100) ＂ ” 818 DD378 ” I 1731' (146) (51) (1960) ” ＂ 805 CT383 m (109) I 1061 (46) I 750) II II 819 
CW384 ” (llO) (103) (35) I 390) ＂ ＂ 809 DC378 

＂ 
(132) I 1191 (66) (1290) II II 821 

C S381 ” I 1791 (128) (57) (1630) ” ＂ 816 CY382 ,, (190) I 188) (781 (4000) II II 823 
124- 3 CY381 カク I 1471 I 1461 I 40) (692) 凝 I C 4 有謁-, ン CY382 ” I 1491 I 911 (58) (1060) " ” 826 C D382 IV I 811 I sol I 28) I 2491 ” ＂ 11 DA372 II (249) I 1851 (92) (4900) II ” 843 CW382 

＂ 
I 102) (98) (36) I 660) 安 II 801 CW382 ITIV (183) I 103) (85) (2040) II II 853 

DD378 II I 1421 (123) (28) I 720) /I IlA 810 DD377 II (156) I 124) I 1051 (3000) II ” 860 DD381 ＂ (171) I 1071 I 94) (1940) II 

＂ 825 C P378 ill 324 121 96 4800 II II 861 --------
DA377 I 1811 I 1181 (50) (1550) ＂ 

II 829 124- 2 BA425 I (154) (101) I 431 (795) II I B 3 
CY382 a IV 320 246 95 8600 II 

＂ 840 B C387 (146) (90) I 63) (730) II 

＂ 
試4

DA382 ” (271) (241) (126) (11200) ＂ ＂ 841 BY377 Il I 1321 (81) I 421 I 632) II IlB II 6 
DD378 II (427) I 2641 I 67I (10200) II 

＂ 842 C ?374 ,, (206) I 106) (461 (1390) II II ,, 7 

DD378 ” (265) I 169) (82) (5200) II ” 844 AQ377 IV (242) (195) I 531 3140 II II 1112 

CW382 Il I 130) I 1161 (102) (2050) ” ＂ 855 C E370 Il (52) (48) I 181 (12) II DC " 8 
DA379 Il!V I 1421 I 1631 (104) (2800) ＂ ＂ 856 CE370 ＂ I 50) I 29) I 161 (33) II II II 9 
DC380 I I 2281 (117) (215) (7500) II 

＂ 858 BY382 ＂ I 33) I 29) I 301 I 461 凝 II ,, 10 

125~I C Q380 Il (193) I 1691 (691 (2670) ＂ IlB 21 両面凹多薮 BA424 II (167) I 118) (36) (820) 安 IV 811 
DD377 II (224) (164) (52) (2340) II 

＂ 20 凹 IH ＂ (265) (224) I 1291 (8500) II DA 847 
124- 5 DA383 ＂ I 1301 (133) (44) (811) ＂ ＂ 22 有焉 176- 2 2H 垂直 (247) (158) I 441 14400) ＂ DB 303 

DC378 ” I 1381 I 105) (37) I 8201 ＂ 
II 802 2H I I 79) (56) I 761 I 710) II ” 305 

DC378 II I 229) (111 I (65) (1700) ＂ ＂ 817 13H (323) (108) (74) (2500) II 

” 317 
C R386 ” I 1241 (117) (46) I 9801 ＂ ＂ 820 2H I (85) (54) I 221 (103) II DC 306 
DA377 (238) (141) (50) (lllO) II 

＂ 822 14H Il (64) (56) I 191 I 95) II 

” 321 
DC377 

＂ 
I 136) I 1151 I 73) (1600) ＂ ＂ 824 IH 床下 (122) (122) I 581 (1079) II IV 301 

DD378 ” I 282) I 1181 I 32) (1780) ＂ 
II 821 !H 床面 (268) I 198) I 1101 I 79) 安 IV 846 

DD311 ” I 1071 (100) (39) (660) ＂ 
II 828 2H 床直 (153) I 93) I 651 (1096) II " 304 ヤケ

D0377 DIV 241 234 16 7600 ＂ 
II 845 両面平坦片面スリ 3H " (335) (154) I 1531 (8600) II ” 848 炉石、ヤケ

DD380 II (194) (127) (93) (2000) ＂ 
II 859 5H (272) (170) I 931 (5600) II " 310 

125- 2 DD373 Il (175) I 1s21 I 771 (1400) II m 7H フ I 89) I 83) I 221 I 93) II II 311 
DC371 I 107) I 751 I 401 (245) 凝 N 16 177- l 6上 床直 I 268) I JOI) I 531 (1900) ＂ 

II 324 
DE377 Il I 68) I 591 I 471 (1621 凝 IV 18 南⑮ (298) (193) (571 (4300) 石斑 I B 410 
C0373 ” I 571 (32) I 141 (24) ＂ 

II 19 南⑳ 表 (222) (167) I 431 (2380) 安 DA 401 
DC374 I 94) I 761 I 38) (250) 安 ,, 801 177-11 北⑤

I ＂ I 1461 (69) I 371 (611) II N 403 
DA378 

＂ 
(134) I 115) I 55) (1380) " 

,, 804 

DC380 I (147) I 122) I 56) (1450) ＂ 
II 806 

DA382 ” (143) I 99I I sol (930) ＂ 
II BOB 

I I 



 
-
 
2
9
7
 
-

図版

点

1

1

”

”

I

I

6

4

3

2

1

 

出士

地点 1 層 I長 (mm)

DD380 C Y387 

DC378 DE379 

DC382 DD378 DE375 

CM372 DA379 DB383 DC374 DC377 DD377 DE3!3 DE377 CK370 

CN376 C0387 CP387 CQ372 CQ382 CR382 CR386 CS387 CU387 

CW382 CY382 CZ380 CZ384 DA380 DA381 0B378 DC:i75 DC386 CG371 CK371 

最大計測直

幅口II l'f (mm) I軍(gI 石質I分類1:; 備 考
S類石刀（石角IJ)

I 
出士

地占
'.:" 

屈― jDA379 I N 

U類その他の石製品

|応 IBA427 I I I 

屈版 層
長(..j

58 

104 

最大計測値

戸21~26 10 

重[,)

22 

310 l 

石質

粘

安

理
り
一
ー

整

番 備 考

71 25 1 j 

N類肛

-1 I 0B373 

3 CW382 

2 C0375 

7 26士

4 CV387 

12 6士

5 7上

9 ! 26士
6 , DC379 

11 DA378 

8 , 37土

10 DC376 

111土

CR382 

DD383 

!OH 

CX381 

I DC380 

0類円盤状石製品

''  出 t
地点

図ー I表採
P類 h孔石棧品

出土

地点

屈ー I 61士

R類石棒

I表採
CW382 

DB378 

I
V
"

＂
フ

IV
フ

"
"
I
V
I
V
フ

IV
フ

I
V
I
V
フ

I
V
I
V

147 

88 

33 

73 

70 

81 

53 

180 

89 

47 

47 

95 

54 

126 

82 

66 

43 

69 

5
8
5
1
4
5
4
2
7
3
5
3
8
3
0
3
8
0
4
6
3
5
8
4
8
5
6
5
3
7
5
5
7
1
6
4
 

ー

2
2
2
0
1
5
2
0
3
2
2
1
1
2
3
6
4
0
1
2
1
6
5
0
2
9
4
1
2
0
2
8
2
4
1
9
 

I
D
I
l
m
m
m
m
m
m
m
m
w
v
m
m
v
m
v
 

品

品

損

損

破

＂

破

”

"

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
 

図版

1
4
2
7
9
1
5
3
2
1
6
1
3
8
9
5
5
7
8
5
4
2
2
5
5
1
3
1
8
1
2
2
0
 

脳〕
最大計測値

ぷ各X訊~ミ

屈版

重(,)

48 安

整理

番号

18 

最大計測値

径 [..j

覆土 I22x21x22 
屑

UV 

Il 

~
~
~
 

7

1

3

 

4

7

6

 

l

l

l

 

~
~
~
~
 

~
~
~
~
 

8

8

9

 

1

3

4

 

l

l

l

 

~
,
~
~
~
 

~
~
ヽ
~

7

4

8

 

9

8

2

 

ー

~
~
~
~
 

重(,)

12 

(1800) 

(2200) 

(3040) 

軽

1

1

"

1

1

1

1

”

”

”

”

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

石質

石質

玉

安

”

”

9

4

1

 

8
4
8
5
8
5
 

埋
号
―
ー
~

慇

番

R

I

I

I

I

 

石器—•覧表の（ ）内は破損品

備 考

備 考



 
-
 
2
9
8
 
-

円盤状土製品 （ ）は残部計測値
整坪

グリッド 層位
大きさ ●m 

軍Jig 備 考
番号

図 版
長径x短径 厚さ

整押
図 版 グリッド 層位

大きさ mm 
重呈 g 備

番号 長径x短径 厚さ
考

62 噂ー36 D8381 IV 27X27 6 5. 5 

63 ~37 98士 フク士 36 X33 6 ， 
1 128図ー1 DC383 N 33X30 5 7. 5 64 -38 114土 II 30X28 7 7 

2 -2 DD380 II 57X50 7 26 65 -39 52士 ” 38X38 7 13 

3 -3 DA384 ” 39X34 7 12. 5 67 -40 C N382 N 49X48 7 24 

4 -4 C S387 ” 41 X34 6 11 69 -41 DB378 ” 32X3! 7 7 

5 -5 DC383 II 41 X36 5 ， 70 -42 DC379 ” 54X49 6 19 

6 -6 表採 31 X24 5. 5 5. 5 71 -43 C Z384 ” 46X42 6. 5 17 

7 ~7 DC378 IV 25 X 25 7-9 7. 5 77 -44 DA378 ” 37 X35 6 9. 5 

8 ―-8 DB377 ” 32 X27 5 7 80 ~45 C R383 ” 47X45 7 17 

， -9 DC378 ” 37 X34 6 10. 5 29 -46 C P386 ” 41 X38 5 13 

10 -10 DC378 II 52 X50 6 23 30 -47 DE380 II 37X32 6 11 

11 -11 DC378 II 35X33 8 12. 5 32 -48 C S387 ” 36X34 6 10 

12 -12 DB375 II 43X43 8 17. 5 33 -49 DC378 JV 38X37 7 10 

13 -13 D8377 ” 33 X32 6 7. 5 31 碑ー50 CU387 Va- 41X37 7 13 

14 -14 DC375 " 32X31 7 ， 78 -51 C L384 IV 39 X34 5. 5 ， 
15 ~ts DC378 ” 39X36 6. 5 11 34 -52 DD379 ” 33 X 28 5 7 

16 -16 C Z379 ” 33X31 7 ， 54 -53 C Q382 ” 52X45 7 25 

17 -17 DC378 " 36X35 8 15 55 -54 CM375 ” 36X (22) 7 7 破饂

18 -18 DD378 II 41 X37 8 17. 5 56 -55 C 0387 II 43X (26) 8 11 ＂ 
19 -19 C 0378 II 38X37 6 14 59 -56 127士 フク土 44X40 13 18. 5 

20 -20 C Z387 II 36X34 6 IO 35 -57 C 0377 N 42X41 8 19 

21 -21 DD380 ,, 48X45 6 20 36 ~58 C X383 ” 42X39 4 5 10 

22 ~22 DD380 II 45X37 7 17 37 -59 D E379 II 41 X31 5 JO 

23 -23 DC383 ” 37X37 ， 16 38 -60 C R385 ” 34X34 5 5 10 

24 -24 DC383 ” 46X34 ， 19 43 ~61 D B378 ” 33 X32 7. 5 II 

25 -25 表採 30X (28) 7 8 破損品 39 -62 DB379 II 38X33 6 5 11 

26 -26 DA375 Va 32X (2'2) 7 7. 5 ” 40 -63 C Z379 " 4!X (27) 7. 5 11 破損品

27 -27 DA375 N 39X37 7 13 41 ~64 表採 26X21 5 4 5 

28 -28 表採 38X (26) 7. 5 10. 5 破損品 42 -65 DE378 IV 37 X32 6 10. 5 

87 -29 C R383 IV 39 X37 6 10 44 -66 DD377 " 45X42 7 19 

48 -30 DC378 ＂ 43X36 ， 20 45 -67 DA377 II 35X35 ， 14 
51 -31 DF378 ” 36X34 7 13 46 -68 3H フク土 32X3! 12 5 16 

” I 

-32 127土 フク土 34X27 7 ， 
58 -33 II II 43X (24) 8 10 破損品

60 -34 25士 " 34X32 8 11 

61 ~35 40士 II 42X42 7 18 

47 ----!i9 DD377 IV 41 X37 7 14 

49 -70 C U386 II 38X36 10 18. 5 

50 -71 DB378 II 34X33 7 11 

52 -72 DC378 " 34X34 11 17. 5 



 
-
 
2
9
9
 
-

 整理

番号
図 版 グリッド 層位

53 国—73 DF 379 IV 

66 ~74 30士 フク土

73 ~75 DC377 N 

74 -76 C L381 ” 
75 -77 C P381 ff 

76 -78 C V387 Va 

79 -79 DC384 N 

81 -80 表採

82 -81 C 0377 N 

"I 
-82 C X380 Va 

84 -83 C K369 IV 

85 -84 C R384 II 

86 -85 117士 フク土

三角形士製品

整理
図 版 グリッド 層位

番号

103 129図ー86 C0380 N 

100 ~s1 C R383 " 
101 -88 C P381 ” 
102 ~gg 11H フク士

鐸形土製品

整理
図 版 グリッド 層位

番号

6 130図一 l DC377 IV 

8 -2 DC378 N ， -3 DB378 IV 

10 -4 DC378 N 

5 ~5 DC383 IV 

13 -6 CM374 IV 

14 -7 DD377 IV 

18 -8 DD377 IV 

15 -9 表採

17 -10 DD376 N 

7 -11 DC378 N 

1 ~12 CY377 IV 

大きさ .. 

長径x短径 厚さ

32X32 8 

31 X30 8 

46X38 7. 5 

44X (35) 6 

36X35 7 

34X34 7 

40X39 5 

21X 18 7. 5 

28 X27 5 5 

4!X38 11 

35X34 8 

36X34 6 

37 X37 6 

大きさ "" 

3辺の長さ 厚さ

37X35X36 6 

46X44X47 7 

4!X47X40 8 

43X43X37 7 

大きさ ●● 

長径x短径 高さ

26X25 54 

44X32 68 

46X29 64 

(35) X (13) 63 

(58) X (36) 

(33) X (30) 63 

(21) X (17) 

30 X 27 

(30) X (21) 48 

32X30 

甫量g 備 考

10 ， 
16 5 

14 破損品

11 

11 

11 5 

4 

5 

15. 5 

11 

8 

12 

重量 g I 備 考

5 208 11 

菫鼠 g

32 

51 

70 

46 

20 

5 

10 

23 

34 

24 

23 

備 考

破損品

II 

" 

” 
” ,, 
II 

” 
" 

整理
図 版 グリッド 層位

大きさ mm 
重量 g 備 考

番号 長径x短径 高さ

12 l諏ー13 DC378 IV 14 輝品

4 -14 DD379 N 5 II 

11 -15 DA375 N 10 ” 
16 -16 DC378 IV (53) II ” 
3 -17 C Y382 IV (37) 10 ” 
2 ~18 DC378 N 10 II 

土器片錘

図 版 出土グリッド 層位
大きさ mm 

璽星 g 部位 備 考
長軸x短軸 厚さ

131図ー10 CN385 N 78X45 ， 33 ロ緑部 羽状縄文

-11 CN384 I 71X51 10 41 " 
-12 CN385 IV 67X54 ， 30 II 羽鮎状束縄1種文

-13 C N385 
＂ 57 X47 JO 30 ” 

-14 CN385 II 72 X52 10 33 胴部 斜縄文

I 
-15 CN385 II 75X52 ， 34 II ” 
-16 CN385 II (53) X56 10 25 II ” 
-17 C N385 

＂ 
(34) X47 ， 10 ”” ＇ -18 CN385 ” (36) X47 ， 12 II 羽状縄文

-19 CN385 ” (25) X53 8 8 ,, 斜縄文



 



写 真 図 版 
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N-2区近景（北→南）

.' 

~ N-1区遺物出土状況 N-1区遺物出土状況

IV-1区迫物出土状況（第179図参照） N-1区迫物出土状況

PL. 11 N区
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11号住居跡

1号住居跡

9号住居跡

？盟巴盆耀、衷 ；
9号住居跡追物出土状況

PL.2 N- 1区検出遺構

~ .'c'L. 

0 ,_,_日ヨ Q;rr.』yにl

;;: 

4号住居跡

9ふャ

~ 
5号住居跡

13号住居跡
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． —、 -ヨ｀ー、

函

!:I 

鴫冒'
10号住居跡（左上）

同炉（右上）

同 出器出土状況（右下）

N-1区検出遺構群（東→西）

4号土城（上）、追物出土状況（下）

PL.3 N- 1区検出遺構

N-1区検出遺構群（西→東）

7号（上） . 8号（下）土堀
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18(a一右、b一左）号土城 26号土堀

~r-~~ 
~,;,,,ra ,:.~:;,, 

26号土城 53号土城

67号土城 68号土城（セクション）

73号土痰 78(右） ・86(左）号土城

PL.4 N- 1区検出土壌
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88(左上） ・90(左下） ・93(右）号土堀

ニー＝二LJ練ゃ・:,.• ; ― ャーJ
113 (左） ・115(a一右下、 b一右上）号土堀

N-2区土城検出状況

PL. 5 N- 1・N-2区検出土壊

. . " 
『 T - • 畢~·

112号土城（セクション）

N-2区検出土城
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.(』

配石群近景

第 5号配石 第 1号配石断面

ぶ
第 7号配石 第 8号配石

Ill"""' 

' 
第 9号配石

言 ～
第 8方配石断面 （左端は石皿）

PL. 6 N-2区検出遺構（配石）
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PL. 7 N区出土土器 (I群土器）
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PL. 8 N区出土土器 (I群.II群土器）
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(5H~9H-S =¾) 
llH S=¼ 

3H 4H 

6H 6H 

12H 
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34土0危）

47土

77土(),危）

73土

112土（加） __,., 135土（加） 、~ 8 号配石

PL. 10 W群土器(W-1区土壊・配石出土） （縮尺 未記載· · ·¼)
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PL. 11 （土器番号は第76図と同一
（ ）は縮尺 ） 
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DA-377 

D C-378 

00-378 
45 

PL. 12 N群土器 (N- 1区遺構外出土）



 - 315 -

 

 

 

PL. 13 内外面連続山形文土器(9H出土）
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(V群）

7号土堀

”
 1号住

7号土城 7号土城

78号土城

贔

... , 

~ 
~ 

10号住

PL. 14 第V・VI群土器 (W- 1区）
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一藝

• コ喪四

PL. 15 第w群土器 (N-1区）
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3号溝状ピッ ト 6号溝状 ピット 7・8号溝状ピッ ト

＇ 

PL. 16 V区遠景 ・遺物出土状況・溝状ピット・遺構外出土土器
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VI区遠景 基本層序

2号溝状ピ ット 3号溝状ピッ ト

円形ピ ット

4号溝状 ピッ ト

PL. 17 VI区遠景 ・基本層序 ・溝状ピット・円形ピット
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.,. 
ヴ

可墨l

PL. 18 VI区出土土器
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Vil区遠景（南→北）

1号住居跡

10号住居跡

5号（下）・12号（上）住居跡

PL. 19 V1I区遠景 ・検出遺構
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土器埋設遺構

7号土痰 14号土堀

．
 ’ 

;
9
.
¢
 

,~
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/̀ `• 9,c
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鼻

ィ

・

a・ 

ト、
，

13毎土城（左右）

PL. 20 ¥llI区検出遺構
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3 H 

2 H (¼) 

5 H (¼) 

13H 
14H 13H 

PL. 21 W区出土土器 (1) (縮尺 未記載…％）
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15 H 

13土

PL. 22 W区出土土器 (2) (S=¼) 
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今

三 78土ー一→

PL. 23 第 I群石器 (A類 ・B類）
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PL. 24 第 I 群石器 (C 類 •D 類 ·E - I 類 ·G 類）
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PL. 25 第 I群石器 (E-II類 ・F類）
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（両極石核） （両極石核）

PL. 26 第 I群石器 (F類 .H類、下段は河区出土石器）
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P L .  2 7  渫 I ． 目 罪 が 器 ( 1 )

k ー ＝ B  b ! J ' . J 4  
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PL. 28 第皿群石器 (2)
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PL. 31 出土土製品
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